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Ⅰ. 総 括 
観測隊長・土井 浩一郎 
1. 緒 言 
 第 59 次南極地域観測隊の観測計画（以下「第 59 次計画」という）は、平成 28 年(2016 年)11 月の南極地域観
測統合推進本部総会で決定された「南極地域観測第Ⅸ期 6 か年計画」（以下「第Ⅸ期計画」という。）の第二年次
の計画である。第Ⅸ期計画策定にあたっては、総合科学技術会議による「地球観測の推進戦略」（平成 16 年 12
月）および「南極地域観測事業の事後評価」（平成 24 年 6 月）を反映させるとともに、日本学術会議による提言




 第 59 次隊の計画策定にあたっては、南極域における海氷状況を注視しつつ、観測・設営計画のより効率的な実
施を目指し、第 59 次隊越冬成立をできるだけ速やかに達成することを最優先とした。 
 第 59 次計画では、南極観測船「しらせ」による船上観測に加え、「しらせ」で行動する本隊とは別に、南大洋
において東京海洋大学の練習船「海鷹丸」による海洋観測を実施した。また、夏期期間を有効に活用するために、
先遣隊として南極の航空インフラであるドロンイングモードランド航空網（以下「DROMLAN」という）を利用した
早期の南極への送りこみを実施した。隊員 17 名同行者 1 名からなる先遣隊は 2017 年 10 月 28 日に日本を出発し、
南アフリカ・ケープタウン、ノルウェー・トロール基地、ロシア・ノボラザレフスカヤ基地を経由し同年 11 月 3
日に昭和基地北側の海氷上滑走路に到着した。先遣隊は昭和基地到着後、3 つのグループに分かれて、ドームふ
じ旅行、宗谷海岸沿岸調査、基本観測棟の建設にそれぞれ着手した。 
 観測計画、設営計画を実施するため、第 59 次隊の編成は越冬隊員 32 名および夏隊員 41 名の計 73 名の編成と
なった。なお、同行者数は 26 名であった。第 59 次隊では、女性隊員が 5 名、女性同行者が 7 名、うち越冬隊の
女性隊員は 1 名であった。「しらせ」に乗船する同行者は 19 名で、内訳は研究観測プロジェクトの支援等を行う
技術者 2 名、研究者 2 名、大学院学生 7 名の他、第 51 次隊から実施されている南極教員派遣プログラムの教員 2
名、観測隊小型ヘリコプターのパイロットと整備士 2 名、スイスからの交換科学者 1 名、外国人研究者 1 名、報
道関係者 2 名であった。「海鷹丸」に乗船する同行者は 5 名、内訳は、大学院学生 2 名、技術者 3 名であった。ま
た、DROMLAN を利用した同行者は 2 名であった。 
 「しらせ」に乗船する隊員および同行者は、2017 年 11 月 28 日にフリマントル港で「しらせ」に乗船、12 月 2
日にフリマントルを出港し、昭和基地を目指した。「しらせ」は海洋観測を実施しつつ 2016 年 12 月 7 日に南緯
55 度を通過、その後も海洋観測を継続しつつ順調に航行し、12 月 16 日に、南緯 68 度 48 分、東経 38 度 44 分（昭
和基地北西約 40km のリュツォ・ホルム湾の定着氷内に到達した。その後、弁天島沖の南緯 69 度 03.5 分、東経
39 度 15 分の地点へ移動し、12 月 20 日に昭和基地への第一便を実施した。第一便に引き続き、優先物資空輸、準
備空輸を行った。優先空輸終了後、12 月 23 日 10 時 45 分（昭和時間）に「しらせ」は、南緯 68 度 59.9 分、東
経 39 度 36.2 分の昭和基地沖約 500ｍに接岸した。ここまでのラミング回数は、新「しらせ」が就航してから最
少となる 27 回であった。昭和基地接岸後、パイプラインを展張し、昭和基地貯油施設への燃料輸送を実施した。
接岸地点の海氷は脆く、安全に氷上輸送を実施できないおそれがあったため、燃料輸送終了後、停留点をやや南
側に変更した後、12 月 25 日夜間からは雪上車による大型物資の氷上輸送を開始し、正月休みをはさんで 1 月 5
日に終了した。1 月 6 日からはヘリコプターでの本格空輸を行い、1 月 9 日、昭和基地へ全量輸送（982 トン）を
完了した。持帰り輸送も並行して実施し、1 月 5 日までに氷上輸送 291 トンが終了、1 月 13 日までに空輸と併せ
て合計 547 トン（うち 58 次隊分 412 トン）を持ち帰ることができた。 
 2018 年 2 月 1 日に第 58 次越冬隊から第 59 次越冬隊への越冬交代を行った。2 月 12 日の昭和基地最終便により
第 58 次越冬隊 33 名と第 59 次夏隊・同行者 42 名は全員「しらせ」に乗船し、北上を開始した。「しらせ」は、3
月 20 日にシドニーに入港し、第 59 次夏隊・同行者および第 58 次越冬隊は、3 月 22 日に下船し、3 月 23 日帰国
した。 
 また、別働隊となる「海鷹丸」での観測は、2017 年 12 月 31 日にフリマントル港を出港し、東経 110 度線に沿
った基本観測(海洋物理・化学)をはじめ、海洋生態系や南極底層水の昇温度・低塩化に関する一般研究観測等を






第 59 次南極地域観測隊では、上記の「南極地域観測計画第Ⅸ期 6 か年計画」を踏まえ、第 150 回本部総会 
(2017 年 6 月 23 日)において第 59 次南極地域観測実施計画が承認された。これに基づき行動実施計画の検討 




















電離層 情報通信研究機構 ①電離層の観測 ②宇宙天気予報に必要なデータ収集 
気 象 気象庁 
①地上気象観測 ②高層気象観測 ③オゾン観測 
④日射・放射観測 ⑤天気解析 ⑥その他の観測 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 














































第 59 次南極地域観測計画案をもとに隊員の編成が進められ、2016 年 11 月 10 日開催の第 149 回南極地域観
測統合推進本部総会において、観測隊長兼夏隊長および副隊長兼越冬隊長が決定された。隊員候補者について
は、2017 年 2 月 27 日から 3 月 3 日にかけて、長野県乗鞍岳で冬期総合訓練を実施した。2017 年 6 月 23 日の
第 150 回南極地域観測統合推進本部総会において大部分の隊員が決定された。また、6 月 19 日から 23 日にか
けて、群馬県草津において夏期総合訓練を実施した。7 月 1 日には多くの隊員が極地研職員に採用された。そ
の後、各種部門訓練、物品調達および梱包等の準備が行われ、10 月中旬から 11 月初旬にかけて、物資の搬出





電離層 情報通信研究機構 ①電離層の観測 ②宇宙天気予報に必要なデータ収集  
海底地形調査 海上保安庁 海底地形測量 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 
海洋物理・化学 文部科学省 ①海況調査 ②南極周極流及び海洋深層の観測 







































地 圏  
地震波・ｲﾝﾌﾗｻｳﾝﾄﾞ計測による大気-海洋-雪氷-固体地球の
物理相互作用解明 

















および南極観測船「しらせ」への物資搭載を実施した。11 月 7 日に開催された第 151 回南極地域観測統合推進
本部総会において、 第 59 次隊南極地域観測隊行動実施計画および最終的な隊編成が承認された。南極観測船
「しらせ」は、翌日 11 月 12 日に東京晴海埠頭を出港した。観測隊本隊は、11 月 27 日に成田空港から出国し、
オーストラリア・ブリスベーン空港経由でパース空港に到着後、28 日にフリマントル港に停泊中の「しらせ」
に乗船した。「しらせ」は、12 月 2 日にフリマトル港を出港し、南極昭和基地へ向かった。一方、海鷹丸によ
り観測を行う別働隊は、2017 年 12 月 26 日に成田空港を出発し、12 月 31 日に南極海での観測に向けてフリマ
ントル港を出港した。 
 
第 59 次隊の出発までの経過の概要は、以下の通りである。 
2016 年 11 月 10 日  第 149 回南極地域観測統合推進本部総会において、観測隊長兼夏隊長および副
隊長兼越冬隊長が決定。 
2017 年 2 月 27 日〜3 月 3 日 長野県乗鞍高原において冬期総合訓練を実施。 
2017 年 6 月 19 日〜23 日  群馬県草津において夏期総合訓練を実施。 
2017 年 6 月 23 日  第 150 回南極地域観測統合推進本部総会において、第 59 次南極地域観測実施計
画の概要および大部分の隊員決定。 
2017 年 7 月 24 日 「しらせ」との実務者会合を極地研で開催。 
2017 年 8 月 25 日 第 1 回全員打合せ会を極地研で開催。 
2017 年 9 月 29 日 第 2 回全員打合せ会を極地研で開催。 
2017 年 10 月 12 日 五者連絡会を文部科学省で開催した。 
2017 年 11 月 7 日  第 3 回全員打合せ会を極地研で開催。第 151 回南極地域観測統合推進本部総会
において、第 59 次南極地域観測行動実施計画の承認および最終的な隊編成が決
定。 
2017 年 11 月 12 日 「しらせ」、晴海埠頭を出港。 
2017 年 11 月 27 日 観測隊本隊、成田出発。 
2017 年 12 月 26 日 海鷹丸に乗船する隊員・同行者、成田出発。 
2017 年 12 月 31 日 海鷹丸、フリマントル出港。 
 
 2.3 隊の編成 
第 59 次観測隊の越冬隊、夏隊、および同行者の一覧を表 I.2.3-1 に示す。第 59 次観測隊は、隊員と同行者
を合わせ 99 名の編成となった。 
 
表Ⅰ.2.3-1 第 59 次南極地域観測隊の編成（隊員等名） 





 年齢 所    属 隊員歴等 備 考




























































































































































































    
機 械 
（電気設備全般） 内 山  宣 昭













































































































 年齢 所  属 隊員歴等 備 考
  隊    長 
（兼夏隊長） 土井
ど い
 浩 一 郎
こういちろう





























 41 海上保安庁海洋情報部 
 
  













































































































































































































































































































































































































































 64 筑波大学数理物質科学研究科 
第 44 次越冬隊 

















































 24 北海道大学大学院環境科学院   ※ 
Rachel Claire 
Rudd 

















    


































 年齢 所  属 隊 員 歴 等 備 考
大学院学
生 





  ※ 
Smith Abigail 
Jessica Rose 
21 タスマニア大学（オーストラリア）   ※ 
技術者 
豊 田  進 介





松 本  慧 太 郎
まつもと   けいたろう
 31 株式会社マリン・ワーク・ジャパン 第 58 次夏隊同行者   
曽根 知実
 そね    ともみ






観測隊長 兼 夏隊長 土井 浩一郎 




総括 土井 浩一郎（観測隊長兼夏隊長） 
基地活動全般・観測隊ヘリ運用 木津 暢彦（副隊長兼越冬隊長） 
輸送 藤本 理・鯉田 淳 
船上観測 野口 智英 
沿岸野外観測 青山 雄一 
ドームふじ調査 川村 賢二 




杉山 暢昌・西山 尚典 
建築・土木作業 近藤 一海 
機械 尼嵜 慶次 
通信 三浦 澄雄 
調理 北島 隆児 
医療 粕谷 和彦 
野外観測支援 高村 真司 
庶務・情報発信 桑野 優・石井 要二 
 
○海鷹丸運営体制 
リーダー 北出 裕二郎  




研究観測 高橋 邦夫 
基本観測 髙尾 信太郎 
 
○夏期記録（観測隊報告を含む）担当者 
 昭和基地 ドームふじ調査 海鷹丸 
公式記録 土井 浩一郎 川村 賢二 高橋 邦夫 
日誌記録 桑野 優 川村 賢二 高橋 邦夫 
写真記録 桑野 優 川村 賢二 高橋 邦夫 
 
○ハラスメント対応体制 
   観測隊ハラスメント対策委員会名簿 
 全体 
委員長 土井 浩一郎（観測隊長兼夏隊長） 
委員長代理 木津 暢彦（観測副隊長兼越冬隊長） 
委員 桑野 優 
委員 松嶋 望 
委員 青山 雄一 
委員 中澤 文男 
委員 塩見 こずえ 
委員 石井 要二（越冬隊） 
委員 杉山 暢昌（越冬隊） 
委員 鯉田 淳（越冬隊） 
委員 岡江 真一（越冬隊） 
委員 粕谷 和彦（越冬隊） 










 第 59 次南極地域観測事業費（平成 29 年度）の経費概要を以下に示す。 
 
3.1 南極地域観測事業費 
   観測隊員経費      69,802 千円 
   観測部門経費     201,512 千円 
   海上輸送部門経費    4,217,081 千円 
   本部経費        18,646 千円 
   合  計            4,507,041 千円 
表Ⅰ.3.1-1 観測部門経費内訳 
部  門 予算額（千円） 主要調達物品 
定常観測   
  電離層 17,432 ＦＭＣＷユニット 
  気象 74,919 ＧＰＳ高層気象観測装置、気球ガス充填設備 
  海洋物理・化学 46,564 船舶用燃料（A 重油） 
  海底地形調査 20,307  
  潮汐 1,496  
  地理・地形 35,628  
  地震・重力 1,929  
共通 3,237 資料整理費・梱包輸送費等 
   総合計 201,512  
 
表Ⅰ.3.1-2 海上輸送部門経費内訳 
部  門 予算額（千円） 備    考 
職員諸手当 97,187  
職員旅費（国内） 770  
外国旅費 0  
庁費 91,939  
糧食費 73,612  
油購入費 871,808  
諸機材購入費 31,565  
航空機修理費 1,230,837  
艦船修理費 1,050,912  
航空機購入費 753,122  
南極地域観測事業業務庁費 15,329  
合  計 4,217,081  
 
3.2 情報・システム研究機構運営費交付金（特別教育研究経費） 
        研究観測経費            272,384 千円 




       観測事業支援経費          123,038 千円 
       南極観測共通経費およびその他経費  327,320 千円 
              合 計                    1,200,000 千円 
 
表Ⅰ.3.2-1 研究観測経費内訳 
















2. 一般研究観測 43,840  
AP0901  南極昭和基地での宇宙線観測による宇宙
天気研究の新展開 






  240 HDD 
AP0904  SuperDARN レーダーを中心としたグラン
ドミニマム期における極域超高層大気と
内部磁気圏のダイナミクスの研究 
5,600 SuperDARN アンテナ保守部品 
AP0905  電磁波・大気電場観測が明らかにする全
球雷活動と大気変動 
800 Atmospheric Electric Field Moniter
AP0907  南極底層水昇温・低塩化期における深層
循環の変貌解明 
1,200 XCTD-4 プローブ 
AP0908  南極成層圏水蒸気の長期観測 2,800 ゴム気球 
AP0910  全球生物地球化学的環境における東南極
域エアロゾルの変動 
4,000 GPS ゾンデ 
AP0911  東南極における氷床表面状態の変化と
熱・水循環変動の機構 







AP0917  絶対重力測定と GNSS 観測による南極氷床






3,200 コンパクトドラフト 900 CD9S－BB 
AP0922  一年を通した生態計測で探る高次捕食 
動物の環境応答 
4,800 深度センサー付きジオロケータ 
AP0923  南大洋インド洋セクターにおける海洋 
生態系の統合的研究プログラム 
 4,000 VMPS3000D 替えネット 
AP0924  極限環境下における南極観測隊員の医 
学的研究 




3. 萌芽研究観測 2,080  
AH0903  南極仕様 SLR 観測システム開発 1,120 雲量・雲高センサー 
AH0904  AFoPS サイエンスチームの南極派遣 960 輸送費 
4. モニタリング観測 57,664  
AMU  宙空圏変動のモニタリング 2,576 昭和基地全天ｶﾒﾗ･ｲﾒｰｼﾞｬｰ運用保守費 
AMP    気水圏変動のモニタリング 29,048 一酸化炭素・亜酸化窒素濃度分析装置
AMG  地圏変動のモニタリング 10,600 GPS 同期型 10MHz 基準信号発生器 
AMB  生態系変動のモニタリング 9,040 CO２分圧差観測装置オーバーホール 
AMS  地球観測衛星データによる環境変動のモニ
タリング 
6,400 TeraScan ソフトウェア保守費 
観測経費合計 272,384  
 
表Ⅰ.3.2-2 設営部門経費内訳 
部  門 予算額 (千円) 主要調達物品 
 機械 200,736 20kW 級風力発電装置 
 燃料 84,674 Ｗ軽油、JET A-1  
 建築・土木 22,658 基本観測棟 
 通信 7,970 無線機 
 医療 6,066 医薬品、医療機器 
 装備 18,982 個人及び共同装備 
 予備食 5,137 越冬食糧、予備食 
 環境保全・廃棄物処理 34,009 組立式焼却炉 
 輸送 58,146 南極地域観測用物資の輸送、保管及び沿岸荷 
  ヘリコプターチャーター 38,880 ヘリコプター1 機 
設営部門経費合計 477,258  
 
表Ⅰ.3.2-3 観測事業支援経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 観測隊関連経費 98,700  
 訓練経費 14,000  






 南極派遣旅費 65,000  
 隊員保険料 1,200  
2. 観測事業支援経費 24,338  
 国際会議経費 3,000  
 公用氷保管料・輸送料 500  
 事務連絡費 7,169  
 審議委員会、専門部会等開催経費 7,169  
 出発・帰国関連経費 3,500  
広報関係資料作成 1,000  
イリジウム電話通信費 1,500  
シンポジウム関係旅費 500  






項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 南極観測共通 202,320  
LAN・インテルサット 127,820 インテルサット機器・通信費 
海鷹丸関係経費 2,500  
DROMLAN 経費 50,000 先遣隊 
モニタリング役務 22,000 船上地圏、海洋生態系 
2. 公募隊員人件費 125,000























表 I.4.2-1 安全学習活動一覧 
 第 59 次南極地域観測隊が出発までに実施した安全に関わる講義及び訓練は下表の通りである。 
講義・訓練名 講師 開催日（H29 年）
ルート工作について（講義） 千葉正範（南極観測センター専門職員） 





木津暢彦（第 59 次越冬隊長） 











木津暢彦（第 59 次越冬隊長） 









森川博久（第 57 次越冬隊医療担当） 



















木津暢彦（第 59 次越冬隊長） 同 上 
消火訓練：ポンプ操縦、ホース進伸、消火器訓
練、煙体験（越冬隊のみ）（実技） 
立川消防署・立川防災館 10 月 4 日 
夏期設営作業における「危険予知活動の概要」
(講義) 
近藤一海（第 59 次夏隊建築・土木担当） 
9 月 29 日(第 2 回全
員打合せ会) 
危険予知（KY）活動（実習） 近藤一海（第 59 次夏隊建築・土木担当） 同 上 
観測隊におけるハラスメントの基礎知識と防止
について（講義） 




木津暢彦（第 59 次越冬隊長） 






12 月 3 日（しらせ
船上） 
設営・野外活動リスクの予知と評価 村越真 
12 月 10 日 
（しらせ船上） 
通信機の使用方法 三浦澄雄 
12 月 10 日 
（しらせ船上） 
今後の輸送の流れと注意点 藤本理 
12 月 11 日 
（しらせ船上 
雪上車・車両の使用方法/安全教育 関根和昭 





12 月 12 日 
（しらせ船上） 
野外活動一般の注意点（医療） 粕谷和彦 
12 月 12 日 
（しらせ船上） 
基地生活一般の注意 石井要二 





12 月 14 日 
（しらせ船上） 
基地における建築・土木作業一般 近藤一海 
12 月 15 日 
（しらせ船上） 
高所作業・クレーン作業の注意点 近藤一海 
12 月 15 日 
（しらせ船上） 
計画停電の流れと注意点 船木覚 
12 月 16 日 
（しらせ船上） 
野外活動一般の注意点（気象） 杉山暢昌 
12 月 16 日 
（しらせ船上） 
昭和基地の環境保全について 岡江真一 









（第 58 次越冬隊野外観測支援担当） 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   1．夏期行動経過の概要  
   2．夏期観測 
   3．夏期設営作業  
   4．その他の活動 
   5．夏隊行動日誌 
   6．観測データ・採取試料一覧 






1.1.1 往路の航海と船上観測                             土井 浩一郎 
「しらせ」は 11 月 12 日に東京港晴海ふ頭を出港し、11 月 27 日にオーストラリアのフリーマントル港に




2 名(スイスとオーストラリア)も乗船した。12 月 2 日にフリーマントルを出港し、航走観測を行いながら東
経 110 度線に沿って南下を開始した。南緯 40 度に達した 12 月 4 日からは停船観測も開始した。12 月 7 日に




BP 点に到着し、海底圧力計を設置した後、翌、16 日には定着氷縁に到着した。18 日にはしらせヘリと観測
隊ヘリコプター（観測隊ヘリ）の試飛行を行い、観測隊ヘリと 2 名のヘリクルーは、野外観測等の都合によ
り、そのまま昭和基地入りした。12 月 20 日に第 1 便が昭和基地に向けて飛び、その日のうちに、40 名が昭
和基地へ移動した。また、優先物資空輸も開始され、12 月 22 日かけて実施された。23 日早朝に砕氷航行を
再開し、その 2，3 時間後には昭和基地前の多年氷帯に達し、午前 10 時 45 分（昭和基地時間）に昭和基地
の沖合 500m の位置に「接岸」した。往路のラミング回数はわずか 27 回で、例年に比べ極端に少なかった昨
年をさらに下回る回数であった。流氷域の海氷の密接度がかなり低かったことに加え、定着氷に入っても連
続砕氷可能な 1m 程度の氷厚であったためと考えられる。 
輸送が終了した後の 1 月 24 日からは、重点研究観測サブテーマ 2「氷床・海氷縁辺域の総合観測から迫る
大気―氷床―海洋の相互作用」に関し「リュツォ・ホルム湾海洋観測」が実施され、CTD などの停船観測を
27 か所で実施したほか、海氷上に POPS という係留系の設置、ROV による海中撮影、XCTD 観測などが行われ
た。また、海底地形測量や氷海性能試験も実施された。 
 
    1.1.2  昭和基地への輸送                               土井 浩一郎 




送するとともに、持ち帰り雪上車などを積み込んだ。12 月 28 日には、再び船を少し移動させて船の後部を
同じ氷盤に着け、その日の夜から 3 晩かけてすべての 12 フィートコンテナを昭和基地に送り込んだほか、
持ち帰り 12 フィートコンテナを 8 基（うちリーファーコンテナ 7 基）積み込んだ。正月や荒天による中断
をはさみ、1 月 4 日の夜から氷上輸送を再開し、12 フィートドライコンテナを 36 基積み込み、氷上輸送を
終了した。氷状が不安定であったため、例年の約 3 倍の日数が氷上輸送に費やされたが、氷上輸送で持ち込
む予定のすべての物資を輸送することができた。翌日、一般物資空輸に向けて立待岬の東方沖に停留点を移
動し、1 月 6 日から 9 日まで持ち込み物資を空輸し、1 月 11 日から 13 日まで持ち帰り物資の空輸を行った。
第 59 次隊の持ち込み物資量は、優先物資空輸 28.419 トン、本格空輸(物資)73.059 トン、本格空輸(燃
料)154.477 トン、氷上輸送(物資)267.105 トン、氷上輸送(燃料)23.800 トン、貨油 434.600 トン、合計 981.460
トン、第 58 次隊の持ち帰り物資量は、411.710 トンであった。 
−35−
1.1.3  基地作業                                   土井 浩一郎 
先遣隊が 11 月 3 日に昭和基地に到着し、建築隊員 4 名も昭和基地入りした。早速、基本観測棟周りの除
雪や 12 フィートコンテナからの資材の搬出、足場組みなど、基本観測棟 2 階部分の建設に向けた準備がは
じめられた。12 月に入ると建設が始まり、12 月 4 日には柱・梁の施工、5 日、6 日には壁の施工、8 日には
3 階床の施工と順調に作業が進められた。そして、12 月 14 日には屋根の施工、翌 15 日には屋根の防水が完
了し、建物の建設はほぼ終了した。 
本隊が 12 月 20 日に昭和基地入りし、建築関係に加えて、機械・電気関係、車両関係などの基地作業が実
施された。建築関係では、基本観測棟の外階段の取り付けや屋上デッキの設置、宇宙線観測コンテナ用基礎
工事およびコンテナ設置、倉庫棟外壁補修工事、風力発電機基礎工事、HF アンテナ基礎工事、コンテヤード
へのクレーンマット敷設などが行われた。機械・電気関係では、300kVA 発電装置 2 号機オーバーホール、宇
宙線観測コンテナ電源工事、太陽光発電モジュールの交換、基本観測棟弱電幹線敷設などが行われ、1 月 24
日には計画停電が実施された。車両関係では、PB100 に加えて、新たに持ち込んだ PB300 の整備が行われた。
そのほかにも、夏期隊員宿舎の汚水処理施設の改造作業や宇宙線観測小屋とラングホブデ袋浦のＬＡＮ環境
の整備、越冬に向けたリーファーコンテナから倉庫棟冷蔵庫、冷凍庫への食材の搬入などが実施された。な
お、1 月 2 日から 2 月 11 日にかけて、「しらせ」乗員による 451 人日の基地作業支援を受けた。内訳は調理
支援および宿舎管理に 160 人日、建設作業等の支援が 291 人日であった。 
 






テナを設置し、観測を開始した。「絶対重力測定と GNSS 観測による南極氷床変動と GIA の研究」では、絶対
重力計を重力計室に運び込み、調整作業を行ったのち、1 月 13-16 日に重力計室重力基準点 A 点で絶対重力




汐観測では、1 月 19 日に西の浦に水位計設置を設置するとともに、1 月 19 日、20 日に副標観測を実施した。 
 
1.1.5  野外観測                                   土井 浩一郎 
先遣隊として 11 月 3 日に昭和基地入りした内陸ドームふじ旅行隊や生物グループ、地形グループは、11
月上旬に雪上車を使って海氷を渡り、それぞれの調査地域で活動を開始した。本隊が到着した 12 月 20 日以
降は、観測隊がチャーターしたヘリコプター（AS350B2）や「しらせ」搭載のヘリコプター（CH-101）2 機（91
号機、92 号機）を使って、調査地域と昭和基地や「しらせ」間の人員や物資の移動を行った。なお、第 59
次隊におけるヘリコプターの使用時間数は、観測隊ヘリが 80 時間 50 分、「しらせ」ヘリが 235.3 時間（内




の測定を行い、表面地形を求めるために UAV を使った空撮も行った。同じサブテーマ 2 では、「GNSS 氷上多
点展開による流動観測」のもと、白瀬氷河上の 3 地点に GNSS 観測装置やアイスレーダー（ApRES）の設置を
行うとともに、前次隊で設置した装置やデータの回収を行った。 
重点研究観測サブテーマ 3「地球システム変動の解明を目指す南極古環境復元」では、「夏期ドーム旅行」
という計画のもと、11 月 13 日に S16 を出発し、途中、ルート上で積雪サンプリング、レーダー観測、雪尺








変動」では、S17 において、ナノエアロゾル組成観測や AWS の保守、雪面のレーザースキャン観測を実施し







応答」では、11 月 13 日から 2 月 2 日まで、ラングホブデ・袋浦や水くぐり浦、まめ島でペンギン調査を実
施した。 
定常測地観測では、宗谷海岸やプリンスオラフ海岸の露岩域と S16 など 6 か所で空撮用対空標識の設置や
基準点新設、既設基準点改測を実施した。定常潮汐観測では、ルンドボークスヘッタにおいて、野外臨時験
潮を行うとともに、副標観測、水準測量を実施した。地圏変動のモニタリングでは、宗谷海岸の 7 か所で GNSS
や地温計データの回収を行い、スカーレンでは GNSS 無人観測装置の設置を行った。 
 
1.1.6  復路の航海と船上観測                             土井 浩一郎 
2 月 1 日の越冬交代式後、第 58 次隊岡田越冬隊長以下越冬隊員 18 名と第 57 次夏隊員及び同行者 5 名が昭
和基地から「しらせ」に帰還した。その後、順次、観測や作業支援で昭和基地に残っていた第 58 次越冬隊
員や第 59 次夏隊員・同行者も「しらせ」に帰還した。2 月 11 日に南極航空網（DROMLAN）で帰国する隊員・
同行者 14 名を S17 から送り出し、2 月 12 日に観測隊ヘリとヘリクルー2 名を「しらせ」に収容し、第 59 次
夏隊 42 名、第 58 次越冬隊 33 名すべての収容が完了した。2 月 14 日朝に昭和基地沖で第 59 次越冬隊に別れ
を告げ、北上を開始した。 
St.C、St.D、St.E で停船観測を行った後、2 月 16 日に St.BP において第 57 次隊で設置した海底圧力計の
揚収と第 59 次隊で設置した海底圧力計の生存確認をした後、アムンゼン湾へ向かった。 
2 月 19 日にアムンゼン湾に到着したものの、2 日間雪や強風のため野外観測を実施できず、21 日になって
ようやく実施可能となった。リーセルラルセン山南西の露岩域で、21 日と 22 日に 5 つのチームが活動し、
無人オーロラ観測装置や無人磁力計の保守、GNSS 測定や対空標識の設置及び空撮、絶対重力測定、湖沼調査、
ペンギン調査を行った。 
アムンゼン湾方面でのオペレーション終了後、海洋観測のため、ケープダンレー沖に移動し、2 月 26 日に
係留系 2 系の揚収と 1 系設置および停船観測を行った。 
ケープダンレー沖での海洋観測終了後、3 月 5 日にトッテン氷河沖に移動し、5 日から 8 日にかけてトッ
テン氷河近傍の 6 か所で停船観測を行うとともに、海底地形測量や XCTD などの海洋観測を実施した。 
3 月 11 日から東経 150 度線に沿って船上観測や 8 の字航行を行うとともに、緯度 5 度おきに停船観測を行
いながら北上し、3 月 15 日に南緯 55 度を通過した。復路のラミング回数は 1 回であった。3 月 19 日にはシ
ドニー沖に到着し、翌日 20 日朝、シドニー港に入港した。第 58 次越冬隊と第 59 次夏隊および同行者は 3
月 22 日にシドニー空港を発ち、翌 23 日に成田空港に到着した。 
  
1.2  DROMLANを利用した先遣隊                       菅沼 悠介 
第 59 次隊では、先遣隊として本隊に先駆けて昭和基地入りし、研究観測や夏作業に従事するメンバーを派
遣した。先遣隊は、2017 年 10 月 28 日に成田空港を出発し、翌日に南アフリカのケープタウンに到着した。
−37−
ケープタウン滞在期間中には、輸送物資の確認と、事前に郵送していた南極活動用の防寒服の仕分けを行った。
また、ALCI 社のオフィスではフライト前のブリーフィングが開かれ、手荷物を 8 kg 未満に抑えることなど搭
乗に際しての注意事項の伝達と、22 kg までの預け荷物の提出が行われた。当初の計画では、先遣隊が搭乗す
る大陸間フライト（D02 便）は 11 月 2 日に予定されていたが、ケープタウン到着時にはそれ以前に予定され
ていたフライト（D01 便）が既にキャンセルされており、D02 便も大幅に遅れることが予想されていた。その
ため、ALCI と数度にわたる交渉を行い、当初予定されていた大型輸送機イリューシン（Ilyushin Il76）機を
用いた DROMLAN フライトではなく、Norwegian Polar Institute（NPI）が提供する航空路を用いて、2017 年
11 月 3 日にボーイング社の 757 型機でケープタウンを出発し、トロール基地滑走路とノボ基地滑走路を経由




帰路については、第 59 次越冬隊員である 5 名およびしらせで帰国する 1 名を除く先遣隊 12 名と、新たにし
らせで南極入りした 1 名を加えた計 13 名が、2 月 6 日のフィーダーフライトで S17 からノボ基地に移動し、2
月 8 日の大陸間フライトで南極からケープタウンに移動する計画とした。しかし、2 月に入り、悪天候などの
理由により DROMLAN フライトは当初の予定より 4 日遅い 2 月 12 日に変更され、フィーダーフライトも数回の
変更を経て、最終的には 5 日遅れの 2 月 11 日となった。帰国メンバーもフィーダーフライトの数日前に S16
に移動する予定となっていたが、悪天のため結果的にはフィーダーフライトの当日、2 月 11 日朝 S16 に移動
した。実際、雪上行動に不慣れな多数の人員が S16 に数日間滞在するリスクを考慮すると、雪上車の立上げな
どの作業も最小限ですむため、S16 への移動はフィーダーフライトの当日が最適であった。ケープタウンには
2 月 12 日の夜に到着した。ケープタウン滞在中は、人員・物資の確認などを行い、2 月 16 日便でケープタウ
ン空港を出発し、シンガポールを経由して予定より 5 日遅れの 2 月 17 日の夕刻に日本（成田）に到着した。 
 
1.3 海鷹丸により観測を行う隊                                          北出 裕二郎 
海鷹丸の観測隊員・同行者は、基本観測(海洋物理化学)の隊員 2 名と同行者 3 名、一般研究課題「南大洋イ




系の共同研究を実施する研究者 5 名が乗船し、極域海洋観測訓練のため SEAFDEC Research and Development 
Division から 1 名、マイクロプラスティクス観測の研究者 1 名(海鷹丸航海全行程)が乗船した。乗船研究者
は、計 25 名で、日本、オーストラリア、ブラジル、中国、タイと国際色豊かな構成であった。 
日本からの隊員・同行者他の研究者は、2017 年 12 月 26 日、羽田空港を出発し、27 日に海鷹丸へ乗船した。
日本以外からの研究者は 28 日に乗船した。フリーマントルでは、27 日から 30 日まで海鷹丸において機器の
設営やキャリブレーション等の準備を行い、31 日にフリーマントル港を出港した。2018 年 1 月 2 日に最初の
基本観測点に到着し、暴風圏での観測が始まり、CPR を曳航しつつ南下し、途中度重なる時化をタイミングよ
く避けつつ、基本観測、係留系回収、ポリニヤ域での観測を実施した。1 月 16 日に南極海を離脱し、ホバー
トまでの区間でマイクロプラスティクスのネット採集を行い、22 日にホバート港に入港した。オーストラリ
アからの同行者は入港日に下船した。その他の研究者は、機器片付け資料整理を行い、25 日に海鷹丸を下船
し、隊員・同行者他の日本からの研究者は 1 月 26 日に羽田空港へ帰路帰国した。 
 
1.4  環境保護活動                                 土井 浩一郎 
「環境保護に関する南極条約議定書」および「南極地域の環境の保護に関する法律」を遵守し、「南極地域活
動計画確認申請書」に基づく活動を行った。また、内陸や沿岸での調査等から排出する廃棄物も法律の規定に
従った処理と管理を行い､ 昭和基地に持ち帰り処理を実施した。12 月 28 日と 1 月 27 日には、昭和基地の一
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斉清掃を実施したほか、1 月 19 日にラングホブデ・雪鳥沢、2 月 11 日に西オングル島で、放置されていた空
ドラム缶の回収を行った。その他、12 月 27 日夏期隊員宿舎の汚水処理装置の改造作業を行い、その運用を行
った。 
 
1.5  情報発信・広報活動                              土井 浩一郎 
南極観測による学術的成果や活動状況を広く社会に発信するため、第 51 次隊より始まり、今回で 9 回目と
なる「教員派遣プログラム」で同行する小学校および高等学校の教員 2 名による「南極授業」を夏期間に実施
した。第 59 次隊では、大仙市立西仙北小学校（2 月 5 日）、川崎市立菅小学校（2 月 8 日）、秋田県立大曲工業













を計画した。国際キャンペーンは 2018 年 1 月 30 日の時点で北極成層圏突然昇温発生が予測されていな
かったため、1 月 31 日に終了したが、PANSY レーダーについては例年通り PMSE（極域中間圏夏季エコー）
期間全体を捉えるため、観測継続となった。その後、2 月 12 日に北極成層圏は波数 2 型の大昇温の状態












・スチコン 7 台（嵩上げ鋼管、送受信モジュール、UPS バッテリ、ポンプ、サーバ他） 
すべての物資が優先空輸によって電離層観測小屋前へ到着した。物資は移動式クレーンなどを用
いてブロック 2・3・4 の中間にある物資デポエリアへ輸送した。 
c） 輻射器の再取り付け 
第 58 次隊が越冬期間中に輻射器を取り外した 28 基のアンテナについて、輻射器の再取り付けを行っ
た。 
d） 不良送受信モジュール交換 
第 58 次隊が越冬期間中に行った動作確認試験の結果をもとに選定した 15 台の送受信モジュールに
























h）  GPS アンテナケーブルの追加敷設および GPS アンテナの交換 
夏期間（2018 年 1 月 7 日～）、DC に集中もしくは周波数方向に対称にクラッターのようなノイズ
が断続的に発生した問題の対策として、GPS ケーブルを新規追加で敷設した。また、GPS アンテナ本体
の交換および GPS カードの差し替えも実施した。 
i） その他 
ア） PSのバッテリ交換 
変復調装置及び制御装置を保護するための UPS9 台のバッテリを交換した。そのうち 200V 系の
ものに関しては、設営部門の協力により電源コネクタの加工も実施した。使用済みのバッテリは
3 台を予備品として PANSY 小屋に残し、6 台は第 59 次夏隊の持ち帰り物資としてスチコンに梱包
した。 
イ） 観測データ持ち帰り 
















せることで、ブロック 4 の積雪量に影響を与えるドリフトを軽減する効果があると期待される。 
b） Cヘリポートへ通じる道路の除雪について 
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2.1.1.2 光・電波協同観測(AJ0901-02S) 西山 尚典 
1） 波長可変共鳴散乱ライダー 
【概要】 




ザー波長 770nm において、繰り返し周波数 25.2Hz、パルス幅約 150ns、出力パワー約 2W を達成し、第
58 次隊の越冬観測終了後と同等かそれ以上の出力まで回復した。受信系については、シュミットナスミ
ス式望遠鏡（口径 82cm）の主鏡のクリーニング作業を行った。 
2018 年 2 月以降は、第 58 次隊員の残留支援のもと、打ち上げたレーザーの散乱光が望遠鏡視野内に
入るようにレーザーの打ち上げミラーの角度調整の引継ぎを行った。2 月 16 日のライダー観測において
高度 90km 付近からの共鳴散乱信号が確認され、第 59 次隊での越冬観測の準備が完了した。 
【実施経過】 
a） ライダー送信系 




2018 年 1 月 4 日にレーザー内部を循環する冷却水および温水の 2 種類のフィルタ （ーパーティクル
フィルター、イオン交換樹脂フィルター）を交換し、続いてレーザー励起用の FL の計 4 本の交換作業
を行った。その後は、レーザーを構成する光学素子を外した状態から、調整用の He-Ne レーザーを使
いながら光軸調整を行った。所定の手順で調整を繰り返しながら、光学素子を配置していくが、所望
の出力まで回復しない状態が続く。1 月 16 日に再度 FL の全交換を行い、調整作業を継続する。最終
的に、1 月 23 日にレーザー波長 770nm において、繰り返し周波数 25.2Hz、パルス幅約 150ns、出力パ
ワー2W 超を達成した。次にレーザーの発振波長を 772nm に変更し、2 倍高調波発生装置（Second 
Harmonic Generator、以下では SHG）の調整を行った。1 月 25 日にレーザー射出口から SHG までのア
ライメントの調整・確認を行い、以降数日にわたり SHG 内の光軸調整を継続し、1 月 29 日に波長 386nm






写真Ⅱ.2.1.1.2-2 1/23 に記録したレーザー出力の時系列変化、一番下の線がレーザーの 























打ち上げ角度の調整を行った。2 月 6 日には残留中の第 58 次隊員と、引継ぎを兼ねたレーザー打ち上
げ角度調整を行った。写真Ⅱ.2.1.1.2-5 に、レーザー散乱光を受信した際のオシロスコープでの波形
を示す。この日は低層の雲のために、角度調整の結果を確認することはできなかったが、最終的に 2






信号波形。上部の波形が受信信号に対応する。（ただし、取得日は 2 月 16 日） 
 
写真Ⅱ.2.1.1.2-6 2 月 16 日のレーザー打ち上げ角度調整後に取得された大気からの 
散乱信号強度の高度プロファイル（横軸：高度、縦軸：散乱信号強度）。グラフ 












くなる 2 月以降ではないと実施が不可能である。第 59 次隊においては越冬交代直後に荒天が続き、外出
もままならない状態で、第 58 次隊員のしらせ帰還前にレーザーの打上げ角度調整の引継ぎが行えたのは









内の定在波をキャンセルする Path Length Modulator（以下、PLM）の交換および調整、計画停電対応を
含めた観測全般の引継ぎ、ミリ波観測用の天窓交換作業を行った。 
【実施経過】 
a） PLM 交換・調整作業 
第 58 次隊の越冬期間中より PLM の耐摩耗シート及び固定用ブロックに磨耗が見られ、ストローク不足
に陥っている状態であった。第 59 次隊では新たに PLM 一式を持ち込み、2017 年 12 月 26 日より磨耗の
ひどい一部の部品（耐摩耗シート、固定用ブロック、円形カム）の交換を進め、国内 PI と連絡を取りな
がらストローク長の調整作業を行った。最終的には、スペクトルの確認を行った上で、12 月 30 日に PLM
の調整作業を終えた。調整直後は円形カムと耐摩耗シートが馴染んでおらず、頻繁に（1 日 1 回程度）
グリスを塗布したが、1 週間程度稼働させた後は次第に塗布の間隔を広げ、第 59 次隊越冬交代直後には
1 週間に 1 度の塗布とした。 
 
  
写真Ⅱ.2.1.1.2-7 58 次越冬観測中に応急処置が施された PLM の耐摩耗シート、 
この耐摩耗シートと固定用のブロック、そして円形カムに摩耗が見られたため、 




写真Ⅱ.2.1.1.2-8 部品の交換およびストローク長の調整が終わった PLM。 
 
b） 計画停電 
計画停電の前日準備として 2018 年 1 月 23 日に液体窒素サーバや制御 PC、4K 冷凍機を除く主要部の立
ち下げを行い、計画停電当日の 1 月 24 日には残りの機器を立ち下げた。復電後（立ち下げから約 2 時間
後）に 4K 冷凍機を起動し、真空度を確認したところ 18Torr と高い値を示したため、事前の指示に従い
ターボポンプによる真空引きを開始。真空引き開始約 1 時間後に 5mTorr を切り、4K 冷凍機を稼働させ
た。翌朝には 4K ステージの温度は 4.3K まで冷却されたが、1 月 27 日の時点でも He ポットの圧力が
0.64MPa と大きく、1 月 29 日より 4K 冷凍機を止めて、昇温させた状態での真空引きを再度開始した。200K
まで昇温した時点で再度 4K 冷凍機を稼働、再び温度が低くなってきたところで（4K ステージが 5.5K）、
真空引きを停止し冷却を継続した。また、冷凍機のコンプレッサー周りの温度を下げるために、ファン
とダクトを使って、冷たい棟間倉庫の空気を送るようにした。しかしながら、He ポット圧が 0.24MPa 以
下にならず、2 月 4 日に再度 4K 冷凍機を停止した状態で真空引きを再開した。4K ステージが 151K まで
昇温した時点で、4K 冷凍機を再稼働。再び 5K を切ったところで真空引きを停止した。 
この時点で He ポット圧はまだ高い状態ではあったが、国内 PI の指示のもと SIS ミクサの電流-電圧特
性を測定し超電導状態になっているかを確認。所望の特性が得られたので、2 月 8 日に受信機関連の復
電及び動作確認を始めた。天候の回復を待ち、2 月 11 日に通常観測を再開、以降は He ポット圧と 4K ス
テージの温度変化をワッチしながら、NO と O3 を切り替えながら観測を継続している。 
c） 天窓交換工事 








計画停電後の SIS ミクサの冷却において例年より時間がかかり、観測復旧が 2 月中旬になってしまっ
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た点が残念である。今回の復電後の真空引きおよび 4K 冷却では都合 2 回、昇温させながら真空引きを行
なったが、He ポット圧のみ過去の観測再開の条件をクリアする事が出来なかった。今回の事象は He ポ
ット圧のゲージの故障の可能性もあり、今後の原因究明や He ポット圧ゲージの動作確認・交換などの対
応策を講じる必要がある。また、今回の様にある程度の段階で SIS ミクサの I-V 特性の測定を前倒しす




イメージングリオメータ（Imaging Relative Ionospheric Opacity meter、以下 IRIO）は、銀河雑音
電波が高度 60-100km の大気中の自由電子に吸収される性質を利用した、下部電離圏の電子密度変動の測
定機器である。磁気嵐などの擾乱時における、高エネルギー降下粒子による電離圏 D 領域の電離時空間
変動のイメージング観測を行う。夏作業としては、2018 年 1 月 4 日にアンテナサイトにおいてケーブル
の養生作業を実施した。1 月 10 日-12 日まで PASNY レーダーからのブランキング信号が取得できず、受
信が出来ない状況が散発的にあった。計画停電前の 1 月 23 日に UPS 交換作業を行い、越冬交代後の 2




2018 年 1 月 4 日に前日までの強風後のアンテナエレメントの点検を行い、エレメントが曲がったもの
はケーブル縛り紐でパラフィル線への固定作業を行った。またアンテナサイトのコントロールボックス
の側面の蓋がおそらく強風のために飛ばされており、その日のうちに仮復旧を行い、のちに上部の蓋と
合わせて 2 本のラッシングベルトで蓋を固定した。1 月 10 日-12 日の間に、散発的にデータロガーで受
信強度が記録されない事象が起こった。調査の結果、PANSY の送信波を避けるためのブランキング信号
が PANSY 側のトラブルで送られていなかった事が原因の可能性として高いと判明した。その後は計画停
電前日の 1 月 23 日に UPS の交換を行い、2 月 13 日に局部発振器の交換および受信機 1 チャンネルの増
設を行った。図Ⅱ.2.1.1.2-7 に更新作業前後の既存および新設チャンネルでの受信強度の推移を示す。
作業終了後も既存のチャンネルでの受信強度の大きな変化はなく、新設のチャンネルでも想定通りの受
信強度である事がわかる。これにより、全 8 チャンネルでの受信が可能になり、8×8 のイメージング観


























2017 年 12 月 20 日にしらせヘリ（CH）にてしらせを出発し、2018 年 2 月 6 日に観測を完了するまで、
約 7 週間にわたってラングホブデ氷河にて野外活動を実施した（表Ⅱ.2.1.2.1-1 参照）。12 月 20 日に
雪鳥沢小屋に宿泊後、12 月 21 日～28 日にかけて氷河の西側に設けた予察キャンプを拠点に、観測準備
活動としらせからの物資輸送を行った。当初は CH にて氷河上への輸送を行う予定であったが、直前にな
って CH が氷河上に着陸しないとの判断があり、観測隊ヘリ（AS）による輸送に変更した。12 月 29 日に
は AS にて氷河上へ全機材を輸送。氷河末端から約 2 km、南緯 6912'25"、東経 3944'35"に掘削キャン
プを設営した（図Ⅱ.2.1.2.1-1）。以降は掘削キャンプをベースとして、12 月 31 日から 1 月 23 日にか
けて、氷河末端から0.5～2.5 kmの範囲内にある4地点にて合計5本の掘削を実施した（図Ⅱ.2.1.2.1-1）。
氷河上での機材移動に関して、当初は CH、それが難しい場合は AS を使用する計画であった。しかしな
がら CH は氷河上に着陸せず、AS は氷河上でスリング輸送を行わない、という基準が直前になって判明
し、掘削地点間の機材輸送は急遽昭和基地から輸送したスノーモービル 1 台にて行った。その後 1 月 26
日までに、スノーモービルを用いて全機材を予察キャンプ付近に移動。1 月 27 日には AS によるスリン
グ輸送で機材を CH 着陸点に集積し、CH によって全物資と人員を昭和基地としらせに撤収した。その後 2
月 6 日には AS を使って昭和基地から氷河を日帰りで訪れて、通年観測を目的に残置した係留系、水圧セ
ンサ、GPS のデータ回収と保守を行った。 
4 か所の掘削地点において、235～410 m 深の全層掘削に成功した（総延長約 1,800 m）。これらの掘
削孔を使って、棚氷下の水温・塩分・流速を測定し、海水と底面堆積物のサンプリング、ビデオ観察を
行った。第 2 掘削地点では掘削孔の直径を広げる拡大掘削を行い、直径 130 mm の係留系を設置、水温・












期間 活動内容 宿泊地 人員 


















12 月 29 日～1 月 1
日 
・掘削キャンプ設営 
・第 1 地点熱水掘削・観測 









1 月 4～13 日 


















1 月 16～25 日 























1 月 27～29 日 ・廃棄物処理 昭和基地 杉山、箕輪、山根 
















で、AS によるスリング輸送を余儀なくされた。ラングホブデ氷河上では第 53 次隊において AS によるス
リング輸送が実施されており、今回もいわば CH のバックアップと考えていた手段である。しかしながら






















氷河上のキャンプにおいては、風速 20 m 以上で大型テントを撤収、さらに風速 30 m 以上となる場合
は氷河外への避難を検討、との計画であった。実際 1 月 2～4 日にかけて風速 30 m 以上となったが、昭
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和基地からの助言を受けて 1 月 1 日に雪鳥沢小屋へ移動して事なきを得た。この際、テントは全てポー
ルの張力を除いて（ポール先端をテントのグロメットから外して）おいたが、結果的に風にあおられた
テントがポールと干渉して、テント生地が損傷した。ポールをテントから抜いておくべきであった。 























2.1.2.2 GNSS氷上多点展開による流動観測(AJ0902-02) 青山 雄一 
【概要】 
リュツォ・ホルム湾沿岸の氷河・氷床、ならびにリュツォ・ホルム湾海氷上に GNSS 観測システムを多
点展開し、氷の動的状態を定量的に把握する。複数台の 2 周波 GNSS などを活用し、夏期の集中観測や通
年観測を通じて、流動ベクトルを鉛直方向も含めた三次元で高精度に計測する。同時に、電波式底面融





観測隊ヘリで白瀬氷河上に降り立ち、第 56 次隊から継続している通年 GNSS 観測システムの保守（リ
チウムイオン 1 次電池交換など）を行い、データ回収後、観測を継続した。同じく第 58 次隊で設置した
ApRES 通年観測システムの回収を行った。さらに夏季観測用 GNSS システム・ApRES 通年観測システムを
白瀬氷河上に設置して、氷河の流動・氷厚状況を計測した。観測作業日程は以下の通り。 
1） 保守 




白瀬氷河（70°04’33.5”S,38°42’13.7”E）（1 基/夏季 GNSS 観測システム）：2017 年 12 月 30 日 
白瀬氷河（70°04’27.0”S,38°42’02.4”E）（1 基/ApRES）：2018 年 2 月 2 日  
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3）  回収 
白瀬氷河（70°01’08.7”S,38°41’07.7”E）（1 基/第 58 次隊設置 ApRES）：2017 年 12 月 30 日 
白瀬氷河（70°04’27.0”S,38°42’02.4”E）（1 基/夏季 GNSS 観測システム）：2018 年 2 月 2 日 
通年 GNSS 観測システムの電源として、第 58 次隊では、第 56 次隊で使用したリチウムイオン 1 次電池
（14.4V、36Ah）100 本を再利用したが、欠測無く 2017 年 2 月 5 日から 12 月 30 日までの連続データが
得られた。保守では新品のリチウムイオン 1 次電池（14.4V、36Ah）40 本と交換し、使用済み電池 100
本を回収した。また、通年観測システムの底部に接する氷表面の融解があり、システム自体が傾斜して
いたこと、また、5m から 10m 下流に細いクレバスが認められたことから、通年観測システムを西に 30m
程度移動して観測を再開した。夏季 GNSS 観測システムはリチウムイオン 2 次電池（14.4V、90Ah）2 個
で給電した。2 月 2 日回収時にはすでに GNSS 受信機は停止していたが、1 月 30 日までの 1 ヶ月分のデー
タが収録されていた。夏季 GNSS システムも底部に接する氷表面の融解があり、回収時北北東に 40 度程
度傾いていた。 












機会が得られなかった。そのため、人員と観測装置の輸送を同時に行わなくてはならず、3 名（12 月 30
日は、平野、高員、青山、2 月 2 日は、木村、高村、青山）での実施となった。観測隊ヘリパイロット
の支援も得られたが、ApRES 設置を 3 名で実施する場合、作業時間は 4 時間程度を見込みフライトプ
ランを申請すべきであった。 
 







往路の 2017 年 12 月 13 日～15 日では、コスモノートポリニヤ海域において、XCTD 航走観測および CTD
採水/CTD—LADCP の停船観測を実施した。また 2018 年 1 月 21 日～2 月 14 日の期間、リュツォ・ホルム湾
内において、しらせ停船観測による ROV 観測、採泥観測、POPS（Polar Ocean Profiling System：以下
「POPS」という。）ブイ設置、海氷コア採取、CTD 採水/CTD—LADCP 観測、水中カメラ撮像、XCTD 観測、
および航走観測による海底地形測量を、予定された測線及び測点において実施した。POPS ブイ設置に先
立ち、EM-Bird フライトによる設置点候補地の氷厚・氷況偵察を実施した。しらせ停船観測による CTD



















































     
写真Ⅱ.2.1.2.4-1 係留系設置の様子     写真Ⅱ.2.1.2.4-2 採泥器を投入する様子 
 






2018 年 3 月 6 日～7 日にかけて、トッテン氷河前面海洋の 6 地点において CTD 採水/CTD-LADCP 観測の
停船観測を実施した。また、2018 年 3 月 4 日～8 日にかけて、しらせ航路上 51 地点において XCTD 観測
を実施した。XCTD 観測に関しては、当初予定していた以上の測点で実施し、Dalton Polynya～Moscow 











面の状況であったため、CTD 観測中「しらせ」は常にドリフトし続ける。観測開始時には 950m あった水




2.1.3 地球システム変動の解明を目指す南極古環境復元   
2.1.3.1 夏期ドーム旅行(AJ0903-01) 川村 賢二 
1） 概要･経過 
2017 年 11 月 3 日に 59 次隊のドーム旅行参加者 9 名（川村、藤田、中澤、大藪、大野、杉浦、小林、
赤田、宮岡）は他の先遣隊メンバーとともに DROMLAN を利用して昭和基地に到着し、58 次越冬隊からの
参加者（伊藤）および支援員 4 名とともに 11 月 8 日に S16 に移動した。橇積み等の準備の後、10 名は
11月 13日に S16を出発し、観測や依頼作業を実施しながらNMDルート経由で12月 9日にドームふじ（DF）
に到着した。その後、ドーム基地南方の NDF、南東の BC2、北西の BC3 の各点に移動し、それぞれの場所
において本隊は定点における各種観測を実施し、氷床レーダ搭載車 1 台は周辺数十キロ圏内のレーダ探
査を実施した。最後にドームふじ基地に戻り、第 2 期深層コアを橇積みして 1 月 11 日に帰路出発し、MD




a） 第2期ドームふじ深層アイスコア輸送            川村 賢二 
ドームふじ基地到着後の 2017 年 12 月 11 日から 13 日にかけて、ドームふじ基地内に保管されてい






た後に 1 月 8 日にドームふじ基地に戻り、コア搬出に取りかかった。搬出口から至近距離（約 3ｍ離
れた場所）の雪面（基地の長手方向に並行）を PB300 により掘り下げることで、2 トン橇の木枠とソ
ロバン、昇降機の荷台の高さを揃えた。こうすることで 1 箱 32 キロある中ダンの移動距離と高さの差
を最小化して効率よく積載できた。人員の配置と数は、コア貯蔵室の箱運搬に 2 名、昇降機操作に 1
名、表面で昇降機からソロバンへの移し替え 1 名、ソロバンの中継 1 名、橇上での積載 1 名で、合計
6 名であった。橇への雪詰めと銀マットがけは、橇をそれぞれの作業場所へ PB300 で引き回して実施
し、また、ブレードで予め橇が来る位置の左右に雪を積んだため、雪詰めも素早く行えた。その結果、
1 月 9 日午後から翌午前までの実質 1 日の短期間で、5 橇に 173 箱の積載が完了した。なお、これらの
作業には基地内の作業車も加わり、1 橇ずつ完成させることを繰り返した。最後の橇の積載前には、
野外の雪面下にデポされていた掘削チップ 40 箱を昇降機によってコア貯蔵室に降ろした。ドームふじ
の気温が高めで推移していたため、コア空輸までの期間を極力短くすべく、1 月 11 日にドームふじ基
地を出発し、一日あたりの走行距離を計画より延ばしたことで、空輸地点である H128 に 1 月 22 日に















橇を 1 台引き、2 名が乗車し、数泊ごとに本隊に合流して人員交代や燃料・食糧補給をした。 
（1）往路 S16 からドームふじ基地に至る約 1,050km の区間（観測実施は 2017 年 11 月 15 日～12
月 9 日） 
（2）ドームふじから NDF に移動し、NDF を中心としてその近傍をカバーする約 600km2 の範囲（2017
年 12 月 17 日～12 月 21 日） 
（3）NDF の南西側の約 2,500km2 の範囲の地域（2017 年 12 月 22 日～12 月 27 日） 
（4）NDF、ドームふじ、BC2 に囲まれる約 2,500km2 の範囲の地域（2017 年 12 月 29 日～2018 年 1
月 2 日） 
（5）BC2 の東側約 1,500km2 の範囲の地域（2018 年 1 月 3 日～1 月 5 日） 
（6）ドームふじの北西側約 3,000km2 の範囲の地域（2018 年 1 月 6 日～1 月 10 日） 




の測線間隔の観測でカバーした総面積は約 1 万 km2 となった。観測を目的とした走行では、9 割以上
の測線でデータの取得に成功した。 
c） 浅層アイスコア掘削（NDF、BC2、 BC3）、掘削孔温度計測 
ア） NDF                                           川村 賢二・中澤 文男・大藪 幾美 





（幅は通常のキャッチャーと同じで長さが 80mm 程度のもの）がうまく機能した（その後の BC2






収納した。コアケースは中ダン（計 58 箱）に入れ、雪とともに梱包した。掘削終了後の 28 日に
はドリルの先端に固定したビデオカメラによる掘削孔内の撮影と、多数の「温度とり」による掘
削孔温度計測も行った（5、10、15、20、25、30、40、50、60、70、80、90、105、120、135、150m
深に設置）。10m 深の雪温は、-56.4℃であった。掘削場の撤収と橇積みは 29 日に終了した。他
のコアとともにドームふじ基地を経由して 1 月 22 日に H128 まで輸送し、1 月 23 日に H128 から
しらせに空輸し−28℃設定の冷凍コンテナに搬入した。この状態で日本に輸送する。 
イ） BC2                                            中澤 文男・川村 賢二・大藪 幾美 
12 月 31 日から 1 月 2 日にかけて、ドームふじ基地の南東 44km の地点 BC2（Base Camp 2；77°
35’S、41°01’E）においていて浅層コア掘削を実施した。掘削場の設営は 12 月 31 日の午前に
行い、コア掘削は 12 月 31 日午後から 1 月 2 日に行った。表層数メートルの雪質は NDF と同様し
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もざらめ雪であった。この脆い雪質の深度では、NDF で作成した大型コアキャッチャーを使用し、
コアの切断と回収を容易にした。また、1 回で掘削するコア長を約 70cm にし、これによりコアバ
レル内にチップが詰まり、コア回収を容易にすることができた。その後、約 70cm 長のコア掘削を
引き続き実施し、掘削スピードの向上を図った。日々の掘削到達深度は、12 月 31 日は 8.6m、1
月 1 日は 23.9m、1 月 2 日は 41.0m であった。取得されたコアは NDF と同様、現場で初期解析を行
ったのち梱包した（中ダンで計 15 箱）。掘削孔を利用し、掘削孔の温度を測定した（温度センサ
ーは 5、10、15、20、30、40m 深に設置）。10m 深の雪温は、-58.1℃であった。1 月 2 日に橇に積
み、他のコアとともに H128 からしらせへ空輸され、冷凍コンテナに保管された。 
ウ） BC3                                              大藪 幾美・中澤 文男・川村 賢二 
1 月 4 日から 7 日にかけて、ドームふじ基地の北西約 30km の地点（Base Camp 3；77°04’S、
39°32’E において浅層コア掘削を実施した。掘削場の設営は 4 日と 5 日午前に、コア掘削は 5




ーブル長で 43.32m であった。取得されたコアは NDF と同様、現場で初期解析を行ったのち梱包し
た（中ダンで計 15 箱）。掘削孔を利用し、掘削孔の温度を測定した（温度センサーは 5、10、15、
20、30、40m 深に設置）。10m 深の雪温は、-56.2℃であった。1 月 7 日に橇に積み、他のコアと
ともに H128 からしらせへ空輸され、冷凍コンテナに保管された。 
d） 積雪ピット観測  
ア） キャンプ地における物理観測               大野 浩・杉浦 幸之助 




頭車である PB300 が雪面を予め 1ｍ以上掘り下げおき、その壁面を成形する方法を採ったため、
最後尾の観測車両に乗った担当隊員の作業量と時間が大幅に減少した。 
イ） NDF における 4ｍピット              大野 浩・杉浦 幸之助・中澤 文男 




3cm・3cm・30cm であった。硫酸および硝酸同位体用試料のみ、試料採取は 180cm 深で終了した。
ダスト用の試料については、上記に加えて 0～30cm の部分を 1cm 間隔で別途採取した。また、物
理解析用に、一辺約 7cm の積雪ブロックを 1-ブロモドデカンで固定した試料を 7 箇所で採取した。
12 月 27 日には 201～402cm 深部分の積雪層位目視観察を行うとともに、密度測定と積雪試料の採
取を実施した。密度測定と試料採取は 3cm 間隔で行った。試料は、化学成分および水同位体用、
ブラックカーボンおよびダスト用のものをそれぞれ採取した。また、物理解析用の積雪ブロック
を 8 箇所で採取した。12 月 28 日には雪温の測定を 10cm 深毎に行った。 




で、約 10km 毎に計 207 地点で実施した。また、降雪が多かった時は積もった新雪も採取した。こ
れは計 5 地点で行った。トリチウムの分析を目的とした表面積雪試料の採取を、S16 から DF のル
ート上で、往路は約 10km 毎、復路は約 20km 毎に計 156 地点で実施した。ベリリウム分析用試料
は、S16 から DF へ向かう往路において、標高 3400m までは高度約 150m 毎に、その後は距離 10km
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毎に採取した。試料数は合計 44 個であった。硝酸および硫酸の同位体分析用試料は、S16 から DF
までの往路で 2～3 日おきに採取された。試料は、積雪の 30～80cm 深部分をまとめて採取した。
取得した試料数は計 11 個であった。昇華分析用の表面積雪を、復路のキャンプ地で計 12 サンプ
ル採取した。加えて、S16～とっつき岬間でも計 6 サンプル採取した。 
・ドーム基地周辺 3 地域間の移動中におけるサンプリング 




深部分をまとめて採取した。また、化学成分・水同位体用の試料は DF から NDF への移動時と、NDF
から BC2 への移動時においても、それぞれ 5 地点と 2 地点で採取された。 
・宇宙塵／同位体標準のためのサンプリング 
一般研究観測（Ⅱ.2.2.7.1 ドームふじ基地近傍の表層雪の採取 AP0914-01）にも記載した。
宇宙塵および多目的利用のための表面雪採取を、1 月 7 日に BC3 にて実施した。雪は表面から 10cm
深までの部分を中ダン 30 箱分採取した。コア試料とともに H128 からしらせに空輸し、冷凍コン
テナおよび第 2 観測室冷凍庫に収納した。 
f） 雪尺観測                                   大野 浩・中澤 文男・杉浦 幸之助・大藪 幾美 
S16 からドームふじ基地への往復のときに観測を実施した。54 次隊以来 5 年ぶりの観測であっ
たため、雪尺のメンテナンスは、ルート沿いに 2km 毎に設置されているものは計 169 箇所、定点
における雪尺網・雪尺列では計 82 本の竹竿を立て替えた。往路では S16～みずほ基地間、中継拠
点～ドームふじ基地間、ドームふじ基地～NDF 間で雪尺観測を実施した。復路は、往路では通ら
なかった、中継拠点～みずほ基地間の MD ルート上で観測を実施した。雪尺観測は、雪尺の高さの
測定とともに、ポケット GPS による位置測定、雪面状態の記載と写真撮影を行った。 






源リセット（2017 年 11 月 14 日） 
復路：ソーラーパネル電源の切り離しとデータ回収（2018 年 1 月 23 日） 
（2）みずほ基地（ARGOS 型） 
往路：測器高の計測・外観のチェック（写真撮影）・緯度経度の記録（2017 年 11 月 23 日） 
（3）中継拠点（ARGOS 型） 
往路：測器高の計測・外観のチェック（写真撮影）・緯度経度の記録（2017 年 12 月 2 日） 
（4）DF（ARGOS 型と CMOS 型） 
往路：ARGOS-AWS の測器高の計測・外観のチェック（写真撮影）・緯度経度の記録、CMOS-AWS
の測器高の計測・外観のチェック（写真撮影）・緯度経度の記録・撤収（2017 年 12
月 14 日） 
（5）NDF（ARGOS 型と CMOS 型） 
往路：CMOS-AWS の測器高の計測・外観のチェック（写真撮影）・緯度経度の記録・撤収（2017
年 12 月 29 日）、ARGOS-AWS の新規設置・測器高の計測・外観のチェック（写真撮影）・
緯度経度の記録・動作確認のためのデータ回収（2017 年 12 月 24 日～29 日） 
復路：ARGOS-AWS のプログラム入れ替え、ソーラーパネル電源の切り離しとデータ回収（2018
年 1 月 10 日） 
h） 降雪観測                                       杉浦 幸之助 
一般研究観測（ドームふじ気候 AP0911-02）にも記載した。NDF と BC2 において、雪面から 1m
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高に吹雪計を設置して、飛雪粒子の数フラックスを昼から夜にかけて連測観測した。実施日はそ
れぞれ 2017 年 12 月 19 日から 12 月 29 日まで、及び 2017 年 12 月 31 日から 2018 年 1 月 2 日まで
である。 
i） インターバルカメラ                                                       杉浦 幸之助 
一般研究観測（ドームふじ気候 AP0911-02）にも記載した。以下の 4 箇所にインターバルカメ
ラを設置した。S16： 69.58°S,  41.99°E（2017 年 11 月 15 日）、みずほ基地： 70.70°S,  44.28°
E（2017 年 11 月 23 日）、中継拠点： 74.01°S,  43.00°E（2017 年 12 月 2 日）、ドームふじ基
地： 77.31°S,  39.71°E（2017 年 12 月 13 日）である。画像は SD メモリーカードに記録され
る。 
j） 気象観測 大藪 幾美 
移動・滞在中の全期間、1 日 2〜3 回の気象観測を行った。観測内容は気温・気圧・風速・風向・





ア） 無人磁力計メンテナンス           大藪 幾美 
みずほ、中継拠点、ドームふじの各測器のメンテナンスを滞りなく実施した。詳細はⅡ2.2.1.3
ドームルート上の無人磁力計観測点保守（内陸、夏）(AP0902-03)に記載。 
イ） 全天オーロラカメラおよびデータ回収 中澤 文男 
事前トレーニング通りに滞りなく行った。詳細はⅡ2.2.2.1 ドームふじオーロラ光学観測
（AP0904-02）に記載。  















































・NMD ルートと MD ルートの走行実績を今後検討し、効率的な移動のためのルート選びを行う必要が



















・小型ディーゼル発電機（100V と 200V 一台ずつ）をトイレ・風呂橇（前方に発電機と燃料ドラム
と一部物資を、後方にラップポントイレと風呂桶を積んだ幌橇）に積載し、ラップポンや PB300
の夜間の保温ヒーター、風呂暖めに用いた。ところが旅行の前半に 2 台とも故障し、代わりに橇










2.1.3.2 宗谷海岸での地形地質調査に基づく氷床後退史の解明(AJ0903-02) 菅沼 悠介 




および UAV を用いた高精度地形情報の取得を行った。 
2） 観測経過 
JARE59 の先遣隊として、Dronning Maud Land Air Network （以下、「DROMLAN」という。）の提供す
る航空網を利用し、トロール基地およびノボラザレフスカヤ基地滑走路を経由して、11 月 3 日に昭和基
地に到達した。新たに開発した携帯型パーカッションピストンコアラーを用いて、西オングル島、ラン
グホブデ、スカルブスネス、およびスカーレンの各地の湖沼および浅海域の 23 カ所から、計 26 本の堆
積物試料を採取した。試料を採取した湖沼においては、正確な高度情報を得るために、高精度 GPS によ
るスタティック測位を行った。また、上記のエリアに加えて、オメガ岬西岩、ヒューカ、パッダ島、ホ
ノール奥岩、およびヤルトオイ島において地形地質調査を実施し、75 カ所から計 740kg の岩石試料を採
取した。高精度地形情報の取得のため、UAV 飛行はスカーレン、スカルブスネス、およびパッダ島で実
施した。実施経過の詳細は以下の通り。  
・2017 年 11 月 3 日〜2017 年 11 月 7 日 昭和基地に到着後、海氷上行動訓練および雪上車運転訓
練を実施し、その後は前年度に第 58 次物資として、および今年度 DROMLAN を用いて輸送した湖
底・海底堆積物掘削用機材の確認・整理を行った。 
・2017 年 11 月 7 日〜2017 月 11 月 13 日 西オングル大池、西オングル島東池、およびわかどり島
南西海氷上において、湖底・海底堆積物の掘削を実施した。 






・2017 年 11 月 17 日〜2017 年 12 月 24 日 スカルブスネスきざはし浜小屋に拠点を移し、オーセ
ン湾、椿池、はまなす池、くわい池、仏池、如来池、菩薩池、長池、ひょうたん池、箸置き池、






前にデポすることとなった。しらせ到着後の 12 月 23 日には西ハムナ池へのヘリコプターオペレ
ーションが実施され、湖底堆積物を採取することができた。 
・2017 年 12 月 25 日〜12 月 28 日 スカーレン小屋へ移動し、スカーレン大池の堆積物掘削を実施
した。また、そのほかの湖沼についても偵察を行い、スカーレン北東部に位置する南北に連続す
る湖については、将来的な掘削候補地として適していることが分かった。  
























2)  風向風速計の保守 
 データ記録用 CF カードおよびバッテリー2 台を交換した。 
3)  無人オーロラ観測装置の点検，保守 
 記録用 SD カード及び microSD カードの交換作業並びに HK データ異常の原因を調べるための調査
を行った。 
【問題点・課題】 
･ 風向風速計の CF カード読み込みが何らかの原因で失敗した場合，CF カードのフォーマットが必要
となることが判明。従って，CF カードリーダーを準備しておくことが必要である。 
･ 無人オーロラ観測装置のソーラーパネル 1 枚にひび割れを視認（図Ⅱ2.2.1.1-1）。原因は不明で
あるが飛来物あるいは強風による振動等によるものと推察される。今後，発電量の低下がある場合
に交換の必要が予想されるため，その手順等について検討しておく必要がある。 
･ 無人オーロラ観測装置用の風力発電機 1 台に破損を確認（図Ⅱ2.2.1.1-2）。修理又は交換作業が
必要。 
･ 無人磁力計の保守作業は作業時間が長いため，ヘリの着陸地点は可能な限り設置場所に近いことが









図Ⅱ2.2.1.1-1 ソーラーパネルひび割れ    図Ⅱ2.2.1.1-2 破損した風力発電機 
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(3) CF カードからのデータの吸い出し 
当初予定していた作業は、磁力計内部に取り付けられた CF カードと、持ち込んだ CF カードの
交換であった。しかし、最初に作業を行った H68 において、持ち込んだ CF カードで磁力計が起動
しないトラブルが発生した。そのため、CF カードの交換は行わず、代わりに CF カードリーダー
を用いて、磁力計から取り出した CF カード内のデータを PC へコピーした後、使用中の CF カード
をそのまま磁力計に戻して磁力計を再起動させた。H68 以降に実施したスカーレン、インホブデ、
アムンゼン湾における無人磁力計の保守作業についても同様に、CF カードの交換は行わず、使用




4 名でスコップを使い、1 時間 20 分をかけて磁力計システムを掘り起こした。雪面から太陽パ
ネル下端までの高さは 75 cm、雪面から木蓋までの深さは 115 cm であった。外観をチェックした
ところ、ソーラーパネル、磁力計、支線等に異常は見られなかった。バッテリの電圧、内部抵抗
をチェックしたところ、全てのバッテリが良好な状態であったため、バッテリの交換は行わなか





ドの交換は行わず、代わりに復路 CH ヘリで輸送して貰った CF カードリーダーを用いて、磁力計
から取り出した CF カード内のデータを PC へコピーした後、使用中の CF カードをそのまま磁力計
に戻して磁力計を再起動させ、作業完了とした。現在磁力計に挿さっている CF カード（容量 2GB）
には、2017 年 1 月 10 日から 2017 年 12 月 30 日までのデータ約 50MB が保存されたままである。
上記の作業内容の変更の結果、復路 CH ヘリを 30 分間 H68 で待機させる事となったが、昨年のデ
ータの回収と今年の観測の継続の両方を達成した。昭和基地へ帰還後、回収したデータを情報処
理棟内の NAS にコピーし、国内 PI へ連絡した。 
以下に、トラブル発生から作業完了までに行った内容を時系列で記す。 
12:20 バッテリの状態確認を行った後、59 次で持参した新しい CF カードを磁力計のロガ








12:51 バッテリ BOX を閉じ、再度起動。 
13:00 内蔵イリジウム端末画面に何も表示されないまま 9 分経過、起動確認用イリジウム
携帯電話にも着信が無いため、停止。通信用イリジウム携帯電話で国内 PI へ連絡
し指示を仰ぎ、先ず持ち込んだ CF カードの予備品を挿して起動を試みた。 
13:06 起動。10 分待っても起動せず。再度国内 PI へ電話し、元々挿さっていた CF カード
を挿してみて起動するかを確認。 
13:27 起動。内蔵イリジウム端末の画面に表示が出て起動シーケンスに入ったため、持ち
込んだ CF カードに問題がある事が判明。通信用イリジウム携帯電話で国内 PI へ、




ヘリで CF カードリーダーを輸送して貰い、データコピーの後 CF カードをロガーに
戻してから磁力計の埋め戻しを含む撤収作業を行うために H68 に着陸後 30 分間待
機して貰うことが可能かどうか、昭和通信を経由し副隊長に質問し、判断を求めた。




速で作業を完了できるよう、観測を停止し CF カードを抜いて PC を準備し、ヘリの
到着を待機した。また、上記の通信を行う間、他の隊員 3 名は旗の交換と荷物の片
付けを行い、撤収の準備を整えた。 









テリの交換は行わなかった（表 2.2.1.2-1）。今回から持参した CF カードリーダーを使用して、










（#2017⑨:12.4V/5mΩ, #2017⑩:12.3V/16mΩ, #2017⑪:12.4V/44mΩ, #2017⑫:11.1V/30mΩ）で
あったため、4 個全て昭和基地から持ち込んだ物に交換した（表 2.2.1.2-1）。バッテリの交換後、





NAS にコピーし、国内 PI へ連絡した。 
 
表Ⅱ2.2.1.2-1 バッテリー交換後の点検結果 
地点 ボックス番号 通し番号 電圧[V] 内部抵抗[mΩ] 
H68 
1 
2017③ 13.62 5.6 
2017⑤ 13.58 4.8 
2 
2017① 13.56 5.2 
2017④ 13.62 4.9 
スカーレン 
1 
13 13.34 3.8 
14 13.38 3.3 
2 
15 13.38 3.9 
16 13.32 3.7 
インホブデ 
1 
83 12.65 4.77 
84 12.64 4.41 
2 
85 12.64 4.67 
86 12.64 4.67 
 
【問題点・課題】 





2.2.1.3 ドームルート上の無人磁力計観測点保守（内陸、夏）(AP0902-03)  
                                      内田 ヘルベルト 陽仁・大藪 幾美・川村 賢二 
【概要】 


































2.2.2.1 ドームふじオーロラ光学観測（AP0904-02） 中澤 文男 
1） 概要･経過 
12 月 14 日に、54 次夏隊がドームふじ基地の PLATO-F 制御モジュール（77°19'S、E39°42'E）屋上に
設置したオーロラ全天カメラ 2 式と、モジュール内に置かれた観測データを含む PC 制御装置ボックス 1




2.2.3 南極底層水昇温・低塩化期における深層循環の変貌解明  
2.2.3.1 南極底層水昇温・低塩化期における深層循環の変貌解明 (AP0907-01)  




CTD フレームには自律式乱流計 MR6000 を搭載し、水温塩分溶存酸素の観測と同時に海洋微細構造を計測
した。南緯 61 度、東経 110 度および南緯 63 度 15 分東経 107 度の地点に JARE58 で設置した係留系を回
収した。南緯 63 度 30 分に沿った東西ライン CTD 観測を実施した。 
【実施経過】 



















2.2.4.1 船上エアロゾル観測（AP0910-01）             江竜 和信・平沢 尚彦・山田 恭平・杉浦 裕紀 
【概要】 
砕氷艦「しらせ」の 06 甲板より大気を取り入れ、第 1 観測室において、エアロゾル粒子の物理化学特






「しらせ」第 1観測室には、光散乱式粒子計測器（リオン社製 KC-01D と KC-22B、TSI 社製 OPS Model3330）、
偏光光散乱式粒子計測器（POPC）、凝結式粒子計測器（TSI 社製 CPC Model3772）、エアロゾル散乱係数
計測器（TSI 社製 Nephelometer Model3563）、エアロゾル消散係数計測器（CAPS-EXT）とエアロゾル単
一散乱アルベド計測器（CAPS-ALB）（（株）汀線科学研究所製）、黒色炭素濃度計測器（Magee Scientific
社製 Aethalometer AE-31）および 3 種類のエアロゾルサンプラを設置して、エアロゾル粒子の物理化学





KC-01D と KC-22B の計測時間間隔はいずれも 1 分である。航海出発後に両装置の流路の再確認のため
正常に稼働するまでに時間を要したが、その後は、概ね往復路ともに正常に稼働した。それぞれの装置
から直径 0.3 μm 以上と 0.08 μm 以上のエアロゾル粒子の個数濃度データを取得した。POPC は、粒子
形状による偏光特性の違いを利用し、数分の高時間分解能でエアロゾル粒子を鉱物粒子・人為起源粒子・










Aethalometer による黒色炭素の重量濃度の計測を 10 分間隔で実施した。エアロゾル粒子の光学特性デ




列に繋いだものを使用した。このインパクターにより、上流側で直径 2μm 以上、下流側で直径 0.2μm
以上を採取し、さらにそこを通過した 0.2μm 以下のエアロゾル粒子をポアサイズ 1.0μm のメンブレン
フィルター上に捕集した。これらの系統は、第 1 観測室に設置した。また、ハイボリュームサンプラを
06 甲板に装置を設置し、インパクター部とバックアップ部のフィルター上にエアロゾル粒子を捕集した。




日に 1 回、東進、西進するときは 5 日に 1 回とした。それ以外は 1 日 1 回の交換とした。捕集後のフィ
ルターはいずれも冷凍庫にて保管した。いずれのフィルターも国内で化学組成分析に用いられる。 

















2.2.4.2 ナノエアロゾル組成観測（AP0910－02）        江竜 和信・平沢 尚彦・山田 恭平・杉浦 裕紀 
【概要】 
砕氷艦「しらせ」の 06 甲板より大気を取り入れ、第 1 観測室に設置したナノサンプラを用いて 100nm
以下のエアロゾル（ナノエアロゾル）粒子をフィルター上に捕集し、ナノエアロゾル粒子に関する化学
組成の場所による違いや変質過程を調査するための分析試料を得た。また、昭和基地の清浄大気観測室





捕集することができる。ナノサンプラは、PM10、PM2.5、PM1.0、PM0.5、PM0.1 の 5 段のインパクターか
らなり、各段のフィルターにエアロゾル粒子を各粒径毎に分級捕集した。風向風速計を用いて、風速が
1m/s 以上で風向が艦首に対して左右 180 度の時にだけエアーポンプが動作することで、艦からの排煙を
避けて試料を捕集した。フィルターの交換は 1 日に 1 回とし、捕集後のフィルターは冷凍庫にて保管し
た。 
昭和基地の清浄大気観測室においてナノエアロゾル粒子の捕集を行った。風向風速計を用いて、風速
が 1m/s 以上で風向が卓越風方向に対して左右 60 度の時にだけエアーポンプが動作することで、昭和基





に 80m 離れた位置を捕集地点とした。S17 では、風向風速計を用いなかった。S17 の発電棟や居住棟から
の排煙を避けるために、フィルター捕集は卓越風が吹く夜 10 時頃から翌朝 8 時頃までを基本とし、その
他は天候や雪上車の移動等の状況に応じて手動でポンプのオンオフを行った。フィルターの交換は 2 日







ポンプをオフにする時間が長くなった。また、2 月 6 日に S17 の発電機を立ち下げたため、電力が確保
できず、それ以降のフィルター捕集を断念した。 
   
            
図Ⅱ.2.2.4.2-1 昭和基地清浄        図Ⅱ.2.2.4.2-2 S17 でのエアロゾル粒子の 
大気観測室内のナノサンプラ            捕集の様子 
 
2.2.4.3 エアロゾルゾンデ観測（AP0910－03）          江竜 和信・平沢 尚彦・山田 恭平・杉浦 裕紀 
【概要】 
本観測は、夏期間中に昭和基地で実施する計画であったが、S17 での野外観測の日程が長くなったた
め、夏期間中の実施を見送った。越冬隊により 2 月から 3 月中の可能な限り早い時期に観測を実施する
こととした。 
 






①に対応して、S17、H128、及びドームふじ基地において AWS の設置と保守を実施した。S17 の AWS につ
いてはスイスとの共同観測である（4.2.6 項）。②に対応して、気象ゾンデ観測を実施した。観測データの





















復航海中及び昭和基地の停泊中に水蒸気同位体の連続観測を実施した。観測期間は 2017 年 12 月 2 日～
2018 年 3 月 19 日であった。また、降水の同位体を帰国後の国内で分析するために「しらせ」船上及び
S17 において降水や積雪のサンプリングを実施した。 
2） ベリリウム 7（7Be）濃度の観測 
ハイボリュームエアサンプラーを用いてフィルター面に 7Be を捕集した。フィルターは国内（岐阜大
学を予定）で分析する。往路船上（2017 年 12 月 2 日～12 月 20 日）で 23 時間のサンプリングを 18 回実
施した。フィルターは 2 月 11 日に S17 航空拠点を離陸した DROMLAN を利用して国内に持ち帰った。 
3） 気象ゾンデ観測 
明星電気（株）製の RS11G を用いた。大陸縁辺部に近い海洋上の大気の構造を捉えるために、往路の
リュツォ・ホルム湾域の海氷域で 2017 年 12 月 14 日～19 日の 15 時 LT 及び 22 時 LT において 9 回実施
した。全ての観測データは GTS 回線を通じて即時配信した。 
4） 放射性物質濃度の連続観測 
ガイガーカウンターを用いて放射性物質濃度の連続観測を実施した。往路ではフリマントルから昭和
基地の航路上で 2017 年 12 月 3 日～16 日にかけて、復路では昭和基地からシドニーの航路上で 2018 年 2
月 10 日～3 月 19 日にかけて観測した。また、S17 で 2017 年 12 月 25 日～28 日、2018 年 1 月 8 日～12








2.2.5.2 ドームふじ気候(AP0911-02)  杉浦 幸之助 
1） 概要･経過 
2017 年 10 月 28 日に日本を発ち、DROMLAN により 11 月 3 日に昭和基地に到着した。その後、内陸旅行
を開始して本ミッションを実施した（AWS の設置、高層気象ゾンデ、降雪観測、通年インターバルカメ
ラの設置、積雪トリチウム分析用の雪サンプル）。2018 年 1 月 31 日には昭和基地に戻り、DROMLAN によ
り 2 月 17 日に帰国した。以下、実施項目別に述べる。 
2） AWS の設置 
2017年 12月 24日から 29日にかけて、NDF地点に新規の AWSを設置した。設置緯度経度は、77˚47.325’S, 




（10 深度）、放射収支計 223cm（センサー下部）、自然通風温湿度計 221cm（シールド下部）・218cm（取
付治具部）、強制通風温湿度計 224cm（シールド下部）であった。なお、自然通風温湿度計、強制通風
−70−
温湿度計、放射収支計のセンサー感部の設置高は水平となっている。また、2018 年 1 月 10 日には計測
プログラムの入れ替え、ソーラーパネル電源の切り離し、データダウンロードを行った。 
また、H128、みずほ基地、中継拠点、ドームふじ、NDF で AWS のメンテナンスを行ったので、以下に
示す。 
Ｈ128 関係 
メンテナンス日：2017 年 11 月 14 日 
場所：69˚24.091’S,  041˚32.802’E 
センサー：風向風速計、温湿度計、放射収支計、積雪深計 
追記：2018 年 1 月 23 日にソーラーパネル電源の切り離しとデータ回収 
みずほ基地 
メンテナンス日：2017 年 11 月 23 日 
場所：70˚41.892’S,  044˚16.711’E  
センサー：風向風速計，気温計 
設置高：風向風速計 236cm（プロペラ中央部），気温計 172cm（簡易筒下端） 
中継拠点 
メンテナンス日：2017 年 12 月 2 日 
場所：74˚00.544’S, 042˚59.416’E 
センサー：風向風速計，気温計，積雪深計 
設置高：風向風速計 320cm（プロペラ中央部），気温計 265cm（シールド下端），気温計 256cm（簡
易筒下端），積雪深計 113cm（センサー下部） 
ドームふじ−アルゴス AWS 
メンテナンス日：2017 年 12 月 14 日 
場所：77˚18.973’S,  039˚42.638’E 
センサー：風向風速計，気温計 
設置高：風向風速計 169cm（プロペラ中央部），気温計 104cm（簡易筒下端） 
ドームふじ−AWS 
メンテナンス日：2017 年 12 月 14 日（AWS の撤収） 
場所：風向風速計 77˚18.971’S,  039˚42.596’E，気温計 77˚18.972’S,  039˚42.598’E 
センサー：風向風速計，気温計 
設置高：風向風速計 147cm（プロペラ中央部），気温計 96cm（シールド下部）・ 94cm（取付治具部） 
NDF−AWS 
メンテナンス日：2017 年 12 月 29 日（AWS の撤収） 





NDF 地点（77˚47.455’S,  39˚03.026’E）にて高層気象ゾンデ観測を実施した。観測期間は 2017 年
12 月 19 日から 29 日までで、頻度は 1 日に 2 回（現地時間の 14:30 および 21:30 に放球）の合計 22 回
であった。また、NDF より移動した地点（77˚35.060’S,  41˚01.191’E）でも引き続き 2017 年 12 月 31
日から 2018 年 1 月 2 日まで、同じ頻度で合計 6 回のゾンデ観測を実施した。ゾンデデータは持ち込んだ
インマルサット携帯端末から即時に GTS 配信を行った。 
なお、上記のドームふじ周辺における連続集中ゾンデ観測に先立ち、11 月 11 日 14:30 に S16 地点（69





同様の 2017 年 12 月 19 日から 29 日まで（77˚47.455’S,  39˚03.026’E）と 2017 年 12 月 31 日から 2018
年 1 月 2 日まで（77˚35.060’S, 41˚01.191’E）である。 
5） 通年インターバルカメラの設置 
南極内陸の 4 カ所にインターバルカメラを設置した。設置日、緯度経度、設置高は以下の通りである。 
① 2017 年 11 月 15 日、H180 地点（69˚35.048’S, 41˚59.603’E）、ポール高 75cm、カメラレン
ズ高 65cm 
② 2017 年 11 月 23 日、みずほ基地（70˚41.910’S, 44˚16.715’E）、ポール高 105cm、カメラレ
ンズ高 95cm 
③ 2017 年 12 月 2 日、中間拠点（74˚00.381’S, 42˚59.902’E）、ポール高 128cm、カメラレンズ
高 118cm 
④2017 年 12 月 13 日，ドームふじ基地（77˚18.843’S, 39˚42.771’E）、ポール高 71cm、カメラ
レンズ高 64cm 
6） 積雪トリチウム分析用の雪サンプル 
S16 から DF のルート上で積雪トリチウム分析用の雪サンプルが採取された。往路は約 10km 毎、復路
は約 20km 毎の合計 156 地点となった。 
 
2.2.6 地震波・インフラサウンド計測による大気-海洋-雪氷-固体地球の物理相互作用解明    
2.2.6.1 地震波・インフラサウンド計測による大気-海洋-雪氷-固体地球の物理相互作用 


















データ記録メディアの交換である。また 2 つの観測点（S17 内陸拠点・ボツンヌーテン）の撤収作業を
実施した。 
a） 各観測点の作業実施日 
・ S17 内陸拠点  ：2017 年 12 月 21 日～12 月 26 日 
・ ルンドボークスヘッダ ：2017 年 12 月 29 日～12 月 31 日 
・ ラングホブデ雪鳥沢 ：2018 年 1 月 2 日～1 月 6 日 
・ 明るい岬           ：2018 年 1 月 16 日～1 月 18 日 
・ ボツンヌーテン  ：2018 年 1 月 19 日～1 月 21 日 










にバッテリーボックス内に設置した。S17 方面において、第 54 次隊設置以降、降雪による埋没が激しい
ため P50・S16・S17 の観測点を撤収した。 
a） 各観測点での作業実施日 
・ S17 内陸拠点周辺  ：2017 年 12 月 21 日～12 月 26 日 
・ ルンドボークスヘッダ ：2017 年 12 月 29 日～12 月 31 日 
・ ラングホブデ雪鳥沢 ：2018 年 1 月 2 日～1 月 6 日 
・ スカーレン大池  ：2018 年 1 月 29 日～1 月 31 日 
【問題点・課題】 
1） 地震 










2.2.7 南極における地球外物質探査   
2.2.7.1 ドームふじ基地近傍の表層雪の採取(AP0914-01) 中澤 文男 
宇宙塵の解析に利用する表面雪採取を、1 月 7 日に BC3（77°04'S、39°32'E）にて実施した。雪は表
面から 10 cm 深までの部分を中ダンボール 20 箱分採取した。コア試料とともに H128 からしらせに空輸
し、第 2 観測室冷凍庫に収納した。 
 
2.2.8 絶対重力測定とGNSS観測による南極氷床変動とGIAの研究―宗谷海岸およびセール・ロンダーネ 
山地―   






上で実施する。GIA は数千年のタイムスケールの変動であり、その検出には 10 年以上にわたり、GIA や
現在の氷床変動に伴う重力変化、高さ変化の高精度測定の蓄積が必要である。測定点を新設して増やし、
GIA 測定網を整備するため、屋内型絶対重力計（FG-5）や屋外型絶対重力計 （A10）、GNSS を活用して、
観測空白域である東南極域の昭和基地 （重力計室）、ならびにリュツォ・ホルム湾沿岸露岩域、内陸山






FG-5 と A10 は、大井埠頭でのしらせ搭載時から第 2 観測室で落下槽の高真空状態を保ち南極まで輸送
した。また FG-5 のレーザユニットとスーパースプリング、A10 の干渉計ユニット、コントローラも第 2






FG-5 と A10 の落下槽はイオンポンプを運用した状態で輸送したが、重力計室での立ち上げの第 1 段階
として、ターボポンプで数時間、真空引きを行った。12 月 22 日より FG-5 と A10 の立ち上げ作業を開始
したが、お昼頃、接続していた UPS の故障により電源が落ちた。FG-5 については大きな影響は見られな
かったが、A10 に関しては測定ができなくなった。その後、原因調査を行い、28 日、Photo Detector ボ
ードへ繋がる Analog Fringe 線および TTL Fringe 線に大電流が流れケーブルが焼け、両ケーブルと Photo 
Detector ボードへの電源供給ケーブルが融着され、ショートしていたことが判明した。損傷を受けたケ
ーブルを補修し、何とか測定できる状態とした。 
FG-5 に関しては、UPS 故障とは関係なく、12 月 24 日にスーパースプリングの零点調整ができない不




月 13 日に測定可能となった。 




昭和基地重力計室では 1995 年以降、FG-5 による絶対重力測定が繰り返し実施されている。同じく、
1995 年以降、GNSS 連続観測点が運用されており、GIA 測定データの蓄積がある。第 59 次隊においても
第 56 次隊以来 3 年ぶりに絶対重力測定を実施した。 
A10 と FG-5 の測定を表Ⅱ.2.2.8.1-1 に示す。二つの重力計の器差を調べるための並行観測を行った。
1 月 24 日〜26 日は A10 を国際絶対重力基準点網 A 点（IAGBN（A））上、FG-5 を予備点上に、1 月 27 日
は、IAGBN（A）点のある基台上に A10 と FG-5 の 2 台を配して並行観測を実施した。2 月 2 日は A10 を予
備点上、FG-5 を IAGBN（A）上に設置して並行観測を実施した。 
4） リュツォ・ホルム湾沿岸露岩域、内陸山地での測定 
A10 を用いてリュツォ・ホルム湾沿岸露岩域、および内陸山地の屋外で絶対重力測定を実施した。表















測定には P テントを使用する事とした。P テントの中に A10 を設置し、2〜3 時間程度測定器を暖機した
後、1000〜2000 drop （10〜20 set） の重力測定を測定主点で実施した。時間に余裕がある露岩では、
その周辺の補助点においても同様の重力測定を実施した。尚、重力測定時の電源については、基本 1.6KVA








で、測定点周辺の積雪環境調査を、固定翼無人航空機（SenseFly 社 eBee Plus）を使用し、ラングホブ
デ（1 月 5 日）、ルンドボーグスヘッタ（1 月 10 日）、明るい岬（1 月 17 日）で実施した。1 フライト
40〜50 分程度で空撮を行い、表面地形データを作成するためのデータを取得した。 
来年以降、ノボラザレフスカヤ基地・マイトリ基地の露岩上で絶対重力測定の実施を計画している。


























2017-12-29 06:52:49 4 予備点 2018-01-12 12:07:46 3 IAGBN(A)点 
2017-12-29 07:16:15 10 予備点 2018-01-12 20:54:18 32 IAGBN(A)点 
2017-12-29 12:36:58 10 IAGBN(A)点 2018-01-13 19:30:51 48 IAGBN(A)点 
2017-12-29 13:17:16 10 IAGBN(A)点 2018-01-14 15:29:01 31 IAGBN(A)点 
2017-12-29 13:49:25 10 IAGBN(A)点 2018-01-15 14:28:01 24 IAGBN(A)点 
2017-12-29 15:03:57 10 IAGBN(A)点 2018-01-24 20:59:55 23 予備点＊ 
2017-12-30 06:00:07 10 IAGBN(A)点 2018-01-25 16:03:23 42 予備点＊ 
2017-12-30 07:01:05 10 IAGBN(A)点 2018-01-27 06:26:55 3 IAGBN(A)基台＊ 
2017-12-30 08:37:54 10 IAGBN(A)点 2018-01-27 13:08:04 6 IAGBN(A)基台＊ 
2017-12-30 11:23:07 10 IAGBN(A)点 2018-01-27 22:52:26 18 IAGBN(A)基台＊ 
2017-12-30 12:24:21 10 IAGBN(A)点 2018-02-01 23:47:13 24 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-22 06:12:02 10 IAGBN(A)点 2018-02-02 23:07:53 24 IAGBN(A)点＊ 
−75−
2018-01-22 06:44:36 10 IAGBN(A)点 2018-02-03 13:26:47 9 IAGBN(A)点 
2018-01-22 08:05:40 10 IAGBN(A)点 2018-02-04 23:21:38 50 IAGBN(A)点 
2018-01-22 08:36:53 10 IAGBN(A)点 ＊：並行観測を示す 
2018-01-22 10:49:40 10 IAGBN(A)点 
2018-01-22 11:20:51 10 IAGBN(A)点 
2018-01-22 12:10:00 10 IAGBN(A)点 
2018-01-22 12:41:19 10 IAGBN(A)点 
2018-01-22 13:43:03 10 IAGBN(A)点 
2018-01-22 14:14:22 10 IAGBN(A)点 
2018-01-24 14:29:51 2 IAGBN(A)点 
2018-01-24 15:08:06 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-24 16:10:33 30 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-24 20:40:15 36 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 06:00:10 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 06:59:11 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 10:48:46 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 11:19:45 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 13:07:45 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 13:41:55 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 14:05:26 4 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 14:41:07 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-25 15:12:00 10 IAGBN(A)点＊ 
2018-01-26 11:43:08 10 IAGBN(A)点 
2018-01-27 05:58:49 10  IAGBN(A)基台＊
2018-01-27 08:13:25 10  IAGBN(A)基台＊
2018-01-27 12:24:31 10  IAGBN(A)基台＊
2018-01-27 13:34:28 10  IAGBN(A)基台＊
2018-02-02 07:42:33 10  予備点＊ 
2018-02-02 08:13:32 10  予備点＊ 
 
表Ⅱ.2.2.8.1-2 リュツォ・ホルム湾沿岸露岩域ならびに内陸山地における絶対重力測定点 
地名 点名 測定日 経度 緯度 備考 
ラングホブデ AGS01 (J53) 2018-01-04 39:42:57.5 E 69:14:35.7 S 既設 
ルンドボーグスヘッタ 測定主点 2018-01-08 39:02:05.7 E 69:54:27.9 S J59 新設 
ルンドボーグスヘッタ 補助点 2018-01-08 39:02:05.7 E 69:54:27.4 S J59 新設 
明るい岬 測定主点 2018-01-16 41:24:22.6 E 68:29:58.1 S J59 新設 
明るい岬 補助点 2018-01-16 41:24:22.7 E 68:29:57.9 S J59 新設 
ボツンヌーテン 測定主点 2018-01-19 37:56:31.6 E 70:23:28.0 S J59 新設 
スカーレン 測定主点 2018-01-29 39:24:07.4 E 69:40:23.3 S J59 新設 
スカーレン 補助点 2018-01-29 39:24:07.8 E 69:40:23.7 S J59 新設 







地名 点名 測定日 経度 緯度 使用機種 
ルンドボーグスヘッタ No. 156 2018-01-10 39:02:09.4 E 69:54:15.2 S Scintrex CG-3+
ルンドボーグスヘッタ No. 157 2018-01-09 39:01:21.0 E 69:54:27.3 S Scintrex CG-3+
ルンドボーグスヘッタ No. 158 2018-01-10 39:03:53.1 E 69:54:24.6 S Scintrex CG-3+
ルンドボーグスヘッタ No. 159 2018-01-09 39:02:59.6 E 69:54:49.1 S Scintrex CG-3+
ルンドボーグスヘッタ No. 220 2018-01-09 39:02:37.2 E 69:55:13.0 S Scintrex CG-3+
ルンドボーグスヘッタ J49 重力基点 2018-01-08 39:02:05.2 E 69:54:26.9 S Scintrex CG-3+
明るい岬 No. 191 2018-01-17 41:23:52.7 E 68:30:14.2 S Scintrex CG-3+
明るい岬 No. 192 2018-01-17 41:24:33.5 E 68:30:14.7 S Scintrex CG-3+
明るい岬 標高 115m 2018-01-17 41:24:57.4 E 68:30:21.8 S Scintrex CG-3+
明るい岬 No. 4902 2018-01-17 41:24:52.4 E 68:29:58.8 S Scintrex CG-3+
ボツンヌーテン BTN02 2018-01-20 37:55:29.3 E 70:23:23.7 S Scintrex CG-3+
スカーレン No. 4801 2018-01-30 39:24:13.1 E 69:40:24.5 S Scintrex CG-3+
スカーレン No. 56-03 2018-01-30 39:24:01.6 E 69:40:25.9 S Scintrex CG-3+
スカーレン 標高 41.2m 2018-01-31 39:23:55.1 E 69:40:15.6 S Scintrex CG-3+
リーセルラルセン山 ボルト点 2018-02-21 50:35:07.7 E 66:47:39.1 S L&R G-805 
リーセルラルセン山 No. 3604 2018-02-21 50:35:55.7 E 66:47:40.1 S L&R G-805 
 
 
図Ⅱ.2.2.8.1-1 第 59 次隊夏期間における GIA 測定点。野外絶対重力測定は 
A10 を、昭和基地に関しては重力計室内で A10 と FG-5 を使用した。 
 
2.2.9 露岩域と生物の変遷から探る生態系のメジャートランジション   














2017 年 11 月 9 日から 2018 年 1 月 7 日にかけて西オングル島、ラングホブデ、スカルブスネス、スカ
ーレンにおいて現地調査を行い、湖底から基盤岩までの柱状堆積物を採取するために、20 湖沼・3 海域
の計 23 水域において掘削を実施した。調査は海氷が安定していた 12 月中旬までは雪上車を用いて調査
地最寄りの沿岸まで移動し、その後徒歩で現地へ移動した。12 月中旬以降はスカルブスネス・きざはし
浜小屋を起点として、スカルブスネス西部の湖沼に関しては徒歩で移動し、その他の地域に関しては、









帰国後すぐに分割・解析に移れるようにした。2018 年 1 月 9 日から 28 日にかけては、湖氷が融解した
湖沼においてグラビティコアあるいは手押しコアを用いて湖沼表層の堆積物を採取し、現代の水環境・
生態の参考試料とした。表層堆積物を採取した湖沼は「親子池メイン湖盆・親子池サブ湖盆・長池・ひ
































































2.2.9.4 リュツォ・ホルム湾・アムンゼン湾湖沼周辺生態系調査（AP0921-04） 柴田 大輔 
リュツォ・ホルム湾奥の土壌未発達と予想された露岩域（ボツンヌーテン）と、アムンゼン湾リーセ
ルラルセン山麓のペンギン営巣地脇にある富栄養化湖沼および周辺露岩域湖沼において、それぞれの生
態系への渡り鳥の影響などの比較調査を行った。2018 年 1 月 13 日にボツンヌーテン山麓の土壌発達度
合いおよび植生を調査し、3 ヶ所から地衣類を採集した。さらにこれと並行して、ユキドリの営巣状況
を調査した。また、2018 年 2 月 21 日にリーセルラルセン山麓のペンギン営巣地脇にある富栄養化湖沼
および沢において、水試料と付着藻類マット試料の採集を行った。2 月 22 日にはリーセルラルセン山麓
のリチャードソン湖の 2 地点の湖岸から湖水試料をサンプリングし、露岩エリアから地衣類を採集した。
2 月 21 日の調査では、アデリーペンギンの個体数をカウントした。リーセルラルセン山麓の調査前日に




2.2.10 一年を通した生態計測で探る高次捕食動物の環境応答   













2017 年 11 月 13〜22 日および 2017 年 12 月 19 日〜2018 年 1 月 31 日、袋浦にある小屋に滞在して
アデリーペンギン調査を実施した。各種行動記録計（小型ビデオ・加速度計・GPS 記録計・潜水経路






2017 年 12 月 5〜7 日、昭和基地からまめ島への日帰り調査を実施した。アデリーペンギン繁殖地
にて、成鳥に GPS 記録計および深度記録計を装着し、採餌行動データを取得した。12 月 12〜18 日、




2017 年 12 月 30 日、袋浦から水くぐり浦への日帰り調査を実施した。アデリーペンギン繁殖地に
て、成鳥に GPS 記録計および深度記録計を装着し、採餌行動データを取得した。2018 年 1 月 16、21、
23、28 日、袋浦からの日帰り調査を実施し、装着した記録計を回収した。餌種推定のために羽毛サ
ンプルを採取した。 
d） エンダビーランド アムンゼン湾沿岸 



















2018 年 1 月 19 日、ナンキョクオオトウゾクカモメを捕獲し、2017 年 1 月に装着したジオロケ
ータを回収した後、GPS 記録計とジオロケータを新たに装着した。これらの記録計は 2019 年 1 月
に回収し、1 年間の移動経路データを取得する予定である。 
b） ラングホブデ水くぐり浦 




2017 年 11 月 28-29 日、2018 年 1 月 5 日、雪鳥沢でのユキドリ調査を実施し、2017 年 1 月に装
着したジオロケータの回収を行った。その際、餌種推定のための血液サンプルと羽毛サンプルを採
取した。2018 年 2 月 2 日、昭和基地から雪鳥沢への日帰り調査をおこない、これまでに踏査して
いないエリアでユキドリの営巣数や営巣密度を調べた。 
d） ボツンヌーテン、エンダビーランド アムンゼン湾沿岸 
2018 年 1 月 13 日、袋浦からボツンヌーテンへの日帰り調査を実施し、ユキドリの営巣数を調べ
た。2018 年 2 月 21 日、しらせ復路においてアムンゼン湾沿岸への日帰り調査を実施し、ナンキョ
クオオトウゾクカモメの営巣数を調べた。 
【所見・課題】 




2.2.11 南大洋インド洋セクターにおける海洋生態系の統合的研究プログラム  
2.2.11.1 南大洋インド洋セクターにおける海洋生態系の統合的研究プログラム(AP0923-01)        
高橋 邦夫・佐藤 智子 
【概要】 




クトの「しらせ」の往路途上で設置した漂流ブイを、海鷹丸で 1 ヵ月後に回収した。 
【実施経過】 











2.2.11.2 南大洋インド洋セクターにおける海洋生態系の統合的研究プログラム(AP0923-02)  





は約 1 ヶ月後に海鷹丸により回収する。 
【実施経過】 














出発前の国内準備として、第 58次隊で越冬中だった 1名を除く内陸旅行に参加する予定の 9名で、2017
年 8 月に 3 泊 4 日の富士山登山・山頂宿泊訓練を行い、事前に各個人の高所における状態を評価した。
この時点では、急性高山病をはじめとした高所に関わる疾患を発症した隊員はいなかった。 
内陸旅行中においては、昭和基地を出発した 2017 年 11 月 8 日から 2018 年 1 月 26 日に S16 拠点へ戻
るまでの約 3 か月間、毎朝食前に血圧・体温・経皮的動脈血酸素飽和度（SpO2）・体重を各個人で測定、
結果用紙に記載してもらった。体重については、プライバシーに配慮し、2017 年 11 月 8 日を基準体重
としてそこからの増減を記入してもらう事とした。さらにレイクルイーズスコアを各自判定してもらっ
た。 
ドーム基地周辺は標高約 3800m と標高は高いものの、雪上車による移動により 1 日の標高差が急激で
はなかったため、結果的に高度順応しながら移動する事となり、重度な高度障害を認めた隊員はいなか











2.2.13 南極仕様 SLR 観測システム開発  


























った雲量・雲高測定システム（WEATHERPOT ICS-1）を、2018 年 1 月 24 日、重力計室の北西 20m にあ
る露岩上に設置した。SkyPot と雲量・雲高計は写真Ⅱ.2.2.13.1-1 に示す通り、氷河 GNSS 測定用架台
に取り付け、架台底面に十分な岩を載せることで固定した。SkyPot と雲量・雲高計の制御装置および
収録用 PC は重力計室前室内に設置し、制御装置から測器の間は、給電と信号伝送用の同軸ケーブル 3
本で接続した。SkyPot の全天画像は、1 月 24 日から 2 月 7 日までの期間は 10 秒間隔、2 月 7 日以降












 写真Ⅱ.2.2.13.1-1  SkyPot と雲量・雲高計の設置状況 
 
 2.3 モニタリング観測 
2.3.1 南極氷床の質量収支モニタリング  
2.3.1.1 内陸氷床質量収支観測（夏）(AMP0903-03) 中澤 文男 
1） 概要・経過 
S16 からドームふじ基地への往復のときに観測を実施した。第 54 次隊以来 5 年ぶりの観測であったた
め、雪尺のメンテナンスは、ルート沿いに 2 km 毎に設置されているものは計 169 箇所、定点における
雪尺網・雪尺列では計 82 本の竹竿を立て替えた。往路では S16～みずほ基地間、中継拠点～ドームふじ
基地間、ドームふじ基地～NDF 間で雪尺観測を実施した。帰路は、往路では通らなかった、中継拠点～
みずほ基地間の MD ルート上で観測を実施した。雪尺観測は、雪尺の高さの測定とともに、ポケット GPS
による位置測定、雪面状態の記載と写真撮影を行った。前回の観測結果との比較で、氷床表面の質量収








2.3.2 しらせ航路上およびリュツォ・ホルム湾の海氷海洋物理観測   














氷況モニタリング装置は 2017 年 12 月 11 日に設置し、動作確認を行った。12 月 14 日から連続収録
を開始し、12 月 23 日まで継続した。舷側下向きカメラへの氷厚スケールの写し込みを 12 月 19 日に
行なった。氷厚スケール写し込みの際、画像収録システムのアプリケーションがフリーズしたため、
再起動後、観測を再開した。 
船上 EM は、12 月 14 日に設置作業およびロガーの暖機終了後、開放水面におけるキャリブレーショ
ンを行い、同日に観測を開始した。その後、リュツォ・ホルム湾流氷域、定着氷域、一年氷域のデー
タの取得を行なった。往路流氷域において、リッジが多く見られたため設置高度を 6m から 9m に変更
したが、データ取得が不十分であったため、設置高度を元の位置（6m）へ戻した。往路の観測につい
ては、昭和基地に接岸した 12 月 23 日に終了した。第 58 次隊で見られた、レーザー距離計の不調は、
レーザー送受部にフードをつけることにより改善された。 
目視観測については、流氷域進入時の 12 月 15 日から観測を開始し、ワッチを組んで毎正時に観測
を実施した。氷況の空間変化が大きかった場合は 30 分毎に行なった。海氷密接度、氷盤の大きさ、
氷厚、積雪深、リッジ率、リッジ高等を 12 月 20 日まで行なった。 
・復路 
リュツォ・ホルム湾内の海洋観測開始に伴い、船上 EM および氷況モニタリングを 1 月 21 日に開始
した。2 月 6 日に船上 EM のデータに異常値がみられため、センサを甲板上へ揚収して状態を確認した
ところ、センサ本体へ電源を送るケーブルに不具合が生じていたことが判明した。そのため、撤収し
て同日に観測を終了した。不具合の原因としては、2 月 5 日の強風による影響が考えられる。 
























2.  2017 年 12 月 20 日の第 1 便で昭和基地にしらせから昭和基地へ移動し、12 月 25 日に第 1 車庫か
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ら作業工作棟へ観測物資を移動し、作業工作棟で測器等の準備を行なった。 





12 月 30 日から観測を開始し、12 月 30 日にアイスコア 1 本、ドリリングによる氷厚の実測 1 点、
Iceworm による定線および観測点 1 点の氷厚観測を行なった。採取したアイスコアのサンプルは、し
らせ第 2 観測室の冷凍庫へスノーモービルで輸送した。 
2018 年 1 月 6 日にはスチームドリルを用いた氷厚の実測（7 点）および Iceworm による氷厚観測を
行なった。内 1 点ではレーザー距離計を用いた新しい観測方法を検証した。その後 1 月 3 日にブリザ
ードが生じたためその影響を調べるため Iceworm による再測を行なった。 
1 月 7 日にアイスコア 1 本を採取した。採取したサンプルについては野口・平野両隊員に依頼して、
しらせヘリでしらせ第 2 観測室の冷凍庫へ輸送した。 
【問題点・課題】 









本観測は観測隊ヘリコプター（AS）を利用して観測を行うため、ユニックを用いて第 2 車庫から A ヘ
リポートへ機器を運搬した。 




12 月 23 日にリュツォ・ホルム湾北部を対象領域とした 1 回目の観測を行なった。計画段階では、し
らせ航跡上であったが、天候の影響により北部を対象としたフライトを行なった。観測途中で、EMBird
へ電力を送るソケット部分が外れ、データ取得が予定より短時間の 20 分程度で終了した。 
























 昨年同様、広さの点から A ヘリポートを利用して観測を行なうため、CH のフライトプランとの調整




2.3.3.1 露岩GPS観測(AMG0901-06) 木村 亮 
1） 計画概要・目的 
リュツォ・ホルム湾沿岸露岩域およびリーセルラルセン山地において雪氷、海洋圏変動に伴う地殻変





め込まれたボルト点に GNSS アンテナを設置し、2 周波精密 GNSS 受信装置を用いて 24 時間以上の連続デ
ータを取得した。また、無人観測システムが設置されている観測サイトにおいては、システムの保守お
よびデータ回収を実施した。スカーレン大池に関しては、新たに無人観測システムを設置した。 
a） 24 時間観測点および期間（使用 GNSS 受信機） 
ア） とっつき岬：2017 年 12 月 21 日～（GNSS 社製：GEM-1） 
イ） 明るい岬：2018 年 1 月 16 日～1 月 18 日（GNSS 社製：GEM-2） 
ウ） ボツンヌーテン：2018 年 1 月 19 日～1 月 20 日（GNSS 社製：GEM-1） 
エ） リーセルラルセン：2018 年 2 月 21 日～2 月 22 日（GNSS 社製：GEM-2） 
b） 無人観測点および期間（使用 GNSS 受信機） 
ア） ラングホブデ雪鳥沢：2018 年 1 月 4 日、1 月 6 日（GNSS 社製：GEM-1） 
実施内容：データ記録用メディアの交換とシステム稼働状況の確認。尚、1月 4日以降はInterval
設定を変更して連続でデータを取得している。 
イ） ルンドボークスヘッダ：2018 年 1 月 8 日、1 月 11 日（GNSS 社製：GEM-1） 
実施内容：データ記録用メディアの交換とシステム稼働状況の確認を行った。1 月 3 日のブリ
ザードによりソーラーパネルの素子が外れていたが、発電していることが確認されたため、補
修を施し無人観測を継続した。尚、1 月 8 日～1 月 11 日の期間は連続でデータを取得し、それ
以降は Interval 設定を 7 日間にした。 
ウ） スカーレン大池：2018 年 1 月 29 日～1 月 31 日（GNSS 社製：GEM-1） 
実施内容：無人観測システム（95W の CIS 太陽電池パネルと架台、7.4V160Ah のリチウムイオン
2 次電池、充放電回路、観測タイマー）を設置した。1 月 29 日〜31 日は連続でデータを取得し、
それ以降は Interval 設定を 7 日間にして無人観測を開始した。 





ア） とっつき岬の 24 時間観測に関して、観測隊ヘリで計画していた回収のためのフライトが降雪で
中止になったことにより、装置およびデータが未回収となっている。 
イ） ルンドボークスヘッダ無人観測点のソーラーパネル・架台については、第 60 次夏期間で地学棟
に保管している予備品に交換する。 
 








a） ラングホブデザクロ池： 2017 年 12 月 22 日 09:50 – 10:45 














「しらせ」第 5 観測室に設置されている船上重力計（Micro-G LaCoste：S-149）を 2017 年 12
月 2 日のフリーマントル出港から 2018 年 3 月 20 日のシドニー入港まで連続して稼働させ、航路
上の相対重力値を観測した。観測中は適宜巡回を行い、システムの稼働状況を確認した。重力結
合のため、フリーマントルおよびシドニー停泊中に重力基準点と「しらせ」停泊岸壁において携
帯重力計（SCINTREX 社製 CG-3M）による重力計測を実施した。 
イ） 重力基準点計測の日時および場所 
･ フリーマントル出港前： 2017 年 11 月 29 日 フリーマントル ポートオーソリティー前 






去に用いる補正係数算出のため、以下に示す 8 海域で「8 の字航走」を実施した。「8 の字航走」
は、船速 10 ノット程度、片回頭 365°以上、片回頭の所要時間は約 10 分、合計で約 20 分をかけ
て実施した。 
＜日時（UTC）および海域＞ 
① 2017 年 12 月 3 日 23:30～23:49 40-05.3S、109-59.4E 
② 2017 年 12 月 9 日 03:35～03:54 63-04.5S、110-04.0E 
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③ 2017 年 12 月 13 日 11:02～11:21 62-36.9S、059-58.2E 
④ 2018 年 2 月 16 日 14:31～14:52 66-48.6S、037-48.9E 
⑤ 2018 年 3 月 1 日 23:41～3 月 2 日 00:02 63-00.4S、089-57.9E 
⑥ 2018 年 3 月 9 日 14:39～14:59 64-00.1S、129-59.3E 
⑦ 2018 年 3 月 11 日 04:13～04:31 63-59.9S、149-59.1E 
⑧ 2018 年 3 月 16 日 22:12～22:31 46-03.8S、151-57.8E 
c） マルチビーム音響測深装置・地層探査装置 
ア） 実施経過 






 「しらせ」第 3 観測室において、フリーマントル出港からシドニー入港までの間、情報収集配
信サーバーを連続運用した。尚、マルチビーム音響測深装置故障に伴い、地層探査装置で計測し




 第 59 次隊分の海底圧力計の新規設置と着底位置測位、および第 57 次隊で設置した海底圧力計
の回収を実施した。また、第 58 次隊にて設置した圧力計の生存確認も併せて実施した。 
＜59 次海底圧力計の新規設置と着底位置測位＞ 
作業日（UTC）  ：2017 年 12 月 15 日（新規設置）、2018 年 2 月 16 日（着底位置計測） 
着底位置     ：66-50.2S、37-50.0E 
＜57 次で設置した海底圧力計の回収＞ 
作業日（UTC） ：2018 年 2 月 16 日 
＜58 次海底圧力計の生存確認＞ 
作業日（UTC） ：2018 年 2 月 16 日 
 
2.3.5 海洋生態系モニタリング    







フリーマントル出港後の 2017 年 12 月 3 日から、第 4 観側室において表層水温塩分、表層二酸化炭素
分圧、表層クロロフィル a 濃度を自動観測装置により連続的に観測した。ラミング航行を開始した 2017
年 12 月 19 日から 1 月 19 日までの間はポンプの停止に伴い観測を停止したが、海氷域でも可能な限り観











る栄養塩、全炭酸、クロロフィル a 濃度、動物プランクトンサンプルを採集する。 
【実施経過】 
東経 110 度を南下する航路上の 5 点及び東経 150 度を北上する航路上の 5 点において浅層鉛直観測を
実施した。以下の各観測点において、メモリー式 CTD およびニスキン採水器により鉛直的な水温塩分、
各層における栄養塩、全炭酸、クロロフィル a 濃度を採取し、ノルパックネットを用いて動物プランク
トンサンプルを採集した。尚、荒天のため Stn.L02 および Stn.L08 では観測を中止とした。 
Stn.L01 (40˚06.57S 109˚59.81E) 2017/12/4 00:38(UTC)  
Stn.L02 荒天のため観測中止 
Stn.L03 (50˚02.55S 109˚59.07E) 2017/12/6 00:57(UTC) 
Stn.L04 (55˚06.27S 109˚59.66E) 2017/12/7 00:47(UTC) 
Stn.L05 (60˚06.12S 109˚59.92E) 2017/12/8 00:42(UTC) 
Stn.L06 (63˚59.84S 149˚59.60E) 2018/3/11 04:49(UTC) 
Stn.L07 (60˚01.73S 149˚59.97E) 2018/3/11 23:58(UTC) 
Stn.L08 荒天のため観測中止 
Stn.L09 (50˚00.67S 150˚00.47E) 2018/3/16 02:49(UTC) 
















Stn.A (68˚00.00S 39˚10.04E) 2018/2/11 09:51(UTC)  
Stn.B (68˚49.88S 38˚45.16E) 2018/2/11 12:07(UTC)  
Stn.C (68˚37.54S 38˚34.86E) 2018/2/15 09:55(UTC)  
Stn.D (68˚25.23S 38˚27.45E) 2018/2/15 12:50(UTC)  
Stn.E (67˚29.90S 38˚01.10E) 2018/2/16 07:35(UTC) 




2.3.5.4 CPR観測 (AMB0902-04) 野口 智英 
【概要】 
昭和基地へ向かう南下航路上において CPR 曳航による連続動物プランクトン採集を実施する。 
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【実施経過】 
東経 110 度線上の南緯 45 度から 60 度の海域、東経 150 度線上の南緯 64 度から 50 度の海域において
CPR の曳航を実施した。観測点 L03－L04、L04－L05、L06－L07 区間で計 3 カセット分を採集した。尚、




から CPR の水深を推測することも可能かもしれないが、小型の深度計を取り付け実測することで CPR の
水深を把握することが可能となり、よりデータの品質が向上すると考える。 
 















フリーマントル出港後、豪国 EEZ 出境後より同国 EEZ 入境直前までの期間、海鷹丸設置の自動観測装
置を運用し、表層クロロフィル蛍光を連続的に観測した。また 1 日 2 回の頻度で海水汲み上げポンプよ
り採水し、クロロフィル a 濃度と栄養塩の各サンプルを取得した。 
基本観測点 6 点において、CTD-RMS を用いた採水、各層におけるクロロフィル a 濃度サンプルを採取
した。 
同 6 観測点において NORPAC ネットを実施し、動物プランクトン固定サンプルを採取した。 




 2.4 定常観測 
2.4.1 海洋物理・化学観測    
















2.4.2  電離層の観測 





















2.4.2.2 電離層垂直観測(TN01-02S) 直井 隆浩 
【概要】 
電離圏電子密度の高度分布を観測している（通年）。10C による観測を、2017 年 12 月 31 日をもって
終了した。また、夏期期間に装置・アンテナ保守点検、アンテナ監視カメラ保守点検を実施した。 
【実施経過】 
10Cは 2017年 12月 31日をもって運用が終了させた。19インチラック 2台も含め持ち帰り物資とした。















2.4.3.1 宇宙天気に必要なデータ収集・伝送(TN02-01S) 直井 隆浩 
【概要】 
昭和基地の電離層観測データをリアルタイムに日本へ伝送し、宇宙天気予報業務での参照に供する（通
年）。このため、夏期期間にデータ転送用 PC を保守点検する。 
【実施経過】 
昭和基地内に設置の各機器から観測データが収集・編集されていること、リアルタイムで日本へ伝送




















航行しているときは経度 5 度毎、その他の海域では適宜 XCTD を用いた水温・塩分の鉛直変化の計測を実
施した。 
リュツォ・ホルム湾付近では同湾南部及び同湾沖のデータ空白海域を中心に実施した。同湾内では南
緯 69 度 03 分、東経 39 度 18 分（北東端）及び南緯 69 度 34 分、東経 38 度 45 分（南西端）で囲む海域、
並びに、湾沖では南緯 65 度 50 分、東経 40 度 00 分（北東端）及び南緯 66 度 20 分、東経 35 度 00 分（南
西端）で囲む海域の海底地形調査を実施した。 
その後、豪国 EEZ 入域までは海底地形調査を実施しつつ、水中音速度改正のデータ取得のため、東西
に航行しているときは経度 5 度毎、南北に航行しているときは緯度 1 度毎、その他の海域では適宜にお









































2018 年 1 月 18 日に球分体と国土地理院 BM（1040 号）間 










2018 年 1 月 14 日～16 日に水位計設置準備を実施した。 
1 月 16 日に潮位観測装置の設定変更を行い、水位計の作動確認を実施した。 
1月 17日に水位計設置箇所周辺の海底調査を実施した。その結果、水面下にある海氷が解けておらず、
予定していた水位計設置作業は実施できなかった。 
1 月 18 日に水位計設置準備を実施した。 














仮設点と副標と国土地理院 BM 間との水準測量を行う。 
【実施経過】 
2017 年 12 月 29 日にルンドボークスヘッタに移動し、翌 30 日に副標、水位計、気圧計及び水路測量
点 HBM を設置した。当初は 2018 年 1 月 3 日まで観測する予定であったが、天候悪化の予報により 2017














2.4.6.1 精密測地網測量（GNSS測量、重力測量）(TG01-01)  豊福 隆史 
【計画概要・目的】 
国際地球基準座標系（ITRF）に準拠した精密測地網の構築、地殻変動の検出、地形図作成等を目的と




精密測地網測量として、今次隊で新設した基準点 8 点及び既設点 3 点で基準点測量を実施した。連続
観測を実施している昭和基地の SYOG及びラングホブデ雪鳥沢の GNSS固定観測装置からの距離が 10㎞以
下になる初島およびラングホブデやつで沢、ラングホブデ南平頭山を除いては、各露岩で 1 点は 24 時間
以上の GNSS 観測を実施し、その近傍（最大 2 ㎞程度）の点では、1 時間以上の観測を実施した。ただし、
アムンゼン湾では、バッテリー切れと思われるトラブルにより約 14 時間の観測となった。 








表Ⅱ2.4.6.1-1 精密測地網測量（GNSS 測量、相対重力測量）の実施状況 
地区名 基準点名
GNSS 測量 相対重力測量 
観測日 種類 観測日（往路） 観測日（復路）
ラングホブデやつで沢 5901 12 月 21 日 新設点 ― ― 
ラングホブデ南平頭山 5902 12 月 26 日 新設点 1 月 25 日 12 月 30 日 
オメガ岬 263 1 月 16 日 既設点 1 月 15 日 1 月 18 日 
オメガ岬 260 1 月 17 日 既設点 ― ― 
オメガ岬 5903 1 月 17 日 新設点 1 月 15 日 1 月 18 日 
初島 5904 1 月 19 日 新設点 ― ― 
インステクレパネ 1310 1 月 28 日 既設点 ― ― 
インステクレパネ 5905 1 月 29 日 新設点 ― ― 
ルンドボークスヘッダ 5906 1 月 30 日 新設点 ― ― 
ルンドボークスヘッダ 5907 1 月 31 日 新設点 ― ― 
















2018 年 1 月 30 日に水路測量点 HBM と新設点（5906）の水準測量を実施した。往復観測の較差が所定
の精度内であることを確認した。水準測量は 3 級水準儀及び折りたたみ標尺を用い実施した。 
実施状況は表Ⅱ2.4.6.2-1 のとおりである。 
表Ⅱ2.4.6.2-1 精密測地網測量（ジオイド測量）の実施状況 
地区名 作業日 作業内容 
ルンドボークスヘッダ 1 月 30 日 水路測量 HBM～基準点（5906）間の水準測量 
 
【問題点・課題・所見】 
計画どおり作業を実施した。第 59 次隊では、3 級水準儀及び折りたたみ標尺を使用した。水路測量点
HBM と基準点 5906 の往復の観測差は、1 ㎜だった。基準点の標高成果としては、十分な精度といえる。
必要な精度を確保した上で現地作業の負担を減らすため、使用する機材の見直しが必要である。 
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2.4.6.3 露岩域氷床変動測量(TG01-03) 豊福 隆史 
【計画概要・目的】 
昭和基地東方約 19km に位置する P50、S16、S17 の 3 か所で第 38 次隊（1996）から露岩域氷床変動測
量を実施している。各観測点の氷床上に立てたポールの位置座標を繰り返し計測することで、氷床の水
平方向への流動速度及び氷床表面高の経年変化を検出する。現地において、ポール上面の中心位置にて、











P50 1 月 10 日 126cm 
ポールが折れていたため交換した。2 番目に高いポールと
新たに取り付けたポールの上面の差は、0.782m だった。
S16 1 月 10 日 122cm ― 




用した。マウスパットを使用しなかった S17,P50 では、1 ㎝程度の沈降が見られた。埋設する素材の検
討が必要である。 
 
2.4.6.4 GNSS連続観測局保守(TG01-04) 豊福 隆史 
【計画概要・目的】 
GNSS 連続観測局（SYOG）は、国際地球基準座標系（ITRF）を構築するための根幹の観測点として、国
際 GNSS 事業（IGS）の一翼を担っており、そのデータは広く利用されている。観測局を管理している PC
の外付け HDD の交換及び第 56 次隊で設置した UPS の交換を行う。また、昭和基地に保管している機材の
リスト作成及び計画停電時の対応について、越冬隊担当者に引継ぎを行う。 
【経過】 
2017 年 12 月 24 日からリアルタイムデータの取得ができない障害が発生した。野外観測から戻った 28
日及び 29 日に障害原因の切り分けを行い、故障個所を屋外アンテナケーブルと特定し、交換、復旧させ
た。 
2018 年 1 月 2 日に昭和基地に保管している SYOG 関連機材について、写真撮影、ラベル貼り、リスト
作成を実施した。また、明らかに不要と思われる機材については、持ち帰ることとした。 
1 月 23 日に外付け HDD の交換及び第 56 次隊が設置した UPS の交換を実施した。 
1 月 24 日の計画停電では、第 59 次隊の越冬地圏モニタリング隊員立会いの上で機器の動作確認を行
った。停電開始後もあえて受信機等のシャットダウンは行わず、UPS による各機器への電力供給がどの
程度もつか試験した。この結果を踏まえ、停電時に、できるだけ観測を継続させる各機器の UPS への接





表Ⅱ2.4.6.4-1  GNSS 連続観測局保守の実施状況 
地区名 作業日 作業内容 
昭和基地 IGS 点（SYOG） 12 月 28,29 日 リアルタイムデータ取得障害対応、復旧 
1 月 2 日 基地保管機材のリスト作成 
1 月 23 日 外付け HDD 及び UPS 交換 
1 月 24 日 計画停電対応 








2.4.6.5 GNSS固定観測装置の保守、旧装置の解体調査(TG01-05) 豊福 隆史 
【計画概要・目的】 










12 月 22 日に GNSS 及びロガーのデータをダウンロードした。 




表Ⅱ2.4.6.5-1  GNSS 固定観測装置の保守、旧装置の解体の実施状況 
地区名 作業日 作業内容 
ラングホブデ 12 月 20 日 太陽光パネルの交換 
12 月 22 日 GNSS 及びロガーデータのダウンロード 











2.4.7.1 精密地形測量（地上レーザスキャナ計測）(TG02-01) 豊福 隆史 
【計画概要・目的】  
昭和基地周辺の詳細な地形データを取得する目的で、地上型レーザスキャナを用いた精密地形測量を
実施する。第 54 次隊から実施しており、第 59 次隊では、今次隊で新設された宇宙線観測のための計測
機器を収めたコンテナで計測する。 
【経過】 
2018 年 1 月 20 日に計測予定地点の現地調査を行った。1 月 21 日に計測地域内に合計 6 点のターゲッ
トを配し、GNSS 観測を実施した。1 月 24 日にレーザスキャナの動作チェックを行ったところ、カメラが









れが発生したが、2 セット（合計 8 個）のバッテリーがあれば、半日の計測は行えた。 
ターゲット板は形状的に風に弱いため、これに替わる形状のものを検討したい。 
 
2.4.7.2 対空標識設置（衛星画像用、空中写真撮影用）(TG02-02) 豊福 隆史 
【計画概要・目的】 
精密測地網測量（TG01-01、TG01-02）で実施した基準点において、衛星画像または空中写真による地
図作成を目的とした対空標識を設置する。衛星画像用対空標識は、基準点を中心として 1 辺 1m×2m の羽









地区名 種類 基準点名 設置日 備考 
ラングホブデやつで沢 空中写真撮影用 5901 12 月 21 日 新設 
ラングホブデ南平頭山 空中写真撮影用 5902 12 月 26 日 新設 
オメガ岬 衛星画像用 5903 1 月 16 日 新設 
初島 空中写真撮影用 5804 1 月 19 日 新設 
西オングル島 空中写真撮影用 8 1 月 19 日 既設 
インステクレパネ 衛星画像用 1310 1 月 28 日 既設 
ルンドボークスヘッダ 空中写真撮影用 5906 1 月 30 日 新設 
ルンドボークスヘッダ 空中写真撮影用 5907 1 月 31 日 新設 
アムンゼン湾 空中写真撮影用 5908 2 月 21 日 新設 



















実施しないこととなった。このため、同行していた NHK に協力を要請し、NHK の 8K カメラ機材を利用し
た空中写真撮影を実施することとした。 
空中写真撮影までにラングホブデやつで沢及びラングホブデ南平頭山、初島、西オングル島に空中写
真撮影用の対空標識を設置した。撮影は、2018 年 1 月 23 日と 2 月 3 日を予定していたが、あいにく両
日とも天候が悪く、以後は NHK の取材等の予定もあり今次隊での撮影は断念した。 
ただし、第 57 次隊及び第 58 次隊において、PANSY 上空では機材トラブルにより撮影ができていなか




撮影年月日 2018 年 2 月 6 日 
撮影高度 約 500m 
旋回半径 約 500m 
写真枚数 141 枚 
カメラ（レンズ） PENTAX654（55mm 単焦点レンズ） 













3.1 概要 近藤 一海 
3.1.1 建築・土木作業の概要 
第 59 次隊夏期作業の計画内容としては、基本観測棟建設工事（2 階・防水・屋外階段・配線配管架台（基
本観測棟～汚水中継槽）・防油堤）、補修工事（倉庫棟南面外壁工事、A ヘリポート補修、夏期事務室非常
口整備）、宇宙線観測用コンテナ基礎工事、風発 3 号機基礎工事、コンテナヤード整備工事、コンクリート
プラント運用があった。追加作業で HF アンテナの基礎劣化の改修があった。 
これらの計画の内、実施出来たのは下記の通りである。 




･ 風発 3 号機基礎工事 
･ コンテナヤード整備工事 
 前次と同様にコンテナヤードを整地した後に 16 枚のクレーンマットの敷設を行った。 
･ コンクリートプラント運用 
 3 日運用を行った。計 87.5 バッチ＝21.875 ㎥ 
･ 追加作業（HF アンテナの基礎劣化の改修） 
 4 か所の劣化が見られた。劣化が大きい 1 か所を改修行った。 
未施工分は下記の通りである。 
･ 補修工事（A ヘリポート補修、夏期事務室非常口整備） 
･ 追加作業（HF アンテナの基礎劣化の改修）残り 3 か所 
 
3.1.2 夏作業期間 
夏作業期間は先遣隊到着からが 2017 年 11 月 4 日から 12 月 20 日までの 48 日（作業日 39 日、休日 5 日、
作業不可日 4 日）、第一便が 12 月 20 日に到着してからが 2017 年 12 月 21 日～2018 年 2 月 9 日までの 51 日
（作業日 40 日、休日 4 日、作業不可日 7 日）であり全期間として全 99 日（作業日 79 日、休日 9 日、作業
不可日 11 日）であった。 
 
3.1.3 作業人員     表Ⅱ3.1.3-1 夏作業期間における昭和基地作業人員数 
工事内容 先遣隊 観測隊 しらせ支援 58 次隊支援 合計 
基本観測棟 75 180 63 30.5 348.5 
配線配管架台 0 25 0 0 25 
気象棟架台・アンテナ解体 6 0 0 3 9 
倉庫棟南面外壁 0 33 6 3 42 
宇宙線観測用コンテナ 0 45 15.5 0 60.5 
風発 3 号機基礎 0 34 11 0 45 
コンテナヤード整備 0 7.5 3 0 10.5 
コンクリートプラント運用 0 50.5 19 0 69.5 
その他工事 9 6 0 3 18 
建築工事 合 計 90 381 117.5 39.5 628 
糧食移動 0 38 6.5 0 44.5 
輸送 0 90 0 3 93 
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幹線ケーブル引き、他電気工事 0 44 18 6 68 
PANSY 保守・整備・アンテナ嵩上・
ケーブル敷設・除雪 
0 29.5 61 26 116.5 
PANSY 発電機関連工事 0 6.5 0 1 7.5 
発電機オーバーホール 0 15.5 36 13 64.5 
車両整備 2 35.5 0 9 46.5 
クリーンアップ 0 43.5 9 3 55.5 
計画停電 0 15 0 15 30 
越冬準備 0 27.5 5.5 0 33 
環境保全 0 48.5 0 0 48.5 
除雪 60 25.5 5.5 19 110 
通信 0 39.5 0 0 39.5 
HF アンテナ 0 43.5 18 17 78.5 
潮汐観測関連 0 12.5 14 0 26.5 
南極授業 0 34 0 0 34 
当直 0 102 0 0 102 
調理（宿舎管理含む） 0 21 160 0 181 
合    計 152 1052.5 451 151.5 1807 
建築工事の全作業員は表Ⅱ3.1.3-1 の通り、628 人日であった。また、しらせ支援は建築工事で 117.5 人















3.2 輸送 藤本 理 
3.2.1 国内準備から「しらせ」搭載 (STR-01) 
【概要】 















トルでは 29 日に観測隊ヘリ（AS350）1 機と予備品一式、海洋観測機材、生鮮・冷凍食糧を搭
載した。 
出港後はフリーマントルでの搭載物資追加に伴う積荷リストの修正、貨油輸送・空輸・氷上輸送資料の





2017 年 12 月 1 日 第 59 次隊との輸送全般に関する打合せ 
12 月 4 日 「しらせ」運用科及び飛行科と輸送全般に関する打合せ 
12 月 4 日～6 日 第 59 次隊員に対してする船倉物資の搭載状況現状報告(船倉見学) 
12 月 6 日 「しらせ」運用科と氷上輸送の打合せ 
12 月 13 日 「しらせ」との輸送調整会議 
12 月 14 日 「しらせ」飛行科と空輸打合せ 
2017 年 12月 19日～2018 年 1月 13日(12 月 31日 1および 1月 1日を除く) オペレーション会報(輸
送に関する「しらせ」との会議) 














の海氷状況が悪かったため、あわせて貨油輸送を先行して 12 月 23 日に実施することとした。なお、接岸
地点は 68°59.9′S、39°36.2′E であった。 
仮設パイプラインの敷設作業は、「しらせ」接岸後艦側と見晴らしポンプ小屋側の双方からホース展張
を始めた。最終的に展張したホースの全長は約 800ｍであった。 
準備が整ったあと、12 月 23 日 17 時 14 分（現地時間）よりＷ軽油の送油を開始した。毎時 15.2 リット



















2017 年 12 月 23 日「しらせ」接岸後、「しらせ」との打ち合わせを実施。「しらせ」周辺の海氷の状況
を考慮して貨油輸送を先行して行い、貨油輸送終了後氷上輸送に適した地点(69°00.0′S、39°36.3′E)
に移動し、12 月 25 日 22 時 00 分（現地時間）より輸送を開始した。なお、夏期間における使用頻度が高
いスノーモビルは、貨油輸送時に併せて輸送した。 
「しらせ」後方の海氷が割れて「しらせ」と海氷との間が開き、12ft コンテナを海氷上におろすことが
困難となったため、前部の 1 船倉および 2 船倉に搭載している物資の昭和基地への搬入および持ち帰り物
資輸送を先行して行うこととした。その際、12ft コンテナが輸送できない場合を想定し、一部の 12ft コ
ンテナから物資を抜き出して輸送した。 




氷上輸送は海氷が安定する夜間に実施することから、隊員の疲労等を考慮して 12 月 29 日から 1 月 1 日
を休暇とした。 
氷上輸送に使用する雪上車は、第 59 次で持ち込んだ PB300 をそのまま使用したほか、PB100 を 1 台、





2017 年 12 月 25 日 送り込み：1 船倉および 2 船倉の物資輸送 
PB300・SM112 雪上車、油圧ショベル、風発小屋、クレーンマット等 
12 月 26 日 送り込み：主として 04 甲板搭載物資 
12 月 27 日 持ち帰り:主に 1 船倉および 2 船倉の物資、仮保定作業 
  SM108 雪上車、ブルドーザ 2 台(1 台は廃車）、プロパンカードル 10 基等 
12 月 28 日 送り込み:主に 12ft ドライコンテナ 
12ft ドライコンテナ 31 基、クレーンマット、12ft 橇等 
12 月 29 日 送り込み:主として 12ft リーファーコンテナ 第 59 次隊持ち込み物資の氷上輸送終了 
    12ft リーファーコンテナおよび 04 甲板物資 
2017 年 12 月 30 日～2018 年 1 月 1 日 作業なし 
1 月 2 日～3 日 強風により中止 
1 月 4 日 持ち帰り：20ftF/R コンテナ 1 基、12ft ドライコンテナ 36 基 第 58 次隊持ち帰り物資の
氷上輸送終了 
＜氷上輸送実績＞ 
送り込み総量 290.905 ㎏ 
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持ち帰り総量 286.710 ㎏ 




め、第 60 次隊に引き継ぐこととなったが、12ft ドライコンテナについては、南極観測センターからの 30
基以上の持ち帰り依頼に対し、36 基を持ち帰ることができた。 
【問題点・課題】 
第 59 次隊の氷上輸送では、PB300 雪上車 1 台(59 次隊持ち込み)、PB100 雪上車 1 台、SM60/65 雪上車 2
台の 4 台体制であったが、滞りなく氷上輸送を実施することができた。 








12 月 19 日「しらせ」は昭和基地から約 7.8 マイルの位置(69°03.5′S、39°15.0′E)に到着した。こ
の位置から 20 日 0750C に昭和第一便発艦。以後優先物資空輸を行った。 
「優先物資空輸」は、12 月 20 日から 22 日の 3 日間で実施した。初日の午前中は主として第 58 次隊員
宛の託送品および第 59 次隊員の人員輸送であり、実質的な物資輸送は 20 日午後からであった。 
作業分担については、「しらせ」側の荷出しは「しらせ」運用科・補給科と第 59 次輸送担当で行い、「し
らせ」に残留している海洋観測チームおよび宙空同行者が交代で昭和基地との無線連絡と優先物資の基地
内配送先確認を担当した。基地 A ヘリ側の荷受けは第 58 次隊が中心に行った。「優先物資空輸」期間中、
機体及び機材について特に問題はなかった。 
22 日は優先物資が 1 便で終了したため、セメントスチコン等の一般物資の空輸に切り替えて引き続き実
施した。 
＜優先物資空輸期間実績＞ 
優先 39.900 ㎏ CH：28 便 
 ・スチコン：86 基（一般のセメントスチコンを除く） 
 ・野外観測物資：全数（S16 含む） 
 1 月 6 日より一般物資の空輸を実施した。送り込みについては 9 日午前中に終了。11 日から 13 日の間
は持ち帰り物資の空輸とした。 
作業分担については、「しらせ」側の荷出しは「しらせ」運用科・補給科と第 59 次輸送担当で行い、第




 送り込み総量：200.759 ㎏ CH：90 便 
 持ち帰り総量：125.000 ㎏ CH：66 便 
飛行作業実施期間中、野外観測物資の送り込みおよび持ち帰り輸送を実施した。2 月 12 日の昭和最終便

























3.3.1 基本観測棟建設工事(SCS-01) 近藤 一海・佐藤 啓之・坂下 大輔・後閑 洋希 
佐藤 良晴・鯉田 淳・関根 和昭・58次岡本 裕二 
【概要】 
第 58 次までに 2 階床までの組立工事が完了している。2 階及び屋根の組立を行い屋上防水工事、屋上デ




本工事は計 53 日、作業人員 348.5 人日で施工した。 












12/2～12/8 2 階柱・梁、2 階壁パネル、内装材搬入、3 階床パネル 






























3.3.2 補修工事(SCS-02) 近藤 一海・佐藤 啓之・坂下 大輔・後閑 洋希・佐藤 良晴・58次 岡本 裕二 
【概要】 
1） 倉庫棟南面外壁工事 
第 58 次隊越冬期間中にブリザードにより壁パネルが飛散し応急的な状態で運用しており、第 59 次
隊で南面全面のパネルを輸送で持ち込み改修を行った。 











パネル交換までを 1 日で行える作業区切りとして 1 階と 2 階に分け改修を行った。 
工事経過は以下の通り。 
 2017 年 
12/29 外部足場組立 
















施工日数は 4 日、作業人員は 10.5 人日。整地をするのに雪が解けある程度乾く 2018 年 1 月末の作業と
した。 
山側のコンテナを移動させ、コンテナ配置下部の整地を行った。コンテナヤード中央道路に既存のクレ
ーンマットが敷設されている。その延長で今回新たに第 59 次隊の輸送で持込んだ 16 枚のクレーンマット
を下に透水シートを敷いた上に敷設した。 
工事経過は以下の通り。 
 2018 年 
1 月 22 日～24 日 コンテナヤード整地 





近藤 一海・佐藤 啓之・坂下 大輔・後閑 洋希・佐藤 良晴・粕谷 和彦 
【概要】 
水汲み沢コンクリートミキサー運用 （基礎工事：宇宙線観測コンテナ基礎、基本観測棟外部階段基礎・
配線配管架台基礎・防油堤、風発 3 号機基礎） 
既存ミキサー容積 1 バッチ=0.25 ㎥    第 59 次隊夏期実績 計 87.5 バッチ 21.875 ㎥ 
【経過】 
第 58 次隊同様、水汲み沢のコンクリートプラントを使用した。 
骨材の量を正確にするため、骨材の投入方法としてベルトコンベアを使用せずバケツ管理とした。 
第 59 次隊の夏期運用実績を下記に示す。 
2017 年   
12 月 30
日 
配線配管架台基礎均し 3 バッチ 0.75 ㎥ 
 基本観測棟外部階段基礎均
し 
7 バッチ 1.75 ㎥ 
 宇宙線観測コンテナ基礎 9 バッチ 2.25 ㎥ 
2018 年   
1月 20日 風力発電装置 3号機基礎均し 20.5 バッチ 5.125 ㎥ 
 基本観測棟外部階段基礎 13 バッチ 3.25 ㎥ 
1月 29日 基本観測棟外部階段基礎 7 バッチ 1.75 ㎥ 
 基本観測棟防油堤 13 バッチ 3.25 ㎥ 
 配線配管架台基礎 6 バッチ 1.5 ㎥ 
 風力発電装置 3 号機基礎 9 バッチ 2.25 ㎥ 
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合   計 87.5 バッチ 21.875 ㎥ 
上記はホッパーとラフターを使用しての打設結果。 
人員配置、配合のバケツ管理は第 58 次隊同様とした。 
砂バケツ（9 分目） セメント 水 
レベルコン配合 躯体配合と同じ 
躯体配合（骨材 50mm 以下のみ） 27 杯 4 缶 45～55Ｌ 
人員配置 プラント側 配合を見る人（生コンかき出し） 1 人 
  水を入れる人 1 人 
  セメント、骨材を入れる人 1～2 人 
  セメント缶開ける人 1 人 
  骨材をバケツに入れる人 4 人以上 
  ダンプ運転手（ホッパー運搬）玉掛 2 人 
  ラフターオペレーター 1 人 
 現場打設側 打設工 2 人～4 人適宜 
  ラフターオペレーター 1 人 
上記が基本的なプラント、現場共ラフター、ホッパーを使用した時の人員配置となる。 
第 59 次隊実績として 69.5 人日（しらせ支援含む）計 87.5 バッチ（=21.875 ㎥）であるので、約 1.26
人/バッチの歩掛りであった。 
練り始めから 6～7 分以上はミキサーを回す必要がある。 
ミキサー本体の洗いを時間の空く休憩毎、昼休み、終了時のサイクルで行うと効率よくプラントの運用









3.3.5 宇宙線観測コンテナ基礎架台工事(SCS-05) 近藤 一海・坂下 大輔・佐藤 啓之・加藤 千尋 
【概要】 
宇宙線観測コンテナを 2 基設置する。場所の整地を行い基礎 8 か所構築してコンテナを設置する。 
【経過】 







12 月 21 日～23 日 整地、均しコン、鉄筋型枠組立 
12 月 30 日、 
2018 年 1 月 2 日 
基礎コン打設、コンテナ設置 





3.4.1 計画停電(SME-01) 船木 覚 
【概要】 
2018 年 1 月 24 日の午前中に計画停電を実施した。実施にあたっては、作業手順・内容の引継ぎも兼ね
て、第 58 次越冬隊立ち合いの下、第 59 次越冬隊主導で行った。また発電機停止中の保守作業についても
計画停電の時間帯に合わせて実施した。 
【実施経過】 
2018 年 1 月 20 日 第 59 次隊本部人員と各棟責任者で計画停電手順書を読み合わせ実施。 
1 月 24 日 8：30～11：25 に計画停電を行ない、人員配置及び対応について引継ぎを行った。 
以下に 1 月 24 日の詳細な時間経過を示す。 
08:30 電源遮断指示 開始 
08:44 地学棟 遮断完了 
09:13 気象棟 定時交信完了確認した際、ネット回線停止で正時の定時交信不可との報告。 
代替え手段としてイリジウム回線にて定時交信実施。 
09:22 気象棟 遮断完了 
09:30 LAN ネットワーク 遮断完了 
09:33 西部地区配電盤 遮断完了 
09:34 東部地区配電盤 遮断完了 
09:40 管理棟 遮断完了 
通信室より発電機停止の一斉放送 
09:45 発電機停止操作 指示 
09:46 発電機 停止・停電・立ち上げ作業開始 
制御室 2 号機制御盤の非常停止ボタンを押下 
発電機重故障発報・復旧 
09:50 計画停電作業開始 指示 
基本観測棟と観測棟の盤新設に伴うケーブル接続 
10:11 発電機起動準備・エンジン始動 
  2 号機エンジンするが異音のため、1 号機エンジンに切り替え起動 
10:36 電源復旧 → 復電配置の指示 
10:44 管理棟 投入完了 
倉庫棟冷蔵庫、冷凍庫 1 故障発報・復旧 
冷蔵庫電源未投入のため警報発報（倉庫棟電源に含まれる） 
10:52 倉庫棟 投入完了 
10:55 LAN ネットワーク 投入完了 
10:56 西部地区配電盤 投入完了 
10:57 東部地区配電盤 投入完了 








3.4.2 300kVA発電装置2号機オーバーホール(SME-02) 尼崎 慶次 
【概要】 
300kVA 発電装置 2 号機の E 点検（4 年毎）を行う。 
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【実施経過】 
2018年 1月 2日午後より第 58次隊鎌松隊員及び第 59次隊尼嵜隊員の 2名で 2号機負荷投入試験を実施。 
1 月 3 日より 4 日午前中まで荒天の為、作業中断。 
1 月 4 日午後よりしらせ支援 4 名を含めた 6 名で分解作業開始。 
1 月 7 日分解作業完了。 
1 月 8 日より組付け作業開始。1 月 12 日午前組立完了。 
1 月 12 日午後より潤滑油抜き取り、オイルパン、オイルタンク清掃、冷却水注水作業を実施。 
1 月 13 日潤滑油補給の後、冷却水、潤滑油、燃料油漏洩チェックし漏れ無き事を確認後、エンジン試運
転の実施。 
1 月 14 日休日日課 
1 月 15 日ガバナー試験、保護装置試験、負荷投入試験の実施。オーバーホール全作業完了。 
【問題点・課題】 






























3.4.4 機械設備の更新(SME-04) 鯉田 淳 
【概要・経過】 





作業期間 2018 年 1 月 




3.4.5 車両の運用・管理（夏期間）(SME-20) 池原 潤 
【概要】 




    2017 年 
12 月 25 日 第 59 次隊持込みの PB300（以下「PB302」という。）組立、PB100 油漏れ修理 
（PB100 整備） 
1/11 各種オイル交換、1/12 ウォーターヒーター交換、1/13 ブロアヒーター交換 
（PB100 整備）  
1 月 16 日ファンクラッチ交換、1/17 ファン交換、1/20 プッシュフレームホース全交換 
（PB302） 
1 月 24 日ヒアブ取り付け、1/25 ブレード交換 
（PB302）  
2 月 2 日各種オイル交換 
（PB302） 

























野外観測に必要な HF 帯無線設備、VHF 帯ハンディ無線機、Air-VHF 帯ハンディ無線機又は CR 無線機を各
野外観測チームの代表者に貸与した。また、夏期オペレーションの作業連絡用として、隊員の一部に VHF




VHF 帯又は UHF 帯無線設備により、主に隊長からの指示又は連絡、輸送等の連絡用通信を実施。 
2） 昭和基地と野外観測チームとの近距離通信又は長距離通信 






UHF 帯無線設備により連絡用通信を実施。なお、第 59 次隊は 1 チャンネルを、第 58 次隊に対する連
絡には 4 チャンネルを使用した。 
なお、野外観測チーム（ドーム隊を含む。）内の通信には、UHF ハンディ無線機又は CR 無線機により
観測に必要な通信が実施された。 
野外観測チーム代表者に貸与した無線設備のうち、野外観測チーム使用中に Air-VHF 帯ハンディ無線
機 1 台、HF 無線設備（送受信機）1 台に不具合が発生したため予備品と取り替えた。点検の結果、これ





第 59 次隊では多くの野外観測チームが野外に出ることとなり、ドーム隊も含めると最大で 8 チームが同
じ日に野外観測を実施するケースがあった。20 時から開始した VHF 帯無線設備による定時交信が長引き、







め、第 60 次隊以降においてこれら無線設備を取り替える必要がある。 
夏作業用 UHF 帯ハンディ無線機については、日本国内からの持ち込み及び昭和基地管理棟通信室保管の
ものを合わせて 20 台程度であり、夏作業に係わる第 59 次隊員全員には無線機を貸与できなかったため、
無線機の貸与を受けられない隊員に情報格差が生じた。隊員及び同行者全てに無線機を貸与し、通信を確
保することが望ましいため、より多くの無線機台数を確保する必要がある。 
野外観測チーム内で通信するための無線機台数不足により、第 59 次隊から導入された CR 無線機につい
ては、UHF 帯無線設備との区分けを整理していないことにより混乱が生じた。野外観測ポイントの小屋又
はカブースには UHF 帯無線設備が設置されており、当該小屋等と野外観測に係る調査ポイントとは UHF 帯
無線設備を使用して通信をしていることから、野外観測に出る第 58 次隊員にとっては、CR 無線機と UHF
帯ハンディ無線機を 2 台持つこととなった。当該小屋には CR 無線機は設置していない。なお、昭和基地管
理棟通信室にも CR 無線機を設置していない。 
CR 無線機を UHF 帯無線設備の代わりとするならば、これらの場所に CR 無線機を設置するなどの対策が
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必要である。    
 
3.6 調理・食糧 





2017 年 12 月 20 日の昼食から 2018 年 1 月 2 日まで第 59 次調理隊員 2 名で調理を行った。 
2018 年 1 月 3 日からは、しらせから調理支援 4 名により調理が行われた。 
1 月 3 日から調理隊員 2 名は建築の支援に入った。 
【問題点・課題】 





 2） 食材搬入 
【概要】 
第 59 次隊越冬期間における食材及び予備食を基地適所に搬入した。 
【実施経過】 
・2018 年 1 月 10 日 予備食用スチコン 5 基、非常物品庫へ搬入 
・1 月 15 日 乾物類、ドリンク類スチコン 54 基、管理棟倉庫、倉庫棟冷蔵庫へ搬入 
・1 月 22 日 冷凍、冷蔵食材リーファーコンテナ 7 基、倉庫棟冷蔵庫、冷凍庫へ搬入 
予備食冷凍コンテナ 1 基は第 2 車庫へ搬入。 
食糧の搬入は観測隊全体作業となる為、日程や人員配置など夏、冬各担当のオペ会メンバーと話し合い
ながら進めた。 
       
3.7 医療   












・昭和基地越冬交代前：第 58 次隊員の作業中の（入院を要する）事故があり、第 58 次医療隊員と協力し、 
治療にあたった。またしらせ支援で昭和基地に滞在していた自衛官も縫合を要する外傷があり、第 58 
次医療隊員と協力し、治療にあたった。比較的長期に野外観測を行った同行者の１名が感冒を悪化させ 
たため、昭和基地に戻り加療し、その後しらせに数日滞在させた（安静の確保）。夏宿舎の第 59 次隊員 
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には重度の医療処置を必要とするケースはなかった。 
・昭和基地越冬交代後：第 59 次隊員には重度の医療処置を必要とするケースはなかった。 
3） 先遣隊の医療 
ア） 国内準備 






















 行動中、重篤な疾病や外傷はみられなかった。傷病患者数はのべ 20 名で、内訳は高度障害 3 名、打撲
3 名、熱傷 2 名、切創 3 名、腱鞘炎 1 名、急性上気道炎 1 名、咽頭炎 1 名、腰痛 1 名、下痢症 1 名、口
唇ヘルペス 2 名、凍傷 1 名、爪外傷 1 名、唾石症 1 名であった。打撲のうち 1 名は雪上車の上から足を
滑らせて背中から落ち、数日間軽作業のみで安静を要した。高度障害のうち 1 名は、ドーム基地周辺に
いた約 1 ヶ月ダイアモックス内服を必要とした。腱鞘炎の患者は定期的に鎮痛薬を使用し、在庫が少な
くなった為本人が持参している坐剤を使用した。口唇ヘルペスは軟膏を塗布したが完治まで 10 日を要した。 
 
3.8 環境保全・廃棄物処理   




2017 年 12 月 28 日に第 1 回クリーンアップを隊員及びしらせ支援により実施。第 1 夏宿周辺、A ヘリポ
ート周辺、B ヘリポート周辺の 3 か所に分かれゴミ拾い及び廃棄物の回収を行い、可燃物は焼却し、それ
以外のゴミは持ち帰り廃棄物としてタイコン及びドラム缶に入れ持ち帰り廃棄物として保管した。 



















2017 年 12 月 20 日 夏宿汚水処理装置立ち上げ 
12 月 20 日～2 月 13 日 運転 
12 月 27 日 夏汚水処理装置一部改良作業の完了 










3.9.1 野外観測支援(SEQ-01) 高村 真司 
【概要】 





2017 年        
12 月 20 日～1 月 2 日 
 
ラングホブデ氷河掘削調査チーム FA 
20 日 人員・物資移動 CH ヘリ しらせ⇒雪鳥沢小屋（杉山・箕輪・伊藤・山根・
村越・高村） 
ラングホブデ氷河偵察（村越・高村） 
21 日 人員・物資移動 CH ヘリ・予察キャンプ設営 雪鳥沢小屋⇒予察キャンプ（杉
山・箕輪・伊藤・山根・村越・高村） 
AS ヘリによるラングホブデ氷河偵察（杉山・箕輪・伊藤・高村） 
22 日 AS 観測隊ヘリにてラングホブデ氷河偵察（杉山・箕輪・伊藤・山根・村越・
高村） 
23 日 予察キャンプ地周辺 GPS 機材設置（杉山・箕輪・伊藤・山根・村越・高村）
24 日 人員移動 CH ヘリ 予察キャンプ⇒しらせ（杉山・高村） 
25 日 飛行科と CH ヘリ氷河着陸の是非を交渉後スノーモービルと AS ヘリによる
輸送手段変更手続きの為（土井・木津・杉山・高村・しらせ乗員） 
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26 日 人員移動 CH ヘリ しらせ⇒予察キャンプ（高村） 
27 日 停滞 強風の為（箕輪・伊藤・山根・高村） 
28 日 予察キャンプ地周辺 GPS 機材・基準点設置（杉山・箕輪・伊藤・山根・高
村） 
29 日 人員・物資移動 AS 観測隊ヘリ 
予察キャンプ⇒氷河第一掘削地キャンプ（杉山・箕輪・伊藤・山根・高村）
キャンプ設営（杉山・箕輪・伊藤・山根・高村・NHK（井上・中川西）） 





ラングホブデ氷河上下流域に GPS 機材設置 FA（箕輪・高村） 
2018 年        





2 日 人員移動 CH ヘリ雪鳥沢小屋⇒昭和基地（高村・NHK（井上・中川西）） 
1 月 2 日～5 日 昭和基地内 FA 
2 日 昭和基地ライフロープ設置（木津・高村） 
3 日 停滞 ブリザードの為 
4 日 昭和基地内ライフロープ・竹竿点検（第 58 次隊土屋・高村） 
5 日 氷上歩行講習受講（木津・村越・高村） 
スノーモービル講習（木津・村越・高村） 
1 月 6 日～11 日 ラングホブデ氷河掘削調査チーム FA 
6 日 人員移動 昭和基地⇒ラングホブデ氷河予察キャンプ（第 58 次隊土屋・
高村） 
7 日 人員・物資移動 スノーモービル輸送（第 58 次隊土屋・高村） 
ラングホブデ氷河予察キャンプ⇒氷河第一掘削地キャンプ 
第一スノーモービル氷河輸送ルート工作（第 58 次隊土屋・高村） 
氷河掘削調査チーム食事係（高村・土屋） 









11 日 人員移動 AS 観測隊ヘリ ラングホブデ氷河第一掘削キャンプ⇒昭和基地
（村越・高村・第 58 次隊土屋） 
1 月 11 日～13 日 昭和基地内 FA 





1 月 13 日～15 日 しらせにて氷河掘削調査チーム FA 





15 日 FA 引継ぎ並びに氷河掘削調査チーム撤収計画サポート（第 58 次隊土屋・
高村） 
16 日 人員移動 CH ヘリ しらせ⇒昭和基地 
1 月 16 日～19 日 昭和基地内 FA 
16 日 重力・地震チームボツンヌーテン登山 FA 準備・情報収集 
17 日 重力・地震チームボツンヌーテン登山 FA 準備・情報収集 
18 日 潮汐チーム：西の浦験潮所における水位計設置作業 FA（渡邉・海見・し
らせ支援・高村） 
19 日 人員移動 CH 昭和基地⇒ボツンヌーテン（西山・池田・青山・服部・東野・
戸田・第 58 次隊中元・坂下・村越・須田・高村） 
19 日 重力・地震チームキャンプ地設営 
ボツンヌーテン犬山へ絶対重力測定 GPS 機材設置 FA（青山・服部・高村）
20 日 ボツンヌーテン犬山へ絶対重力測定 GPS 機材撤収 FA（青山・東野・高村）
地震計撤収作業サポート（高村） 
21 日 人員移動 CH ボツンヌーテン⇒昭和基地（西山・池田・青山・服部・東野・
戸田・58 次中元・坂下・村越・須田・高村）  
人員移動 AS 観測隊ヘリ 昭和基地⇒ラングホブデ第一掘削キャンプ（粕
谷・高村） 
1 月 21 日～27 日 ラングホブデ氷河掘削調査チーム撤収 FA 
21 日 ラングホブデ氷河掘削調査チーム撤収打ち合わせ（杉山・粕谷・高村） 
22 日 第二スノーモービル氷河輸送ルート安全確認（杉山・高村） 
第二スノーモービル氷河輸送ルートテスト輸送（4 回）後確立（第 58 次隊
土屋・高村） 
23 日 第二スノーモービル氷河輸送ルートにて輸送（5 回）（第 58 次隊土屋・高
村）ラングホブデ氷河第四掘削サポート（成功）（杉山・箕輪・山根・杉
浦・フランチェスコ・粕谷・山口・須田・高村・第 58 次隊土屋） 




高村・第 58 次隊土屋） 
25 日 第二スノーモービル氷河輸送ルートにて輸送（6 回）（第 58 次隊土屋・高
村）スノーモービル輸送：総輸送量約 2.5 ㌧・輸送日数 4 日間（20 往復・




26 日 第二スノーモービル氷河輸送ルートにて輸送（3 回）（第 58 次隊土屋・ 
高村） 
27 日 AS 観測隊ヘリ予察キャンプ内スリング輸送（杉山・箕輪・山根・第 58 次
隊土屋・高村・尼崎・佐藤） 
人員・物資移動 CH ヘリ ラングホブデ氷河予察キャンプ⇒昭和基地（杉
山・箕輪・山根・第 58 次隊土屋・高村） 
1 月 28 日～30 日 測地観測チームインステクレパネエリア活動 FA 
28 日 人員・物資移動 AS 観測隊ヘリ  
昭和基地⇒インステクレパネ（豊福・村越・高村）キャンプ設営・沿岸露
岩域観測（測地）と GNSS 測量と対空標識設置（豊福・村越・高村） 
29 日 沿岸露岩域観測（測地）と GNSS 測量と対空標識設置（豊福・村越・高村）
30 日 キャンプ撤収 人員・物資移動 AS 観測隊ヘリ 
インステクレパネ⇒昭和基地（豊福・村越・高村） 
2 月 3 日 しらせ氷河上 ApRES（氷レーダ）設置 FA 
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人員・物資移動 AS 観測隊ヘリ 昭和基地⇔しらせ氷河（青山・木村・高
村） 
6 日 ラングホブデ氷河掘削調査チーム FA 




21 日 アムンゼン湾リーセルランセン山域野外観測チーム FA 
しらせオペレーション室・無線担当危急時対応待機（戸田・高村） 
22 日 測地観測チーム アムンゼン湾リーセルランセン山域 FA 













・しらせ CH ヘリ及び観測隊ヘリ運用について 
































11 月 29 日 ・「しらせ」乗船後、メールサーバ（south4）立ち上げ。 
       ・船内 LAN の線設備の正常性確認（疎通試験実施）。 





11 月 30 日 ・オペレーション室に共有サーバ（NAS）を立ち上げ。 






12 月  1 日 ・無線 LAN アクセスポイントを 1 台設置。（隊員公室） 
・隊員向けに無線 LAN（公室）の利用説明資料作成＆展開 
12 月  2 日 ・ネットワーク室にネットワークプリンターの環境を整備 
      ・隊員向けにネットワークプリンターの説明資料作成＆展開 
      ・隊員からの問い合わせ対応（1 件） 
12 月  3 日 ・艦内メール（south4）の制限事項について隊員に説明 
12 月  4 日 ・メールの送受信使用量を 3～4 日に 1 度算出し周知する様にした。 
      ・隊員からの問い合わせ対応（1 件） 
     12 月  5 日 ・ネットワーク故障：気象海象室 UPS 故障（しらせ改善要望） 
・ネットワーク故障：電信室 UPS 故障（しらせ改善要望） 
・隊員からの問い合わせ対応（1 件） 
12 月  6 日 ・メールの送受信使用量を隊内へ展開。 
      ・不具合対応：第 1 観測室内の観測用 PC から LAN へのアクセス不可。調査の結果、HUB 
の不具合と判明。 
・隊員からの問い合わせ対応（2 件） 
12 月  8 日 ・隊員からの問い合わせ対応（3 件） 




12 月 14 日 ・メールの送受信使用量を隊内へ展開 
12 月 16 日 ・ネットワーク故障：south4 メールが利用できないことが判明。調査の結果、south4 を
収容しているオペレーション室内 UPS の故障と判明。UPS 非経由に接続変更を行って復
旧。（しらせ改善要望） 
12 月 17 日 ・NAS のフルバックアップ作業（昭和基地に新たに NAS を設置する為） 
12 月 19 日 ・ネットワーク故障：south4 のサーバ上で大量の外部向けメールが滞留。第 1 観測室の
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集約用ギガスイッチ故障と判明。代替機に交換実施。交換後復旧を確認。 
12 月 31 日 ・ネットワーク故障：第 1 観測室に設置している設備から艦内 LAN がつながらない不具
















右舷にそれぞれ無線 LAN 中継機器とパッチアンテナを設置し昭和基地との接続を試みた。 
・ ペンギンチームの支援としてラングホブデ袋浦に無線タワー建設。昭和基地～袋浦間の無線 LAN 環境
の構築を行った。 
2） 実施経過 
12 月 22 日 06 甲板の左舷・右舷にそれぞれに無線 LAN 中継機器とパッチアンテナを設置。 
12 月 23 日 接岸（見晴らし台付近）に合わせ、しらせ⇔昭和基地相互接続動作検証を実施。 
1 月 10 日  蜂の巣にて袋浦向けのパラボラアンテナ取り付け。  
1 月 12 日  ラングホブデ袋浦にて蜂の巣向け（昭和基地向け）のパラボラアンテナ設置、無線タ 
ワーの建設工事を実施。  
1 月 13 日   ラングホブデ袋浦にて無線 LAN 設備の設置作業 












3.11.1 観測隊ヘリコプターの運用(AHE-01) 土井 浩一郎 
【概要】 
第 59 次隊では「しらせ」に 2 機のヘリコプター（CH-101、91 号機と 92 号機）が搭載され、輸送作業と
野外観測支援に用いられた。しらせヘリは輸送作業が主目的であるため、野外観測に柔軟に対応する目的





ト：佐藤睦、整備士：Kody Petterson）は「しらせ」に乗船した。12 月 18 日の試験飛行を皮切りに、12
月 18 日から 2 月 12 日まで昭和基地周辺での飛行作業を実施した。 
【実施経過】  
























を判断し、それをもとに隊長が最終的に決定した。その結果を第 58 次越冬隊長および第 59 次隊観測フラ
イト関係隊員に通知した。また、飛行開始時間に飛行実施が不可の場合も、適宜飛行実施可否を判断し、
柔軟に対応した。 







第 59 次隊の運用実績一覧を表Ⅱ.3.11．1-1 にまとめた。2017 年 12 月 18 日の試験飛行から 2018 年 2
月 12 日のしらせへの帰還までの間、主に野外観測の人員・物資輸送、空撮などを実施し、総飛行時間は
80 時間 50 分であった。機体のトラブルもなく、今季全体を通して順調に運用することができた。 
今回の機長は、オーストラリア在住の日本人であり、過去にも観測隊に参加した経験があったため、オ
ペレーションについての意思疎通が極めて円滑にでき、急な計画変更などにも臨機応変に対応できた。 
表Ⅱ.3.11.1-1 ヘリ運用実績一覧（第 59 次隊） 















1 12 月 18 日 71120  59- AS121801 14:24 14:36 0:12 2:12 270 しらせ W/Q-W/Q（テストフライト） 
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2 14:56 16:14 1:18 W/Q-SSB 
3 59- AS121802 17:18 18:00 0:42 200 昭和基地 SSB-W/Q-SSB 
4 12 月 19 日 71119 59- AS121901 7:56 9:14 1:18 1:18 200 昭和基地 SSB-FKR-SKR-SSB 
5 





6 9:05 9:17 0:12 TTK-SSB 
7 59- AS122102 9:28 10:04 0:36 SSB-S16-SSB 
8 
59- AS122103 
12:57 13:17 0:20 SSB-LNG 
9 13:42 15:52 2:10 LNG-LGA-SSB 
LGA:ラングホブデ氷河
予察キャンプ 
10 59- AS122104 16:05 16:35 0:30 SSB-S17-SSB 
11 




12 14:06 14:22 0:16 ZKR-WOO 
13 15:08 15:27 0:19 WOO-SSB 
14 





15 10:18 10:38 0:20 SKR-HNH HNH:西ハムナ池 
16 10:45 11:11 0:26 HNH-SSB 
17 59- AS122302 13:03 14:28 1:25 SSB-EM-SSB EM:Embird 
18 
59- AS122303 
15:25 15:47 0:22 SSB-HNH 
19 15:58 16:38 0:40 HNH-SKR-SSB 
20 
12 月 25 日 71124 







16:56 17:25 0:29 SSB-MJM-FKR-MKR 
22 17:33 17:53 0:20 MKR-FKR-SSB 
23 12 月 26 日 71125 59- AS122601 18:08 19:46 1:38 1:38 270 昭和基地 SSB-SSA-EM-SSA-SSB 
24 
12 月 27 日 71126 
59- AS122701 12:25 13:15 0:50
1:38 146 昭和基地
SSB-MKR-FKR-MJM-SSB 
25 59- AS122702 17:27 18:15 0:48 SSB-MJM-FKR-MKR-SSB 
26 




27 10:46 10:58 0:12 LGA-LG1 
LG1:ラングホブデ氷河
上掘削ポイント 
28 11:06 12:08 1:02
LG1-(LGA-Sling-LG1-LGA)-
SSB ※（）繰返し 
29 12:56 15:13 2:17
SSB-(LGA-Sling-LG1-LGA)-
SSB  
30 16:00 16:27 0:27 SSB-LGA 
 
31 16:42 16:57 0:15 LGA-SSB 
32 






33 8:54 9:32 0:38 SKR-SGA SGA:白瀬氷河 GPS 通年
観測点
34 10:36 10:52 0:16 SGA-SG1 SG1:白瀬 
氷河 GPS 
35 11:32 11:46 0:14 SG1-APR APR1: ApRES 設置点 
36 12:54 13:27 0:33 APR-SKR 
37 13:38 14:09 0:31 SKR-LG1-SSB 
38 12 月 31 日 71129 59- AS123101 10:08 10:16 0:08 0:08    SSB-SSB(Hangar） 
39 





40 9:35 9:58 0:23 FKR-LNG-SSB 
41 59- AS010502 10:49 12:07 1:18 SSB-SSA-EM-SSA-SSB 
42 59- AS010503 15:48 16:27 0:39 SSB-LNG-FKR-SSB 
43 




44 13:33 14:05 0:32 LGA-LG1-SSB 
45 14:19 14:37 0:18 SSB-LGA 
46 14:52 15:37 0:45 (LGA-Sling-LG1)-LGA-SSB 
47 





48 8:43 8:56 0:13 SKR-SKH SKH:ハス池 
49 9:10 9:37 0:27 SKH-SKR 
50 15:35 15:45 0:10 SKR-SKH 
51 15:58 16:57 0:59 SKH-SKR-SSB 
52 
59- AS010702 
17:12 17:17 0:05 SSB-SSB(Hangar) 











SSB-SKR 8K 空撮 
55 11:37 13:17 1:40 SKR-SSB(Hanger) 8K 空撮 
56 14:23 14:28 0:05 SSB(Hangar)-SSB 
57 59- AS010802 17:08 18:31 1:23 250 昭和基地 SSB-SSA-EM-SSA-SSB 
58 
1 月 9 日 71134 





7:55 8:51 0:56 SSB-S17-SKR-SKG SKG:シェッゲ 
60 9:33 9:40 0:07 SKG-SKG2 SKG2:シェッゲ２ 
61 15:26 16:06 0:40 SKG2-SKR-SSB 
62 
1 月 11 日 71135 





8:00 8:55 0:55 SSB-SKR-PDD 
64 9:15 9:54 0:39 PDD-SSB 
65 





66 11:47 12:16 0:29 PDD-SKR 
67 12:22 12:42 0:20 SKR-FKR 
68 15:42 16:00 0:18 FKR-SSB 
69 59- AS011202 17:08 17:32 0:24 SSB-LG1-FKR 
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70 17:50 18:07 0:17 FKR-SSB 
71 
1 月 13 日 71137 59- AS011301 
14:26 14:46 0:20
0:37    
SSB-LG1 
72 15:00 15:17 0:17 LGA-SSB 
73 




74 14:05 14:24 0:19 HNR-SKR 
75 16:12 16:42 0:30 SKR-SSB 
76 





77 8:36 8:50 0:14 LG1-SSB 
78 
59- AS011602 
15:20 15:58 0:38 SSB-OMG OMG:オメガ岬 
79 16:12 16:50 0:38 OMG-SSB 
80 






81 8:34 8:51 0:17 HTS-SSB 
82 13:06 13:53 0:47 SSB-LG1-HTS-SSB 
83 




84 15:56 16:13 0:17 SSB-WOT-SSB 
85 





86 10:37 10:57 0:20 LNG-LNGA-YKD 
LNGA:雪鳥沢 ASPA 内の
点 
87 12:34 12:57 0:23 LNG-FKR-SSB 
88 
59- AS011902 
13:13 13:21 0:08 SSB-HTS HTS:初島 
89 15:50 16:02 0:12 HTS-WOT 
90 17:10 17:17 0:07 WOT-SSB 
91 





92 9:50 10:37 0:47 LNG-FKR-MKR-SSB-WOT-SSB 
93 
59- AS012102 
10:54 11:31 0:37 SSB-OMW OMW:オメガ岬西側露岩 
94 13:26 14:00 0:34 OMW-SSB 
95 
59- AS012103 
15:57 16:24 0:27 SSB-WOO-LG1 
96 16:35 17:10 0:35 LN1-MKR-FKR-SSB 
97 
1 月 22 日 71144 
59- AS012201 10:11 10:43 0:32
2:53 190 昭和基地
SSB-LG1-SSB 





12:55 13:12 0:17 SSB-LG1 
100 13:25 14:30 1:05 LNG-SSB-CTS-SSB CTS:長頭山 
101 18:16 18:51 0:35 SSB-CTS-SSB 
102 
1 月 23 日 71145 





13:51 15:29 1:38 LNG-SKR(×3)-MKR 
104 16:54 17:25 0:31 MKR-FKR-LNG-SSB 
105 1 月 25 日 71146 59- AS012501 7:56 9:42 1:46 1:46 200 昭和基地 SSB-LNG-SKR-SSB-LG1-SSB 
106 




107 10:25 11:14 0:49 LGA-(Sling)-LGA 
108 11:21 11:38 0:17 LGA-SSB 
109 





110 9:14 10:28 1:14 INS-FKR-MKR-SSB 
111 
59- AS012802 
14:55 15:20 0:25 SSB-FKR-MKR 
112 17:05 17:36 0:31 MKR-FKR-SSB 
113 




114 9:28 9:46 0:18 INS-RVH 
RVH:ルンドボークスヘ
ッタ 
115 9:57 10:42 0:45 RVH-SSB 
116 




117 14:05 14:46 0:41 YTO-SSB 
118 





119 8:47 9:23 0:36 MJM-LNG-SSB 
120 
59- AS020202 
9:41 10:08 0:27 SSB-SKR 
121 10:39 11:15 0:36 SKR-SG1 
122 14:40 15:42 1:02 SG1-SSB 
123 59- AS020203 16:00 17:00 1:00 SSB-WOT-SSB-LNG-MKR-SSB 
124 
2 月 6 日 73052 
59- AS020601 11:05 11:45 0:40
1:35 230 昭和基地
SSB-LG1-SSB 
125 59- AS020602 13:25 13:43 0:18 SSB-SSB 空撮 
126 59- AS020603 14:58 15:35 0:37 SSB-LG1-SSB 
127 





128 10:30 10:50 0:20 SKR-LNG 
129 12:05 12:26 0:21 LNG-SSB 
130 
59- AS021102 
13:44 14:42 0:58 SSB-Sling-SSB 空ドラム缶回収 
131 14:55 15:23 0:28 SSB-Sling-SSB 
132 15:27 15:44 0:17 SSB-Sling-SSB 
133 2 月 12 日 73054 59- AS021201 7:59 8:23 0:24 0:24 60 昭和基地 SSB-WQ 
 






































































































2017 年 12 月 1 日に出航後、12 月 23 日～12 月 31 日に昭和入りし、12 月 31 日～1 月 2 日の年末年始を




























4.1 同行者課題   
4.1.1 教員派遣(AAD-01) 桑野 優 
【概要】 
「南極授業」を実施する。 










なお、今次隊の構成は、実施者の教員を含め総勢 11 名。各担当は以下の通り。 
実施者：教員 1 名、スタッフ：ディレクター・タイムキーパー1 名（夏庶務）、スイッチャー1 名（LAN）、
室内カメラ 1 名（多目的）、外中継カメラ 1 名（医療）、室内・外中継アシスタント 5 名（冬庶務、医


























・対象児童：同校 4～6 年生（156 名） 
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・実施日：2018 年 2 月 5 日（月） 
・場所：同校体育館 
2） 実施経過 
    2017 年 
・11 月 29 日 現状の確認等（しらせ公室） 
・12 月 5 日 シナリオ骨子検討等（しらせ公室） 
・12 月 17 日 南極授業スタッフの役割分担の確認及び、授業シナリオ案の検討（しらせ公室） 
・12 月 21 日から 1 月 26 日 沿岸部（ラングホブデ（雪鳥沢・袋浦））、内陸部（ボツンヌーテ 
ン）、昭和基地（設営作業、氷上輸送、夏宿での生活）で調査・同行取材 
    2018 年 
・1 月 8 日 授業シナリオ読み合わせ、検討、調整（1 夏食堂） 
・1 月 28 日 授業シナリオ読み合わせ、シナリオの確定（1 夏食堂） 
・2 月 2 日 リハーサル（管理棟） 
・2 月 3 日   日本との接続試験（昭和時刻 8：30～）（広報室：寺村、校内対応者） 





























































































・対象児童：川崎市立菅小学校 3 学年～6 学年 
・実施日：2018 年 2 月 8 日(木) 
2） 実施経過 
    2017 年 
・12 月中旬 授業シナリオの作成・打ち合わせ 
・12 月中旬から 2 月上旬 しらせ船内でのインタビュー、昭和基地到着後は基地内作業、野外調査へ同
行し調査内容を取材 
2018 年 
・1 月 26 日 シナリオ完成 スタッフへの配布 
・1 月 28 日  シナリオ最終読み合わせ 
・2 月 2 日 基地内リハーサル 
・2 月 7 日 8：30 国内との接続試験  































・対象生徒：同校 1、2 年生（機械科、電気科、建築土木科、計 277 名） 
・実施日：2018 年 2 月 9 日（金） 
・場所：同校第一体育館 
2） 実施経過 
    2017 年 
・11 月 29 日 現状の確認等（しらせ公室） 
・12 月 5 日 シナリオ骨子検討等（しらせ公室） 
・12 月 17 日 南極授業スタッフの役割分担の確認及び、授業シナリオ案の検討（しらせ公室） 
・12 月 21 日から 1 月 26 日 沿岸部（ラングホブデ）、内陸部（ボツンヌーテン）、昭和基地（設営作
業、氷上輸送、夏宿での生活）で調査・同行取材 
2018 年 
・1 月 8 日 授業シナリオ読み合わせ、検討、調整（第一夏宿） 
・1 月 28 日 授業シナリオ読み合わせ、シナリオの確定（第一夏宿） 
・2 月 4 日 リハーサル（管理棟） 
・2 月 7 日   日本との接続試験（昭和時刻 10:00～）（広報室：小濱、校内対応者） 









事故が発生した。オープニング映像の途中で、動画再生用の PC が予期せぬ再起動に入り、10 分ほ
ど中断するアクシデントが起きた。予備 PC も使用できず授業者が万一のために持参していた PC を使
用して再開した。結局、準備していたオープング映像の後半 5～6 分は送信されないで、防火区画 C
からの中継から再開した。再開したときの少し「テンション」が下がった様子が、顔を知っている生
徒なので映像からよく感じ取られ、盛り返すのに難儀であった。しかし、アンケートには中断を非難

















































・実施日：2018 年 2 月 10 日（土） 
2） 実施経過 
    2017 年 
・12 月中旬 授業シナリオの作成・打ち合わせ 
・12 月中旬から 2 月上旬 しらせ船内でのインタビュー、昭和基地到着後は基地内作業、野外調査へ同
行し調査内容を取材 
2018 年 
・1 月 26 日 シナリオ完成 スタッフへの配布 
・1 月 28 日 シナリオ最終読み合わせ 
・2 月 4 日 基地内リハーサル 
・2 月 9 日 9：00 国内との接続試験 
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できる飛沫粒子カウンター(SPC)と、雨量計型飛沫計である。SPC は 06 甲板艦首側に設置した。雨量計型飛







12 月 1 日 
 
往路、センサーを設置 
12 月 7 日 01 甲板右舷雨量計型飛沫計破損、当該機器を撤収 
12 月 16 日 往路、センサーを撤収 
2018 年 
2 月 9 日 
 
復路、センサーを設置 
3 月 19 日 復路、センサーを撤収 
着氷取得 2017 年 12 月 12 日、2018 年 2 月 19,25,26 日,3 月 6 日 
海水取得 2017 年 12 月 8 日,2018 年 2 月 18 日,3 月 11,12,16,17 日 
積雪取得 2018 年 1 月 7 日、2 月 20 日 
 
【問題点、課題】 
12 月 7 日に 01 甲板右舷雨量計型飛沫計が破損した。破損の原因は固定具の不備であったと考えられる。
当該機器は手すりに直接取り付けた２つの固定具を用いて固定していた。破損時は、この固定具の１つが
回転していた。破損の仕方から、固定具が回転した際、機器に想定外の方向に大きな力が加わったことで














2018 年 1 月 
28 日 16:22-20:07 連続砕氷試験/ラミング試験 
29 日 09:22-20:04 ラミング試験 （実際には飛行作業の合間の移動時のみ実施） 
30 日 18:23-19:10 連続砕氷試験 
2 月 
14 日 13:00-17:45 連続砕氷試験 
























































































4.2.1 しらせ船上全天カメラ観測(AAS-02) 江竜 和信・平沢 尚彦・山田 恭平・杉浦 裕紀 
【概要】 
本観測は、研究計画グループからの隊員派遣がないため、観測隊からの依頼を受けて担当した。砕氷艦




本装置は円周魚眼レンズを備えたカメラ、時刻補正用 GPS、カメラ制御用 Linux 基板、およびデータ収
録用 PC から構成されている。全天カメラ、GPS、Linux 基板をハウジングに収納して専用架台に固定し、







写真Ⅱ.4.2.1-1 06 甲板に設置した全天カメラ 
 
 










湖沼での ROV 観測はスカルブスネスの 3 湖沼において合計 8 回（7 日間）実施した。長池：6 回、くわい
池：1 回、仏池：1 回。各湖沼においてハビタット・マッピングを実施する予定であったが、前述の通り 1

















4.2.3 しらせ船上酸素濃度観測(AAS-04)    江竜 和信・平沢 尚彦・山田 恭平・杉浦 裕紀・高村 友海 
【概要】  
本観測は、研究計画グループからの隊員派遣がないため、観測隊からの依頼を受けて担当した。砕氷艦












写真Ⅱ.4.2.3-1 しらせ第 1 観測室に設置した酸素濃度計 
 















































4.2.5 超伝導重力計の冷凍機性能に関する調査研究(AAS-06) 池田 博 
【概要】 








 2017 年 
12 月 30 日 SG の保護シート取り付け 
12 月 31 日 SG の系内圧力変更 0.07psi から 0.06psi へ 
      2018 年 
1 月 13 日  SG の系内圧力変更 0.06psi から 0.05psi へ 
1 月 22 日  SG の系内圧力変更 0.05psi から 0.08psi へ 
2 月 2 日  SG の Thermal tilt 調整 




の熱遮蔽が効果的に行えるようになり室温および冷凍機 1 段の温度が安定するようになった。 
② Thermal tilt 調整を行い現状での最適値を X=792 Y=8EB にセットした。 
















本計画は主に南極氷床上の S17 航空拠点（以後、S17）に滞在して実行した。S17 での活動は 2017 年
12 月 21 日～2017 年 2 月 11 日にかけて断続的に実施した。行動日程や設営的設備の使用状況を以下に記
載する。 
① 拠点設備の立上げ：2017 年 12 月 21 日 
第 59 次観測系隊員 2 名、第 59 次車輛隊員 1 名、第 59 次設備隊員 1 名、第 58 次発電機隊員 1 名の合




22 日-23 日：S16 から S17 に移動し、生活環境を整える。空橇を 2 台準備（1 台は空燃料ドラム缶を降
ろす）。 
24 日：AWS の電源設備を設置。S17 拠点棟周りの積雪を 103 号車などで除雪。 
26 日：AWS 観測機器を設置。 
27 日：エアロゾルサンプリング等の大気観測開始。30 m/s 程度の強風となる。 
28 日：AWS の風発のブレードが破損。 
29 日：大気観測など一時撤収。 
30 日：基地の一時的閉鎖処理。H128 の AWS 保守。「しらせ」に帰還。 
③ 第2観測期間：2018年1月7日～13日（平沢、山田、江竜、杉浦、Comola、井上、中川西） 
7 日：S17 に移動。基地の再開。 
8 日：大気観測再開。AWS 保守。 
9 日：レーザースキャン 1 回目実施。雪温計設置。 
   DROMLAN 用の滑走路整備。 
12 日：DROMLAN 航空機の離着陸。Dale 氏の受け入れ、S17 に 1 泊。緊急物資 2 件受け取り。 
13 日：基地の一時的閉鎖処理。昭和基地に帰還。 
14 日-17 日：昭和基地で風発の修理。 
④ 第3期観測期間：2018年1月27日～2月11日（平沢、山田、江竜、杉浦、Comola） 
27 日：S17 に移動。基地の再開。 
28 日：AWS 風発換装。 
29 日：平沢、山田が昭和基地に帰還。以後、3 名となる。 
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10 日：DROMLAN 滑走路整備。旗立て。 
11 日：DROMLAN 滑走路整備。滑走路均し。搭乗者の S17 入り。DROMLAN 機離着陸。 
昭和基地、及び「しらせ」にそれぞれ帰還。 
使用した設備として、雪上車は合計 3 台（他に DLOMLAN 関係で 3 台利用）、2 トン橇 2 台（一つは空燃
料ドラム缶の積み下ろしを実施）、及び S17 拠点棟と発電機、ボイラー、IH 調理システム等の設備であ
った。S17 での燃料の使用量の合計は、他の野外チームの活動を含めてドラム缶 18 本であった。 
2） AWS 
AWS は風発とソーラーパネルによる充電により動作する。測器として SPC（Snow Particle Counter）、
プロペラ式風向風速計 2 台、気温計、湿度計、積雪深計、露点計、超音波風速計を備え、データロガー
に記録する。 










を深夜 0 時の前後 2 時間ずつ、1 日あたり 1 分または 5 分ごとに計 4 時間の撮影を行った。観測日は 2017
年 12 月 26 日、29 日、2018 年 1 月 8 日、9 日、10 日、11 日、27 日、29 日であった。2018 年 1 月 27 日
と 29 日は日没までの撮影である。 
5） H128におけるAWS（自動気象観測装置）の保守 
2017 年 12 月 29 日に S17 から「しらせ」に帰還する際に H128 に着陸し、本作業を実施した。AWS は観
測した気象データを人工衛星経由（アルゴスシステム）でインターネット上にデータを配信する機能を
備えているが、2017 年 12 月よりデータ配信が停止していた。通信系の不具合と想定し、関連部位の電源
の OFF/ON を実施し復旧した。これらの作業の結果、AWS 周辺の雪面が荒れたため、雪面が自然状態に戻
るまでの数日から 1、2 週間の放射観測と積雪深観測の値には注意する必要がある。 
【問題点・課題】 










4.3 継続的国内外共同観測  





予定通りフリーマントル入港中の 2017 年 11 月 29 日に、計 10 台の海面漂流ブイを豪州気象局から受
け取り、クレーンで「しらせ」デッキ上へ搬入し、その後第 2 観測室に搭載した。往路上で以下の通り
投入した。投入後、所定の投入時情報を豪州気象局側にメールで通知した。 
1：12 月 5 日 0020（UTC）、44-59.52 S、109-59.75 E 
2：12 月 6 日 0157（UTC）、50-03.19 S、109-59.96 E 
3：12 月 7 日 0147（UTC）、55-07.87 S、110-01.64 E 
4：12 月 8 日 0127（UTC）、60-06.78 S、110-00.90 E 
5：12 月 9 日 1607（UTC）、61-47.92 S、105-00.16 E 
6：12 月 10 日 0232（UTC）、60-59.99 S、100-00.96 E 
7：12 月 10 日 1225（UTC）、61-00.05 S、95-03.09 E 
8：12 月 11 日 2222（UTC）、61-00.58 S、90-01.46 E 
9：12 月 11 日 0830（UTC）、61-00.02 S、85-03.18 E 










計 1 台の Argo フロートを往路上の下記 1 地点にて投入した。投入後、所定の投入時情報を海洋研究開
発機構の担当者にメールで通知した。 





天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 海水温 艦　位
2017年
11月27日 月 15:30 成田空港集合
17:30 本部・所長・隊長からの挨拶
19:30 成田空港発






11月29日 水 フリーマントル港 08:30 観測隊ヘリコプター、海洋観測機材、免税品、食料品搭載
13:00 出国審査
17:00 西豪州日本人忘年会
11月30日 木 フリーマントル港 09:30 パース日本人学校特別公開
18:00 艦上レセプション
12月1日 金 フリーマントル港 09:00 フリーマントル市長表敬訪問発




















12月6日 水 曇り 5.7 WNW 9 1002.3 9.0 8.0 50°44'S 8:00 停船観測(L3)
110°0'E 14:25 船倉見学ツアー
18:20 全体ミーティング
































天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 海水温 艦　位
事　　　　　　　　　　　　項１２００（ＬＴ）月　　日 曜日












































12月19日 火 晴 4.0 ENE 13 984.2 54.0 -1.4 68°52'S 13:00 全体ミーティング（昭和入りについて）
38°48'E 18:20 全体ミーティング
18:30 オペレーション会報























































12月29日 金 晴 4.8 N 4 991.3 51.0 -1.7 69°0'S 18:15 全体ミーティング
39°36'E 18:30 オペレーション会報
22:00 氷上輸送
12月30日 土 晴 3.0 N 12 988.7 50.0 -1.7 69°0'S 7:57 飛行作業
39°36'E 18:15 全体ミーティング
18:30 オペレーション会報









1月2日 火 晴 5.8 NE 16 990.4 50.0 -1.7 69°0'S 18:00 全体ミーティング
39°36'E 18:30 オペレーション会報
1月3日 水 晴 2.9 NE 33 961.8 77.0 -1.7 69°0'S 18:00 全体ミーティング
39°36'E 18:30 オペレーション会報
1月4日 木 晴 3.8 NE 13 988.2 67.0 -1.7 69°0'S 18:00 全体ミーティング
39°36'E 18:30 オペレーション会報
22:00 氷上輸送
1月5日 金 曇り 2.9 NW 3knot 976.5 64.0 -1.7 69°0'S 18:00 全体ミーティング
39°36'E 18:30 オペレーション会報
1月6日 土 曇り 4.0 N 1knot 988.5 66.0 -0.7 69°0'S 8:00 一般空輸
39°37'E 18:00 全体ミーティング
18:30 オペレーション会報
1月7日 日 晴 1.0 SSE 1.5 992.2 75.0 -1.7 69°0'S 8:00 一般空輸
39°37'E 18:00 全体ミーティング
18:30 オペレーション会報
1月8日 月 晴 2.0 なし 0 990.5 49.0 -1.7 69°0'S 7:54 一般空輸
39°37'E 18:00 全体ミーティング
18:30 オペレーション会報
1月9日 火 快晴 0.7 S 3 986.4 60.0 -1.7 69°0'S 8:00 一般空輸
39°37'E 18:00 全体ミーティング
18:30 オペレーション会報
1月10日 水 晴 0.3 N 2 986.5 59.0 -1.7 69°0'S 18:00 全体ミーティング
39°37'E 18:30 オペレーション会報
1月11日 木 快晴 2.0 E 1.5 989.9 52.0 -1.7 69°0'S 持ち帰り空輸
39°37'E 18:00 全体ミーティング
18:30 オペレーション会報
1月12日 金 曇り 3.5 N 4 992.2 54.0 -1.7 69°0'S 持ち帰り空輸
39°37'E 18:00 全体ミーティング
18:30 オペレーション会報





天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 海水温 艦　位
事　　　　　　　　　　　　項１２００（ＬＴ）月　　日 曜日
18:30 オペレーション会報
1月14日 日 曇り 0.7 NE 10 974.8 60.0 -1.7 69°0'S 8:00 人員輸送
39°37'E 15:00 ラングホブデ氷河での実績計画報告会
18:00 全体ミーティング




1月16日 火 曇り 2.6 S 4 976.7 74.0 -1.7 68°56'S 8:00 野外観測支援
39°40'E 18:00 全体ミーティング
1月17日 水 晴 -0.2 N 8 977.4 76.0 -1.7 68°56'S 8:10 砕氷作業開始　アイスオペレーション
39°40'E 18:00 全体ミーティング
18:30 海洋観測調整会議
1月18日 木 晴 3.0 N 0.5 984.9 62.0 -1.7 68°56'S 8:00 アイスオペレーション
39°40'E 野外観測支援
18:00 全体ミーティング
1月19日 金 快晴 -1.8 E 1 979.7 60.0 -1.7 68°56'S 9:00 野外観測支援
39°40'E 海洋海氷観測（ROV,採泥、EM)
18:00 全体ミーティング
1月20日 土 曇り 0.0 W 2 985.0 64.0 -1.7 68°56'S 18:00 全体ミーティング
39°40'E
1月21日 日 晴 -2.0 NNE 5 982.2 74.0 -1.7 68°56'S 9:00 海洋海氷観測（ROV,採泥）
39°40'E 15:30 EMセンサ設置、キャリブレーション
18:00 全体ミーティング




1月23日 火 晴 1.0 SSE 1.5 984.1 47.0 -1.7 68°56'S 8:00 野外観測支援（アイスコア運搬）
49°40'E 18:40 全体ミーティング
1月24日 水 曇り -1.8 N 5 995.9 74.0 -1.7 69°12'S 8:00 海洋観測
39°21'E 昭和基地立待岬を離岸
18:00 全体ミーティング
1月25日 木 曇り 1.8 S 3 986.1 61.0 -1.7 69°34'S 8:00 海洋観測
38°44'E 17:30 海洋観測打ち合わせ
18:00 全体ミーティング
1月26日 金 曇り 1.0 ENE 10 982.0 83.0 -1.7 69°35'S 8:00 海洋観測（POPS準備、氷厚測定）
38°33'E 12:45 野外観測支援
18:00 全体ミーティング
1月27日 土 晴 1.0 S 8.5 993.1 82.0 -1.7 69°35'S 18:00 全体ミーティング
38°33'E
1月28日 日 曇り 3.8 E 15 984.1 50.0 -1.7 69°34'S 13:00 停船観測A1
38°29'E 17:00 停船観測A2
18:00 全体ミーティング
1月29日 月 晴 2.0 ESE 3.5 983.9 60.0 -1.7 69°29'S 氷海航行試験、海氷観測
38°23'E 18:00 全体ミーティング
1月30日 火 0.1 SSE 6.5 988.1 59.0 -1.7 69°26'S 氷海航行試験
38°20'E 18:00 全体ミーティング
1月31日 水 曇り -0.4 SSW 0.5 992.6 77.0 -1.7 69°11'S 8:00 野外観測支援
39°17'E 18:00 全体ミーティング
2月1日 木 曇り 1.6 S 2 993.7 62.0 -1.7 69°11'S 8:00 人員輸送、野外観測支援
39°18'E 10:00 越冬交代式
18:20 全体ミーティング





2月3日 土 雪 1.0 SE 7 985.2 75.0 -1.7 69°25'S 8:00 人員輸送
38°50'E 9:00 海洋観測（CTD)
18:20 全体ミーティング
2月4日 日 雪 2.0 SSE 6 982.7 81.0 -1.7 69°25'S 18:20 全体ミーティング
38°40'E
2月5日 月 雪 1.2 NE 33 983.3 79.0 -1.7 68°56'S 南極授業（大仙市立西仙北小学校：昭和基地）
38°44'E 18:20 全体ミーティング
2月6日 火 曇り 4.0 E 8 993.1 64.0 -1.7 68°58'S 海洋観測
38°20'E 16:00 持ち帰り空輸、人員輸送
2月7日 水 曇り 2.5 NE 15.5 964.7 72.0 -1.7 69°3'S 11:30 人員輸送
39°6'E 18:20 全体ミーティング
2月8日 木 雪 1.6 NE 15 986.5 89.0 -1.7 69°3'S 南極授業（川崎市立菅小学校：昭和基地）
39°6'E 18:20 全体ミーティング
2月9日 金 雪 2.0 NNE 9 970.1 93.0 -1.7 69°0'S 南極授業（秋田県立大曲工業高等学校：昭和基地）
晴
−147−




2月10日 土 雪時々曇り 2.2 NE 2.5 975.7 82.0 -1.7 69°3'S 南極授業（川崎市立百合丘小学校：昭和基地）
39°6'E 16:00 人員輸送および持ち帰り物資空輸
18:20 全体ミーティング








2月13日 火 曇り 0.3 ENE 6 987.7 71.0 -1.7 68°58'S 定点観測（H7、H6、H5、H4)
37°52'E 18:20 全体ミーティング
20:00 観測隊員としらせ乗員の懇親会










2月16日 金 曇り -1.0 E 5 984.2 74.0 -0.4 67°21'S 18:20 全体ミーティング
37°58'E




2月18日 日 雪 -0.3 NE 6.5 983.3 90.0 0.7 65°49'S 海底地形調査
39°49'E 18:20 全体ミーティング
2月19日 月 雪 -2.0 NE 14 985.5 86.0 -1.4 66°18'S 氷海航行部所
49°52'E 18:20 全体ミーティング
2月20日 火 雪 -2.2 SSE 11 974.7 86.0 -1.7 66°29'S 18:20 全体ミーティング
49°40'E
2月21日 水 曇り 0.1 SSE 9 985.5 69.0 -1.7 66°30'S 9:00 野外観測支援（リーセルラルセン）
49°35'E 18:20 全体ミーティング
2月22日 木 晴 0.5 WNW 23 987.3 55.0 -1.7 66°24'S 8:00 野外観測支援（リーセルラルセン）
49°33'E 18:20 全体ミーティング
20:00 飛行科との慰労会
2月23日 金 雪 -1.4 NE 18 985.0 82.0 -0.8 65°30'S 18:20 全体ミーティング
51°36'E
2月24日 土 曇り -2.0 E 8 990.1 63.0 -0.3 66°20'S 18:20 全体ミーティング
62°21'E
2月25日 日 曇り -7.2 SE 16 976.0 63.0 -1.7 67°37'S 18:20 全体ミーティング
68°39'E




2月27日 火 曇り -6.9 SW 11.5 984.4 73.0 -1.6 67°20'S 18:20 全体ミーティング
71°16'E
2月28日 水 曇り -3.3 E 17 984.5 69.0 -0.1 67°33'S 6:45 アメリー棚氷付近停泊
74°20'E 7:30 離脱
18:20 全体ミーティング
3月1日 木 曇り 2.6 W 12 929.1 82.0 0.8 63°49'S 13:30 南極大学
81°57'E 14:15 南極大学
18:20 全体ミーティング
3月2日 金 雪 2.2 WNW 2.2 982.7 79.0 0.6 63°0'S 13:30 南極大学
93°13'E 14:15 南極大学
18:20 全体ミーティング
3月3日 土 曇り 1.0 ENE 5 990.4 74.0 1.5 63°32'S 13:30 南極大学
105°20'E 14:15 南極大学
18:20 全体ミーティング
3月4日 日 曇り -3.0 SE 13 987.0 84.0 0.4 60°18'S 18:20 全体ミーティング
116°27'E
3月5日 月 雪 -5.8 E 9 972.4 83.0 -1.7 66°33'S 海洋観測（XCTD)
−148−
天気 気温 風向 風速 気圧 湿度 海水温 艦　位
事　　　　　　　　　　　　項１２００（ＬＴ）月　　日 曜日
120°10'E 18:20 全体ミーティング
3月6日 火 晴 -5.9 SE 3 991.0 57.0 -1.7 66°32'S 18:20 全体ミーティング
116°16'E
3月7日 水 曇り -12.3 SW 11 994.7 66.0 -1.7 66°38'S 18:20 全体ミーティング
116°40'E トッテン氷河観測完了
3月8日 木 雪 -8.0 NE 3 983.1 78.0 -1.7 66°44'S 18:20 全体ミーティング
118°47'E
3月9日 金 曇り一時雪 -3.3 W 9 975.7 61.0 -0.9 65°6'S 18:20 全体ミーティング
123°21'E
3月10日 土 曇り 0.8 W 8.5 972.9 86.0 0.7 63°58'S 9:00 娯楽大会
136°35'E 13:00 ビンゴ大会
18:20 全体ミーティング




3月12日 月 晴 1.5 S 8 981.2 70.0 1.7 59°59'S 18:20 全体ミーティング
150°1'E
3月13日 火 晴 2.6 WSW 6.5 987.6 58.0 1.6 59°58'S 13:00 持ち返し物資荷下ろしについての説明会
150°9'E 18:20 定例ミーティング
3月14日 水 曇り 3.5 NW 11 975.0 93.0 3.0 57°58'S 2:00 航行再開
150°0'E 18;20 全体ミーティング
3月15日 木 曇り 5.2 SSW 19 984.5 71.0 5.0 54°55'S 11:27 55度線通過
149°59'E 18:20 全体ミーティング
3月16日 金 曇り 7.9 NE 6 1018.3 62.0 8.7 50°0'S 18:20 全体ミーティング
150°0'E
3月17日 土 曇り 15.0 NNE 18 1009.8 89.0 13.2 45°50'S 海洋観測終了
151°59'E 18:20 全体ミーティング
3月18日 日 曇り 22.3 NNE 21 997.1 80.0 21.0 41°12'S 18:20 全体ミーティング
152°1'E
3月19日 月 快晴 23.0 NNE 6 1014.9 60.0 23.0 36°23'S 18:20 全体ミーティング
152°3'E





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1.1.1 基地の管理運営                                 木津 暢彦 




からの中継拠点旅行及び 11 月からのドームふじ基地旅行を実施するため、氷状が安定した 7 月からは海氷
上のルート工作をはじめとした大陸への大量の燃料輸送や車両整備を積極的に行い、これら旅行を完遂した。
11 月には DROMLAN 用に海氷上や S17 での滑走路を整備し、燃料補給や先遣隊輸送のための航空機を受け入れ
た。なお 12 月は眼科治療のため隊員１名が DROMLAN により早期に帰国した。越冬後半の 9 月から 12 月にか
けて荒金ダム循環ポンプ故障・配管凍結が繰り返し発生したが、水不足で隊員の生活が脅かされるようなこ
とはなかった。9月から 11月にかけては数度のブリザードに見舞われ、多くの積雪がもたらされたことから、
通常よりも短期間での本格除雪を余儀なくされた。2019 年 1 月 18 日には全停電が発生したが、大事には至
らなかった。越冬後半は繁忙を極めたが、2019 年 1 月 31 日までには全ての基地作業・観測・引き継ぎを終
え、翌 2 月 1 日には基地運営を 60 次隊と交代して、同日には昭和基地にいる第 59 次隊全隊員が「しらせ」
に戻った。 
 












南極昭和基地大型大気レーダーについては、52 群フルシステムによる 1 年間の連続観測を実施した。また















1.1.4 設営作業・野外行動                                木津 暢彦 
設営各部門が担当する昭和基地等における各種作業は、当初の計画通り概ね順調に実施した。しかし 9 月
に荒金ダムに設置してあった循環ポンプが故障、配管が凍結したため循環ポンプの交換や配管の解凍といっ
た作業が発生した。荒金ダムの配管については、10 月及び 12 月に積雪加重により配管がつぶされて配管内
が凍結、解凍を行なう作業があった。1 月 18 日には全停電が発生したが、全隊員が迅速に対応したため約 1
時間後には復電した。野外行動について、第 59 次隊の越冬当初はオングル海峡の北部域に多年氷帯が残る
以外は全て 4 月までに海氷が流出していた。このため、海氷が十分成長した 7 月から「とっつき岬」へのル
ート工作を開始した。8 月は内陸旅行の準備で燃料や内陸観測に使用する機材の移送に加え、「とっつき岬」
での大型雪上車の整備を実施した。基地南方の大陸沿岸露岩域に設置されている無人観測装置の保守、露岩
GPS 観測、ペンギン個体数調査などを目的とした、基地南方の海氷ルート設定は 9 月以降となった。 
内陸旅行のための準備が整った 9 月 13 日には中継点旅行隊を送り出した。11 月には 60 次先遣隊 10 名を
昭和基地に受け入れ、第 60 次先遣隊 8 名と第 59 次隊員 2 名を加えたドーム旅行隊を送り出すとともに、第
60 次隊本隊が合流する 12 月下旬まで第 60 次先遣隊 2 名のオングル諸島の地質調査に協力した。 
 
1.1.5 ドロンイングモードランド航空網（DROMLAN）への対応               木津 暢彦 




たので、12 月 7 日のフライトをもって閉鎖した。S17 滑走路については、1 月に予定されている第 60 次先遣
隊の帰国に合わせて設置したが、昨年はエプロンの燃料ドラムのドリフトが S17 拠点に悪影響を及ぼしたの
で、第 58 次の滑走路から南西に 300ｍ平行移動した位置に造成した（図Ⅲ.1.1.5-2）。 
昭和基地滑走路には 11 月に 5 便(うち 1 便は第 60 次先遣隊のフライト)、12 月に 2 便（うち 1 便は第 59
次隊 1 名の帰国）を受け入れ、航空用燃料（JetA-1）を提供したほか、S17 滑走路では 1 月に 1 便（第 59
次隊 1 名、第 60 次隊 7 名の帰国フライト）の受け入れを行った。これら第 59 次隊における昭和基地滑走路




















表Ⅲ1.1.5-1 昭和及び S17 滑走路の航空機離発着実績 



















































































0 PE 発 PE 行 
 









極ジュニアフォーラム 2018 において、昭和基地で実施した「第 14 回中高生南極北極科学コンテスト」で選
ばれた優秀提案 1 課題の実験結果を報告した。観測隊公式ホームページ「昭和基地 NOW!!」には、日常的な
話題から 40 件の原稿を作成して掲載した。その他、ラジオ番組への出演、地方紙・機関誌等への記事提供
や寄稿を 47 回行なうなど、昭和基地から積極的に情報を発信した。 
 
1.1.7 「しらせ」への海氷情報の提供                           木津 暢彦 





内の 15 点において積雪や氷厚、フリーボードの調査を行なった。2 つのエリアでの調査は 9 月から 12 月ま
で 4 回実施し、結果は第 60 次隊経由で「しらせ」に提供した。接岸候補エリア（みはらし岩東方氷状調査網）
及び氷上輸送用停泊候補エリア（しるべ島東方氷状調査網）については、多年氷境界線とともに図 Ⅲ.1.1.7-1
に示す。2018 年 12 月 21 日、「しらせ」が接岸する前に接岸予定点に終点旗及び誘導旗を設置した（「しらせ」
























1.2 各月の概要                              木津 暢彦 
1.2.1 全般 
【2018 年 2 月】 
2 月 1 日に昭和基地管理棟前の広場において越冬交代式を行い、基地の運営・管理及び観測・設営業務を
引きついだ。同日には第一回全体会議を開いて越冬内規（含安全指針等）を正式に決定し、それら内規類に
従って越冬業務・生活を開始した。12 日には「観測隊」ヘリコプターで同ヘリクルー2 名が「しらせ」へ戻
り、昭和基地には第 59 次越冬隊 32 名のみとなった。越冬準備が整った 20 日には越冬成立を宣言した。26
日には 59 次越冬隊初の消防訓練を行い、午後から観測部会・設営部会・生活部会・オペ会を開催した。ま
た第 59 次隊の南極教室や国内イベントへの参加等に対応するため、情報発信委員会を発足させた。期間中
の外出制限は外出注意令を 4 回（3～4 日、5 日、7～8 日、9 日）発令した。28 日には第 2 回となる全体会議
を開催し、2 月の報告及び 3 月の観測計画を話し合った。 




始された。24 日及び 31 日には職場訪問が実施され各棟での活動状況を共有した。さらに各観測の理解を深
めるために 19 日及び 20 日には夕食後の食堂で観測系隊員による観測紹介が行われ、設営隊員も含めて活発
な意見交換が行われた。19 日には「しらせ」との最後の定時交信となり、多くの隊員が通信室に詰めかけた。
期間中の外出制限は外出注意令を 5 回（4～5 日、5 日、8～9 日、22 日、30～31 日）発令した。 
【2018 年 4 月】 
上旬の荒天により外出注意令を 2 回（1 日、2～3 日）発令したが、それ以降は隊員の活動を制限するよう
な荒天はなかった。明るい時間帯は徐々に短くなってきたため、外での活動時間も制限されてきた。極夜明












8 日から南極大学が開講され、毎週月曜の夕食後に 2 名ずつ講義を行なった。国内の小・中学校と中継を
結んで授業を行なう「南極教室」が 59 次隊として 17 日に初めて小学生を対象として行なわれた。22 日から
23 日にかけては荒天に見舞われたため、外出注意令及び外出禁止が発令されたが、降雪後の除雪作業を行な
うほどの積雪量はなかった。 
【2018 年 6 月】 
極夜期に入り、極域成層圏雲を見る機会が多くなってきた。隊員は屋外での活動がほとんど出来ない中、
それぞれの業務をこなすとともに生活面でも楽しみを見つけて過ごした。好天の日が多かった 5 月とは異な
り、荒天による外出制限は外出注意令を 4 回（1～3 日、8～9 日、25～26 日、28 日～7 月 2 日）、外出禁止令
を 2 回（1～2 日、29～30 日）発令した。極夜明けの野外活動に向けた屋内学習として「事故事例研究」は
ほぼ毎週行なわれている。21 日のミッドウィンター（冬至）に合わせ、南極及びその周辺にある各国基地と
グリーティングカードを交換したほか、昭和基地でも 21 日～24 日にかけてミッドウィンター祭（以下「MWF」
という。）を開催した。27 日には各部会及びオペレーション会議、30 日には全体会議を開いて当月の実施報
告と翌月の活動計画を審議・確認した。 
【2018 年 7 月】 
第 60 次隊との引継ぎや調達参考などの意見交換が始まり、昭和基地でも活気が出てきた。13 日には 1 か
月半振りに太陽が昇り、照らされた海氷やオングル島の風景の明るさに、隊員の表情は明るくなったように
感じられた。明るい時間帯が長くなったため屋外に活動する時間が徐々に増え、月後半は北方のルート工作
が活発に行われた。この作業により 22 日には昭和基地からとっつき岬まで、31 日にはとっつき岬から大陸
の S17 までのルート整備が終了した。8 月からは大陸での内陸旅行準備が盛んになるため、車両訓練やルー
ト工作訓練、セルフレスキュー訓練などの実地訓練が盛んに行われた。荒天による 7 月の外出制限は外出注
意令を 1 回（18～19 日、7 月からの継続発令は含めず）発令した。 
【2018 年 8 月】 






限は外出注意令を 3 回（11～12 日、26 日～27 日、29～30 日）発令した。26 日には各部会、全体会議、及び
オペ会を開いて、当月の各観測や設営部門の現状を共有するとともに翌月の活動計画を確認した。 
【2018 年 9 月】 
日の当たる時間が一日の半分以上となり、屋外作業で日に焼けた隊員が目につき始めた。月全体を通して
周期的に天気が変わり、荒天の日が多い月であった。その合間をぬって南方へのルート工作が活発に行なわ
れた。13 日から 14 日にかけて中継点旅行隊が昭和基地を、15 日にはＳ16 から中継拠点に向けて出発した。
荒天による外出制限は外出注意令を 5 回（1 日、3 日、12 日～13 日、18 日～21 日、21 日）、外出禁止は 2 回
（1 日、20 日）発令した。27 日には各種部会・全体会議を開き、当月の予定と翌月の計画を審議した。 
【2018 年 10 月】 
太陽高度がさらに高くなり、行動可能な時間帯が増えて真夜中であっても薄暗い状態が続くようになった。
基地のまわりではアデリーペンギンやウェッデルアザラシの姿を頻繁に見かけるようになり、越冬も終わり








して比較的穏やかな日が多かったため、荒天による外出制限は外出注意令を 1 回（19 日～20 日）発令した
のみであった。26 日には観測部会、30 日には設営部会・全体会議を開き、当月の予定と翌月の計画を確認
した。 
【2018 年 11 月】 
荒天の日が多く、夏作業に向けた本格的な除雪作業の実施は月の中旬以降となった。22 日には日が沈まな
くなり、荒天の合間に時折見せる太陽の日差しは強く、これまで硬く締まっていた積雪や海氷を緩くしてい




て汗を流した。外出制限は外出注意令を 3 回（3～4 日、17 日、24 日～25 日）発令した。25 日にオペレーシ
ョン会議、27 日には各部会・全体会議が行なわれて当月の報告と翌月の計画を審議するとともに、第 60 次
隊の受入れや野外活動などの作業・活動内容について確認した。 










われた。荒天による外出制限は外出注意令を１回（30 日～31 日）発令した。27 日にはオペ会を、29 日には
全体会議を行い、当月の報告と翌月の計画が審議されるとともに翌月の作業内容を確認した。 
【2019 年 1 月】 
「しるべ島」東方に停泊している「しらせ」と昭和基地間の中距離氷上輸送が 2 日より再開した。氷状が
徐々に悪化していく中、輸送ルートの一部を変更しながら、8 日には大型の物資や廃棄物等、持ち帰りの氷
上輸送が終了した。氷上輸送に続き 10 日から 17 日まで本格空輸が実施され、ほぼ予定通りの持ち込み/持
ち帰りの物資輸送が終了した。基地内では観測・設営・生活関連の引き継ぎが盛んに行なわれ、越冬交代の
準備が着々と進んだ。DROMLAN で使用する滑走路整備が S17 航空拠点で行なわれ、26 日に飛来したフィーダ
ー機により、第 59 次隊１名を含む 8 名が帰国した。このフライトにより S17 滑走路は閉鎖した。外出制限




【2018 年 2 月】 
曇りや雪の日が多かったため、日照時間は観測を開始してから 2 月としては１番少ない時間数を記録した。
上旬は吹雪となることが多く、3 日～4 日、及び 9 日は C 級ブリザードとなった。このため外出注意令を 4
回（3 日～4 日、5 日、7～8 日、9 日）発令した。また月前半は気温がプラスとなる日が多く、4 日 18 時 35




【2018 年 3 月】 







【2018 年 4 月】 
北の海上を通過する低気圧の影響により曇りの日が多く、気温は平年よりも高く推移した。しかしオング
ル海峡の開放水面は徐々に結氷し、強風に流されることもなかった、北は中島まで開いていた海水面は岩島
あたりまで縮小してきた。西の浦の海氷はその厚さが徐々に増して、21 日には験潮所前で 56cm の氷厚とな
った。また東オングル島と西オングル島の間にある中の瀬戸では 8 日には薄いところでも 36cm の氷厚にな
ったため、人の移動が可能となった。 
【2018 年 5 月】 
内陸の高気圧に覆われて晴れた日が多かった。月平均気温は「月平均気温の低い方から」7 位（-16℃）と
なり、平年より 2.5℃低くなった他、日照時間の積算値はこれまでの観測記録を大幅に更新し、「月間日照時
間の多い方から」1 位（57.3 時間）を記録した。また低気圧が接近した 22 日から 23 日にかけて第 59 次隊
初の B 級ブリザードとなったが、多くの積雪はもたらされなかった。北の浦以北の多年氷帯及びオングル海
峡の海氷流出は認められなかった。 
【2018 年 6 月】 
上旬及び下旬には発達した低気圧が接近し、4 回のブリザードが認められた。そのうち 1 日から 3 日にか
けてのブリザードは第 59 次隊としては初の A 級ブリザードとなった。この影響により西オングル島から西
側の海域で開放水面が目視された。月末の 28 日から 7 月 1 日にかけても A 級ブリザードとなり、これら 2
つの A 級ブリザードは多くの積雪を昭和基地にもたらした。12 日及び 15 日は極夜明けの野外行動の参考に
するため、見晴らしから東方向へオングル海峡の氷厚及び積雪量を観測するための調査ルートを設置した。
いずれのポイントも 60cm 以上の氷厚があり、今後の成長が期待された。 
【2018 年 7 月】 
上旬及び中旬は定期的に低気圧が接近した。これにより A 級ブリザードが 1 回（6 月 28 日～7 月 1 日）、B





【2018 年 8 月】 
上旬及び中旬は高圧部に覆われたため、晴れた日が多く、月間日照時間は平年よりも多かった。また、月
平均気温は-16.2℃と 8 月としては高く、「月平均気温の高い方から」7 位を記録した。下旬は低気圧の接近
により、26 日には C 級ブリザード、29～30 日には B 級ブリザードとなった。ブリザードを伴う低気圧の接
近による海氷の流出は認められなかった。19 日に実施したオングル海峡の氷厚調査では、海峡中央部の薄い
ところで 80cm 以上、東オングル島寄りの 1 年氷帯では 100cm 以上に氷厚が増していた。このためオングル
海峡の調査ルート上は SM40 以下の雪上車の通行を可能とした。 
【2018 年 9 月】 
周期的な低気圧の接近により、好天と荒天の日が交互に訪れた。この荒天で A 級ブリザードとして 2 回（1
日、18 日～21 日）、B 級ブリザード 1 回（12 日～13 日）、C 級ブリザードが 1 回（3 日）の計 5 回のブリザー
ドが認められた。18 日～21 日に A 級ブリザードをもたらした低気圧の接近により、9 月の統計としては「日











を下回る日が続いた。このため 10 月の統計として「月平均気温が低い方から」6 位（-16℃）を記録した。
なお 19 日から 20 日にかけての荒天は B 級ブリザードとして認められた。海氷の流出はなく安定しており、
オングル海峡の氷厚調査では、先月に比べて 5cm～30cm 程度氷厚が増加して、海峡の中心部で 108cm、両岸
近くではそれ以上の氷厚が確認された。一方で雪が多く積もった海氷ルートでは、一部海水の染み出しが積
雪下部で確認されたことから、雪上車の通行を禁止するルートも出始めた。 
【2018 年 11 月】 
低気圧が頻繁に接近したため、月を通じて曇りや雪の日が多く、A 級ブリザードが 2 回（2～5 日、16～17
日）、B 級ブリザードが 1 回（23～25 日）の計 3 回のブリザードが認められた。これら荒天の影響により日




ペレーションは 11 月で終了した。 














【2018 年 2 月】 
観測部門は、概ね順調に観測を継続、もしくは新しく持ち込んだ機器による観測を 2 月に開始した。設営
部門では 13 日から 14 日にかけて夏期隊員宿舎を閉鎖した他、各部門とも通常の作業に加えて越冬するため
の準備作業を行なった。5 日、8 日、9 日、10 日には教員南極派遣プログラムによる南極授業を多くの越冬
隊員の協力のもと実施した。 
【2018 年 3 月】 




【2018 年 4 月】 
波長可変共鳴散乱ライダー観測が機器内の熱水循環の不具合により観測を中断したが、その他の観測は 3
月に引き続き順調に行われた。北の浦では 5 日に海氷厚及びクラック等の安全確認を実施したことから、気
象の雪尺観測（24 日開始）及び気水圏の UAV 観測（25 日開始）を開始した。設営部門では内陸旅行用のレ
ーション作りを開始した。北の浦ではタイドクラックを含む作業エリアを示す旗を設置し、極夜期を迎える
にあたって作業の安全を確保した。 
【2018 年 5 月】 
波長可変共鳴散乱ライダー観測は機器内の熱水循環の不具合は残っているものの観測を再開した。大型大





タワーについては 10 本の設置を完了し、第 59 次隊での作業は終了した。設営部門では 3 月から組み立てを
行なっていた焼却炉は観測隊として扱いづらい耐火物を使用していたため、12 日に作業を中止した。18 日
には第一居住棟内で漏水が発生し対処・復旧した。 
【2018 年 6 月】 
大型大気レーダーの専用発電機（1 号機）が 30 日、ブリザードの影響により停止したため、観測が一時停
止したが、その他の期間はデータを取得した。他の観測項目については各部門とも順調に観測を継続した。
19 日～20 日にかけては VLBI 観測を実施した。設営部門では上旬及び下旬の A 級ブリザードによりもたらさ
れた多くの積雪を積極的に除雪した。 





できるようにした。双方の部門とも調達関係で第 60 次隊との情報交換が盛んに行われ始めた。 









の GPS を設置した他、内陸の S19 にも GPS を設置した。設営部門では荒金ダムに設置されていた循環水ポン
プが故障したため、15 日から全員作業でポンプの掘り出しや配管の入れ替えなどの作業を 29 日まで行なっ
た。ブリザード後の除雪も積極的に行った。 






【2018 年 11 月】 
観測部門の継続観測は順調にデータを取得した。野外に設置した GPS の回収やライダーの撤去開始など越
冬終了へ向けての作業が開始された。気象部門/気水圏部門では YOPP（Year of Polar Prediction / 極域予
測年）への貢献として、16 日によりラジオゾンデの集中観測を開始した。中旬及び下旬のペンギンセンサス
（個体数調査）では、広範囲の乱氷帯に阻まれてシガーレン及びイットレホブデホルメンでの調査は実施で
きなかった。DROMLAN により昭和基地に入った先遣隊を含む内陸旅行隊は 15 日に S16 を出発、ドームふじ基
地へ向かった。設営部門では第 60 次隊受入れのための本格除雪、DROMLAN 用の燃料移送などの作業に追われ
た。海氷ルートの閉鎖に伴い、きざはし浜小屋及び雪鳥沢小屋を一旦閉めるとともに、必要の無いルート旗
の回収を行なった。 
【2018 年 12 月】 
観測部門の継続観測は順調にデータを取得した。60 次隊が昭和基地入りした後は部門毎に引き継ぎや新測
器との比較観測等を行なった。1 日から 2 日にかけてはルンパ・袋浦・水くぐり浦・豆島・オングルカルベ
ンの 5 箇所でペンギンセンサス（抱卵数調査）を実施した。気象部門/気水圏部門では継続して YOPP-SH に
伴うラジオゾンデ集中観測を実施した。7 日には先遣隊を含む内陸旅行隊がドームふじ基地に到着し、アイ





せ」の支援を受けながら第 60 次隊と協力して行なった。 




復した内陸旅行隊は、全ての観測を終えてアイスコアを持ち帰り、19 日に S16 へ戻った。各部門では引き継
ぎや第 60 次隊持ち込みの機器との比較観測が継続して行なわれた。観測系の持ち帰り物資については全て
「しらせ」に持ち込んだ。設営部門では本格除雪や第 60 次隊との引き継ぎ作業等をおこなった。さらに「し





2.1 越冬内規・指針・細則                                               木津 暢彦 

















越冬隊長 木津 暢彦 
総務 石井 要二 
観測主任 平沢 尚彦 
設営主任 尼嵜 慶次 
安全主任 鯉田 淳 
野外主任 赤田 幸久 






気 象 部 門：杉山 暢昌 
宙 空 圏 部 門：西山 尚典 
気 水 圏 部 門：平沢 尚彦 
地 圏 部 門：東野 智瑞子 




機 械 部 門 ：尼嵜 慶次 
通 信 部 門 ：三浦 澄雄 
調 理 部 門 ：北島 隆児  
医 療 部 門 ：粕谷 和彦 
環 境 保 全 部 門：岡江 真一 
多 目 的 ア ン テ ナ 部 門 ：大石 孟 
LAN･インテルサット部門 ：齋藤 勝 
建 築 ・ 土 木 部 門 ：佐藤 啓之 
野 外 観 測 支 援 部 門：赤田 幸久 
  庶 務 ・ 情 報 発 信 部 門 ：石井 要二 
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 (3) 各種運営組織 
(a) 運営組織とメンバー構成 
 議長 メンバー 
全体会議 総務 全隊員 
オペレーション会議 越冬隊長 総務（庶務）、各主任 
観測部会 観測主任 観測系隊員、設営主任、安全主任、野外主任、庶務 
設営部会 設営主任 設営系隊員、観測主任、安全主任、野外主任、庶務 
生活部会 生活主任 各係責任者、安全主任、野外主任、庶務 
 
 (b) 運営組織の目的 
① 全体会議 
   越冬隊員の最高の意思表示機関であり、観測部会、設営部会、生活部会の各報告、各種 
  委員会、観測隊の運営や生活、行動方針全般にわたる必要な議事を審議し、越冬隊長に諮 
  問する。 
  ② オペレーション会議 
   観測隊の運営や行動方針全般、基地の生活ルールに関する各種指針の策定・改定、施設・ 
  設備の維持管理対策について審議する。また、全体会議のための議事を事前に取りまとめ 
  て整理し、その準備を行う。 
  ③ 観測部会 
   観測系の観測設営調書に基づいた年間計画、月間計画をとりまとめるとともに、観測上、 
  必要な設営系部門との調整を行う。また、終了した観測計画について報告を取りまとめる。 
  ④ 設営部会 
   設営系の観測設営調書に基づいた年間計画、月間計画をとりまとめるとともに、設営上、 
  必要な観測系部門との調整を行う。また、終了した設営計画について報告を取りまとめる。 
  ⑤ 生活部会 
   生活係の年間計画、月間計画をとりまとめるとともに、必要な観測系・設営系部門との調 




公式記録 越冬隊長 月例報告 庶務 
記録・日誌 庶務、当直者 報道 越冬隊長 
公用電報・公用ＦＡＸ・公用連絡 庶務 旅行記録 各旅行隊のリーダー
公式写真 庶務 観測隊報告 越冬隊長、庶務 
観測部会・設営部会・生活部会報告 庶務、各主任   
 
（1）観測・設営・生活部会報告および議事録については、各主任が部会開催後に庶務に提出し、越 
冬隊長がチェック後全体会議の審議結果も踏まえ、野外活動報告・計画と共に翌月 10 日までに 
極地研に送付する。送付資料は極地研の南極観測隊支援連絡会の資料となる。 
（2）月例報告については、各部門責任者が観測・設営計画の実施状況を取りまとめ、庶務に提出後 
越冬隊長がチェックした上で、同 10 日までに極地研に送付する。 
（3）観測隊報告は、帰路船上で原稿を取りまとめる。 





 A 東オングル島での行動範囲 
 B 野外行動における届け出 















● 管理棟  ● 基本観測棟 佐藤啓 
   管理棟全般 尼嵜 ● 焼却炉棟（含焼却炉） 岡江 
  １階空調機械室・受水槽室 鯉田 ● 焼却炉棟北赤居カブ(危険品保管) 岡江 
   １階エントランス・倉庫・食糧倉庫 北島 ● 自然エネルギー棟 小島 
  ２階医務室・医療施設 粕谷 ● 20kw風力発電装置 船木 
  ２階娯楽室・バー 出原 ● 風力発電制御盤小屋 船木 
  ３階通信室・電話室・通信施設 三浦 ● 東部地区分電盤小屋 内山 
  ３階書庫・庶務室・印刷室 石井 ● 小型発電機小屋 尼嵜 
  ３階厨房・食堂・サロン 北島 ● 環境科学棟 平沢 
  ３階隊長室 木津 ● 観測倉庫 加藤 
  プロパンボンベ庫 鯉田 ● 観測棟（含ボンベ庫） 加藤 
● 居住棟  ● 情報処理棟 佐藤士 
  第１居住棟 村長（佐藤啓） ● 光学観測棟 西山 
  第２居住棟 村長（船木） ● 衛星受信棟 大石 
● 倉庫棟  ● 地震計室 東野 
  １階倉庫 赤田 ● 重力計室 東野 
  ２階冷蔵庫・冷凍庫 鯉田 ● 地磁気変化計室 佐藤士 
  設営事務室 小島 ● 大型アンテナレドーム 大石 
● 通路棟 佐藤啓 ● インテルサット制御室・レドーム 齋藤 
● 廃棄物集積所 岡江 ● 清浄大気観測室 加藤 
● 発電棟  ● 大型大気レーダー・観測制御小屋 濱野 
  発電棟全般 尼嵜 ● 電離層観測小屋 佐藤士 
  １階機械室 尼嵜 ● 第１・第２夏期隊員宿舎 鯉田 
  １階第１冷凍庫・第２冷凍庫 鯉田 ● 非常発電棟 尼嵜 
  ２階理髪室 関根 ● 旧予備食冷凍庫（機械部品庫） 石井 
  ２階風呂・洗面所・脱衣所・便所・洗濯場・
廊下 
鯉田 ● RT棟 内山 
  １階発電機設備 尼嵜 ● 推薬庫 岡江 
  ２階制御室 船木 ● 機械建築倉庫 佐藤啓 
  ２階グリーンルーム 小島 ● Aヘリポート待機小屋 小島 
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  ２階女子便所・風呂・前室 東野 ● 第2車庫兼ヘリ格納庫 (予備食ｺﾝﾃﾅ)関根 
● 貯水槽 鯉田 ● 車庫 関根 
● 旧娯楽棟 内山 ● 検潮儀室 東野 
● 汚水処理棟（作業工作棟） 岡江 ● MFレーダー小屋 内田 
● 汚水処理中継槽小屋 岡江 ● 第１HFレーダー小屋 内田 
● 基地側燃料タンク 尼嵜 ● 新第１HFレーダー小屋 内田 
● 基地ポンプ小屋 尼嵜 ● 第２HFレーダー小屋 内田 
● 送信棟 三浦 ● 10kw風力発電小屋 船木 
● 西部地区分電盤小屋 船木 ● 非常用物品庫 赤田 
● 気象棟および関連施設（含放球棟） 杉山 ● 第２廃棄物保管庫 赤田 
● 旧水素ガス発生器室 杉山 ● Cヘリポート管制待機小屋 内山 
● 地学棟 東野 ● 見晴らし燃料タンク 尼嵜 
● 電離層棟 佐藤士 ● 見晴らし岩ポンプ小屋 尼嵜 
● 旧電離層棟及び関連施設 佐藤士   
 
 
























    越冬中は平日日課と休日日課を設け、平日日課は季節により夏日課と冬日課を切り替える。 
   （1）業務時間は、夜勤を除き夏日課では 0800-1700、冬日課では 0900-1700 とする。 
   （2）休日は日曜日及び越冬隊長の定める日とする。 
   （3）休日の朝食は各人が適宜とることとし、昼食に変えてブランチを設ける。 
   （4）冬日課は 4 月～8 月とし、これ以外の月は夏日課とする。 
   （5）夏期作業中の日課は、以下の表の通りとする。 


































   (1) 昼食及び夕食の合図 
   (2) 食事の配膳と後片づけの手伝い 
   (3) 調理隊員の指示による、食べ物や飲み物の補充 
   (4) 食堂、サロン、管理棟の階段と通路、娯楽室、洗面所、風呂場、便所、通路棟等の掃除 
   (5) 食堂や洗面所のタオルの選択と入れ替え 
   (6) 食堂と洗面所の廃棄物処理 
   (7) 毎夕食時の人員確認とミーティングの進行 
   (8) 当直業務中に気づいた施設等の不具合の報告 














    (1) 入浴時間は 1600-2300 とする。ただし、食事及びミーティング時間を除く。なお、夜勤者に限っては
朝食後からの入浴を許可するが、当直業務に支障をきたさないよう配慮すること。変則勤務者が上記
時間外に入浴する場合は、設営主任に許可を得ること。 
   (2) 洗濯機の使用時間は、24 時間使用可とする。 
   (3) 造水の状況によっては、設営主任の指示により入浴、洗濯を制限することがある。 
   (4) 個人の洗濯物の乾燥は個室で行う。シュラフ等の大物や共用のタオル等を除き、発電棟２階通路での
乾燥を禁止する。 









































   (2) 喫煙室以外は屋外のみとする。ただし、燃料置き場付近は厳禁である。 
   (3) 屋外での喫煙の際は、携帯用灰皿を使用し、空き缶等を灰皿代わりにしない。 
   (4) 野外行動の際の車内等での喫煙は、旅行隊リーダーの指示に従う。 
   (5) 吸殻や灰皿の片付けは、喫煙者が行い、火災等の発生が起きないように厳重に注意する。 
 
12. 飲酒・娯楽 
飲酒や娯楽に関する生活諸係の活動は、原則として 2300 までとする。 
 
13. 環境保全 
   (1) 廃棄物の処理については別途「廃棄物処理規則」に定める。 
   (2) 油流出緊急時対策については別途「昭和基地油流出防災計画」に定める。 
   (3) 環境保護：観測隊諸活動の生態系への影響を必要最小限にとどめるよう配慮する。 
    ①ラングホブデ雪鳥沢の南極特別保護地区(ASPA-141)に立ち入らない。 
    ②ペンギンルッカリーに立ち入らない。 
    ③アザラシ、ペンギン、鳥類にむやみに近づかない。 
    ④コケ類、地衣類の群落には立ち入らない。 
 
2.1.2 ブリザード対策指針  
1 ブリザードのランク分け 
ランク 視 程 風 速 継続時間 
Ａ級 100m 未満 25m/s 以上 6 時間以上 
Ｂ級 1000m 未満 15m/s 以上 12 時間以上 
Ｃ級 1000m 未満 10m/s 以上 6 時間以上 






発令内容 視 程 風 速 備   考 
外出禁止令 100m 未満 30m/s 以上 風速基準を 25m/s より 30m/s に変更（2008.10.08） 



















































・使用する無線は UHF(４ch)のみ、電話はまず 222 番に連絡するものとする。管理棟にいる隊員は、可能
な限り通信室にて各自で人員確認ボードの名札を移動すること。 
・居住棟にいる隊員は、互いに所在を確認し、1 居、2 居の各階でまとめて代表者が連絡を入れる。 
・他の棟、部屋、現場においても複数が確認出来る場合は代表者がまとめて連絡する。 
・所在確認が概ね終了した段階（未確認者 1～2 名程度）で、未確認者がいる場合は氏名、及び所在確認依 
頼の連絡を一斉放送および無線で行う。 
（注 2）外出注意令時の建物間移動人数について 









































風速 30m/s 以上 
かつ 









風速 15m/s 以上 
かつ 




屋内 1 名 


















(3) 1 項に示した人員が確保できること。 






































































    
 
       





































    ① 越冬隊長は、昭和基地の防火・防災管理業務について、全ての責任を持つ。 
    ② 越冬隊長は、防火・防災上の建物構造の不備や消防用設備等の不備欠陥が発見された場合、南極観測
センターと相談しながら速やかに改修を行なう。ただし、昭和基地の備蓄資材で速やかな対応が難し
い場合は、次隊以降で改修できるように南極観測センターに報告する。 
    ③ 越冬隊長は、防火・防災管理業務を行なう安全主任を指名するとともに、各建物・施設の火元責任者
を担う管理責任者を指名する。 
(2) 防火・防災管理業務とは 
    ① 総合防火訓練（消火、通報、避難誘導等の訓練）を月 1 回程度実施する。 




    ③ 基地内建物の点検 
    ④ 消防用設備等の点検・整備及び立ち会い 
    ⑤ 改修工事等の立ち会い及び安全対策の樹立 
    ⑥ 火気の使用、取り扱いの指導、監督 
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    ⑦ 隊員に対する防火・防災教育の実施 
    ⑧ 施設ごとの管理責任者の指名 
⑨ 管理責任者に対する指導、監督 
    ⑩ 隊長への提案や報告 
  ⑪ 防火・防災対策の推進 
  ⑫ 防火・防災設備及び避難施設等の点検の実施と不備欠陥個所がある場合の改修 
(3) 火元責任者の業務 
    ① 担当区域内の火気管理に関すること。 
    ② 担当区域内の建物、火気使用設備器具、電気設備、危険物施設等及び消防用設備等の日常の維持管理。 
    ③ 担当区域内の建物、火気使用設備器具、電気設備、危険物施設等及び消防用設備等の定期点検。 
   定期点検は月 1 回実施し、別途定める点検表に記入して安全主任に提出する。 

































    越冬隊長は自衛消防隊を組織し、火災に備える。また、自衛消防隊は、安全主任の指導のもと、消火、
通報、避難誘導等の訓練を月 1 回程度実施し、火災に備える。 
   自衛消防隊の組織と役割は以下の通りとする。 
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 (1) 組織図 
 
 
 (2) 役割 
    ① 対策本部   消火活動全体を統括し、指揮する。 
    ② 消火班     消火機材を準備し、放水消火等の本格消火にあたる。又、必要に応じて救助に当たる。 
    ③ ポンプ班   放水消火用ポンプを所定の位置に移動し、現場指揮の指示によりポンプを駆動させる。 
    ④ 医療班     負傷者が出た場合は、救護所に運び手当てを行なう。 
 ⑤ 連絡班     人員の確認、通信機器等の準備・配布、本部からの指揮・状況報告伝達を行なう。 
（3）班員構成（※：班長） 
①本部 指揮：木津、通信：三浦、（記録：石井・杉山（写真）） 
②現場指揮  尼嵜 
③消火班 ※鯉田 筒先係     ：筒先１：内山・北島、筒先２：田中・津田 
ホース係    ：小島・佐藤士・濱野・川村・佐藤啓（三方弁））・鯉田・小島 
                     内田・出原・岡江 
 電力係・燃料  ：船木  







   火災発生から消火活動までの訓練を月 1 回程度実施する。 
 
2.1.5 消火体制細則 


















































































消火器：    内山 
消火ポンプ：  尼嵜 
ホース及び筒先：消火班担当者 





















































































  5 消火班の行動手順書 
（1）消火班全般その１ 
① 火災報知器及びサイレンが鳴動。 










 (2) 各係別 
① ポンプ係は発電棟へ行き、消火ポンプを運搬、起動後、給水ホースの配管放水準備を行う。 



































   ⑧ 「放水終了」を受けた昭和通信は、「鎮火が確認されました。放水作業を終了します。」と放送と無線 






















② 各班員は火災時、UHF 無線機を携帯しておく。使用周波数等は別途定める。 
③ 班長・班員は初期消火をする。 





















































燃料・油脂類は C ヘリポート、非常物品庫付近、A ヘリポートおよび車庫付近にデポしてある。貯油
施設と貯油量は表１の通りである。 
表 1 昭和基地の貯油施設と貯油容量 
場 
所 
種   類 
設置年 
（隊次）





50kl アルミタンク①JP-5 1968(10) 
基地主要部 
25kl アルミタンク①W 軽 1997(39) 
50kl アルミタンク②W 軽油 1969(11) 25kl アルミタンク②W 軽 2000(42) 
100kl アルミタンク①JP-5 1993(35) 20kl アルミタンク①W 軽 1965(7) 
100kl アルミタンク②W 軽 1994(36) 20kl アルミタンク②JP-5 1966(8) 
100kl アルミタンク③W 軽 1996(38) (車両用) 20kl アルミタンク③W 軽 1967(9) 
100kl アルミタンク④W 軽 1997(39) (非常発電棟) 10kl ステンレスタンク W 軽 1973(15) 
100kl アルミタンク⑤W 軽 2000(42) 送油配管内 見晴らし岩～基地主要部 W 軽 2008(49) 
100kl アルミタンク⑥JP-5 2005(47)    
100kl アルミタンク⑦W 軽 2003(45)    
100kl アルミタンク⑧W 軽 2004(46)    
100kl アルミタンク⑨W 軽 2007(48)    
100kl アルミタンク⑩JP-5 2008(49)    
 
(2) 貯蔵されている燃料油（昭和基地に貯蔵されている燃料油の種類、性状、貯蔵形態を表 2 に示す） 
表 2 燃料油の種類とその性状および貯蔵形態 
品 名 引火点 流動点 貯蔵形態 
Ｗ軽油（ウインター軽油） 52℃ -35℃ 金属タンク 
南極軽油 56℃ -72.5℃ ドラム缶、リキッドタンク 
JP-5 61℃ -46℃ 金属タンク 
JET A-1 38℃ -47℃ ドラム缶 






































































2.1.7.4 油流出防災作業計画（夏期間中の 59 次隊は、58 次隊の指揮下に入る） 
(1) 要員の配置と役割 
① 指揮系統 





本部 → 通信室に設置 
現場指揮(設営主任) → 本部と連絡をとり、現場で防災作業の指揮をとる。 
消火班・破壊班（防災作業チーム）→ 現場指揮の指示により活動する。 










 行 動 備 考 
１ 油の流出を発見したら直ちに通信室へ状況報告 危険な地域にいる隊員に連絡 





４ 本部は報告に基づいて適切な対応を検討 本部を通信室に設置 










８ 全体で反省会を行い、報告書を作成する  




















































 行 動 備 考 






３ 流出した油が少量の場合は、積雪ごと廃油ドラム缶に回収する。  
４ 可燃物は焼却炉で処理し、不燃物等は分別して日本へ持ち帰る。  
 









































⑤ CT・MRI 等のさらに精密な検査はできない 















     →定期内服薬（常用薬）は日本国内にいるうちに隊員自身で確保しておく（処方してもらっておく） 
     →不足を生じないよう在庫管理調達の徹底を図る。 
→可能なら飛行機から必要物資の投下など検討。もし可能な場合でも決定に時間を要する。 
⑤ CT・MRI 等のさらに精密な検査はできない 
     →健康診断で指摘された部位は、出発前にも検査を受けておく（昭和基地での検査を避ける為） 
→検査必要で搬出できたとしても、検査が行われる頃には、既に判断がついている可能性が高い。 
⑥ 医療隊員自身が患者の場合は治療できないことも多い。 
     →日本国内医師の判断を仰ぐ。 
⑦ 輸血の取り寄せはできない。 


















    (5) 白夜、極夜およびその前後では、生体内リズムが狂い、睡眠障害を引き起こす恐れがある。 
          睡眠を十分取れるよう、夜間まで仕事は行わない。 
    (6) 体調不良、気分不良の際は、早急に医療隊員へ相談する。 





















① 生活系廃棄物  
一般生活上で生じる廃棄物（衣食住に起因するもの）をいい、廃棄物の収集を担当した者（当直､ 
バー担当者、個人）は廃棄物集積所で計量及び圧縮・破砕などの一次処理を行う。 
日常的に発生する廃棄物の処理方法と作業者を表 1 に示す。 
表 1 廃棄物処理作業内容 
分別項目 処理方法 作業者 作業場所 備考 































 注 1：上記以外の廃棄物（医療廃棄物含む）については、環境保全隊員の指示に従うこと。 
 注 2：焼却炉を運転する際には、必ず気象棟で気象条件を確認してから行うこと。 
 



























表 2 廃棄物分別表 










吸殻 タバコの吸殻  
ゴム類 輪ゴムなど天然ゴム製品 小さいものに限る 
繊維類 綿､麻､純ウール､タオル  
医療可燃物 感染物の付着してない物のみ 医療隊員と協議し決定する 













ビニール類 塩化ビニールなど 絶対に焼却しない 







合成繊維 ヤッケ､衣服  
布団類 布団、毛布、防燃シーツ  
ダンボール ダンボール 一次処理で圧縮 














ゴム･皮革 ゴム・皮革 ゴム長靴､革手袋など  
ガラス ガラス 空きビン、板ガラスなど  
陶器 陶器 茶碗、湯呑み、ガイシなど  
乾電池 乾電池 乾電池 絶縁保護する 
バッテリー バッテリー 車両用バッテリーなど 絶縁保護する 
電球 
 ･蛍光灯 
電球・蛍光灯 直管、輪管、コンパクト管など 割らない 



























































場         所 
焼却炉棟 第１廃棄物保管庫横 
風 速 
3m/s 以上 5m/s 未満 360(0) ゜- 110゜ 330゜- 0゜-120゜ 
5m/s 以上 320゜- 0゜-150゜ 290゜- 0゜-160゜ 
































































火災 ガス爆発 ガス中毒 怪我・病気 食中毒 酒酔い  







寒冷傷害（凍傷、低体温症、凍死） 野営地崩壊 火災 ガス爆発 ガ
ス中毒 怪我・病気 雪上車 橇 スノーモービル 天候の急変 
海氷上 
タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷 海氷流出 シャ




氷河崩落 落石 タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷
シャーベット状海氷 ロストポジション 潜水 
氷河上 
クレバス帯 転落 滑落 ロストポジション 
内陸 ロストポジション サスツルギ 
山脈・露岩地域 落石 土砂崩れ 雪崩 転落 滑落 潜水 
ヒューマンファクター 
生活技術 行動技術 過信 慢心 過労 ストレス 睡眠不足 性




















   ・視程が急激に変化してきたとき（例：視程 5km から 3km に落ちるようなとき） 
   ・周囲の露岩帯が見えなくなってきたとき 
   ・車両走行に支障をきたすとき（例：前後のルート旗は見えなくなったとき） 
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   ・風が強くなり、気温が上昇したと感じたとき（ブリザードの兆候でもある） 
 
(c) 行動上、守るべきこと 























































チーム A 小島 内山 佐藤（啓） 大石 
チーム B 関根 船木 北島 平沢 















定時交信は、主周波数 4540KHz にて行う。主周波数にて 15 分間交信ができない場合には副周波数の 
























































機械 SM60 型雪上車  2 台 
  SM30S 型浮上型雪上車 2 台 
  スノーモービル  2 台 
  ２トン橇  2 台 
  スノーモービル用橇 2 台 










  装備担当隊員は、常に持ち出せるように常備品を複数セット準備しておく。 
  また、野外行動にでかけるパーティーは、非常食とあわせて各雪上車に 1 セットずつ常備品を搭載する。 
  ＜常備品＞ 
  ロープ、ハーネス、カラビナ、スリング、プーリー、アセンダー、グリグリ、ツェルト、 








































































































































2.2 安全管理                                                           鯉田 淳 
2.2.1 防火対策 
1） 対策  
昭和基地消防計画に基づく火元責任者を越冬内規で定める施設管理責任者が兼任することとした。  
a） 喫煙エリアの決定  
喫煙については倉庫棟 2 階の喫煙所 1 カ所とした。  
2） 消防体制  
昭和基地消防計画に基づき、消防訓練を実施し、訓練後に反省会を行った。  
a） 体制  
第 58 次隊との越冬交代前の 2018 年 1 月 25 日に行われた消防訓練を見学し、各自が担当する役割の確
認と引き継ぎを行った。2 月の消防訓練の前に各自着用する耐火服・防火服・防火靴のサイズ合わせを
行った。消火班・救助係の耐火服・防火服着用者の試着を行い、ヘルメット・上着・ズボン・靴のそれ
ぞれに名前を記入し、各担当で防火区画 A から防火区画 B 間の防災衣類置場を整備した。  
野外に出るなどして基地にいる人員が少なくなる際には、食堂前のホワイトボードにその間の消防体
制を掲示し、前日のミーティングで周知した。  
3） 消防訓練  




が、行事や行動などにより 6 月、7 月、8 月と 11 月は実施出来なかった。 
b） 訓練内容  
各月の訓練内容は以下のとおり。  
日程 想定内容 
2 月 26 日 電離層棟より出火 負傷者なし 初期消火のみ（消火器訓練） 
3 月 20 日 自然エネルギー棟より出火 負傷者あり 
4 月 20 日 環境科学棟より出火 負傷者あり 
5 月 21 日 気象棟より出火 負傷者なし 
9 月 01 日 管理棟厨房想定 室内講習 消火栓、ガス圧式消火装置、マスクの使い方 
10 月 02 日 環境科学棟より出火 負傷者なし 
12 月 08 日 自然エネルギー棟より出火 負傷者あり 
1 月 24 日 自然エネルギー棟より出火 負傷者あり (第 60 次隊へ引継) 
 
2.2.2 防災対策 














a） 野外における危険性  
野外における安全行動指針に定められた想定される危険について、野外観測支援・医療・通信の各部
門、設営主任、安全主任他、越冬経験者等によってさまざまな危険について講習や訓練を実施した。（詳
細は、4.9.3  安全教育・訓練  参照）  










d） 非常時の対処  
非常時には通信室に連絡を行って隊長の判断を仰ぐように周知し、無線機と合わせて「緊急連絡カー
ド」（非常時に報告しなければならない事項が記されている）を携行することとした。  
2） 体制  
基地周辺における災害時の体制は、基本的には消防体制に準ずるものとし、野外での非常時には別に定
めるレスキュー体制で対応することとした。  
3） 訓練  
a） 野外行動  
ア） 野外行動訓練  
3 月上旬に東オングル島内を一巡して危険箇所と A、B エリアの範囲を確認するとともに、地図、コ
ンパス、ハンディ GPS の使用法を訓練した。 
イ） 海氷安全講習  
昭和基地到着直後に 58 次野外観測支援担当隊員により、海氷上の安全行動についての講習が実施
された。また、3 月以降には隊内で海氷安全講習と雪上車講習を実施した。 
ウ） レスキュー訓練  





5） 油流出事故対策  
a） 体制  
南極地域での活動は南極条約及び同環境保護議定書に規定され、同議定書第 15 条 1（b）に「南極の
環境又はこれに依存し及び関連する生態系に悪影響を及ぼす恐れのある事件に対応するため緊急時計画
を作成する」とある。越冬期間の指針として定めた「2.1.7  昭和基地油流出防災計画指針」に従った。 





   6) 停電対策 
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また、60 次隊への計画停電引き継ぎについても、越冬明けの 1 月 24 日に実施した。 
7） その他  











象の各部門に講師を依頼して、隊員のスキルアップと安全に努めた。（詳細は、4.9.3 安全教育・訓練  参照） 
 
2.2.5 事故・ヒヤリハット 




日 付 タイトル 場 所 種 別 
5 月 28 日 外作業時に起きた凍傷 昭和基地 ヒヤリハット 
9 月 22 日 向岩クラックに落下 向岩 事故 
9 月 28 日 地吹雪下の外作業で顔面に凍傷を負う ＭＤ2 ヒヤリハット 
10 月 9 日 装軌車、横滑りにてウインドスクープに転落 昭和基地 ヒヤリハット 
11 月 26 日 除雪作業中の弱電ケーブル損傷 昭和基地 ヒヤリハット 
1 月 14 日 とっつきルート逸脱（UAV 回収） とっつきルート 事故 
1 月 18 日 発電棟発電機停止による全停電発生 昭和基地 事故 
 
2.3 生活 
2.3.1 日課                                      石井 要二 
越冬期間中 2 月、12 月、1 月を夏日課、3 月から 11 月を冬日課とした。夏日課では日曜日を休日とし、冬
日課では土曜日と日曜日を休日とし、作業の進捗状況を勘案して適宜休日をとることとした。6 月 21 日～24
日をミッドウインター、1 月 1 日を元旦とした。 
 
2.3.2 当直業務                                    石井 要二 
隊長・調理隊員を除いた者による輪番制とした。越冬交代直後は引き継ぎを兼ねた 2 人体制で行い、一巡
後の 3 月より 1 人体制とした。ただし、ミッドウィンター祭開催中はチーム別で実施した。 





















6 曜日別清掃 表Ⅲ.2.3.2-2 に示す。 
 
表Ⅲ.2.3.2-2 曜日別清掃業務 
 項    目 内    容 
実施
曜日
1 通路棟清掃（防 A→発電棟） 






















管理棟２階入り口から DEV 倉庫までの廊下掃除。 
掃除機かけとモップで水拭き。 
玄関（ダムウェーターの前）は、すのこを上げて、掃除機かけ。

































2.3.3 居住棟当番                                   石井 要二 
1） 清掃当番 
第 1 居住棟及び第 2 居住棟の共有部分の清掃、非常階段の除雪当番は、全員による週替わりの輪番制
とした。居住棟当番業務は表Ⅲ.2.3.3-1 に示す｡ 
表Ⅲ.2.3.3-1 居住棟当番業務 
 居住棟当番 清掃内容（共通） 清掃内容 





      
○通路棟の清掃（防 C～防 B 手前） 
  ・床と玄関マット（毛布）の掃除機がけ 
  ・床の水モップがけ 
○居住棟内の廊下清掃（１階・２階廊下、階段、ロッカー室）
  ・掃除機がけ 
第 2 居住棟 
○通路棟の清掃（防 B～防 A 手前） 
  ・床と玄関マット（毛布）の掃除機がけ 
  ・床の水モップがけ 
○居住棟内の廊下清掃（１階・２階廊下、階段、ロッカー室）
  ・掃除機がけ 
     各居住棟の住人が週ごと輪番で担当し、毎週土曜日・日曜日のどちらか都合の良い時間に下記清掃を実
施する。 
 
2.3.4 その他の当番                                  石井 要二 
1） 食器洗い当番 
昼食と夕食後の食器洗いは 4 月までは全体を 4 チーム（居住棟階ごと）に分け、輪番制とした。5 月か
らは各テーブルごとの輪番制とした。 
 
2.3.5 全体清掃                                   石井 要二 
全員作業で 5 月、9 月、1 月の月末に基地共用部の清掃を行った。各所の床については当直・居住棟当番
で毎週清掃しているため、5 月、9 月は天井･壁のすす汚れ清掃を重点的におこなった。 
5 月 通路棟（防火区画 C～B）の天井・壁、厨房、管理棟 
9 月 倉庫棟、通路棟（防火区画 B～A）の天井・壁、厨房 




2.3.6 生活諸係の活動                           





   告した。                                                 
                          
2.3.6.2 各係総括    
1）新聞                                       大石 孟 
2017 年 12 月 2 日のしらせフリーマントル出港より新聞の発行を開始した。艦内では 1 号から 11 号ま













    3）図書・教養係                                  川村 賢二 
担当メンバーは川村、平沢、杉山、西山、岡江の 5 名であった。越冬初期に職場訪問を行い、その後
中盤にかけて南極大学を開催した。また、越冬期間を通した活動として図書の貸出管理を担った。 




・第 1 回 3 月 24 日（土）13:00 – 16:30（3 グループに分けて実施）発電棟造水設備→荒金ダム→環
境科学棟→観測棟→情報処理棟・光学観測棟→衛星受信棟→多目的アンテナ→PANSY アンテナ・小
屋→インテルサット→清浄大気観測室 
・第 2 回 3 月 31 日（土）13:00 – 16:30（3 グループに分けて実施）管理棟（隊長室、通信室、医務
室、発電設備、グリーンルーム）→作業工作棟→基本観測棟→気象棟→地学棟→自然エネルギー棟
→電離層棟→焼却炉棟→風力発電設備 












回 日 程 講  師 タイトル 
第 1 回 5 月 8 日(火) 粕谷 和彦 大相撲を観に行こう 
    平沢 尚彦 雪結晶にまつわる話 
第 2 回 5 月 14 日(月) 鯉田 淳 播磨国考 
    東野 智瑞子 Cheer 
第 3 回 5 月 21 日(月) 赤田 幸久 きのこの話 
    川村 賢二 3000ｍのタイムカプセル 
第 4 回 5 月 28 日(月) 木津 暢彦 ラジオゾンデ秘話 
    船木 覚 「ロングトレイル」紹介 
第 5 回 6 月 4 日(月) 佐藤 啓之 トライアスロンを観に行こう 
    濱野 素行 ロッテファンになろう 
第 6 回 6 月 11 日(月) 田中 省吾 南鳥島の話 
    三浦 澄雄 やっぱり麺が好き（九州編） 
第 7 回 6 月 18 日(月) 関根 和昭 2019 年の話題 
    杉山 暢昌 俺たち転勤族 
第 8 回 7 月 2 日(月) 宮岡 陽一 HAGE & 筋トレ 
    加藤 恵亮 クリームソーダを飲もう 
第 9 回 7 月 9 日(月) 尼嵜 慶次 船と僕 
    山田 恭平 ドラゴンと蜃気楼 
第 10 回 7 月 16 日(月) 北島 隆児 おいしいパスタの作り方（白） 
    出原 幸志郎 南鳥島 名所案内 
第 11 回 7 月 23 日(月) 内田ヘルベルト陽仁 オクトーバーフェスト 
    小島 裕章 話します 
第 12 回 8 月 1 日(水) 大石 孟 楽しい空の旅 
    佐藤 士朗 バスの世界 
第 13 回 8 月 3 日(金) 三原 光司 シュークリーム♡ 
第 14 回 8 月 12 日(日) 石井 要二 情報・システム研究機構について 
第 15 回 8 月 17 日(土) 齋藤 勝 海底線光ケーブルシステムについて 
第 16 回 9 月 2 日（日） 津田 元気 数値予報 
第 17 回 9 月 5 日（水） 内山 宣昭 あなたの知らない職人の世界 
    西山 尚典 ジンギスカンについて考える 
第 18 回 9 月 10 日（月） 岡江 真一 スノーボードを安全に楽しもう 
    島村 翔 気象庁の観測船 
 
      c）図書 
食堂および庶務室の書架に置かれている書籍（ほとんどが国立極地研究所の蔵書である管理ラベル




4）イベント・スポーツ                                 津田 元気 







2 月 6 日（火） 59 次お疲れさま会 
2 月 18 日（日） バレーボール大会 兼 2 月誕生日会 
3 月 3 日（土） 3 月誕生日会 
3 月 17 日（土） ドッジボール大会 
4 月 7 日（土） お花見 兼 4 月誕生日会 
5 月 6 日（日） ピザ祭り(喫茶係と合同) 
5 月 12 日（土） 5 月誕生日会 
5 月 19 日（土） 卓球大会 
7 月 14 日（土） 6,7 月誕生日会 
8 月 18 日（土） 8 月誕生日会 
9 月 8 日（土） 中継点旅行壮行会 兼 9 月誕生日会 
10 月 21 日（日） キックベースボール大会 
10 月 28 日（日） 10 月誕生日会 
12 月 1 日（土） 11 月誕生日会 
12 月 24 日（月） 60 次歓迎会 
  
      
          5 月誕生日会           中継点旅行壮行会 兼 9 月誕生日会 
      
       ドッジボール大会             キックベースボール大会 
写真Ⅲ.2.3.6.2-1 イベントの様子 
     
5）シアター                                     石井 要二 
a）概要 
シアター係員は石井、内田、岡江、船木、出原の 5 名。主な活動は毎週木曜の 20 時から映画上映
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初は、シアターDVD から選ぶことが多かったが、後半は Online でダウンロードしたコンテンツを上映
することが多くなった。 
上映内容は各係員が決め、隊員からリクエストがあった映画も上映した。観客は多い時で 21 名、
少ない時は 5 名であった。12 月に入ると仕事が繁忙となり、上映を終了した。上映タイトルを表
Ⅲ.2.3.6.2-3 に示す。ミッドウインターフェスティバルではミッドナイトシアターを実施し、隊員か
らのリクエストをも取り入れ 1 日 3 本、計 12 本を夜間に上映した。 
表Ⅲ.2.3.6.2-3 上映タイトル一覧 
上映日 ジャンル 上映タイトル 
2 月 15 日 アニメ 宇宙より遠い場所 
2 月 22 日 洋画 遊星からの物体 X 
3 月 1 日 洋画 トップガン 
3 月 8 日 邦画 ソフテン 
3 月 15 日 邦画 鮫皮男と桃尻女 
3 月 22 日 洋画 デイ・アフター・トモロー 
3 月 29 日 洋画 ニューイヤーズ・イブ 
4 月 5 日 洋画 イエスマン 
4 月 12 日 洋画 プロデューサーズ 
4 月 19 日 洋画 「パイレーツオブカリビアン」呪われた海賊たち 
4 月 26 日 邦画 隠し砦の三悪人 
5 月 3 日 洋画 マンマ・ミーア 
5 月 10 日 邦画 サマータイムマシンブルース 
5 月 17 日 洋画 バトルシップ 
5 月 24 日 洋画 フィリップ、君を愛している 
6 月 7 日 洋画 星の旅人たち 
6 月 14 日 アニメ パプリカ 
7 月 5 日 アニメ ヒックとドラゴン 
7 月 12 日 洋画 僕のワンダフルライフ 
7 月 19 日 邦画 南極料理人 
7 月 26 日 アニメ のび太の南極カチコチ大冒険 
8 月 9 日 邦画 汚れた英雄 
8 月 16 日 洋画 レザボアドッグス 
8 月 23 日 洋画 グーニーズ 
8 月 30 日 アニメ 聖おにいさん 
9 月 6 日 洋画 フラッシュダンス 
9 月 13 日 洋画 ブルース・ブラザーズ 
9 月 20 日 洋画 銀河ヒッチハイクガイド 
9 月 27 日 アニメ ピクセル 
10 月 4 日 洋画 ベッカムに恋して 
10 月 11 日 邦画 フラガール 
10 月 18 日 洋画 美しき緑の星 
10 月 25 日 アニメ スカイ・クロラ 
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11 月 1 日 邦画 魔女の宅急便（実写版） 
11 月 8 日 邦画 ドラッグストアガール 
11 月 15 日 洋画 帰ってきたヒトラー 
11 月 22 日 アニメ この世界の片隅に 
11 月 29 日 洋画 マンチェスター・バイ・ザ・シー 
11 月 17 日 邦画 チア☆ダン 
11 月 24 日 洋画 リトルショップオブホラーズ 
12 月 1 日 邦画 空へ 救いの翼 
以降、繁忙となり、シアター終了 
 
6）バー                                      出原 幸志郎 
a）運用 
店名は、第 59 次隊全員の投票にて「五九楽亭」に決定した。 









聞いて消費した。第 59 次隊で調達したアルコール類は、12 月頃にビールが払底したが、最終的に第 1









     






活動日：毎月第 2、4 日曜日 15 時～16 時 








No. 月 日 当番 お菓子 
1 2 11 平沢 山田 アップルパイ 
2 25 濱野 船木 大福 
3 3 11 津田 西山 ホットケーキ 
4 25 平沢 尼嵜 あんこトースト 
5 4 8 山田 濱野 抹茶パウンドケーキ 
6 22 船木 津田 あんみつ 
7 5 13 西山 平沢 たい焼き 
8 27 尼嵜 山田 おしるこ 
9 6 10 濱野 津田 フレンチトースト 
10 7 8 西山 尼嵜 チーズケーキ 
11 22 山田 津田 大判焼き 
12 8 12 平沢 濱野 フルーツパフェ 
13 26 島村 船木 冷凍ミカン 
14 9 9 尼嵜 津田 あんこクレープ 
15 23 濱野 西山 チーズケーキ 
16 10 14 船木 島村 大福 
17 28 津田 平沢 大判焼き 
18 11 11 西山 山田 水ようかん 
19 25 船木 濱野 みたらし団子 
20 12 9 尼嵜 島村 クリームあんこクレープ 
21 1 13 平沢 船木 ドーナツ 









8）ビール・醸造係                                  杉山 暢昌 
a）概要 














4 月 1 日 ビール仕込み（一次発酵） 
4 月 14 日 ビール瓶詰め（二次発酵） 
4 月 21 日 ビール出荷 
4 月 22 日 どぶろく仕込み 
5 月 5 日 どぶろく出荷 
5 月 20 日 ビール仕込み（一次発酵） 
6 月 5 日 ビール瓶詰め（二次発酵） 
6 月 9 日 どぶろく仕込み 
MWF 期間中 ビール出荷（MWF ラベル）、どぶろく出荷 
7 月 29 日 ビール仕込み（一次発酵） 
8 月 11 日 ビール瓶詰め（二次発酵） 
9 月 1 日 ビール出荷（車両整備慰労ラベル、中継旅行激励ラベル） 
9 月 22 日 ビール仕込み（一次発酵） 
10 月 7 日 ビール瓶詰め（二次発酵） 
10 月 28 日 ビール出荷（中継旅行慰労ラベル） 
11 月 7 日 ビール出荷（先遣隊歓迎ラベル） 
11 月 17 日 ビール仕込み（一次発酵） 
11 月 25 日 ビール瓶詰め（二次発酵） 
12 月 19 日 ビール出荷 
12 月 24 日 ビール出荷（60 次歓迎会ラベル） 
 











した。電信（モールス符号による通信）を中心に国内外のアマチュア無線局 76 局と交信した。5 月 5
日、JARL 主催「子どもの日の特別運用」に対応。JARL 本部に集まった青少年 11 名と 21MHz 帯で交信
を予定していたが、電波伝搬状況が悪く交信を断念。上級資格保有者が運用できる 14MHz 帯を用いて
JARL 会長と交信。対応した隊員によるメッセージを帰国後に当該青少年らに渡す予定。7 月 14 日、
KANHAM 実行委員会主催「南極ライブ教室」にテレビ会議システムにより対応。会場からの質問に答え





      第 58 次隊から引き継いだ無線設備を使用。送受信機内蔵のアンテナチューナーは良好に動作してお
り、送受信機と各アンテナは整合がとれている。アンテナは 4 素子八木（14、21 及び 28MHz 帯対応）、
ダイポール（10、18 及び 24MHz 帯対応）及びワイヤーダイポール（7MHz 帯対応）。うち、ダイポール
についてはブリザードの影響を受けてエレメント破損。第 60 次隊に修理するように引き継いだ。 
d）在庫  
第 58 次隊から引き継ぎを受けた在庫リストについて、在庫品目や保管場所など最新の状況を反映 
させた更新を行い、第 60 次隊への引き継ぎを行った。 
       
10）ミシン・工房                                   佐藤 啓之 
ミシン・工房係の活動はミシンを使っての衣類の補修やイベントで使用する備品の作成。下記の表 






2018 年 2 月  キッチン棚改修。見送り横断幕作成。 
2018 月 3 月  衣類補修。調理器具固定台作成。 
2018 月 4 月 炭焼き台作成。理容看板作成。 
2018 月 5 月 暖簾作成。ピザ釜組み立て解体。 
2018 月 6 月 ランチョンマット 35 枚作成。サロン暗幕作成。 
2018 月 6 月 イベント点数表作成。演芸大会垂幕作成。 
2018 月 6 月 アームレスリング台作成。 
2018 月 7 月 地震計室看板作成。そり作成。 
2018 月 8 月 スノモ防風作成。イベントそり作成。 
2018 月 9 月 衣類補修 
2018 月 10 月 衣類補修 
2018 月 11 月 衣類補修  
2018 月 12 月 第一夏宿暖簾作成。夏宿看板作成。 
2019 月 1 月 引き継ぎ物質の片付け 
     
11）農協                                      佐藤 士朗 
栽培方法は水耕栽培にて 2018 年 2 月～2019 年 1 月の間、発電棟 2 階の栽培室で行い、収穫した野菜
は調理部門へ出 




第 58 次から引き継いだ LED 照明付で 5 段の栽培槽とハイポニカの栽培器、第 59 次隊にて導入した
LED 照明付育苗器を使用し、主に水菜、レタス類、大葉、香草やトマト、キュウリ等の果肉類の栽培
を行った。導入した LED 照明付育苗器は光量も強く、苗を育てるのに必要な 1 日に 14 時間の光の照射
を自動制御で行う為、発芽したばかりの弱々しい苗を育てるのに適していた。野菜の種類により必要
な養液の ph 値と液肥の濃度に違いがあるため、ph・EC モニターを用いて、事前に確認しておいたそ
れぞれの適正値別に栽培槽を分けて栽培した。 
葉物野菜（レタス類、水菜、チンゲン菜等）の栽培は比較的容易だった。第 58 次隊の引き継ぎに





































     
12）漁協                                      内山 宣昭 
漁協係は主にオングル海峡でのライギョダマシの調査と西之浦・北之浦でのオングル島周辺の生態調
査を実施した。 
ショウワギス等を対象としたオングル島周辺生態調査は 10 回実施した。 











































    13）理髪                                                                        関根 和昭 
a）概要  
理髪係は、赤田、内山、鯉田、島村、関根、東野の 6 名であった。国内にて「学校法人資生堂学園  
資生堂美容技術専門学校」の宍倉常広氏のご厚意で美容訓練を受け、ヘアカットやパーマの基礎を習
得した。活動は、往路の「しらせ」船内でも適宜実施し、昭和基地では 2018 年 2 月 1 日～2019 年 1
月 31 日まで行った。月毎のメニュー別利用者延べ人数を表Ⅲ.2.3.6.2-7 に示す。 
b）運用  
理髪室の使用は、予約表を作成しそこへの先着順とした。理髪係員への依頼は、個人間での調整を











 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月  8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 計
カット 4 10 9 8 13 6 12 6 9 10 10 11 108
カラーリング 0 1 0 0 5 0 0 2 1 1 3 0 13
パーマ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
      











    b）経過 
以下の表Ⅲ.2.3.6.2-8 に、ソフトクリームの提供日を示す。 
                        表Ⅲ.2.3.6.2-8 
通算回数 提供日 備  考 
1 2018 年 2 月 15 日 シアター上映時 
2 2018 年 3 月 29 日  
3 2018 年 4 月 28 日  
4 2018 年 5 月 6 日  
5 2018 年 5 月 23 日  
6 2018 年 6 月 20 日 MWF、屋台に出店 
7 2018 年 6 月 22 日 MWF、スポーツバーに出店 
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8 2018 年 6 月 23 日 MWF、ミッドナイトシアターに出店 
9 2018 年 6 月 25 日  
10 2018 年 7 月 2 日 南極大学（クリームソーダ） 
11 2018 年 8 月 12 日 喫茶店営業時（パフェ） 
12 2018 年 8 月 24 日  
13 2018 年 9 月 8 日  
14 2018 年 9 月 21 日  
15 2018 年 10 月 5 日  
16 2018 年 10 月 14 日  
17 2018 年 10 月 28 日  
18 2018 年 11 月 4 日  
19 2018 年 11 月 11 日  
20 2018 年 11 月 21 日  
21 2018 年 11 月 27 日  
22 2018 年 12 月 11 日  
23 2018 年 12 月 18 日  







15）その他                                     三浦 澄雄 
     日本けん玉協会南極支部 
      希望のあった隊員にけん玉を配付。平成 30 年 2 月 25 日に希望者を対象とした全体級認定会を開催。 
以降は随時、級の認定を実施し、17 名（1 級 1 名、3 級 1 名、4 級 1 名、5 級 5 名、6 級 5 名、7 級 2 名、 
8 級 2 名）が級の認定を受けた。8 月 26 日に開催された全日本少年少女けん玉道選手権大会にお祝いメ 
ッセージを送付した。 
 
2.3.7 ミッドウィンター祭                                  大石 孟 
6 月 21 日（木）～24 日（日）の間、ミッドウィンター祭が開催された。表Ⅲ.2.3.7-1 に示すミッドウィン 



















日程 イベント 担当 


















居酒屋 かまくら 杉山 
カラオケ点数対決 平沢 









居酒屋 かまくら 杉山 
カラオケ点数対決 平沢 
日程 イベント 担当 
6 月 23 日（土） 
 








SOUL RADIO 24（ラジオ放送） 船木 






















 演芸大会 粕谷 
ミスコン 理髪係、無線係 
 閉会式 実行委員会 
真夜中の屋台 木津 




















3. 観測部門  
3.1 定常観測（基本観測） 


















GRUAN(GCOS Reference Upper Air Network)のードセンターへ観測データ等の報告を開始した。また、WMO





























図Ⅲ.3.1.1.1-1 雪尺による積雪の深さの変化量と JMA-10 型積雪計による日最深積雪 










観測項目 測器名 感部型式 備考 
気圧 電気式気圧計 PTB330 気象棟内筐体に設置 
気温 電気式温度計 K5639AJ 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計 HMT333 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
風向・風速 風向風速計 WS-JN6 測風塔に設置 
積雪の深さ 積雪深計 K5601HD 観測棟北側海岸に設置 
全天日射量 電気式全天日射計 MS-402F 気象棟屋上および基本観測棟屋上に設置(注) 
日照時間 回転式日照計 MS-094 
気象棟屋上および基本観測棟屋上の南側および
北側に 2 台設置(注) 
視程 視程計 WB7532 百葉箱東側に設置、参考測器 
感雨 感雨器 NS-120 気象棟屋上に設置、参考測器 




















料不足値となった日があった。基本観測棟の影の影響を解消するため、4 月 12 日に設置場所を気
象棟屋上から基本観測棟屋上に変更した。 
オ） 積雪の深さ 
積雪深計は観測データ異常により 2017 年 7 月 11 日以降観測を休止していたが観測環境が良好















係各国基地に対し、昭和基地および S17 航空拠点の気象実況を提供した（2 月 10～11 日、10 月 24 日
～12 月 7 日、2019 年 1 月 23～26 日）。また、しらせ搭載ヘリコプターの運航支援のために昭和基地の




天気解析 3） 天気概況」を参照のこと。 
 
    
図Ⅲ.3.1.1.1-2 旬平均海面気圧               図Ⅲ.3.1.1.1-3 旬平均気温 
−239−
    
図Ⅲ.3.1.1.1-4 旬平均湿度                 図Ⅲ.3.1.1.1-5 旬平均風速 
 
    






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年月 要素 観測値 起日 順位 統計開始年
2018年2月 0.2℃ 7日 月6位 1957年
0.1℃ 5日 月8位 1957年
月平均気温の高い方から -1.6℃ - 月4位 1957年
月間日照時間の少ない方から 105.5時間 - 月1位 1959年
3月 26% 14日 月4位 1981年
31% 12日 月10位 1981年
4月 月平均気温の高い方から -7.8℃ - 月4位 1957年
5月 月平均気温の低い方から -16.0℃ - 月7位 1957年
日最小相対湿度 27% 11日 月4位 1981年
月間日照時間多い方から 57.3時間 - 月1位 1959年
月最深積雪 100]cm 31日 月5位 1999年
6月 降雪の深さ月合計 18cm - 月10位 2006年
月最深積雪 116cm 14日 月7位 1999年
7月 月間日照時間の多い方から 17.7時間 - 月1位 1959年
10cm 12日 月4位 2006年
9]cm 9日 月5位 2006年
降雪の深さ月合計 33cm - 月7位 2006年
月最深積雪 127cm 12日 月5位 1999年
8月 月平均気温の高い方から -16.2℃ - 月7位 1957年
月間日照時間の多い方から 91.1時間 - 月5位 1959年
降雪の深さ日合計 10cm 11日 月9位 2006年
降雪の深さ月合計 30cm - 月10位 2006年
月最深積雪 122cm 29日 月7位 1999年
9月 日最低気温の高い方から -6.7℃ 20日 月1位 1957年
降雪の深さ日合計 16cm 1日 月5位 2006年
降雪の深さ月合計 23cm - 月9位 2006年
月最深積雪 127cm 21日 月7位 1999年
10月 -31.4℃ 3日 月6位 1957年
-31.3℃ 2日 月7位 1957年
月平均気温の低い方から -16.0℃ - 月6位 1957年
月間日照時間の多い方から 260.8時間 - 月8位 1959年
降雪の深さ日合計 11cm 29日 月5位 2005年
降雪の深さ月合計 29cm - 月9位 2005年
















a） 00UTC、12UTC の観測 
毎日 00UTC と 12UTC の 2回、ヘリウムガスを充填したゴム気球に GPS ゾンデを吊り下げて飛揚し、
上空の大気を観測した。2018 年 2 月 1 日 00UTC～3 月 19 日 12UTC までは RS-06G 型 GPS ゾンデ、3
月 20 日 00UTC 以降は RS-11G 型 GPS ゾンデを使用した。昭和基地では 5 月頃～11 月頃にかけて気球
の到達高度が低くなるため、5 月 6 日 12UTC～11 月 5 日 00UTC の期間は気球に油漬け処理して飛揚
した。また、9 月 12 日 12UTC～11 月 2 日 00UTC の期間は、より高い高度のデータを取得するために
1200g 気球を使用した（高高度 GPS ゾンデ観測）。オゾンゾンデ観測と高層気象観測で使用する GPS
ゾンデは同じ性能のため、00UTC、12UTC にオゾンゾンデ観測を実施した際は高層気象観測の代替と
した。観測器材を表Ⅲ.3.1.1.2-1 に示す。 




観測（YOPP-SH）を実施した。これにより得られた観測データは WMO の GTS を通じて配信し、各国
の研究者等に共有した。 
11 月 16 日～12 月 31 日まで毎日 06UTC に 1回、2019 年 1 月 1日～1月 31 日まで毎日 06UTC と 18UTC
の 2 回、ヘリウムガスを充填したゴム気球に GPS ゾンデを吊り下げて飛揚し、上空の大気を観測し
た。観測器材を表Ⅲ.3.1.1.2-2 に示す。 
c） 通報 




11月 月間日照時間の少ない方から 188.6時間 - 月2位 1959年
降雪の深さ月合計 27cm - 月8位 2005年
月最深積雪 126cm 22日 月6位 1999年
12月 降雪の深さ日合計 8cm 30日 月4位 2005年
降雪の深さ月合計 21cm - 月8位 2005年
月最深積雪 123]cm 10日 月4位 1999年
通年 年間日照時間の少ない方から 1721.2時間 - 年9位 1959年
2019年1月 月間日照時間の少ない方から 267.9時間 - 月8位 1960年
降雪の深さ日合計 9cm 29日 月7位 2006年
降雪の深さ月合計 20cm - 月6位 2006年
月最深積雪 106cm 3日 月3位 2000年
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表Ⅲ.3.1.1.2-1 高層気象観測器材（00UTC、12UTC の観測） 
GPS ゾンデ 




気球 GPS ゾンデ観測 
600g 気球 
RS-06G:浮力 1800g（巻下器使用時は 1900g） 
RS-11G:浮力 1700g（巻下器使用時は 1800g） 
1200g 気球（高高度 GPS ゾンデ観測） 





表Ⅲ.3.1.1.2-2 高層気象観測器材（YOPP-SH の観測） 
GPS ゾンデ 




気球 GPS ゾンデ観測 
600g 気球（2018 年 11 月 16 日～2018 年 12 月 31 日） 
RS-11G:浮力 1700g（巻下器使用時は 1800g） 
350g 気球（2019 年 1 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 
RS-11G:浮力 1400g（巻下器使用時は 1500g） 









2018 年 2019 年 合計
平均
極値
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 
定時観測回数（日数×2） 56 62 60 62 60 62 62 60 62 60 62 62 730
飛揚回数 57 63 65 62 58 66 66 67 64 64 63 62 757
正規観測回数（※1） 56 62 60 61 57 62 62 59 62 59 62 62 724
欠測回数（※2） 0 0 0 1 3 0 0 1 0 1 0 0 6 
資料欠如回数（※3） 0 0 1 0 0 0 0 3 0 2 0 0 6 
再観測回数 1 1 5 1 1 4 4 8 2 5 1 0 33  
到達気圧
 
  ／高度（※４）回数   56 62 59 61 57 62 62 56 62 57 62 62 718
平均 hPa 12.9 11.0 15.8 11.3 7.6 12.3 11.5 14.1 11.2 15.9 12.1 11.7 12.3
平均 km 30.1 30.2 28.6 28.7 29.8 27.5 27.7 28.6 29.4 29.3 30.8 31.0 29.3
最高 hPa 4.8 4.0 3.4 5.7 4.4 5.2 4.6 4.4 4.1 4.9 5.6 6.9 3.4
最高 km 36.8 36.6 36.9 32.7 32.7 31.2 32.5 33.6 34.5 35.1 36.0 34.4 36.9
※1：正規観測資料が得られた回数（地上値のみの観測を含む）。 
※2：悪天などのため観測できず観測資料が無い回数。 
※3：正規観測のうち到達気圧が 150hPa 指定気圧面未満であった回数。 
※4：正規観測のうち到達気圧が 150hPa 指定気圧面以上の観測について集計。 
 
b） YOPP-SH の観測 
11 月 16 日 06UTC～2019 年 1 月 31 日 18UTC までの期間、概ね順調に観測を実施した。観測状況を





表Ⅲ.3.1.1.2-4 高層気象観測状況（YOPP-SH 観測） 
  
2018 年 2019 年 合計
平均
極値
11 月 12 月 1 月 
定時観測回数 15 31 62 108 
飛揚回数 14 31 61 106 
正規観測回数（※1） 14 31 61 106 
欠測回数（※2） 1 0 1 2 
資料欠如回数（※3） 0 0 1 1  
到達気圧
 
  ／高度（※４）回数 14 31 60 105 
平均 hPa 14.4 13.8 33.5 20.6
平均 km 29.6 30.2 23.6 27.8
最高 hPa 8.0 9.1 21.5 8.0 
最高 km 32.6 32.3 26.3 32.6
※1：正規観測資料が得られた回数（地上値のみの観測を含む）。 
※2：悪天などのため観測できず観測資料が無い回数。 
※3：正規観測のうち到達気圧が 150hPa 指定気圧面未満であった回数。 






品質の一様な気候データ”の取得につながる。このため 00UTC、12UTC の観測においては 3 月 20 日




8 月 20 日に気温基準ゾンデの観測を 1 回、水蒸気ゾンデの観測を 1 回、2019 年 1 月 22 日に水蒸

















 1200g 気球、浮力 1900g（巻下器使用時は 2100g） 
水蒸気ゾンデ 







表Ⅲ.3.1.1.2-6 高層気象観測状況     表Ⅲ.3.1.1.2-7 高層気象観測状況 




2018 年 2019 年
8 月 8 月 1 月 
飛揚回数 1 飛揚回数 1 1 
到達気圧 
／高度 
最高 hPa 5.6 到達気圧 
／高度 
最高 hPa 5.7 5.8 




第 59 次隊では 5 月にカードル交換時、カードル付近のフレキシブルホースからヘリウムガスのリーク
が発生したため、予備のフレキシブルホースと交換した。 
表Ⅲ.3.1.1.2-8 ヘリウムガス運用状況 
  カードル 単管（7 ㎥） 
58 次隊から引継 未使用 20 基・空 2 基 0 本 
59 次隊持ち込み 40 基 30 本 
（59 次隊運用数合計 62 基 30 本） 
59 次隊持ち帰り 42 基 30 本 
















ECC 型オゾンセンサ 1Z 型 
ポンプ駆動電池 8V リチウム電池 2 本 






第 59 次隊では 51 回の観測を実施した。各月の観測状況を表Ⅲ.3.1.1.3-2 に示す。1 ヶ月に 3 回～
4 回の観測を実施した。オゾンホール発生期である 8 月から解消期の 11 月にかけては 1 か月に行う観
測回数を増やした。観測気球の油漬けは 2018 年 5 月 16 日～11 月 8 日に実施した。低温によるオゾン
センサの反応不良を回避するため、オゾンセンサの収納空間にアルミシートを入れ、ポンプ駆動電池
の収納空間に発泡スチロールを入れる保温対策を通年で実施した。さらに、5 月 16 日～11 月 8 日まで
の観測においては、ウォーターバッグをオゾンセンサの収納空間に入れることで保温対策を強化した。












11 4.9 7 4.3 8 13.1 3 8.9 5 4.5 2 6.0 
17 5.4 13 6.8 22 4.7 16 8.3 13 5.1 14 14.6 
26 6.0 24 4.5 29 19.6 26 8.9 22 6.9 21 25.3 
- - - - - - - - 27 5.5 29 13.7 
        
  
2018 年 2019 年 






3 6.1 5 6.6 7 13.3 8 8.4 3 8.0 8 14.5 
9 9.0 9 5.9 12 8.2 11 13.1 13 9.3 16 9.3 
14 24.6 15 6.9 17 284.8※1 14 10.7 21 9.8 21 6.7 
19 6.1 22 10.0 22 53.0 21 6.3 27 5.5 - - 
23 4.6 24 10.4 25 34.5 28 7.0 - - - - 
28 6.3 28 7.4 28 18.6 - - - - - - 









第 59 次隊ではオゾン濃度計 2 台（荏原実業、型式 EG-3000F、S/N：9020075・9020077）を持ち込み、
第 59 次隊夏作業中に第 58 次隊持ち込みのオゾン濃度計と並行観測を行い、観測に問題ないことを確
認した。2 月 1 日からは EG-3000F（S/N: 9020075）を正器として観測した。越冬期間を通して持ち込
んだ 2 台で並行観測を行い、8 月 1 日から EG-3000F（S/N: 9020077）を正器として観測した。10 月 16
日、UPS が電源障害を検知し、データ収録 PC の自動シャットダウンが実行されたため、観測データに
欠測が生じた。実際に停電は起きておらず誤検知と思われるため、UPS の設定を変更した。2019 年 1
月 6 日に第 60 次隊持ち込みのオゾン濃度計（ダイレック、型式 MODEL1100、S/N：1781-1・1781-2）2
台と併せて計 4 台での並行観測を開始した。1 月 18 日、停電により観測が停止し、観測データに欠測
が生じた。 










オゾン全量観測は、大気路程（μ）が 1.4～3.5 の間、太陽北中時と午前午後各 2 回の 1 日計 5 回、
それぞれ AD 波長組による太陽直射光および天頂光観測を行った。太陽高度角が低くなり AD 波長組に
よる観測が不可能な時期は、μが 4.5～6.5 の間に CD 波長組による太陽直射光観測を行い、CD 天頂光
観測はμが 7.0 程度まで実施した。3 月～10 月の半月～満月～半月となる期間は、μが最小となる時
間を中心に月光直射光による観測を行った。 
 オゾン反転観測は、晴天で天頂に雲がない条件の下、太陽天頂角 60 ﾟ～90 ﾟのロング反転観測と太
陽天頂角 80 ﾟ～89 ﾟのショート反転観測を可能な限り行った。 
 なお、測器の保護のため悪天時には観測を行わず、観測値の精度を確認・補正するため、定期的に




オゾン全量日代表値（暫定値）は、2 月 1 日から 4 月 27 日にかけてと、8 月 17 日から 2019 年 1 月
31 日にかけて、国際気象通報式（CREX）により地上気象観測と同様にインテルサット衛星回線を利用
して通報した。また、8 月 14 日から 12 月 31 日にかけては、オゾンホールの準リアルタイム報告とし




2018 年          2019 年  
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
全量観測日数 
(太陽光)*11 

























3 2 0 - - - 0 3 7 6 0 3 24 
反転観測日数 
(ショート)*2 
0 1 1 - - - 0 8 0 0 0 0 10 
注）「 - 」はオゾン全量観測またはオゾン反転観測が実施不可能な月。 







 月平均オゾン全量は、8 月までは参照値と比べて同程度または多い月が続いた。8 月下旬以降、オゾ
ンホールの目安である 220m atm-cm を下回る日が増え始め、9 月に入ると昭和基地はオゾンホールの
内部に位置することが多くなり、9 月の月平均オゾン全量は参照値を下回った。10 月 7 日には年最小






黒丸:2018/2/1～2019/1/31 の日代表値 破線:220m atm-cm(オゾンホールの目安となる値) 














屋上に設置し、各観測項目について 1 秒毎のデータサンプリングで連続観測を実施した。 
表Ⅲ.3.1.1.4-1 日射放射量観測項目等一覧 


























150m の海氷上に設置した上向き反射放射観測架台に各測器を設置し、各観測項目について 1 秒毎の
データサンプリングで連続観測を実施した。 
表Ⅲ.3.1.1.4-2 反射放射量観測項目等一覧 




















領域の大半と UV-A 領域の短波長側の波長域）の波長別紫外域日射量を 0.5nm 毎に観測した。 
d） 大気混濁度観測 
PMOD 製 PFR（Precision Filter Radiometer）（N59 号機）を太陽追尾装置に搭載し、波長別直達







が生じた。2018 年 2 月 11 日に精密赤外放射計の防霜ファンが破損したため、防霜ファンの交換を
行った。3 月 15 日にふぶきの影響で精密赤外放射計の信号ケーブルのコネクターが外れ、17 日の
荒天後点検の際に復旧した。10 月 29 日に精密赤外放射計の信号ケーブルが太陽追尾装置脚部への
引っ掛かりにより破断したため、予備器と交換した。それぞれ障害発生から復旧までの間、赤外放
射量観測に欠測が生じた。12 月 21 日にロガーメインユニットを交換した。12 月 25 日に 60 次持
込の精密全天日射計および直達日射計を設置し、正器との比較観測を開始した。比較観測結果から、
各測器で問題なく観測できていることを確認した。2019 年 1 月 1 日に比較観測を終了し、運用計画
に基づき、精密全天日射計を散乱日射観測の測器として交換し、直達日射計は、副器として運用し




概ね順調に観測を継続した。6 月 4 日、A 級ブリザードの影響で氷漬けになった精密全天日射計
を一時的に取り外し、解氷後、6 月 5 日に再設置した。氷漬けになった 6 月 2 日から再設置の 6 月
5 日まで反射日射量観測に欠測が生じた。2019 年 1 月 24 日に昭和基地計画停電により反射日射量
観測、上向き赤外放射量観測、反射紫外域日射量観測、放射収支量観測に欠測が生じた。 
c） 波長別紫外域日射量観測 
現用器であるブリューワー分光光度計 MKⅢ（168 号機）を用い、毎正時に UV-B 領域の紫外線強
度を観測した。強風時は測器保護のため観測を停止したほか、観測精度を維持するため、定期的に
外部標準ランプによる点検を実施した。2017 年 8 月 13 日から測器感度の上昇が継続しており、観
測データは 58 次と同様に外部標準ランプ点検結果によって補正した。2018 年 12 月 28 日から 60 次
持ち込みの 209 号機を気象棟屋上に設置し、比較観測を開始した。その後、209 号機に動作不良を
確認したため測器を調整したが、動作不良は解消されず 209 号機は 59 次で持ち帰ることとした。 
d） 大気混濁度観測 
概ね順調に観測を継続した。強風時は測器保護のため太陽追尾装置を停止し欠測が生じた。2019






a） 昭和基地における地上および高層の気象観測データ、S17 の気象ロボット観測データ 
b） 気象庁数値予報資料 





・AMPS（Antarctic Mesoscale Prediction System） 
・オーストラリア気象局作成インド洋地上天気図 









a） 2018 年 2 月 
2 月は、昭和基地の北の海上を通過する低気圧が多く、月を通して曇りとなり雪の降る日が多かっ
た。このため、2 月としては月間日照時間の少ない方から 1 位となった。また、低気圧の影響で暖か
い空気が流れ込んだため、2 月としては月平均気温の高い方から 4 位となった。発達した低気圧が接
近した 3～4 日、9 日は C 級ブリザードとなった。 
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b） 2018 年 3 月 
3 月上旬は、先月に引き続き、昭和基地の北の海上を通過する低気圧が多く、曇りとなり雪の降る
日が多かった。一方、中旬から下旬の天気は周期的に変化し、高気圧に覆われて晴れる日も多くなっ
た。このため、日照時間の月合計は、ほぼ平年並みとなり、14 日は、3 月として日最少相対湿度 4 位
となった。発達した低気圧が接近した 8～9 日、22 日は C 級ブリザードとなった。 
c） 2018 年 4 月 
4 月は、昭和基地の北の海上を離れて通過する低気圧の影響を受け、曇りとなる日が多かった。一
方で、低気圧の接近が少なかったこともあり、雪日数が平年より少なく、風は平年より弱かった。全
般に平年より高い気温となり、4 月としては月平均気温の高い方から 4 位となった。低気圧接近時に
ふぶきになる日があったが、ブリザードの基準には達しなかった。 
d） 2018 年 5 月 
5 月は、高気圧や気圧の尾根に位置した影響で晴れの日が多く、月平均海面気圧は平年よりも高く、
晴れ日数も平年より 11.6 日多かった。このため、5 月としては月間日照時間多い方から 1 位となった。
また、晴れて気温が下がる日が多く、5 月としては月平均気温の低い方から 7 位となるとともに、11
日は 5 月としては日最少相対湿度 4 位となった。一方で、雪日数は平年よりも 13.5 日も少なかった。
発達した低気圧が接近した 22～23 日は B 級ブリザードとなった。 




ザードが合計 4 回あり、その内の 2 回は A 級となった。 
f） 2018 年 7 月 
7 月前半にかけては、6 月に引き続き低気圧と気圧の尾根が交互に昭和基地の北海上を通過し、天
気は周期的に変化した。7 月後半は、高気圧に覆われて晴れる日が多くなった。極夜の明けた 7 月後
半に晴れが多くなったこともあり、7 月としての月間日照時間の多い方からの極値を更新した。また、
中旬は、強い寒気の影響で平年よりも気温が低くなった一方で、下旬は、日照時間が多かったことも
あり平年より気温が高くなった。ブリザードは、6 月から継続したものを除き合計 3 回あった。 




月として月間日照時間の多い方から 5 位となった。また、気温も中旬を中心に高くなり、8 月として
月平均気温の高い方から 7 位となった。ブリザードは、昭和基地に低気圧の接近した下旬に 2 回あっ
た。 







平均気温は、平年よりも低くなった。ブリザードが合計 4 回あり、その内の 2 回は A 級となった。 
i） 2018 年 10 月 
10 月上旬から中旬にかけては、低気圧が周期的に昭和基地近傍を通過した影響で、晴れの日と雪や
ふぶきの日が交互に訪れた。一方、下旬は、高気圧に覆われる日が多かったため晴れや薄曇りの日が
多かった。平年に比べて月平均気温が低く、10 月として低い方から 6 位となった。特に上旬は、寒気
の影響と晴れて放射冷却が効いたため、10 月として日最低気温の低い方から 6 位（3 日）と 7 位(2 日)
を記録し、旬平均気温が平年よりも 7.5℃低くなった。また、晴れや薄曇りの日が多かったため日照
時間の月合計が平年より多く 10 月として月間日照時間の多い方から 8 位となった。ブリザードは、B
級が 1 回あった。 
j） 2018 年 11 月 
11 月は、頻繁に低気圧が昭和基地の北海上を通過した影響で曇りや雪の日が多く、日照時間の月合
計が 188.6 時間と平年の 6 割程度（平年値 316.0 時間）で、11 月として月間日照時間の少ない方から
2 位となった。日平均雲量 8.5 以上の日が平年より 6.5 日多く、雪日数も平年より 8.1 日多かった。
また、平均海面気圧は平年より 6.2hPa 低くなった。ブリザードが 3 回あり、その内の 2 回は A 級とな
った。 
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k） 2018 年 12 月 
12 月中旬は、昭和基地が気圧の尾根に位置したため、晴れの日が多くなった。一方で、上旬と下旬
は、低気圧が昭和基地の近傍で停滞することが多かったため、曇りや雪の日が多くなった。このため、
日照時間の月合計が 371.5 時間と平年よりも 60 時間以上少なかった（平年値 434.6 時間）。その他は、
概ね平年並みだった。12 月はブリザードがなかった。 
l） 2019 年 1 月 
1 月は、はじめ低気圧が周期的に通過したため、晴れの日と雪の日が周期的に訪れたが、中旬以降
は次第に低気圧が昭和基地の近傍で停滞することが多くなったため、曇りや雪の日が多くなった。こ
のため、日照時間の月合計が 267.9 時間と平年よりも 100 時間以上少なく（平年値 374.7 時間）、1 月
として月間日照時間の少ない方から 8 位となった。その他は、概ね平年並みだった。1 月はブリザー
ドがなかった。 
4) ブリザード統計 
各月のブリザードの内容を表Ⅲ.3.1.1.5-1 に示す。視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の状態が 6 時間以
上継続した場合をブリザードと定義している。階級基準は以下のとおりである。 
・A 級：視程 100m 未満で風速 25m/s 以上の状態が 6 時間以上継続 
・B 級：視程 1km 未満で風速 15m/s 以上の状態が 12 時間以上継続 
・C 級：視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の状態が 6 時間以上継続 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































析に使用するとともに、DROMLAN 支援の気象実況として提供した。  




以上、蓄電池箱と送受信装置箱は-10℃以上に保つように設定されている。データの送受信は 10 分に 1
回行われるが、風力発電機によるバッテリ充電量に対し、電力の消費が激しい場合は自動で 1 日 1 回
に変更され、更に電力消費が激しいと送受信が停止するようになっている。 
表Ⅲ.3.1.1.6-1 使用測器等一覧 
観測項目 測器名 感部型式 備考 
気圧 電気式気圧計 CVS-PTB-210 信号変換箱内に設置 
気温 電気式温度計 C-HPT S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設置 
湿度 電気式湿度計 CVS-HMP-155D S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設置 
風向・風速 風車型風向風速計 CYG-5108MA S17 航空拠点発電機小屋屋上に設置 
 
2) 観測経過 
2018 年 8 月 30 日、10 月 7 日、2019 年 1 月 2 日、3 日に定期点検を実施した。 
2018 年 5 月 22 日～8 月 29 日まで、湿度計の観測データ異常により湿度が欠測となった。 
 
(2) 移動気象観測【TJM06_02】 
第 59 次隊では、この項目の観測は実施しなかった。 
 
3.1.2 電離層 
3.1.2.1 電離層の観測【TN01】   















いことが 2018 年 2 月に１回、4 月に 1 回、2019 年 1 月に 4 回発生したが、各施設に接地された観測機器
にて異常なきことを確認した。 
 









機と第 51 次隊、第 54 次隊において建てられた 40m デルタアンテナ 2 基から構成される。電離層棟、電
離圏観測小屋には、温湿度データロガーが設けられ、常に Web を通して室温の確認が出来るようになっ
ている。 
2） 観測経過  
観測機器のデータ取得状況を Web より遠隔にて観測ステータスとデータ取得状況を毎日確認、記録し、
月初に前月の観測記録を情報通信研究機構（NICT）に報告した。2018 年 10 月 16 日に FMCW1 号機を再起
動により観測を復旧した。2019 年 1 月 18 日、昭和基地にて全館突発停電が発生、その影響で 06:32UTC
から 07:17UT までの FMCW 転送データが欠測した。 
電離層棟内、電離圏観測小屋内の温湿度データロガーが、ソフトウェアエラーにより観測が停止した
ため、電離層棟内では 2018 年 5 月、11 月、2019 年 1 月にそれぞれ１回、2018 年 10 月に 2 回、電離圏
観測小屋内では 5 月、10 月、12 月にそれぞれ 1 回、ロガー本体電源の OFF/ON による再起動で対処した。 
第 59 次隊の夏期作業で撤去した電離層棟内の旧電離層垂直観測機器（10C 型観測システム）の排熱が
無くなった影響で、2 月以降の電離層棟内の平均室温が著しく低下した。棟内の観測機器まわりの保温
対策を実施する一方で 4 月に暖房設備の温度設定を見直して消費燃料を抑えることに努めた。 
 

































次の日程により、記録紙交換を行った。(交換日 収録停止→収録再開 、時刻は LT) 
2 月 27 日 : 10:42→10:54  6 月 28 日 : 11:34→11:38  10 月 28 日 : 16:39→16:45 
3 月 29 日 : 10:16→10:24    7 月 30 日 : 15:16→15:21    11 月 27 日 : 09:50→09:57 
     4 月 30 日 : 09:47→09:56    8 月 27 日 : 16:30→16:39    12 月 25 日 : 17:08→17:15 
     5 月 30 日 : 15:16→15:24    9 月 27 日 : 20:07→20:13    2019 年 1 月 25 日 : 09:49→10:02 
2 月 9 日にインク No.4 を増設した。記録紙交換時及び 2 月 9 日、4 月 13 日、10 月 12 日に打点式 
記録器のインク補充を行った。また、2 月 27 日 10:38、3 月 29 日 10:13、4 月 30 日 10:12、5 月 30 日 




6 月 23 日～24 日、極地研計画停電に伴う Polaris の停止により、データの自動転送が停止したが、  
復帰後には自動再開した。 
8 月 4 日～10 日、潮位観測モニターPC の波形データに途切れがあったが、その後、正常に回復した。 
11 月 27 日の記録用紙交換時に用紙送り速度が 100mm/h になっていたため、翌日 06:24LT に通常の 
25mm/h へ戻した。 
2019 年 1 月 18 日に基地全停電が発生したが、停電中も UPS で欠測なく稼働した。 
2019 年 1 月 24 日の計画停電では、停電中も UPS で欠測なく稼働した。停電途中、UPS 電池切れの 
警告が表示されたため、小型発電機から電源を取り観測を継続した。 
2） 験潮儀小屋建物保守 
悪天候後の建物点検と月に 1 回の験潮儀小屋建物点検を行った。時々少量の雪の吹込が見られるこ 
とがあったが特に問題は無かった。点検の際、センサーケーブルが沈んでいる付近の様子を写真撮影 
した。越冬期間中、プレッシャーリッジに押し上げられるようにセンサーケーブルが浮き上がった。 
付近の海氷が融けた後、2019 年 1 月末に飛び出たケーブルを石で押さえる形で修繕した。 
 
3.2 モニタリング観測（基本観測） 
3.2.1 宙空圏変動のモニタリング【AMU】  
3.2.1.1 オーロラ光学観測【AMU0901_01】                              佐藤 士朗 
1） 概要  
a） エレクトロンオーロライメージャ（EAI-1、EAI-2）  




b） プロトンオーロライメージャ（PAI-1、PAI-2）  
PAI-1 および PAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（PAI-1：485.0nm、PAI-2：480.5nm）、
冷却式 CCD を備え、プロトンオーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目的とする。本システム
は自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データは Web で配信されている。  
c） カラーデジタルカメラ（CDC-1、CDC-2）  
       全周魚眼レンズ付き一眼レフデジタルカメラを用いて、全天オーロラ画像を連続的に高精細カラー
撮像する。本システム(CDC-1)は自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データは Web で配信されて
いる。第 56 次隊から、既存のシステムに加え、大口径広角レンズ付き一眼レフデジタルカメラを用い
てオーロラをイベント観測するシステム(CDC-2)を試験導入しており、第 59 次隊も引き続き運用した。 
d） 簡易型全天ビデオカメラ（WATEC-1、WATEC-2） 
簡易型の白黒ビデオカメラ（WATEC-1: WAT-120N+、WATEC-2: WAT-910HX/RC (59 次で新規設置)）に
魚眼レンズ（1/2 インチ用）を装着し全天を映し込めるようにしたもの（以下 WATEC と略称）である。




は 1 秒毎と 10 秒毎に、WATEC-2 は 10 秒毎にそれぞれ JPEG 形式の静止画像を作成し記録している。本
システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データは Web で配信されている。  
e） 掃天フォトメータ（SPM） 
掃天フォトメータ（以下、SPM と略称）は、全天の緯度方向に沿ってオーロラ発光輝線強度分布の





水平線（0 度）から磁南方向の水平線（180 度）の間を連続的に往復して観測を行う。8 種類のフォト
メータユニットのうち 1～6 チャンネルはプロトンオーロラの発光輝線（水素原子ベータ線 Hβ
（486.1nm））がドップラーシフトしてできるスペクトル分布の観測を、7～8 チャンネルはエレクトロ
ンオーロラの発光輝線の観測を行った。 
2） 経過  
a） EAI-1、EAI-2 





2 月に１回、5 月に 2 回、8 月に 1 回発生した。EAI-1 にて観測開始時の操作ミスによるデータ欠測が
6 月に１回発生した。オーロラ観測期間外（2018 年 10 月中旬～2019 年 1 月末）は、機器の電源を OFF
し電力使用量節減に努めた。  
b） PAI-1、PAI-2  
       PAI-1、PAI-2 ともに、2 月 26 日から 10 月 13 日まで悪天候時を除き 195 晩分のデータを取得した。
ソフトウェアエラーにより自動観測が開始しない或いは観測途中で停止する障害が PAI-1 は４月に 2
回、5 月に 6 回、8 月に 3 回、PAI-2 は４月に 2 回、5 月に 2 回、9 月に 2 回発生した。オーロラ観測
期間外（10 月中旬～1 月末）は、機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。  
c） CDC-1、CDC-2  
       CDC-1 は、2 月 26 日から 10 月 13 日まで悪天候時を除き 193 晩分のデータを取得した。荒天後の観
測再開時操作ミスによるデータ欠測が 3 月と 8 月にそれぞれ１回発生した。6 月に光学ドーム内着霜
が発生したため、ドライヤーにて霜取りを行った。2019 年 1 月、CDC-1 のカメラ本体を第 60 次隊が持
ち込んだものと交換しソフト内の設定値を変更した。 
CDC-2 はオーロラブレイクアップ等激しいオーロラが出現した時間帯に観測者が手動で観測を開始
した。2 月 26 日から 10 月 13 日までの観測期間中、10 晩のデータを取得した。オーロラ観測期間外（10
月中旬～1 月末）は、機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。 
d） WATEC-1、WATEC-2 
WATEC-1、WATEC-2 ともに、2 月 25 日から 10 月 13 日まで悪天候時を除き 196 晩分のデータを取得
した。6 月、7 月に光学ドーム内着霜が発生したため、ドライヤーにて霜取りを行った。観測開始直後
に画面がハングアップ又はフリーズし、時刻が表示されないトラブルが WATEC-2 にて 8 月に 4 回、9
月に 11 回発生した。原因は光学ドーム内のヒーター位置が WATEC-2 カメラ本体に近すぎて誤作動を誘
発していたと思われ、ヒーターの設置位置を変更することで解消した。10 月にカメラを保護する光学
ドームが破損したため、新品に交換した。オーロラ観測期間外（10 月中旬～1 月末）は、機器の電源
を OFF し電力使用量節減に努めた。 
e） SPM 
3 月 12 日から 10 月 9 日まで悪天候時を除き 129 晩分のデータを取得した。6 月に光学ドーム内着
霜が発生したが、ドーム内のヒーター温度を 25 度から 30 度に上げることで解消した。また受光部土
台で塗装が剥がれ土台の木がむき出しになっている部分はパテ埋めし防水塗装を施した。ソフトウェ
アエラーにより観測データが自動保存されない障害が 10 月に 2 回発生し、いずれもシステム再起動に
より解消した。2019 年 1 月、受光部ユニットを第 60 次隊が持ち込んだものと交換し、制御部のゲイ







    






      1．観測開始 12 時間前までの間で、変動幅 200nT を越えない。 
2．観測開始 30 分前までの間で、変動幅 30nT を越えない。 
3．観測開始の直前、10 秒間で変動幅が 0.75nT を越えない。 
b） 経過 
観測ではフラックスゲート磁力計セオドライト型磁気儀（以下では FT 型磁気儀と略称する）を使 
用し、地磁気偏角と伏角を測定した。全磁力測定にはテラテクニカ製プロトン磁力計・PM218 を用い
た。観測は月に 1 度を目処に 2018 年 2 月から 2019 年 1 月までに計 13 回実施した。データ処理後の観
測結果を観測責任者と気象庁地磁気観測所へ報告し、採用可否の判断を仰いだ。地磁気絶対観測結果
を表Ⅲ.3.2.1.2-1 に示す。 
2 月 11 日に実施した観測では、観測中の地磁気変動が大きかったが、その月の計測値として、採用




オーバーハウザー磁力計撤収に伴いその前後で観測を 2 回実施した。 
 










偏角   
 (度) (分) 
伏角 
(度) (分) 
2018/02/12 12:12 42940.86 19267.34 -38375.72 -51 12.9 -63 20.41
2018/03/13 06:43 42939.17 19291.70 -38361.07 -51 15.6 -63 18.14
2018/04/06 07:45 42941.91 19287.83 -38366.53 -51 16.3 -63 18.61
2018/05/16 11:23 42952.50 19289.98 -38377.39 -51 13.7 -63 18.85
2018/06/11 10:37 42948.83 19296.60 -38369.55 -51 14.0 -63 18.09
2018/07/30 11:35 42947.91 19293.35 -38370.54 -51 15.7 -63 18.36
2018/08/31 11:50 42949.70 19284.91 -38376.53 -51 16.7 -63 19.18
2018/10/07 10:55 42929.56 19291.97 -38350.72 -51 16.8 -63 17.75
2018/11/19 11:48 42937.07 19277.53 -38366.59 -51 15.8 -63 19.35
2018/12/15 11:17 42930.55 19271.41 -38362.73 -51 18.9 -63 19.65
2019/01/13 11:49 42910.90 19274.93 -38338.15 -51 20.3 -63 18.51
2019/01/20* 07:23 42929.17 19294.01 -38348.39 -51 23.45 -63 17.52
2019/01/20* 12:23 42948.64 19292.51 -38372.36 -51 17.75 -63 18.49








     b） 経過 
3 軸フラックスゲート磁力計（島津製作所製 MB-162、以下 MB-162 と略称する）を用いて、地磁気 3
成分の連続観測を行った。取得されたデジタルデータは、超高層モニタリングデータ収録システム（新
ATLAS システム）と新磁場ロガーにより収録されている。毎月の観測基線値算出、MB-162 のキャリブ
レーション、K インデックス算出については、以下に経過の詳細を記す。2019 年 1 月は 13 日に１回、
20 日にオーバーハウザー磁力計撤収に伴いその前後で観測を 2 回実施した。 
ア） 基線値観測   











2018/02/12 12:12 18029.11 18547.99 -38430.02  
2018/03/13 06:43 18030.31 18547.97 -38430.26  
2018/04/06 07:45 18030.62 18547.93 -38428.93  
2018/05/16 11:23 18032.82 18548.38 -38438.23  
2018/06/11 10:37 18031.83 18548.25 -38439.98  
2018/07/30 11:35 18032.06 18548.11 -38442.5  
2018/08/31 11:50 18033.79 18548.23 -38443.29  
2018/10/07 10:55 18034.75 18548.15 -38445.33  
2018/11/19 11:48 18031.13 18547.54 -38439.65  
2018/12/15 11:17 18029.04 18547.80 -38432.19  
2019/01/13 11:49 18028.04 18548.48 -38427.98  
2019/01/20* 07:23 18027.28 18548.01 -38419.31 オーバーハウザー磁力計撤収前 
2019/01/20* 12:23 18022.27 18529.76 -38422.24 オーバーハウザー磁力計撤収後 
 * オーバーハウザー磁力計撤収前後で 2 回、絶対観測を実施した。 





地磁気が静穏な日に MB-162 の各成分に±100nT の感度信号をそれぞれ 20 秒間入力し、キャリブ
レーションを行った。2018 年 2 月から 2019 年 1 月までのキャリブレーション結果を表Ⅲ.3.2.1.2-3
に示す。入力信号と出力値の比は 1 付近で安定しており、磁力計が年間を通して正常に動作してい
ることが確認できた。   
表Ⅲ.3.2.1.2-3  キャリブレーション結果 
実施日 水平成分 偏角方向成分 鉛直成分 
2018/03/23 0.99717  0.98952  0.98887  
2018/04/06 0.99162  0.99438  0.98220  
2018/05/16 0.98918  0.98824  0.98186  
2018/06/11 0.99327  0.99205  0.97720  
2018/07/30 0.99467  0.99234  0.98236  
2018/08/31 0.99456  0.99674  0.97732  
2018/09/28 0.99201  0.99153  0.97602  
2018/10/31 0.99022  0.99358  0.98003  
2018/11/22 0.99232  0.99868  0.97869  
2018/12/15 0.99074  0.99019  0.98320  
2019/01/13 0.99559 0.99221 0.98347 
2019/01/27 1.01406  1.00938  0.98251  
 
ウ） K インデックス算出 
昭和基地では 3 時間毎に K インデックス値が自動的に算出される。MB-162 のキャリブレーション

















地磁気変化計室では、プロトン磁力計 PM-218 を用いて、毎分観測を行う。9 点の測量鋲では、プロ
トン磁力計 G856 または PM215 を使用する。G856 または PM215 は、10 秒計測で 1 分間（7 回）観測を
行う。この観測値と地磁気変化計室に設置した PM-218 の 1 分計測との差を繰り返し算出する。 
b） 経過 
第 60 次隊夏の風力発電機建設作業による影響を確認するべく第 59 次隊では第 60 次隊到着前の 12
月 14 日に環境監査を実施した。2019 年 1 月 25 日に第 60 次隊と共に実施する計画でいたが、風力発
電機建設作業途中の為、建設後 2 月以降の実施となり、報告は第 60 次隊に委ねた。なお、12 月 14 日
はプロトン磁力計 PM215 を使用した。表Ⅲ.3.2.1.2-4 に過去 2 回分と比較した観測結果を示す。 
 
  表Ⅲ.3.2.1.2-4  環境監査観測結果（絶対観測室との全磁力値の差） 
日付 
測量鋲地点 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
2017/11/23 -20.3 -53.4 8.2 -50.3 -66.3 38.3 26.5 -0.9 -97.5 
2018/01/25 -20.5 -53.1 6.6 -50.3 -66.4 37.7 26.3 -1.8 -97.4 

















2） 経過  
共通機器用の UPS：hfups3 にて電源異常を示すエラーが 11 月、12 月にそれぞれ１回発生し、電源供 
給している uapsrv や uapnas 等の異常停止が発生した。UPS：hfups3 に接続している各機器（UPASRV3、
UAPSRV モニタ、UAPRAID4、LTO2 ドライブ 2、e-SATA1・2）の電源を落とし、UPS 内部のコネクタを再接
続し、UPS を再起動することで解消した。その後は様子をみることとした。2019 年 1 月 18 日、事故停電
後に各機器を再起動した。1 月 19 日、宙空共有 NAS：uapnas2 のデータ許容量オーバーによるエラーが
発生した。uapnas2 用の不要なバックアップデータ削除にて解消した。1 月 24 日の計画停電時、VLF 用
UPS・UAPUPS1・hfups3 の UPS バッテリーを交換した。 
3） 問題点・課題 
       特になし。 
     
3.2.1.4 西オングル島における宙空モニタリング観測【AMU0903_01】                  佐藤 士朗 
1） 概要 
電磁雑音の少ない西オングル島の宙空テレメータ基地において、太陽風－磁気圏－電離圏－地球大気
結合系の中で生起する ULF 帯から VLF 帯までの自然電磁波動、及び HF/VHF 帯の銀河雑音電波吸収のモニ
タリング観測を行った。 
a） ULF 帯地磁気脈動観測 
インダクション磁力計を用いて、0.1～10Hz 帯の地磁気脈動が観測されている。磁力計センサーは、
旧システムでは 3 本のセンサーが地磁気の南北、東西、垂直方向、新システムでは 2 本のセンサーが
南北、東西方向のデータを取得するように設置されている。センサーからの信号はそれぞれアンプで
増幅された後に cRIO ロガーを経由して無線 LAN 経由でデータ伝送され、情報処理棟のサーバーに記録
されている。 
b） VLF 帯自然電波観測 
デルタ型ループアンテナを用いて、100～10kHz 帯の自然電波が観測されている。旧システムは南北
の磁界変動を、また新システムは南北、東西の磁界変動を観測する。それぞれアンテナ直下のプリア
ンプ、観測小屋内のメインアンプで増幅された後に cRIO ロガーを経由して無線 LAN 経由で情報処理棟
のサーバーにデータ伝送し、記録されている。新 VLF システムではワイドバンド出力はアンチエリア
ジングフィルタを経由して cRIO ロガーに入力されている。またワイドバンドデータは専用サーバー上
で FFT 処理される。これらのデータファイルは 1 日 1 回、国内へ伝送される。 
c） リオメータ(30MHz/38.2MHz) 






ムを第 49 次隊以降、長期にわたり試験運用し、動作データを無線 LAN 経由で昭和基地及び国内（極地
研）へ伝送してきたが、第 56 次隊からは西オングル観測の主電源として活用するために、新たに 1
システムを増設、また 1～3 号機のそれぞれに 12V 100Ah の蓄電池 4 個を増設し、電池容量を倍増させ
た 4 システム構成とし、以後、順調に運用されている。 
第 56 次隊以前に主電源として使われてきた旧太陽電池系電源システムでは、太陽電池により充電







e） データ収録・処理部、無線 LAN 通信システム 
観測された ULF、VLF/ELF、リオメータの各観測系データは、cRIO ロガーを経由して、また電源系  
データは LS7000 ロガーを経由して 2 系統の無線 LAN により昭和基地へ伝送されている。 
2） 経過 
a） ULF 帯地磁気脈動観測 
新 ULF ケーブルの振動による雑音混入対策としてセンサケーブルを石で覆い強風による振れ止めを
行った。2018 年 11 月、及び 2019 年 1 月に旧 ULF キャリブレーションを実施した。 
b） VLF 帯自然電波観測 
第 58 次隊に引き続き旧システムに比べて、新 VLF の低周波数側の感度が低く、旧システムで観測
されている現象が観測されない、という問題点があり、2019 年 1 月 9 日、新 VLF のアンプからローパ
スフィルターを介してロガーへ繋がる信号入力線 ch1 をローパスフィルター介さずに直接アンプから
ロガーに接続するように繋ぎ替えた。1 月 21 日、9 日の対応では低周波数域の現象が確認出来なかっ
た為、アンプからローパスフィルターを介さないまま、高周波数帯の 100kHz 信号線から低周波数帯の
10kHz 信号線に繋ぎ替えた。2018 年 11 月、2019 年 1 月に旧 VLF キャリブレーションを実施した。 
c） リオメータ(30MHz/38.2MHz) 
第 58 次隊に引き続き 30MHz リオメータは出力異常のため、第 59 次夏にアンテナ直下の受信機本体
を交 換、本体-観測小屋間のケーブルを交換したが、2 月時には解決に至らず受信機本体を取り外し




在庫品 2 個の内 1 個が正常、38.2MHz 用は在庫品 2 個の内 2 個共に正常なことを確認した。11 月に
30MHz/38.2MHz それぞれの受信機本体を再度取付、その後 30MHz には正常な日変化が確認されたが、






為、急遽 1 月の DROMLAN 便に便乗して在庫を手配した。その後 38.2MHz にて出力電圧は低いものの日
変化が確認された。2019 年 1 月、第 60 次隊に対し保守及び不具合発生時の原因調査、受信機本体の
動作確認方法を引継ぎした。第 60 次隊でも引き続きアンテナの保守、メンテナンスを継続する。 
d） 風力発電－太陽電池ハイブリッド自然エネルギー電源システム 
極夜期間中に風力発電 4 基の内、2 号機にて風力による発電が確認出来ず、原因の切り分けを行い、
8 月に風力発電機の制御盤を交換した。その後も異常が見られたため調査を継続、原因切り分けの結
果、12 月に発電機（FM910-4）を交換、その後正常な発電を確認した。2019 年 1 月の保守点検・60 次
隊引継ぎ作業期間に、蓄電池の電圧、内部抵抗の計測を行ったが異常はみられなかった。    
10 月、発電機担当隊員が発電機小屋の発電機の点検を実施した。2019 年 1 月に太陽電池により充  
電される鉛蓄電池のバッテリーターミナルを交換した。 
e） データ収録・処理部、無線 LAN 通信システム 
5 月に極夜期の消費電力を抑えるため風発データ取得・伝送用機器（LS-7000 と無線 LAN 装置）2 系
統の電源を OFF にした。 
情報処理棟内データロガーのデータ生成プログラムの不具合により、西オングルからの転送データ
が欠損することが 3 月、9 月、2019 年 1 月にそれぞれ 1 回発生、データロガーの再起動により解消し
た。 
10 月から 2019 年 1 月末にかけて、昭和基地でのネットワークが不安定となり西オングルから情報
処理棟への転送データが断続的に欠測する日が続いた（2019 年 2 月 1 日以降欠測はなし）。 
3） 問題点・課題 
稼働中の旧 VLF、新 VLF アンテナのほかに、使用していない VLF アンテナがあり、荒廃が進んでい
るため時期を見て撤去するのが望ましい。2019 年 1 月確認時、稼働している旧 VLF、新 VLF アンテナ
にも支線のたわみがあったため、第 60 次隊でもアンテナの保守を継続する。 
 







    
3.2.2.1 大気微量成分観測 （温室効果気体）【AMP0901】             加藤 恵亮 
大気微量成分観測にかかわるメンテナンス作業を表Ⅲ.3.2.2.1-1 に示す。 
     表Ⅲ.3.2.2.1-1 温室効果気体連続観測におけるメンテナンス作業 
実施事項 二酸化炭素 酸素 メタン 一酸化炭素 
日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 
水トラップ交換 F T P 自動転送 F T P 自動転送 F T P 自動転送 F T P 自動転送 
水トラップ用エ
タノール交換 
2019 年 1 月 23 日 なし なし なし 
エアラインフィ
ルタ交換 

















なし なし なし なし 









































インレット点検 ブリザード後 ブリザード後 ブリザード後 ブリザード後 
装置本体交換 2019 年 1 月 5 日 
2018年12月30日 
2019 年 1 月 29 日 




LO W ガス電磁弁交換 
2019年1月18日 
H IG H ガス電磁弁交換







H K データ用P C 交換












2018 年 11 月 19 日 
 
（1） 大気中 CO2 濃度連続観測【AMP0901_01】                        加藤 恵亮 





2018 年 7 月 9 日にブレーカーが落ち、同日これを復旧した。復旧後は標準ガスの調圧器の二次圧が
上昇する異常が見られた。その後二次圧の値が次第に上昇してきたため、9 月 13 日に標準ガスの調圧
器を交換した。2019 年 1 月 18 日に事故停電が発生し、19 日にこれを復旧し観測再開した。計画停電
のため 1 月 23 日に観測停止。24 日に観測再開。第 59 次隊本機は第 60 次隊持ち込み機と交換し、第
60 次隊予備機として残置。第 59 次隊予備機は国内持ち帰りとした。 
3） 問題点・課題・提言 










     2018 年 2 月 8 日に H2 用電磁弁の不具合により H2 ガスの供給が止まったため、予備の電磁弁と交換
した。 
     7 月 9 日にブレーカーが落ち、10 日これを復旧した。復旧後は正常に動作した。 
     2019 年 1 月 8 日に FID Flame が消えたため異常停止が起こった。FID Flame 再点火後、同日観測再
開。18 日に事故停電が発生し、22 日にこれを復旧し観測再開した。23 日に計画停電のため観測停止。











     2018 年 3 月 23 日、5 月 5 日、6 月 3 日、6 月 23 日、6 月 27 日、7 月 29 日、9 月 5 日、10 月 3 日、
11 月 10 日、12 月 29 日に異常停止が起こった。RGA3、PRG-102A、C-R5A の 3 台の再起動後は正常に復
旧した。4 月 10 日、11 月 19 日に UV ライト、スターター、Hg スクラバを交換した。 
     2019 年 1 月 18 日に事故停電が発生し観測停止。同日これを復旧し観測再開した。22 日、23 日に 60
次持ち込みの新型 CO 計のガス検定を行うため観測停止。23 日に計画停電のため観測停止、24 日に観





（4） 大気中 O2 濃度連続観測【AMP0901_04】          加藤 恵亮 
1） 概要 
大気中の CO2 濃度変動と密接な関係にある大気中の酸素について、南極域における挙動を明らか 
にするため、差分燃料セル分析計（Sable Systems 社製 Oxzilla/FC2）を用いた酸素濃度連続観測シ
ステムを継続運用した。取得したデータは国立極地研究所において処理・解析される。日常的なメン
テナンス作業については表Ⅲ.3.2.2.1-1 に示した。 
      
2） 経過 
      日常点検では、圧力調整及び流量調整を行った。アスピレーションインレットから通常インレット
へ切り替えた期間は、2018 年 3 月 1 日～11 月 5 日。   
Ref 圧を高く設定すると PCU-2 の値が負の値になる症状がひどくなったため、2018 年 3 月 8 日にセ
トラ箱を交換した。交換後は症状が少し収まったが、時間経過とともに症状は悪くなっていった。 
     4 月 9 日から HK データ用の PC のシャットダウンが頻繁に起こるようになったため、予備 PC に交換し
た。交換後は正常に観測を開始した。 
      2019 年 1 月 18 日に事故停電により観測停止。1 月 19 日これを復旧し観測再開した。1 月 23 日に計
画停電のため観測停止。1 月 24 日観測再開。第 59 次隊本機及び予備機は第 60 次隊持ち込み機と交換
し、国内に持ち帰った。 
3） 問題点・課題・提言 









   （5） 温室効果気体分析用大気採取【AMP0901_05】     加藤 恵亮 
1） 概要 
      大気採取実績を表Ⅲ3.2.2.1-2 に示す。採取した試料は国内へ持ち帰り後、各研究機関において分
析・解析される。採取にあたっては、風向北～東、風速 3m/s 以上晴天日を採取基準としたが、基準に
満たない天候が続く場合は基地活動、野外活動の影響がないことを確認し採取を行った。 
  表Ⅲ.3.2.2.1-2 大気採取実績一覧 
    
 
2） 経過 
     通年してほぼ順調に大気採取を実施できた。東北大温室効果気体用試料は週 1 回全 52 試料、東北大
酸素用試料は月 2 回全 24 試料、NOAA 用試料は月 2 回全 24 試料、産総研用試料は月 1 回全 12 試料、
極地研大容量大気試料は全 6 試料を採取した。2018 年 10 月 13 日に NOAA 用試料サンプリング装置に
チューブの割れを見つけたためこれを補修した。2019 年 1 月 11 日に採取した NOAA 用試料の容器が保
管中に破損した。 
3） 問題点・課題・提言 
     保管中に NOAA 用試料の容器が割れてしまったが、収納用の箱がサンプル容器に干渉していることが
その原因として考えられる。可能であれば収納用の箱の形状の改善を NOAA に提案してもらいたい。 
 
   （6） CO2 同位体観測用大気試料精製【AMP0901_06】                   加藤 恵亮 
1） 概要 
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初期容器状態 大気・大気圧充填 大気・大気圧充填 大気・大気圧充填 真空 大気・大気圧充填
















2018年1月採取日 なし なし なし なし 25
2018年2月採取日 2、8、15、22 9、21 8、22 なし 22
2018年3月採取日 1、7、14、21、28 7、21 7、21、 13 21
2018年4月採取日 4、12、18、24 12、24 12、24 なし 24
2018年5月採取日 9、17、21、28 13、21 9、21 15 21
2018年6月採取日 6、14、19、25 15、26 14、25 なし 25
2018年7月採取日 11、19、25 13、27 11、25 14 25
2018年8月採取日 1、7、15、23、27 8、15 7、15 なし 15
2018年9月採取日 4、10、21、25 10、25 10、25 7 25
2018年10月採取日 3、10、15、21 15、21 10、21 なし 21
2018年11月採取日 1、4、12、20 5、20 4、20 5 20
2018年12月採取日 3、9、16、24 9、24 9、24 なし 9




  表Ⅲ.3.2.2.1-3 二酸化炭素同位体観測用大気採取および精製実績一覧 
      
 
2） 経過 
大気試料採取日および CO2 精製日を表Ⅲ.3.2.2.1-3 に示す。 
2018 年 2 月 27 日に精製装置のシーケンサのバッテリー切れが発生し、精製装置電源 OFF 時に、精
製プログラムが削除される不具合が発生。3 月 19 日にプログラムを再度インストールし、精製装置の
電源は常時 ON にし対応した。 
5 月 9 日に、真空排気しても真空度が 1.5E-2 以下には下がらず、自動精製プログラムを実行できな
くなる不具合が発生。5 月 14 日、ロータリーポンプのフォアライントラップ内のアルミナの交換を実




10 月 15 日には、精製作業中ピラニ真空計の値が異常だったため、同日中に再度サンプリングと精


























































3.2.2.2 エアロゾル・雲の観測【AMP0902】      





2)  経過 
荒天時は測定を停止し、本体に保護カバーを装着し、再起動スクリプトが動作しないように制御パ
ソコンの電源を落とした。観測期間中、制御ソフト気圧表示ウィンドウのフリーズ、非表示、ゼロ表
示が発生した際は制御パソコンの再起動を実施した。2 月 25 日、3 月 26 日に UPS のバッテリーの交換
サインが出ており、UPS の異常停止が起こったため、6 月 30 日に UPS のバッテリーを交換した。2 月
24 日、3 月 26 日、4 月 6 日に雨センサーにエラーが起こり異常停止した。着霜は無かったが、センサ
ーにサビがあり清掃を行うことで復旧した。5 月 2 日太陽高度低下のため、保護カバーを装着し観測
を停止した。8 月 15 日太陽高度上昇のため極夜後の観測を再開した。10 月 15 日に COM ポートエラー
が起こり異常停止となったため、再起動を行った。再起動後は正常に動作した。1 月 18 日事故停電に
より観測停止。同日観測再開。23 日に計画停電のため観測停止。24 日 10:45UTC に観測再開。 
3） 問題点・課題・提言 
     頻発した雨センサーのエラーは、サビが原因であると考えられるため、センサー部品の交換が望ま
れる。 
 
   （2） マイクロパルスライダー観測【AMP0902_02】                          加藤 恵亮 
1） 概要 
マイクロパルスライダー（MPL、SESI 社）による地表面から上空 60km までのエアロゾル・雲の鉛直
構造の観測をおこなった。昭和基地での MPL 観測は、NASA が展開中の MPLNET の 1 サイトとして維持
されている。現在の MPL による観測は 47 次隊が観測棟に設置して以来、連続自動で観測を実施してい
る。第 47 次隊までは観測棟側壁の窓を通して斜め上方の観測であったが、第 48 次隊により観測棟屋
上に MPL 用の天窓を取付け、それ以降は天窓を通して鉛直上方の観測をおこなっている。第 57 隊より




MPL および MPL-4-pol について、毎月 1 回月末にアフターパルスおよびダークカレントの測定を実
施した。降雪・降霜などにより天窓が雪や霜に覆われた場合、清掃を実施した。降雪が予想される場
合は予めブロワーを稼働した。気温の低い日には天窓の内側に着霜する場合があり、サーキュレータ
により室内空気を送ることで防霜対策をおこなった。4 月 10 日、4 月 17 日、4 月 21 日に MPL の制御
PC の AC アダプタに異常が発生し PC が停止したため、4 月 23 日に AC アダプタを安定化電源に交換し






   （3） 全天カメラ雲観測【AMP0902_03】                                    加藤 恵亮 
1） 概要 








の再起動を実施した。2018 年 5 月 18 日太陽高度低下のため、保護カバーを装着し観測を停止した。8
月 1 日太陽高度上昇のため極夜後の観測を再開した。6 月 30 日に UPS のバッテリーを交換した。1 月













ブリザード後の除雪に要する人時数を削減した。2018 年 7 月からはダクト内部、建屋の出入り口前の
み除雪を行い、建屋周りの除雪を行わないようにした。何度かブリザードが来たが、建物及びダクト
が埋まることはなかったため、10 月まで大規模な除雪は行わなかった。10 月 2 日、3 日にかけてパワ
ーショベルを導入し建屋周りの除雪を行った。5 月 23 日ブリザードにより採気管のアウトレット側の
ダクトが破損したためこれを交換・復旧した。9 月 13 日にはブリザードによって採気管のアウトレッ
ト側から雪が逆流し、採気管及びシロッコファンが凍結した。採気管を外し除雪、シロッコファンの
解凍を行った後は正常に復旧した。 
（a） 光散乱式粒子計数装置 （KC01E、RION 社）による地上エアロゾル粒度分布測定 
5 種類の粒子径 （0.3μm、0.5μm、1μm、2μm、5μm）の粒度分布観測をおこなった。日常点検
以外の機器動作確認として、月 2 回のサンプル流量チェックとゼロチェック、月 1 回の PSL 試験
（1.00μm のみ）をおこなった。10 月 11 日の流量チェック時に、流量が異常値を示したためこれを調
整した。1 月 18 日事故停電のため観測停止。同日観測再開。12 月 30 日に第 60 次隊持ち込み機と第
59 次隊持ち込み機の並行ランを行ったが、第 60 次隊持ち込み機の調子が悪かったため、第 59 次隊本
機を第 60 次隊本機、第 59 次隊予備機を第 60 次隊予備機にした。第 60 次隊持ち込み機は国内に持ち
帰りとした。 
（b） 凝結核粒子計測装置（CPC-3783、TSI 社）による地上エアロゾル総粒子濃度測定  
7nm 以上の総粒子濃度の連続観測をおこなう。日常点検以外の機器動作確認として、月 2 回のサン
プル流量チェックとゼロチェックをおこなった。数ヶ月に 1 回程度ウィック交換をおこなった。5 月 7
日にデータ表示に異常があったため再起動を行った。再起動後は正常に動作した。11 月 5 日にデータ
表示にエラーが起きたため再起動を行った。再起動後は正常に動作した。11 月 22 日にはコンポート
エラーが起きたため再起動を行った。再起動後は正常に動作した。12 月 31 日に第 60 次隊持ち込み機





   （5） 光吸収性エアロゾルの連続観測【AMP0902_05】                 加藤 恵亮 
1） 概要 
南極沿岸域における炭素質エアロゾルの季節変化やその動態を捉えるため、昭和基地清浄大気観 
測室に設置されたエサロメータ（Magee Scientific 社製）およびマルチアングル吸光光度計 




MAAP 本体から PC へのデータ転送は月に 1 回 TeraTerm を使用して行なった。5 月 19 日にフィルタ
テープが切断されてエラー表示が出ていたため、テープを貼り合わせて観測を再開した。1 月 18 日事
故停電のため観測停止。同日観測再開。1 月 23 日計画停電対応のため観測停止。24 日に観測を再開し
た。 
（b） エサロメータ 
エサロメータから PC へのデータ転送は TeraTerm を用いて自動的に実施され、PC に保存されたデ





30 日にはエサロメーターの、ポンプのダイヤフラム交換を行った。1 月 18 日事故停電のため観測を停









（1） 氷床表面質量収支観測 （沿岸）【AMP0903_01】       加藤 恵亮 
1） 概要 
昭和基地からとっつき岬までの海氷厚と積雪深さ測定、とっつき岬から S16 までのルート雪尺測定、
表面積雪採取、S16 の 36 本雪尺網観測及び各地点の GPS 測定を実施した。 
2） 経過 
2018 年 6 月 12 日にとっつき岬方面のルート整備が始まった。6 月 12 日、15 日、7 月 12 日、14 日、
16 日、17 日、21 日、22 日に昭和基地からとっつき岬までの積雪・氷圧調査を行った。7 月 31 日にと
っつき岬から S16 間のルートが整備され、TS-03～S16 間の雪尺観測を実施した。9 月 16 日には TS-03
～S16までの雪尺及び雪面の写真撮影、雪面の状態を観測した。10月 6日に TS-07～S16間の雪尺観測、
10 地点で積雪サンプリングを実施した。10 月 6 日、7 日に S16 の 36 本雪尺網の観測及び保守を行っ





    
   （2） 氷床表面質量収支観測 （内陸）【AMP0903_02】         加藤 恵亮・平沢 尚彦 
1） 概要 
中継拠点旅行に合わせ、S16 から中継拠点までのルート雪尺測定、表面積雪採取、各地点の GPS 測
定および雪尺網観測を実施した。観測遂行にあたっては、平沢隊員に委任した。 
2） 経過 





   




    
3.2.3.1 統合測地モニタリング観測【AMG0901】 
（1） DORIS 観測【AMG0901_01】 
越冬期間を通じて自動観測を継続した。ただし VLBI 実験中は混信を避けるために停波した。停波期 
間は、2018 年 2 月 14 日 17:00UT～16 日 18:28UT、2 月 22 日 17:05UT～23 日 17:56UT、11 月 7 日 17:00:00UT
～9 日 19:08:40UT、2019 年 1 月 29 日 17:00:00UT～30 日 18:14:00UT。 
DORIS は原子時計を使用しており、協定世界時との時間差は 37～38 秒（協定世界時の方が遅れ）とな
っている。 
2019 年 1 月 18 日に基地全停電が発生した。停電中は専用の UPS で稼働したが、復電後、UPS の 
    Charge Status が｢2｣点滅から｢3｣へ変化した。 
2019 年 1 月 24 日に計画停電が実施された。停電中は専用の UPS で稼働した。 






2018年12月末から2019年1月にかけてVIDEO AMPLIFIERの更新と動作確認を行った。  
2） VLBI観測 
第59次隊ではVLBI国際観測実験を合計9回実施した。 
OHG111 2月6日17:30～2月7日17:21         OHG114 11月6日17:30～11月7日17:28 
OHG112 2月7日18:15～2月8日17:52         OHG115 11月7日18:00～11月8日17:53 
OHG113 2月14日18:00～2月15日17:57       OHG116  11月14日18:00～11月15日18:00 
AOV020 2月27日17:37～2月28日17:24       T2130   1月29日17:30～1月30日17:30 
AOV024 6月19日17:30～6月20日17:25       ※時刻はUT 
OHG113～117とAOV020、AOV024、T2130のデータは2019年3月に国内へ持ち帰った。また、第60次隊     
実施のOHG117(2019年2月5日～6日実施)のデータも第59次隊で持ち帰った。 
D-calとautoobsのスケジュールが一致しないことが多々あるが、仕様上仕方のないことなので特に 
     対応は実施していない。 
各実験に関するトラブルなどは以下の通り 
OHG111 : No.61(1424-418)スキャン中にアンテナスレーブが落ちたが直ちに復旧させた。 
No.78(0454-234)スキャン中にアンテナ側で警告音が鳴った。原因は不明。すぐに復旧 
した。 
OHG112 : No.65(1424-418)待機中にアンテナスレーブが落ちたが直ちに復旧させた。 



















OHG116 ： 実験前々日の準備作業時、VIDEO CONVERTERの電源を入れるとOUTPUT MONITORチャン 
ネル２が赤ランプでエラー表示になっていた。そのまま準備作業を続けていると緑ラン 
プに変わっていた。翌日、VIDEO CONVERTERを見るとOUTPUT MONITORチャンネル２の緑 
ランプがまた赤ランプに変わっていた。当日準備の最中にも、緑になったり赤になった 
りを繰り返している状態だったが、実験がスタートしてからは緑ランプのまま経過した。 




















    







モードに変更した。9月26日、Tilt XとTilt YのBDを7から3に変更した。9月27日、Gravity Sensor 1
のフィードバックの強さをStrongからMediumに落とした。9月28日、コントロールパネル側でStrong FB 
& BD3に変更し、RLC画面で Operation ModeをRun & BD 7に変更した。10月5日、Tilt Yケーブルを脱
着しTiltYの値が復活するか確認した。10月10日、T1,T2,T3,T4の温度モニターをONにした。10月11日、






     2） 気象ロガー 
超伝導重力計周りの気圧変化を面的に観測するため、電離層観測小屋及びインテルサットレドーム
に気象ロガーを設置し気温と気圧の測定を実施している。気象ロガーは12Vの鉛蓄電池又はリチウムイ  
オン電池を接続し、プラスチック製の箱に収めた。月末にロガーの確認とバッテリー電圧の測定を行     
い、適宜データ回収及びバッテリー交換を実施した。 
     a） 電離層観測小屋 































































    








「おんどとり」のデータを吸い出し、「おんどとり」自体も持ち帰った。GEM-1 のデータはスロット1  






















向岩及びオングルガルテンの露岩 GNSS 観測点において、露岩に埋め込まれたボルトにアンテナを 






    
3.2.3.2 地震モニタリング観測【AMG0902_01】  
地震波形データ収録ソフト（SeisComp3）によるHES地震計及びSTS地震計の100Hzサンプリングデータを 
   自動取得し極地研へ自動転送している。2019年1月、専用のシステムラックを地学棟に設置し各装置の配置 
や配線を整理した。 





2月17日：13:05～13:10（N/S）       7月24日：06:46～（N/S） 
4月 6日：13:54～（E/W）         10月 5日：06:55～07:04（E/W） 
4月16日：13:49～（N/S）         12月14日：14:14～14:33（E/W） 
4月26日：07:10～（N/S）                  12月19日：13:36～14:00（N/S） 
    5月 4日：07:16～（E/W）                  12月25日：05:14～05:50（U/D） 
5月13日：06:40～（N/S）                 （2019年） 
    5月18日：11:23～（E/W）                   1月 4日：20:06～20:22（E/W） 
6月15日：06:27～06:53（E/W）              1月13日：06:02～06:27（E/W） 
7月14日：07:59～11:08（U/D）       1月21日：11:31～11:52（E/W） 
2019年1月25日にSTS-1の真空引きを行った。 




U/D(1ch): 65.0cmHg(真空引き前) → 67.0cmHg(真空引き後) 
（マスポジション：1.33V→1.10V） 
N/S(2ch): 52.0cmHg(真空引き前) → 55.0cmHg(真空引き後)  
（マスポジション：-0.26V→-0.18V） 
2） HES短周期地震計 
    正常に収録を継続した。 





     フリーズ日時 → アプリケーション再起動日時（時刻はUT） 
     （2018年） 
1月31日：23:35 → 2月1日：05:06     3月24日：22:09 → 3月25日：10:10 
2月 6日：18:35 → 2月7日：10:27     3月26日：11:53 → 3月27日：8:28 
2月18日：14:39 → 2月19日：5:28          3月27日：12:36 → 3月28日：7:16 








     （2018年） 
2月27日 : 10:03 → 10:20      6月28日 : 08:08 → 08:23        10月28日 : 10:26 → 10:33 
3月29日 : 08:13 → 08:30      7月30日 : 06:18 → 06:31        11月27日 : 07:05 → 07:14 
4月30日 : 07:14 → 07:25      8月27日 : 13:46 → 14:01        12月25日 : 14:26 → 14:41 








9月 6日：フィジー M7.9 
9月28日：インドネシア M7.5 
12月 5日：ニューカレドニア M7.6 
12月11日：サンドウィッチ諸島 M7.1 

























































調査日 調査地 調査員 個体数の平均 標準偏差 
2018/11/14 鳥の巣湾 4 名 204.1 18.4 
2018/11/14 ネッケルホルマネ A 4 名 >1*   
2018/11/14 ネッケルホルマネ B 4 名 >1*   
2018/11/14 ネッケルホルマネ C 4 名 29.0 0.0 
2018/11/15 メホルメン 3 名 11.0 0.0 
2018/11/15 ウートホルメン 3 名 0.0 0.0 
2018/11/15 北島ルッカリー 3 名 3.0 0.0 
2018/11/15 中島 3 名 0.0 0.0 
2018/11/15 東オングル島夢の架け橋 2 名 0.0 0.0 
2018/11/15 ルンパ A 5 名 203.3 9.3 
2018/11/15 ルンパ B 5 名 110.3 3.6 
2018/11/15 ルンパ C 写真撮影 2305.0   
2018/11/15 袋浦 4 名 387.7 47.6 
2018/11/15 水くぐり浦 写真撮影 1482.0   
2018/11/18 弁天島 4 名 3.0 0.0 
2018/11/18 オングルカルベン A 5 名 248.5 35.1 
2018/11/18 オングルカルベン B 5 名 194.5 7.8 
2018/11/18 オングルカルベン C 5 名 43.1 1.0 
2018/11/18 オングルカルベン E 4 名 2.0 0.0 
2018/11/18 まめ島 5 名 450.6 28.4 
*ネッケルホルマネ A,B ではペンギンはいたが、カウントはできず。 
 
表Ⅲ.3.2.4.1-2. アデリーペンギン営巣数調査(12 月 1 日前後)の結果 
調査日 調査地 調査員 総営巣数の平均 標準偏差 
2018/11/29 水くぐり浦 写真撮影 763.0   
2018/11/29 袋浦 5 名 212.2 13.5 
2018/12/1 ルンパＡ 4 名 98.5 5.4 
2018/12/1 ルンパＢ 4 名 52.7 4.2 
2018/12/1 ルンパ C 写真撮影 1121.0   
2018/12/1 弁天島 3 名 1.0 0.0 




2018/12/2 オングルカルベンＢ 6 名 78.8 4.9 
2018/12/2 オングルカルベンＣ 6 名 1.0 0.0 
2018/12/2 オングルカルベン E 7 名 0.0 0.0 
2018/12/2 まめ島 6 名 199.8 7.4 
     
3.2.5 学際領域（共通）のモニタリング観測【AMS】 
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衛星 















362 447 308 283 384 402 339 289 409 369 298 284 4188
TERRA 226 251 241 236 204 225 237 223 230 221 245 215 2754
AQUA 190 220 202 218 192 212 213 221 210 192 214 177 2451
NPP,JPSS 423 460 449 458 430 462 472 457 472 417 467 330 5297
月次計 1682 1702 1790 1805 1696 1657 1870 1771 1796 1572 1801 1578 20737
      
3） 特記事項 
a） Xバンドデータ処理装置換装（2018年1月実施） 
       Xバンドデータ処理装置(showa-xp1)を第59次隊で持ち込んだ計算機に換装した。 
b） Xバンドデータ処理装置およびゲートウェイ装置換装（2019年1月実施） 
       Xバンドデータ処理装置(showa-xp2)およびゲートウェイ装置を60次隊で持ち込んだ計算機に換装し
た。 
c） その他設備不具合 





3.3.1.1 南極昭和基地大型大気レーダー観測【AJ0901_01W】               濱野 素行 
1） 概要 
フルシステムによる対流圏・成層圏（以下「ST」という。）と中間圏の標準観測を継続した。第 59 次
隊越冬期間中は 11 月になるまで積雪とそれに伴うアンテナエレメントの取り外しが少なく、第 58 次隊
に続いて、ほぼ 1 年を通して良質な風速推定を行った。また、ハードウェア（発電機、UPS 等）のトラ
ブルに要した観測停止時間も昨年の約 113 時間に対して約 23.5 時間で、観測モード切り替えやソフトウ
ェアのトラブルによる停止時間を合算しても 57.5 時間であった。システムのアップタイムは 8702.5 時
間/8760 時間（99.3％）であった。 
他の観測拠点・観測機器との同時キャンペーン観測として、北極成層圏突然昇温キャンペーン観測（世







第 59 次隊越冬期間中に実施した作業や発生した問題への対応などについて、以下に述べる。 
a）  標準観測 
フルシステムによる対流圏・成層圏と中間圏の標準観測を継続した。2018 年 3 月 5 日に極中間圏夏
季エコー（PMSE）観測用の観測パラメータ（レンジ分解能 300m）から極中間圏冬季エコー（PMWE）観
測用パラメータ（レンジ分解能 600m）へと切り替え、11 月 21 日に PMWE 用から PMSE 用へと切り戻し
た。10 月 3 日に MOD カードの内部プログラムを書き換え、対流圏・成層圏観測時に送信パルスの位相
飛びによって低層部がクリアに見えない問題を解消した。また、2018 年 1 月 31 日より対流圏・成層
圏と中間圏の観測に加え、流星風の観測を開始した。 
b）  キャンペーン観測・特殊観測 
ア） 北極成層圏突然昇温キャンペーン観測 
南極昭和基地大型大気レーダー（以下「PANSY」という）計画が主導する北極成層圏突然昇温
（Sudden Stratospheric Warming; SSW）に伴う全球的な中層大気の変化を捉えるための、大型大
気レーダー全球ネットワークによる国際協同キャンペーン観測（Interhemispheric Coupling Study 
by Observations and Modeling; ICSOM）は第 59 次隊で 4 回目の実施となる。観測モードは標準観
測と同じ対流圏・成層圏と中間圏の交互観測である。第 58 次隊により 2018 年 1 月 22 日に開始し
た ICSOM-3 は年度中に SSW の発生が見込まれなかったため、キャンペーンは 2018 年 2 月 1 日で終
了した。一方第 59 次隊と第 60 次隊が協同で（2018 年 12 月 22 日に）開始した ICSOM-4 では 1 月 1
日に大昇温となり、PANSY を含め各国の観測装置で良質な連続観測データを取得することに成功し
た。ICSOM-4 は 2019 年 1 月 24 日で終了した。PANSY ではその後も PMSE の観測を継続し、1 月 31 日
に観測モードを切り替えてから第 60 次隊に引き継いだ。 
イ） 流星ヘッドエコー観測 
PANSY の多チャンネルモードによる流星ヘッドエコー観測を 2018 年 5 月 7 日、6 月 13 日、及び 7




PANSY の周波数領域干渉計（Frequency Domain Interferometry; FDI）モードと、気温基準ゾン
デ（以下「MTR ゾンデ」という。）の同時キャンペーン観測を 2018 年 7 月 13 日から 7 月 16 日と 2018
年 10 月 1 日から 10 月 3 日の計 2 回実施した。PANSY は対流圏・成層圏モード 7 分、中間圏モード
2 分、FDI モード 33 分の交互観測とし、MTR ゾンデは 6 時間おきに 8 発を連続放球（気象条件がそ
ぐわない場合は 6 時間スキップ）とした。 





PANSY の電離圏観測モードは、第 58 次隊に引き続き、第 59 次隊でも 9 月 26 日および 9 月 28 日
に実施した。この観測時には Field Aligned Irregularity（FAI）観測専用アンテナアレイでも同
時にデータを取得した。 
オ） 四次元スペクトラム観測 



























第 59 次隊越冬期間中の PANSY 小屋での平均電力使用量を表Ⅲ.3.3.1.1-1 に示す。 
表Ⅲ.3.3.1.1-1 PANSY 小屋の電力使用量 
年月 専用発電機【kW】 基地発電機【kW】 合計【kW】 
2018 年 2 月 52.7 7.9 60.7  
3 月 53.2 7.6 60.8  
4 月 53.9 7.6 61.5  
5 月 53.0 7.5 60.5  
6 月 53.5 7.5 61.0  
7 月 55.3 7.4 62.8  
8 月 53.5 7.4 61.0  
9 月 54.4 7.4 61.8  
10 月 53.4 7.5 60.9  
11 月 52.0 7.8 59.7  
12 月 50.8 8.4 59.2  
2019 年 1 月 52.7 9.8 62.5 
 
d） 小型発電機小屋の管理 
 第 59 次隊では除雪やワッチ等を重点研究観測隊員が行った。 
ア） 工事 
2018 年 7 月に小屋の煙突工事が行われた。排煙が小屋内に再び入り込んでくる事象への対策とし





    

























常に少なかったため、輻射器を取り外したアンテナの数は 8 月末時点で 3 基、9 月末時点で 47 基で
あった（最終的に輻射器 83 基の取り外しを行った（最後の輻射器取り外しは 11 月 22 日））。 
イ） 重機除雪 





3.3.1.e）-イ）で述べた重機による除雪と、c-ア及び d-アで述べた PANSY 小屋床下、PANSY 発電
機小屋床下の除雪を並行して行った。重機除雪に関しては、11 月末まで続いたブリザードの影響に











付近の土が見えている場所から採取したものを用いた。概ね自部門の隊員 1 名で実施し、2 日程度
他部門支援 1 名（ブロック 4）を得、また半日ほどは 10 数名の支援を得た（ブロック間の非アンテ
ナエリア）。その結果、アンテナエリアのほぼ全域にわたって砂を撒くことができた。砂撒きは 12







129 群のモジュールおよびアンテナポールは第 58 次越冬隊が設置したため、第 59 次越冬隊では
輻射器エレメントおよび導波器エレメント設置を 4 月下旬に実施した。 
イ） ケーブル接続 
モジュールと屋外分配装置間での電源制御ケーブルの接続、モジュールと PANSY 小屋間での RF
ケーブルの接続、モジュールと輻射器間での RF ケーブルの接続を 2018 年 4 月末から 5 月上旬に実
施した。 
ウ） ソフトウェア書き換えと試験 
旧版（特殊観測用）環境で 2018 年 11 月 14 日および 2019 年 1 月 25 日に実施した。後者におい
て良好な動作結果が得られたため、2019年 1月 27日に対象FLPCのソフトウェア書き換えを実施し、
同日より新版環境にて試験を実施した。2019 年 1 月 31 日より、正式に標準観測として開始してい
る。 
h） MODカードの改修 




第 57 次隊以降に見られた ST のスペクトル中、ビーム 4、5 の 6km 以下、ドップラー速度-2.1m/s 付
近にゴーストが現れる現象については、2018 年 2 月 4 日に発生（59 次においては、ビーム 1、2、3
においても 2 月 7 日に発生）し、4 月 5 日に自然消滅するまで断続的に見られた。また、ドップラー





5 台全ての立ち上げを行う際には第 55 次隊によって確立された起動方法（観測を行いながら特定の順
序で一台ずつ変復調装置を立ち上げていく）に従った。 
k） スペクトル中のDC成分の肥大 
ST のスペクトルの DC 成分が肥大する現象が長期間にわたって発生する現象に関して、電磁的にシ
ールドするなどの処置を行い対応した。59 次越冬においては、電磁的にシールドしたケーブルを敷設









クタ）の交換は約 1500 時間ごととなった。 
ア） 負荷変動による 1 号機の突発停止 
突発停止によるインジェクタ交換は何度か行われた。1 号機にてインジェクタ交換を行ったのは
5 月 11 日、7 月 13 日、9 月 14 日、11 月 4 日、12 月 30 日の 5 回である。 
イ） UPS の監視 


















































表Ⅲ.3.3.1.2-1 2018 年各月におけるライダーの観測日数と観測実施時間 
月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 合計 
日数 3 晩 2 晩 0 晩 9 晩 4 晩 12 晩 12 晩 14 晩 11 晩 67 晩 









表Ⅲ.3.3.1.2-2 2018 年の原子・イオンの各ターゲットにおける観測実績と総日数・時間に対する割合 
ターゲット レーザー中心波長 観測日数 観測時間 割合（日数/時間） 
K 原子 770.1083536 nm 21 晩 267 時間 31% / 33% 
Fe 原子 386.1005500 nm 41 晩 502 時間 61% / 63% 
Ca+イオン 393.4772966 nm 3 晩 20 時間 5% / 2% 




















































































































































































































































































































































































































































































   






















 日付 放球時刻（LT） 結果 
#1 7月 13日 11:59:51 成功、高度 28600.3m まで到達。 
#2 7月 13日 17:35:32 成功、高度 30301.7m まで到達。 
#3 7月 14日 23:53:06 成功、高度 30090.5m まで到達。 
#4 7月 14日 06:02:28 成功、高度 28539.6m まで到達。 
#5 7月 14日 1200 頃を予定 曇天の為、放球断念。 
#6 7月 14日 17:52:52 成功、高度 29735.3m まで到達。 
#7 7月 15日 23:38:30 成功、高度 29599.0m まで到達。 
#8 7月 15日 0600 頃を予定 強風の為、放球断念（平均 9m/s 以上）。 
#9 7月 15日 1200 頃を予定 強風の為、放球断念（平均 10m/s 以上）。 
#10 7月 15日 17:55:48 成功、高度 23419.4m まで到達。 













 日付 放球時刻（LT） 結果 
#1 10 月 1 日 20:23:30 成功、高度 26822.1m まで到達。 
#2 10 月 1 日 23:11:12 成功、高度 27421.5m まで到達。 
#3 10 月 2 日 03:22:26 高度 8.3km でバルーンバースト、観測不成立。日の出
が近いため再放球は実施せず。 
#4 10 月 2 日 19:27:13 成功、高度 27297.8m まで到達。 
#5 10 月 2 日 22:14:52 成功、高度 27011.9m まで到達。 




















































































3.4.3 SuperDARN レーダーを中心としたグランドミニマム期における極域超高層大気と内部磁気圏の 
ダイナミクスの研究【AP0904】 











装置 2 基それぞれの観測小屋内及び基地主要部に設置された関係機器の定期的状況確認を行った。 






















鉄塔位置 鉄塔番号 設置状況 
主側 
（HF2M 側） 
1, 2, 3, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 16 設置を完了 
0, 11, 12, 14 未設置（アンカーボルトの径が不一致） 





























2018 年 1 月 24 日に計画停電が行われた。機器停止中に、新第 1HF レーダー小屋と第 2HF レーダー小
屋の UPS バッテリーを交換した。また、観測棟分電盤更新工事に伴い、観測棟の壁コンセントに差して
いた電源ケーブルを新設されたコンセントへ、計画停電の復旧時に差し替えた。計画停電後、1 月 25
日、26 日に hf1d1（新第 1HF レーダー小屋）、hfctl（観測棟）、uapsrv1（情報処理棟）に異常が発生し
た。hf1d1 のエラーはソフトウェアの問題であることが判明し、国内からの遠隔操作により解決した。
hfctl は 1 月 26 日の再起動により復旧した。uapsrv1 は 1 月 29 日に再起動を実施。国内からの調査で
停電後に rsh 系コマンドが動作しなくなった為と判明し、その後の対応は国内に依頼して対応された。 
2019 年 1 月 18 日 10 時 35 分 LT に、昭和基地で事故停電が発生した。基地電源が復旧した後、第 2HF
レーダーの観測を再開する際、HKPC が起動できない状況となった。起動 FD を使用して原因を調査した
ところ、内蔵の SSD のパーティションテーブルが壊れている事が分かった。起動 FD で HKPC を起動させ
た状態で、14 時 50 分に観測を再開した。同日観測棟の HKPC で第 2HF レーダー小屋の HKPC の状況確認、
1 月 19 日には前日の観測データが正常に観測棟へ転送されたことが確認できた。また、第 2HF レーダ
ーの復旧後に、PA12 の VSWR の警告ランプが点灯したため、一時的に PA12 をオフにして観測を再開し
た。この原因とその後の対応については第 60 次隊に引き継いだ。1 月 23 日に、第 2HF レーダー小屋の
HKPC の SSD を、2018 年 3 月まで使用していた HDD に交換したところ問題なく起動できたため、HDD を
使用して運用する事とし、取り外した SSD は確認のため持ち帰ることにした。 





ェース BOX（BAS BOX）の電源が入らなくなった。BAS BOX は予備機が無いため、小屋内で BAS BOX の内
部の調査を行ったところ、本来 12V と 5V が出力される内蔵の電源ユニットの 2 つの出力端子の両方か
ら、5～7V 程度の異常な電圧が出力されている事が分かった。更なる調査のため、1 月 24 日の夜に BAS 
BOX を情報処理棟へ持帰った。1 月 30 日までの調査により（2）外部から定格電源装置を使用して 12V
と 5V の電源を供給すると、少なくとも BAS BOX のフロントパネルの LED は点灯するが、内蔵された QNX 
PC のメッセージ画面に何も表示されない事、（2）QNX PC の OS が記録されたメモリカードのファイルシ
ステムには異常がない事（2）BAS BOX 背面からディスプレイを接続して QNX PC の画面を見ようとして
も表示されないため、PC の基板が正常に給電されていない可能性がある事が分かった。これ以降の調
査と修理作業は、第 60 次隊に引き継いだ。 
 
3）問題点・課題 
 第 1HF レーダーの BAS BOX の修復と、故障原因の究明が課題として残った。 
 























ch2 のアースの修復が完了せず第 60 次隊に作業を引き継いだ。 
  








第 59 次隊では秋（4 月に 1 回）、冬（7 月に 6 回）、春（10 月に 1 回）、夏（1 月に 6 回）に観測を計
画した。第 58 次隊の１月に計画された観測が天候不良等により実施できなかったため、2018 年 2 月
17 日に実施した。その後、秋の 1 回の観測として 4 月 11 日、冬の 6 回の観測として 7 月 16 日、20 日、
21 日、24 日、26 日、8 月 2 日、春の 1 回の観測として 10 月 25 日に実施した。1 月に計画した 6 回の
観測は主に天候不良（気象部門の項を参照）により全て実施できず、第 60 次隊に引き継いだ。 
7 月 20 日の観測において、2 連の巻き下げから繰り出されるロープの速度の方が気球の上昇速度よ
り速く、午前の放球ではゾンデが地物に衝突し観測が不成立、午後の放球ではゾンデが地面に接触し










第 58 次隊（2018 年 1 月）及び第 59 次隊（2019 年 1 月）と連続して 1 月の観測が主に天候により
不成立となった。第 58 次隊では主たる観測者の体調不良、第 59 次隊では主たる観測者の日程的制限











員 2 名の 3 名で実施することが多かった。ヘリウムボンベの搬入・搬出は気象部門と共同で実施し、
ほとんどの作業は気象部門に負った。 
 


















という。）である。いずれのシステムも第 58 次夏隊の S17 において十分な観測成果を得たものである。
地上風速 5m/s 以下の条件で飛行の可否を判断した。 
【経過】 
滑走路を昭和基地付近の海氷上（北の浦）に設定した。氷点下 20℃以下の環境で、自動飛行装置の
正常動作が得られず、最初の観測は 2019 年 9 月 25 日になった。以下に詳細を示す。 
・2 月 22 日にエンジンカイト 1 号機、2 号機、及び電動カイト 1 機の動作試験（エンジン、機体‐PC
間通信）を実施。電動カイト 2 号機のモデムが不具合となった。 
・3 月に機体の保管場所などの移動作業。 
・4 月にエンジンカイト用の自動航行装置のソフトウェアのバージョンアップを実施。 
・4 月 25 日に北の浦においてエンジンカイトの動作試験。海氷上でのタクシングの後、離着陸。離陸
時に機体脚部のスキーが外れ、ハードランディングし、主翼の梁を折る（後日、修理・復旧）。 
・5 月 7 日、8 日、21 日、26 日、28 にエンジンカイトの調整及び自律飛行基板の動作確認、5 月 8 日、





・9 月 17 日に電動カイトの制御基盤を用いてエンジンカイトの動作試験、正常動作を確認。 




・10 月 26 日～31 日に電動カイトの動作試験、11 月 1 日に北の浦において高度 200m で気球から機体
の切り離し試験を実施。正常動作を確認。これ以後は観測の機会がなく、対流圏観測は実施してい
ない。 













S および N 同位体などを測定する。基地による人工的な汚染を避けるため、清浄大気観測室屋上に上




グ停止に伴って積算体積 1000m3 未満の場合は翌日以降にサンプル回収を持ち越した。 
【経過】 
通年して安定した連続観測を実施した。 




られる。このため、3 月からは当初予定していた 250L/min の流量を 200L/min に変更した。しかしな




150L/min に戻した。このように 4 月から 7 月にかけ、海氷とフィルター状態を確認しながらサンプリ






















    







次隊夏期にスイス連邦工科大学と共同で S17 に AWS を設置した。 
冬季の内陸への物質輸送のメカニズムの解明に向けて、昭和基地から大陸間のエアロゾルの空間分
布を捉えるために無人飛行機観測を実施した。自動飛行制御基板の低温環境下における動作不良があ





・2018 年 1 月 30 日～2 月 13 日に AC 電源からの給電により密閉空気による計測試験。 
・2 月 13 日～28 日にバッテリーからの給電により密閉空気による計測試験を実施し、48 時間以上の
連続観測が可能なことを確認。以後、4 月 5 日まで密閉空気による計測試験を継続し、ノイズの発
生条件を解析。 
・4 月 5 日に屋外大気を取り込んだ計測を開始。8 月まで継続。 
・8 月に中継拠点旅行での観測に向けて梱包を開始。 






・5 月 6 日～9 日に人工衛星（アルゴス）との接続を確立。 
・7 月にデータロガーのプログラムにおいて、2 つの温湿度計の気温と湿度の記録部分を修正。 
・8 月に中継拠点旅行での観測に向けて梱包を開始。 
・9 月 15 日～10 月 14 日の中継拠点旅行において 10 月 1 日に中継拠点に設置完了、観測開始。この
時点で衛星リンク用のケーブルが破損したため、観測データはデータロガーへの記録のみとなった。 
・11 月 28 日にドームふじ旅行隊により、衛星リング用のケーブルを交換し、リアルタイムデータが
インターネット経由で国内にアーカイブ開始。また、これによって、気象庁から全球通信システム























・水循環：4 月 2、7 日、5 月 1、23 日、6 月 3、26、28、30 日、7 月 1、4、7、8、10、12、14、18 日、
8 月 26、29、30 日、9 月 1 日、10 月 30 日 
・化学：5 月 2、23 日、6 月 4 日、7 月 9 日、9 月 2 日、22 日、10 月 17 日 
6）高層気象ゾンデ 
極夜明けの中継拠点旅行において復路にキャンプ地で毎日観測を実施するとともに昼食後の走行中
にも観測を実施した。9 月 30 日（中継拠点）から 10 月 9 日（H200）にかけて 14 回の観測を行った。
これにより、冬季の南極氷床上の緯度断面のデータを取得した。観測されたデータは、衛星を介して




区において気温の連続観測を実施した。気温計は 2018 年 1 月に設置し、通年観測を継続中である。







・4 月 4 日に南極観測センターと TV 会議を実施。中継拠点旅行、ドームふじ旅行のための燃料、雪上
車、橇等について、計画を構築することを合意。この時点では昭和基地の南軽ドラム缶の在庫は 350
本程度と把握され、中継拠点旅行とドームふじ旅行の実施には燃料の余裕がない条件であった。後
日、南軽ドラム缶の在庫が 550 本程度あることが分かり、それを踏まえた計画に変更された。 
・6 月にオペ会によって S16/17 の橇・車輛の引き出し、S16/17-昭和基地間の橇の取り回し、昭和基
地における燃料搭載、車輛整備等について計画の概要が策定された。 





























・9 月 13 日に中継拠点旅行の先発隊、支援隊が昭和基地を出発。 
・9 月 14 日に中継拠点旅行の後発隊が昭和基地を出発。 
・9 月 15 日に中継拠点旅行が S16 を出発。 






を 9 月 15 日に設定していたため、燃料橇や雪上車の準備に割ける時間が約一月となり、余裕のない
スケジュールを作らざるを得なかった。第 59 次隊は野外活動や内陸活動に慣れた隊員が多く、この
ような計画にも対応できた。また、8 月の天候が安定しており、計画した活動のほとんどをこなすこ








（1） レジオネラ調査【AP0924_01】                    粕谷 和彦・宮岡 陽一 




採取日時：2019 年 1 月 9 日：第一夏宿の男子風呂、洗濯機、調理場、発電棟男子風呂、グリーンルーム。
1 月 20 日：女子風呂。1 月 28 日：RO フィルター130KL 水槽。 
検体は島田隊員が帰国後、東京医科歯科大学にて解析予定である。 








東京医科歯科大学大学院 健康推進歯学分野教授 川口陽子、同非常勤講師 財津崇 
研究方法：定期健康診断の時期（3 月、6 月、9 月、12 月）に次の a)-e)を実施した。 
a) 咬合時の口腔内写真を撮影（帰国後、歯肉の炎症評価 PMA-index を行う）。 
b) 唾液成分採取：5 分間の安静時唾液を採取した（帰国後の免疫力とストレス状態の評価としてコルチ 
ゾール,sIgA の分析を行う）。 
c) 口腔内細菌数：細菌数測定装置細菌カウンタを用いて口腔内の総菌数を測定（帰国後に解析）。 
d) 潜血度解析…抗ヒトヘモグロビン・モノクローナル抗体反応試験紙（ペリオスクリーン）を用いて  
唾液中のヘモグロビンを検出した（帰国後に歯周病の評価解析）。 
e) 口腔保健行動質問票およびストレスに関する質問票（PHQ-9、State-Trait Anxiety Inventory (STAI)、
EPQ、PSQI）を用いたアンケートを行った（帰国後に解析）。 
    帰国後解析は東京医科歯科大学大学院・財津崇歯科医師と東京医科大学・井上猛医師を中心に行われる。 
    
（3） 南極越冬隊隊員におけるストレス、気分、睡眠と代謝の関連性の研究【AP0924_03】 




研究分担者：同 宮岡陽一、同・研究教育系生物圏研究グループ教授・渡邉研太郎、同 伊村智、 
東京医科大学・精神科学主任教授 井上猛、同・乳腺科学主任教授・石川孝、 
同・低侵襲医療開発総合センター教授・杉本昌弘 
研究方法：定期健康診断の時期（3 月、6 月、9 月、12 月）に下記 a)-c)を実施した。 
a) ストレスに関する質問票（PHQ-9、State-Trait Anxiety Inventory (STAI)、EPQ、PSQI）を用いたア
ンケートを行った（帰国後に解析）。 
b) 採取血液から血漿を分離して、クライオチューブに入れてマイナス 60 度に冷凍した（帰国後に血漿  
中のアミノ酸比を解析）。 





   （4） 南極地域観測隊におけるプロバイオティクス内服に伴う腸内細菌叢の変化【AP0924_04】宮岡 陽一 
    1）概要及び経過 




    2）課題 
     元々母数が少ないにも関わらず 4 群に分けたため、1 群 8 名と非常に少人数になってしまった。分析
結果である程度の方向性が認められれば複数年での調査が求められるだろう。 
 
   （5） 南極地域観測隊における運動量とサルコペニアの関連について【AP0924_05】        宮岡 陽一 








    2）課題 
     ディスプレイのない活動量計を用いたこと、越冬中に修理不可能な故障が多く発生したことから、通
年での運動量の評価が困難になった。隊員数と同程度の予備が必要と思われた。 
 
   （6） 南極地域越冬中のストレスと三大欲求の変化について【AP0924_06】        宮岡 陽一 
    1）概要及び経過 
閉鎖空間である越冬期間中は、プライバシーは制限され、白夜で睡眠バランスが崩れ、自分の好みの
食事とは限らず、多大なストレスにさらされている。人間の三大欲求と言われている食欲・睡眠欲・性
欲の変化およびそれに伴うストレスの変化を調査する研究である。越冬期間中、4 回 POMS2 で各隊員の
ストレス調査を行うと同時に、質問票にて 3 大欲求の自己評価を行ってもらった。 
  2）課題 
     調査そのものが各隊員のプライバシーに関わるものの為、越冬期間中は調査のみで解析は日本国内で
行うことから、各隊員へのフィードバックが遅くなる。 
 
（7） ビデオ会議システムがもたらす健康影響の評価【AP0924_07】     粕谷 和彦・宮岡 陽一 
研究代表者：国立極地研究所・特任技術専門員・南極観測隊医療担当隊員 粕谷和彦 
研究分担者：国立極地研究所・教授・渡邉研太郎、旭川医科大学病院・助教・及川欧（東洋医学担当医） 








3.5.1 無人航空機による空撮が拓く極域観測【AH0902】            平沢 尚彦・山田 恭平 
 【概要】 
エンジン式カイトプレーン（以下、エンジンカイト）、及び気球浮揚型電動式カイトプレーン（以
下、電動カイト）に映像装置を搭載し、観測する。オペレーションは主に AP0910_04 及び AP0911_03
と合同で実施する。 
映像装置として、ゴープロ（1 秒インターバルで 3 時間程度、または動画で 1 時間程度）、シータ
（4 秒インターバルで 12 時間程度）、FPV カメラ（ビデオで 2 時間程度）を用意した。 
【経過】 













第 40 次隊より運用が開始された S165L-UT×300kVA（240kW）2 台体制による安定した電力供給を第 59








No. 第 58次からの引継ぎ時間 第 59 次隊の年間稼動時間 第 60 次隊への引継ぎ時間
1 号機 99925.4 4091.8 104017.2 










































































       
  図Ⅲ.4.1.1-2 月別平均電力・最大電力 
 
イ） 運転サイクル及び点検整備 
2019 年 1 月に実施した 1 号機のオーバーホールのため、2018 年 2 月～9 月までは 1 号機の駆動時間
を調整する目的で、1 号機 1 回/30 日間、2 号機 1 回/15 日間のサイクルで運用していた。しかし、10












専用発電機の整備、2018 年 7 月の 1 号機定期点検時の全量交換（400ℓ）、2018 年 11 月の 2 号機定期点




































































第 59 次隊では、燃料噴射ポンプ用潤滑油（スー パー マルパスDX100」は点検ごとに全量交換とし、年間
128ℓを使用した。 
オ） オンサイトシステムと機械ワッチ 
第 37 次隊で設置し、第 44 次隊で更新したオンサイトシステムにより発動機をはじめとするコージ
ェネレーション設備の監視を常時行い、機械ワッチにも活用した。第 57 次隊で両号機の全基盤を交換
した際の温度が表示されない症状は第 59 次隊でも改善されなかった。11 月にはメインの HDD が経年
劣化により故障した為、第 58 次隊で持ち込んだ新品の PC に交換した。2019 年 1 月末に実施した夏期
計画停電時に、オンサイト制御盤内の制御用電源にも不具合が発生した為、PC の画面上に温度がほぼ
表示されていない状態で第 60 次隊に引き継いだ。この不具合については第 60 次隊により関係部門に
問い合わせの上、対応及び調査中である。 





a） エンジン整備・運用状況  
ア） 発電機稼働内容 
第 55 次隊より運用が開始された SDG150S×125kVA（100kW）2 台体制による電力供給を第 59 次隊で
も継続して実施した。第 59 次隊夏作業で 4 号発電機を 1 号発電機と入れ替えた。運用は 1 号発電機を











年間の燃料消費量は、W 軽油が 16,2325ℓ であった。毎月の使用量は使用負荷が PANSY レーダーのみ
のため、年間を通して一定している。 
エ） 機械ワッチ 
機械隊員、宙空隊員（PANSY 担当）により、13:00 の 1 日 1 回、ワッチと給油を行った。給油状態
の確認は第 57 次隊で設置したネットワークカメラを使用した。 
3） 小型発動発電機 




経年劣化により故障した、雪鳥沢観測小屋発電機の更新工事を行なった。（第 59 次隊夏期、第 60
次夏期）小型発動発電機の管理番号があるものを中心に保守点検計画表に基づき行った。管理番号の
付与されていなかった発動発電機については発電担当の管理下に置き、整備部品のないものに関して
は第 60 次隊へ調達参考意見を提出した。 
    




第 37 次隊（1995 年）で 1 号機を「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更新工事を行
い運転を開始した。第 40 次隊（1998 年）で 2 号機も更新工事を行い運転を開始した。また、国内で発
電機のオーバーホール（ベアリング交換）を行った後、第 49 次隊で 1 号機、第 53 次隊で 2 号機、第 57
次隊で 1 号機の交換を実施している。第 59 次隊では 2 号機の E 点検を実施した。 
b） 運用状況 
年間を通して異常なく稼働した。2018 年 2 月 1 日から 2019 年 1 月 31 日までの越冬期間中の運転時間















の力率は、1 号機と 2 号機の電圧に多少のズレがあるため「0.05～0.1」程度の力率差があるが問題な
く運転している。更にズレが大きくなった場合は、電圧を調整して力率を合わせる必要があった。負




ウ） 主分電盤  
















2018 年 10 月に 1 号発電機制御盤の保護継電器試験を実施した。 
2019 年 1 月に 2 号発電機制御盤の警報試験と保護継電器試験を実施した。 
−307−
イ） 自動同期盤 
2019 年 1 月に保護継電器試験を実施した。 
ウ） 直流電源装置（始動用・ガバナ用・制御用） 
定期点検（1 回／6 ヶ月）を 7 月と 1 月（兼引継ぎ）に実施した。バッテリー電圧・内部抵抗値共





2019 年 1 月 18 日に 2 号発電機制御盤でクーラー冷却水断水の警報を発報し、全停となった。原因




1 号、2 号発電機ともに、問題がないことを確認した。 
4） 太陽光発電設備の管理・運用 
a） 概要 
太陽光発電システムは第 38 次隊（1996 年）で導入し、第 43 次隊で架台 88 基（架台 1 基に太陽電池
パネル 8 枚取付）、太陽電池パネル 704 枚、総出力 60.19kW の太陽光発電システムとした。第 57 次隊（2016
年）でパワーコンディショナ（PCS）の更新を行い、太陽電池パネル 696 枚、総出力 59.51kW の太陽光発
電システムとなっている。 





 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 
月間発電量（kWh） 2,972.76 2,541.34 922.15 641.57 0 58.49 
最大電力（kW） 33.17 33.52 20.41 10.89 0 6.24 
 
 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 
月間発電量（kWh） 883.34 2,854.62 5,064.77 5,538.71 6,167.00 3,644.12
最大電力（kW） 15.83 29.74 34.26 40.53 39.31 31.03 
c） 保守点検 
ア） パワーコンディショナ盤  
 制御室前のモニターに常時発電状況を表示しているため、適宜状況確認を実施した。 
毎月 1 回の月例報告作成時に運転データ（最大瞬間電力・発電電力量）の記録を実施した。 





20kW 風力発電システムは第 56 次隊(2015 年)で導入し、第 57 次隊(2016 年)で 2 号機を建設、2 台の運
用を開始している。 
b） 運用状況 














 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 
1 号機（kWh） -247.5 -394.9 -416.2 -190.8 -415.6 -202.0 
2 号機（kWh） -246.8 -482.6 -461.0 -466.8 107.4 119.4 
 
 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 
1 号機（kWh） -101.0 -263.5 -162.8 -62.3 148.3 -153.3 
2 号機（kWh） -134.9 -272.7 -137.4 -114.3 138.0 -197.0 
 
c） 保守点検 
毎日 1 回の機械ワッチ時に運転状態の確認と運転データ（積算電力量）を確認した。 






   









 i） コ・ジェネレーション設備 
300kVA 発電発動機からの冷却水および排気ガスから回収した熱を暖房、温水（給湯）、造水用の
熱源として利用している。夏期間は熱が余剰傾向にあるため、排ガスの熱回収を行わず温水の温度
上昇を抑えた。回収熱は、空調用熱交換器 1 次側（発動機の 2 次側冷却水）入口電動三方弁の設定
値を夏期間、冬期間とも 50℃で運用した。 
 ii） 暖房設備（温水ボイラー） 
温水ボイラーは、300kVA 発動発電機からの回収した熱量が、管理棟および居住棟系統へ供給する
熱量に対して不足している場合に追焚き用として使用している。1 号機は第 55 次隊で更新された機
−309−
器であったが不着火になり易いため運用は行わなかったが、確認運転したところ滞留していた黒い







 iii） 各熱交換器 
  一） 清水熱交換器（ジャケット熱交換器） 
清水熱交換器は主に発電担当が維持管理を行っている。1 号発電機の熱交換器プレートを交換
した。 
  二） 空調熱交換器 
管理棟および居住棟系統の温水は、発動機の 2 次冷却水を空調用熱交換器によって熱回収して









 iv） 排ガスボイラー（排ガス熱交換器） 
発動機から排出される排気ガスから温水熱交換器で回収された熱は、排ガス 2 次側熱交換器を介
して温水系統に回収され、温水暖房用に利用される。運用期間は 3 月から 11 月までで排ガスの熱
回収を行い熱の有効利用に努めた。夏期間は発動機からの排熱で賄えるために運用は行っていない。
清掃は 1 か月に 1 度、排ガスボイラー熱交換器内部の清掃を実施した。 















みの運用とし、2 階、3 階は外調機の暖房で十分であったため運用はほぼ行わなかった。 
ウ） 倉庫棟 
設備月例点検を 1 か月に 1 回実施し、膨張水槽の水量には特に注意した。またファンコイルユニ
























せた。また、12 月にも同様に荒金循環ラインの通水が止まったが、第 60 次隊での配管交換の予定がある
ことから復旧を見合わせていたが、130 kℓ水槽のシート更新のために 2019 年 1 月末に復旧させた。夏に荒
金ダムの雪の融解が進み配管が折れていたのが原因であった。100kl 水槽の覆いシートからの古い保温材
混入が著しいため、第 59 次隊の夏作業によって 100kℓ水槽覆いシートの内側の古いシートを撤去し浮いて
いたゴミを除去した。また、覆いシートの更新を第 60 次隊に依頼した。2019 年 1 月に 100kl 水槽の清掃
をした際に覆いシートを更新した。130kℓ水槽の水中ポンプ及び 130kℓ水槽の循環陸上ポンプは 2018 年 2
月に交換した。また 8 月には 100kℓ水槽の循環陸上ポンプを交換した。また、3 月には 130kℓ水槽及び 100k
ℓ水槽のストレーナーの交換を行った。熱交換器の分解清掃を 130kℓ水槽側のみ 2019 年 1 月に行った。 
年間の造水量または使用量は、上水が 656.4kℓ、中水が 900.7kℓ、合計で 1,557.1kℓであった。毎月の 1
日当たりの造水量を図Ⅲ.4.1.3-1 に、1 日 1 人当たりの使用量を図Ⅲ.4.1.3-2 に示す。上水の平均造水量
は 1,799.1ℓ/日（1 人当たり 56.2ℓ）、中水の平均使用量は 2,465.6ℓ/日（1 人当たり 77.0ℓ）であった。上
水の最大造水量は 1 月の（夏期隊員、残留支援者を含む）2,191ℓ/日（1 人当たり 56.2ℓ、32 名換算）、次
いで 4 月の 2,113ℓ/日（1 人当たり 66.0ℓ）、最少造水量は 10 月の 1,347ℓ/日（1 人当たり 42.1ℓ）であった。
なお、中水は発電棟のトイレ、洗濯機、浴室（清掃用水栓）のみで、最大使用量は 1 月の（夏期隊員、残
留支援者を含む）2,826ℓ/日（1 人当たり 88.3ℓ、32 名換算）、次いで 6 月の 2,812ℓ/日（1 人当たり 87.9ℓ）、
最小は 10 月の 1,823ℓ/日（1 人当たり 57.0ℓ）となった。越冬期間中、上水、中水合わせた使用量が 4 月
に最大となった。 





図Ⅲ.4.1.3-1 上水及び中水の月別の 1 日当たり平均造水（使用）量 
 
 
図Ⅲ.4.1.3-2 上水及び中水の月別の 1 日 1 人当たりの使用量 
 
a） 脱塩装置 
例年、透過水量 4ℓ/min、濃縮水量 7ℓ/min で運用されていたが逆浸透（以下「RO」という。）膜差圧の
値が高く出ていたため、透過水量 2.5ℓ/min、濃縮水量 5ℓ/min で運用した。脱塩装置の年間稼働時間は
5,646h/年、1 日当たりの平均稼働時間は 10.2h/日、RO 膜を 8 月に交換し年間の平均脱塩率は 98.9%であ
った。                                                 
医療部門が水質検査を、1 か月に 1 度実施した。130kl 水槽は 2018 年 1 月に清掃、2 月での 100kl 水
槽のシート修理、浮遊ゴミ清掃の後は水質も良いこともあり、上水、中水のプレフィルター（5 ミクロ








































1,816 1,959 2,113 1,726 2,017 1,874 1,462 1,645 1,347 1,591 1,848 2,191 1,799
日平均中水
造水量(ℓ)
2,299 2,638 2,826 2,802 2,812 2,806 2,594 1,905 1,823 2,085 2,258 2,737 2,465
使用量1日
当たり(ℓ)




















































56.8 61.2 66.0 53.9 63.0 58.6 45.7 51.4 42.1 49.7 57.7 68.5 56.2
日一人当たり平均
中水造水量(ℓ)
71.9 82.4 88.3 87.5 87.9 87.7 81.1 59.5 57.0 65.2 70.6 85.5 77.1





































ケットはおよそ 1 か月に 1 回の清掃を行った。 









中水フィルター（5 ミクロン）は基本的に差圧で管理を行い、基本的には 2 週間前後で交換、温水フ
ィルター（5 ミクロン）は 3 週間前後で交換を実施した。 
冷水循環ポンプは、2 台のポンプを月初に 1 号機､2 号機を切換えて運用、温水循環ポンプ（給湯）も
同様に月初に 1 号機､2 号機を切換えて運用した。発電棟内の冷水循環ポンプは 1 号機/2 号機の自動切換
えであったが、1 号機が作動していなかった。このため、1 号機を交換したが改善されず、さらに点検を
するとマグネットスイッチの故障が見られた。しかし、予備品がなかったため 2 号機のみの運転で運用
し、予備品は第 60 次隊に依頼した。 
トイレの小便器は尿石除去剤を毎月の当直の清掃時に毎回実施した。 
風呂ろ過循環配管は、荒天時の外出制限が発令された際に他の隊員の協力により、2 か月に 1 回程度
の頻度で高圧洗浄を実施した。また、薬品（ブルークリーン LS）を使用した洗浄は高圧洗浄前に併せて
実施した。ヘアーキャッチャーは、およそ 1 か月に 1 回程度、ナイロンメッシュの交換とストレーナー
の清掃を実施した。風呂ろ過装置のカートリッジ式フィルターは、1 か月に 1 回程度交換で運用した。



























更新されている。各冷蔵庫については、1 か月に 1 度フィルターを掃除し、問題なく運用できている。
食洗機については、3 月に第 59 次隊で調達した機械に更新し、元の機械を 1 週間程度乾燥させたうえで、
4 月に 1 夏の厨房に設置した。 
医務室の手術室に設置されている空気清浄機のプレフィルターと高性能フィルターの交換を第 59 次







発電棟の第 1 及び第 2 冷凍庫、倉庫棟の冷蔵庫、厨房の冷凍庫は年間を通して問題なく運用できた。倉
庫棟の冷凍庫はガスが抜けていたのと、着霜が大きくなっていたことから、3 月に-12℃程度まで上がった。
このため、フロンガスの追加をして、冷凍機の除霜時間と間隔を変更して様子を見たところ徐々に着霜が
減少し冷凍機の温度の低下が確認されたので、経過観察とした。「2016 年 1 月の破損部分は応急処置とし




プロパンガスの年間使用量は、管理棟で 36 本、夏期隊員宿舎で 6 本の計 42 本であった。プロパンガス
ボンベ庫には 6 本のボンベを設置し、3 本ずつ 2 系統で配備されている。厨房への供給は、1 系統 3 本のボ
ンベが消費されると自動的にもう一方の系統に切り換わるように自動切換え弁が設置されている。また、
同時に 3 本のボンベを予備としてあらかじめ温めておいた。管理棟におけるプロパンガスボンベ 1 系統の

































を実施し、初期造水の 24 時間は排出と水質検査を医療部門に依頼して水質に問題がないことを確認した。 
c） 取水設備（第1ダム及びソーラー加温システム） 




立上げは、11 月下旬に第 1 ダム取水ポンプ設置箇所を重機で除雪し、ペール缶に投げ込み型ヒーター
（1kW）を投入し融氷した。屋外受水槽へ貯水するのに十分な水量を確保し、12 月中旬から屋外受水槽
に取水するとともに、ソーラー加温システムを立上げ、加温した水を水中ポンプにより屋外受水槽から




















   










放球・気象・環境科学・電離層・地学・1 階共用・2 階共用・受電盤の据付 
トランス 2 台据付 
1 階・2 階照明器具取り付け・配線・仮設送電 
1 階・2 階幹線・配線用ケーブルラック取り付け・幹線敷設 
基地主要部弱電端子盤（T-0）より基本観測棟内部への弱電幹線敷設 
気象棟一部解体に伴う外灯移設・配線更新作業 
b)  居住棟居室内更新工事 
居住棟居室内照明器具の更新・LAN 有線化に伴う配線・端末処理を実施 
c） 自然エネルギー棟工作室SW移設工事 
































東部地区外灯のリモコン SW による点滅ができなくなり原因調査を実施 
結果リモコンリレーが故障しており点滅ができないため仮設的に SW を設置し対応 















































13 枚設置されている。方角は東西南北の 4 方向、パネル傾斜は地平面を 0 度として、0 度(天頂部)、30















備室に機器収容箱及びデータ収集用 PC を設置している。センサー及び機器は下記の通り。  
ア） 外壁 
太陽光パネル 4 枚 
日射量計 4 台 
熱電対 4 箇所 
イ） 室内 
微風速計 8 台 
温湿度センサー 6 台 
熱電対 20 箇所 
b） 運用状況 
















現状 PC を使ってのデータ収集は行っていない。 
 
  4.1.6 防災設備の管理・運用【SME_15】                          鯉田 淳 
1） 消防ポンプ 
a） 消防ポンプ 














ウォータップミニはガス圧式加圧装置で、計 5 台設置されている。その内 3 台は基地中心部の防火区画
A、B、C に設置されており消火剤として水を充填している。消火器点検時は水量と窒素ボンベの圧力を確
認した。その他、第 1・第 2 夏期隊員宿舎に 1 台ずつ設置されている。 
5） 消火用ホース 
消火用ホースの設置場所は、発電棟消防ポンプ置場上部のラック、各防火区画防災棚とした。管理表と
管理番号にて管理されている。訓練で使用した後は、防火区画 A～発電棟間の斜面通路床上で 3 日～1 週間
程度口元を浮かせたりしながら管口の乾燥を行い、その後ホース班主体で各防火区画に戻した。防火区画
A にはホースを 3 本載せた背負子を 2 台用意してホース搬出の効率を上げた。 
6） 防煙マスク 












気象棟 観測棟 地学棟 電離層棟 
衛星 
受信棟 
























発電機の運転時間が年間で 10 時間程度となった。12 月に各部点検を実施。現状では使用に関しては特に
問題はない。 
3） ラングホブデ（雪鳥沢小屋） 
第 59 次隊夏作業で交換した 1 号発動発電機のみで運用した。第 58 次隊で故障した 2 台を昭和基地に持
ち帰り、点検整備を実施した結果、内部部品の劣化及び損傷が著しく、使用不可と判断した。1 台は廃棄、































除雪作業は 10 月上旬に SM65 シリーズ 3 台を用いて 1 日、11 月上旬に PB300 シリーズ 2台を用いて 1日、
11 月下旬に SM65 シリーズ 2 台及び SM103 を用いて 1 日の３回実施した。その後、第 60 次夏隊が S17 に入
るまで、拠点棟は降雪や地吹雪によるドリフト・積雪にさらされたが（写真Ⅲ.4.1.7-1・右）、１月下旬に
観測活動が終了するまで拠点棟の機能を失うことはなかった。今回の取り組みによって、越冬隊が陸路で




   
写真Ⅲ.4.1.7-1 S17 航空拠点棟周辺の積雪状況。 
（左）2018 年 11 月 21 日に西北西より撮影。（右）2018 年 12 月 23 日に西南西から撮影。 
   
























は 2 台保有している。（44）車は、今次特記するほどの不具合はなかった。（47）車は、PM 捕集装置（DPD）
が付いているので、DPD 再生ランプが点灯した場合はら再生処置が必要となる。 
c） エルフ150 
























































第 58 次隊から南極観測センターの指示で使用を停止している。車庫にて持ち帰り待ち。 
k） 移動電源車 
リーファーコンテナの電源として使用した。第 60 次隊到着前に定期整備を実施、特に問題はなかった。 
   l) キャリィ 
   第 60 次隊でも 1 台を持ち込み、現在昭和基地には 2 台ある。車高が低く運転はしやすいので当直車 
両として使用した。 
 ｍ） 高所作業車 
   特に問題なかったが、段差があると使用が制限される。カバー類が中途半端でブリザード時は車庫内
に格納するのが望ましい。 
ｎ） 振動ローラ 
  第 60 次隊建築部門からの依頼で 11 月中旬に立ち上げを行った。野外で保管していたので全体的に老
朽化している。特に配線関係は錆等での劣化が激しいため、持ち帰りが妥当である。 
 
3） 稼動実績・整備内容  















エルフ 2t ダンプ 
エルフ 2t ダンプ 
39 13,291 km 13,602 km 311 km  
43 10,282 km 10,627 km 345 km  
エルフ 3t ダンプ 48 8,351 km 8,838 km 487 km  
エルフ 350 44 6,128 km 6,284 km 156 km  
エルフ 350 47 6,413 km 6,889 km 476 km  
エルフ 150 40 5,893 km 5,893 km 0 km  
エルフ 150 白 41 11,464 km 11,710 km 246 km  
エルフ 150 42 10,173 km 10,411 km 238 km  
トラッククレーン 40 10,345 km 10,552 km 207 km ZF303 
トラッククレーン 43 9,945 km 10,160 km 215 km ZR303 
−323−
トラッククレーン 49 5,217 km 5,419 km 202 km  
コンテナトラック 48 3,626 km 3,920 km 294 km 8ｔ車 
コンテナトラック 49 3,276 km 3,539 km 263 km 8ｔ車 
キャリィ 58 5,495 h 5,701 h 206 km  
WING100 43 3,263 h 3,263 h 0 h 5t ラフター 
GR-160N-2 52 2,063 h 2,191 h 128 h 16ｔラフター 
MR-350Ri 57 942 h 1,201 h 259 h 35ｔラフター 
WA100-5 48 4,953 h 5,097 h 144 h  
FD25T-12 40 300 h 303 h 3 h  
FD25T-16 49 380 h 419 h 39 h       
8FGKL25 58 65 h 108 h 43 h  
FD115-7 48 2,545 h 2,739 h 194 h  
FD115-7 49 2,681 h 2,743 h 62 h  
SP14CJM 56 210 h 227 h 17 h 高所作業車 
TW500W 48 1,480 h 1,486 h 6 h 振動ローラ 
 
表Ⅲ.4.1.8-2 車両整備内容 
 車両形式名 持込隊次 整備内容 




2t ダンプ 43 
定期整備 
ブレーキ系統エア抜き 





エルフ 350 44 定期整備 
エルフ 350 47 
定期整備  
DPD 強制再生 
エルフ 150 40 持ち帰り待ちの為なし 
エルフ 150 白 41 
定期整備 
バッテリー交換 
エルフ 150 42 定期整備 
4t ユニック 40 定期整備 
エンジンストップコントローラー修理 
4t ユニック 43 定期整備 
4t ユニック 49 定期整備 
アクセルコントローラー不良、調査 
巻き込み防止用サイドバンパー折損、溶接 
コンテナトラック 48 定期整備 
コンテナトラック 49 定期整備 
DPD 強制再生 
キャリィ 58 定期整備 
WING100 43 定期整備 
タダノ 16t クレーン 52 定期整備 
アウトリガ格納油圧ホース交換 
カトウ 35t クレーン 57 定期整備 
DPD 強制再生 
ホイールローダー 48 定期整備 
バッテリー交換 
エンジン始動不良、調査 
フォークリフト 40 定期整備 
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4.1.9 装軌車の運用・管理【SME_22】  
   4.1.9.1 装軌車(雪上車以外)の運用・管理                                 小島 裕章 

















2） 各車の概況  
a） ブルドーザー  





イ） CATブルドーザー D5K2 
道路の整地と除雪作業で使用した。また、氷点下 20 度以下と判断するとエーテルが自動噴射さ










フォークリフト 49 定期整備 
フォークリフト 58 定期整備 
大型フォークリフト 48 定期整備 
大型フォークリフト 49 定期整備 
ブレーキパイプ折損、交換 
高所作業車 56 定期整備 












第 42 次隊持ち込み車両は、第 53 次隊で W 軽燃料タンクを載せ車両の給油所として管理棟下に


















ウ） クローラフォーク MF-25  
主に夏期間の物資移動に使用した。クローラなので悪路や雪上でも移動することができる。第






ア） パワーショベル ZAXIS70 
建築作業や除雪で使用した。第 51 次隊持ち込み車両は、部品取り車両として利用し第 59 次隊
で持ち帰りとした。 





イ） パワーショベル REGZAM 










ア） 除雪機 YSR3420-2  
        第 59 次隊では使用していない。配線不良、投雪シューターの角度、方向調整が機能しない等が
あった。 
イ） スノーモービル Ski-doo YAMAHA 
海氷調査やルート工作、ペンギンセンサス等で通年を通して非常に多くの場面で使用した。第
59 次隊で ski-doo2 台持ち込み、 ski-doo3 台と、YAMAHA1 台の合計 4 台で運用を開始した。し
かし、ski-doo53-2 についてはフロントフォークが折れ曲がっており運用出来ない状況だったの
で、第 59 次隊で持ち帰りとした。 
Ski-doo59-1、2 は 4 ストロークエンジンで厳冬期でのエンジン始動性が良く運用には問題ない
が、整備性が良くなかった。トラックベルトにスパイクが無いので取り付けたが、裸氷帯での走
行で摩耗した。以前のピンタイプと比べ耐久性が著しく劣ると思われる。 
第 59 次隊で持ち込んだ 59-2 は越冬初期にブレーキが破損し、53-2 から部品を移植し対応した。























第 59 次隊 
稼動実績（h） 
備考 
ミニブルドーザ 51 2,627 2,931   304  
ブルドーザ 56 1,513 2,121 608  
クローラクレーン 42 7,848 7,848 0 
第 59 次隊持ち
帰り 
クローラクレーン 53 5,040 5,672 632  
クローラダンプ 54 2,489 3,086 597  
クローラフォーク 54 1,128 1,232 104  
パワーショベル 51 8,318 8,318 0 
第 59 次隊持ち
帰り 
パワーショベル 53 5,655 6,002 347  
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パワーショベル 59 0 1,010 1,010  
ミニバックホー 43 4,195 4,227 32  
除雪機 46 905 914 9  
スノーモービル 
53-2 3,514(Km) 3,514(Km) 0(Km) 
第 59 次隊持ち
帰り 
スノーモービル 55 2,278(Km) 4,121(Km) 1,843(Km)  
スノーモービル 59-1 396(Km) 3,570(Km) 3,174(Km)  
スノーモービル 
59-2 369(Km) 1,372(Km) 1,003(Km) 
第 59 次隊持ち
帰り 
無人走行トラクター 55/58 422 441 19 昭和 
 
表Ⅲ.4.1.9.1-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 
ミニブル 51 定期整備 
ブルドーザー 56 定期整備 
後部窓ガラス交換（アクリル板代用） 
警告灯調査 
クローラクレーン 42 第 59 次隊持帰り 
クローラクレーン 53 定期整備 
エンジンストップソレノイド交換 
クレーンホース交換 
クローラダンプ 54 定期整備 
ダンプシリンダー交換 
走行用ワイヤーケーブル調整 




ZAXIS 70 51 第 59 次隊持帰り 
ZAXIS 70 53 定期整備 
バッテリ交換 
左後部窓ガラス交換（51 より移植） 
REGZAM 59 定期整備 
ミニバックホー 43 定期整備 
除雪機（YSR） 46 定期整備 
配線修理 
ベルト交換 
Ski-doo（53-2） 53 第 59 次隊持帰り 
Ski-doo（59-1） 59 定期整備 
トラックベルトスパイク取付 
Ski-doo（59-2） 59 定期整備 
トラックベルトスパイク取付 
ブレーキ交換 
第 59 次隊持帰り 
YAMAHA（55） 55 定期整備 
シールド交換（アクリル板代用） 






4.1.9.2 雪上車の運用・管理 小島 裕章 
1） SM100S 大型雪上車 
a） 標準仕様車 
全車内陸専用車であり、各種内陸旅行、とっつき岬～S16 間の橇輸送、S16 及び S17 埋没橇の引
き出しや宿泊等に使用した。第 59 次隊の内陸旅行は中継拠点旅行（使用車両 SM111、SM115、SM117）
と第 60 次先遣隊によるドームふじ基地への内陸旅行が行われた(使用車両 SM111、SM112、SM115、
SM117)。 
海氷状況の不安から中継拠点旅行、ドーム旅行用車両の整備は、全てとっつき岬にて行った。第
第 59 次隊で再持込みの SM112 は昭和基地にて車両整備及び無線機、装備品を取付けた。車両回送
前に、ルート上の氷厚測定とクラック等の危険箇所の点検を行い、氷上走行に支障がない事を確認
したうえ、10 月上旬にとっつき岬へ回送した。S16 から内陸旅行用車両とバックアップ車両、第 60
次隊夏季行動を踏まえ 6 台（SM106、SM111、SM113、SM114、SM115、SM117）をとっつき岬へ回送し
整備と車載予備油脂類等の準備を行った。 
第 57 次隊で発生した SM114 の不具合については、不具合自体を確認できず、第 59 次隊でも調査
を行ったが異常は発見されていない。現在通常通りに運用している。しかしながら、不具合原因特
定に至っていない為、長距離内陸旅行に適さない状態は変わらない。 
  SM117 については第 59 次隊先遣、第 60 次隊先遣ドーム旅行に加えて極夜明けの中継拠点旅行に
使用し、高所と低温時の始動性など問題なく運用する事が出来た。しかし、低温時での機関や操向
機などの温度管理に改善の余地がある。 
S16 にあるデポ車両のほとんどが 2 万キロを超えており、SM102、SM107、SM110 は、老朽化によ







SM106 改を S16 埋没橇の引出しととっつき岬、S17 オペレーションで宿泊車として使用した。特










き場とした。第 58 次隊で高所作業機より作動油漏れを起こし、第 59 次隊夏期間にてホース交換を
行い復旧したが、作業機の劣化が著しい。 
 








第 57 次隊越冬中、シャフト、ファイナル折損が起こり第 59 次隊夏期間に部品取りした SM651 を復
旧させた。他の SM60/65S シリーズにも同様の症状が起きる可能性があるので配慮が必要である。 




換した。また、右第 4 転輪がパンクしウレタンタイヤに交換した。 
SM652 については第 58 次隊でオーバーヒートが発生したが、その後の異常の発生は見られない。経
過観察が引き続き必要である。作業機上下シリンダ左右の油漏れにて交換した。 
SM653 については越冬後半に相次いで転輪のパンクが発生した。左 3,4 右 4 転輪をウレタンタイヤ
に交換している。また、フロントガラスに多数のひびが入っている。 
 





越冬中、SM415 が、きざはし浜小屋に残置されており、回収できたのは 10 月中旬となった為それま
では SM412,SM414 を運用した。SM412 については越冬初期より冷却水の上昇が収まらずまた、11 月中
旬にクラッチ摩耗にて走行不能となり運用を停止した。SM414 については特記すべき不具合は起きて
いないが、全体的に老朽化している。 




4） SM30S 浮上型雪上車 




SM303 については第 58 次隊にて、エンジンフロントシールからのオイル漏れを修理し、問題なく運
用できた。 
 
5） PB300 多機能大型雪上車 
内陸用として導入されたが、氷上輸送、基地の除雪、橇の引き出し等、多目的に使用している。第
59 次隊では 2 台目の車両を持込んだ。その車両が大陸に移動するまでは基地除雪の中核として運用し
た。内陸旅行でドームふじ基地まで行き、先頭と中間を走行することで段差や車両と橇の足跡を滑ら
かに整地して後続車両、橇への負担を軽減し全体の移動速度を平均化することに成功した。またさま
ざまな場面での人力作業が PB300 での作業へと機械化され、大変重宝している。 














現在 1 台しか保有していない為、早急に増車が望まれる。  
 
7） 稼動実績・整備内容 








第 59 次隊 
稼動実績（km） 
備考 
SM102 改 33/42 27,954 27,954 0 S16 
SM103 改 34/43 23,543 23,714 171 S16 
SM104 改（h） 35/44 963(h) 970(h) 7(h) 昭和 
SM106 改 37/53 21,165 21,355 190 S16 
SM107 38 19,748 19,748 0 S16 
SM108 39 19,744 19,744 0 日本 
SM109 40 23,271 23,327 56 S16 
SM110 40 24,475 24,475 0 S16 
SM111 41/58 25,532 30,716 5,184 S16 
SM112 42/59 27,470 29,761 2,291 S16 
SM113 43 8,238 8,484 246 S16 
SM114 44 26,771 27,143 372 S16 
SM115 45 25,392 30,655 5,263 S16 
SM116 46/60 22,942 22,967 25 昭和 
SM117 56 4,064 7,913 3,849 S16 
SM601 48 3,335 3,729 394  
SM651 49/56 4,618 6,383 1,765  
SM652 51/55 10,077 11,813 1,736  
SM653 51/58 12,289 14,183 1,894  
SM411 39 25,132 25,132 0  
SM412 42 29,915 30,470 555  
SM413 45 9,709 9,709 0 日本 
SM414 46 24,004 25,786 1,782  
SM415 55 2,121 2,732 611  
SM302 43 6,898 7,243 345  
SM303 44 6,745 6,880 135  
SM304 47/53 10,325 10,583 258  
PB301（h） 55 3,721(h) 5,029(h) 1,308(h) S16 
PB302（h） 59  0(h) 1,158(h) 1,158(h) S16 




車両形式名 持込 隊次 整備内容 
SM103 改 34/43 定期点検 
SM104 改 35/44 定期点検 
高所作業機、着座スイッチ修理 













SM112 42/59 定期点検 
不凍液漏れ修理、灯火類交換、タコメータ交換 
UHF、VHF、HF 無線機と 1.5kVA インバータ搭載 




























左右第 7 転輪懸架装置の調整 
助手席窓ガラス交換(SM110 より移植) 





































左第 3,4 転輪ウレタンタイヤ交換 
右第 4 転輪ウレタンタイヤ交換 
左上下シリンダスイベルジョイント交換 




シリンダ Ass’y 左交換 
ファンベルト交換 




























SM302 43 定期点検 
ファンベルト交換 
SM303 44 定期点検 
SM304 47/53 定期点検 







PB302 59 定期整備 
室内ヒータ電源修理 
右走行ポンプチャージホース交換 





テンション輪ホイールハブ Ass’y 交換 
その他ホイールハブスタッドボルト修正 
   
4.1.10 橇・カブースの運用・管理【SME_23】                        小島 裕章 
昭和基地と S16・S17 に保管されている橇は 2t 積木製橇（以下、「2t 橇」とする。）、20ft コンテナ橇（通
称「リーマン橇」）、12ft コンテナ橇、その他である。 









リーマン橇や 12ft コンテナ橇などの大型橇は昭和基地と S16 にデポしてある。 
リーマン橇は氷上輸送やドーム旅行で南軽ドラム 40 本搭載し運用した。また、機械モジュール搭載リー
マン橇は内陸旅行での工具・部品・油脂類置き場、発電機兼溶接機も設置されているので作業スペースとし
て使用した。内部には燃焼式ヒーターと 2 段ベッドが 2 組設置されている。居住モジュール搭載リーマン橇
はトイレ、食事スペース、3 段ベッドが 2 組設置されている。ドーム基地から S16 に下ろしてきた 20t 橇の
上部にも居住モジュールが搭載されており、内部には二段ベッドが 4 組設置されている。この居住モジュー
ルは S16 及び S17 旅行時の宿泊施設として利用した。パネルヒーターも設置されており、日中点けておけば
就寝時には十分暖かい。また、暖房設備としてジェットヒーターを使用することもあったが、換気が不十分
だと一酸化炭素中毒を起こす危険性があるので十分注意が必要である。 
恒栄橇は 12ft コンテナを 2 台分積めるスペースがある他、大型物資の積み込みが可能である。12ft コン
テナ用橇は、12ft コンテナの氷上輸送で使用する。第 54 次隊以前と第 55 次隊以降に持ち込んだ 2 種類があ
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種類 橇台番号 場所 形態 備考 
2 トン積木製橇 28-02 昭和 枠無し ホースリール 2 台搭載 
2 トン積木製橇 28-03 昭和 枠無し PB301 取外しブレード搭載 
2 トン積木製橇 32-01 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 35-19 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-03 昭和 枠無し 58 次スノーモービル搭載橇 
2 トン積木製橇 36-04 昭和 枠無し 道板搭載 
2 トン積木製橇 36-05 昭和 枠無し 南軽リキッドコンテナ 3 台搭載 
2 トン積木製橇 36-09 昭和 枠無し 箱橇 
2 トン積木製橇 36-15 昭和 枠無し ホースリール 2 台搭載 
2 トン積木製橇 39-02 昭和 枠無し 南軽リキッドコンテナ 2 台搭載 
2 トン積木製橇 42-01 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し ホースリール 2 台搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 旧トイレ橇、南軽 2 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 道板搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き レスキュー橇、南軽 3 本、道板搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
幌カブース橇 31-01 昭和 幌カブ ハーマーネルソン暖房機 
幌カブース橇 32-02 昭和 幌カブ 空橇 
幌カブース橇 41-機-1 昭和 幌カブ 空橇 
幌カブース橇 41-ｽﾁｰﾑ-1 昭和 幌カブ 車両部品搭載 
幌カブース橇 47-発電-1 昭和 枠無し 57 次 33kVA 発電機と幌を取外し 
12ft コンテナ橇 54-1 昭和 恒栄 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 54-2 昭和 恒栄 56T-01 タンクコンテナ搭載 空 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 56T-02 タンクコンテナ搭載 空 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 57-1 昭和 Kim Tech 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 59-1 昭和 Kim Tech 59 次 56T-05 タンクコンテナ搭載 満
12ft コンテナ橇 59-2 昭和 Kim Tech 59 次 56T-04 タンクコンテナ搭載 満
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12ft コンテナ橇 60-1 昭和 Kim Tech 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 Kim Tech 12ft コンテナ搭載専用 
20ft コンテナ橇 53 昭和 恒栄 大型天文橇、枠付き 
20ft コンテナ橇 57-1 昭和 リーマン 氷上輸送用 
20ft コンテナ橇 60-1 昭和 リーマン 氷上輸送用 
20ft コンテナ橇 60-2 昭和 リーマン 氷上輸送用 
車両運搬簡易橇 不明 昭和 Kim Tech 牽引部破損、コンテナヤードにデポ 
2 トン積木製橇 35-01 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 30-14 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-07 S16 枠付き 箱橇 
2 トン積木製橇 36-10 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-12 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-16 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 39-01 S16 枠付き 47 次 JET-A1 12 本搭載 
2 トン積木製橇 39-03 S16 枠付き 59 次 JET-A1 2 本、ガソリン 1 本搭載
2 トン積木製橇 40-01 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 40-03 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 40-04 S16 枠付き 橇編成ワイヤー搭載 
2 トン積木製橇 41-03 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 42-01 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 42-03 S16 枠付き コア輸送用銀マット搭載 
2 トン積木製橇 42-05 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 43-05 S16 枠付き レーダー用単管クランプ搭載 
2 トン積木製橇 45-02 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 46-03 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 48-01 S16 枠付き 橇編成ワイヤー搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 3 本、空 9 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
幌カブース橇 不明 S16 幌カブ 元風呂橇、現機械トイレ橇 
幌カブース橇 不明 S16 幌カブ 食料橇 
燃料橇 58-D1 S16 Kim Tech 低温燃料空ドラム缶 24 本搭載 
燃料橇 59-D1 S16 Kim Tech 低温燃料空ドラム缶 24 本搭載 
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燃料橇 59-D2 S16 Kim Tech 低温燃料空ドラム缶 24 本搭載 
12ft コンテナ橇 58-1 S16 Kim Tech 58 次 56T-03 タンクコンテナ搭載 満
20ft コンテナ橇 37 S16 コンテナ ドーム夏宿 
20ft コンテナ橇 53 S16 リーマン 機械モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 55 S16 リーマン 居住モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 55 S16 リーマン 空橇 
20ft コンテナ橇 56-1 S16 リーマン 空橇 
20ft コンテナ橇 58-1 S16 リーマン 低温燃料空ドラム缶 24 本搭載 
20ft コンテナ橇 59-1 S16 リーマン 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JET-A1 ドラム缶 12 本搭載 59 次 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JET-A1 ドラム缶 12 本搭載 59 次 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JET-A1 ドラム缶 12 本搭載 59 次 
 




































































































 （36 次） 
W 軽油 99.3kℓ 
100kℓ金属タンク No,3 
（38 次） 
W 軽油 100.6 kℓ 
100kℓ金属タンク No,4 
（39 次） 
W 軽油  99.3 kℓ 
100kℓ金属タンク No,5 
（42 次） 
W 軽油 96.6 kℓ 
100kℓ金属タンク No,6 
（47 次） 
W 軽油   69.2 kℓ 
50kℓ金属タンク
No,1 






W 軽油 4.5 kℓ 
100kℓ金属タンク No,9 
（48 次） 
W 軽油 98.0 kℓ 
100kℓ金属タンク No,10 
（49 次） 





W 軽油  83.8kℓ 
200kℓターポリンタンク 
（30 次） 
























































W 軽油 24.6 kℓ 
25kℓ金属タンク No,2 
W 軽油 24.8 kℓ 
20kℓ金属タンク No,1 
W 軽油  18.5 kℓ 
20kℓ金属タンク No,2 
JP-5 19.5 kℓ 
20kℓ金属タンク No,3 














4.2 通信                                 
4.2.1 越冬中の通信業務【SCO_02】                          三浦 澄雄 
1） 通信室の運用時間 
通信室の運用時間は、次のとおりとした。 
夏日課期間中は、原則として毎日 6 時 30 分から 19 時 30 分まで又は定時交信終了まで。 





a） 第 59 次隊夏期オペレーションに係る通信 
12 月 20 日に昭和基地に到着し、同日から夏期オペレーションに関する通信に従事した。輸送又は観
測隊ヘリコプター（以下「AS」という。）の運航に関する通信を円滑に行った。昭和基地内における通信
には UHF 帯の周波数の電波を発射する無線設備（以下、単に「UHF 帯」という。）を使用した。なお、第
59 次隊は UHF 帯 1ch を、第 58 次隊はレピーター（電波中継器）を介して通信を行うことができる UHF
帯 4ch を、輸送に関する通信については UHF 帯 2ch をそれぞれ使用した。UHF 帯 1ch 又は UHF 帯 2ch で
隊員同士が直接通信できないときは、通信室で通信内容を中継することにより円滑な通信に努めた。ド
ームふじ旅行隊を含む野外旅行隊との通信には、UHF 帯 1ch のほか、VHF 帯の周波数の電波を発射する無






b） 第 60 次隊夏期オペレーションに係る通信 
第 60 次隊の第 1 便は、12 月 22 日に到着した。輸送、AS 又は海上自衛隊ヘリコプターCH-92（以下、
単に「CH-92」という。）の運航に関する通信を円滑に行った。昭和基地内における通信には UHF 帯を使
用した。なお、原則として第 59 次隊は UHF 帯 4ch を、第 60 次隊は UHF 帯を使用する簡易業務用無線（以
下「CR 無線」という。）を、輸送に関する通信については UHF 帯 2ch をそれぞれ使用した。第 60 次隊員
同士が CR 無線で直接通信できないときは、通信室で通信内容を中継することにより円滑な通信に努めた。
ドーム旅行隊を含む野外旅行隊との通信には、UHF 帯 1ch 又は UHF 帯 2ch、VHF 帯 1ch 若しくは HF 帯を
使用した。ただし、これら無線による通信の感度が悪くお互いの疎通が図れない場合又は日帰り野外旅






原則として UHF 帯 4ch による通信を行った。また、長時間チャンネルを占有する作業にあっては、あ
らかじめ通信室が承認した上で UHF 帯 1ch、UHF 帯 2ch 又は VHF 帯 2ch を使用した。なお、UHF 帯 1ch 又









第 59 次隊復路では、しらせがシドニーに入港する前日まで HF 帯又はイリジウム衛星携帯電話による
定時交信を行った。第 60 次隊往路では、しらせがフリーマントル港を出港した当日から HF 帯による通
信を行った。ともに HF 帯は無線電話による通信とした。また、しらせが昭和基地の近傍にいるときには、
対しらせ内線電話が昭和基地に設置されるまでの間、VHF 帯 1ch 又は UHF 帯 1ch による通信を行った。
なお、これら定時交信は観測隊側・しらせ側ともに必ず行わなければならないものではないことを確認
している。他方、インマルサット衛星を利用した電気通信サービス、イリジウム衛星携帯電話ともに通
信路確保のため定時交信において HF 帯による通信の感度等を確認することが必要である。 
d） DROMLAN 通信支援 
越冬期間中に DROMLAN は、平成 30 年 2 月 11 日及び平成 31 年 1 月 26 日に S17 航空観測拠点、平成 30
年 11 月 8 日、9 日、10 日、21 日、30 日、12 月 3 日及び 7 日に昭和基地海氷滑走路に各 1 機飛来した。
DROMLAN に対し Air-VHF 帯により気象情報等を伝え支援した。 
e） インマルサット FB 
平成 30 年 3 月 31 日付で解約。第 59 次隊では運用実績なし。 
f） イリジウム衛星携帯電話 
HF 帯による通信のバックアップとして、また、日本国内や DROMLAN フライトオペレーション管制セン
ターとの直接の連絡手段ともなっている。 




電報の送受信に使用した。ファクシミリ専用機のインクリボンの在庫が枯渇したことから、6 月 4 日
からプリンタ複合機により FAX を送受信した。 
4） 電報の取扱い 
電報は、インテルサット衛星通信回線を介したアナログファクシミリを利用して NTT 横浜電報サービス
センタとの間で送受信した。月別の電報取扱通数を表Ⅲ.4.2.1-1 に示す。毎月 1 日に前月分の電報料金を
国立極地研究所に報告した。 
表Ⅲ.4.2.1-1 月別電報取扱通数（単位：通） 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 計
発信 
通数 
公用 62 0 0 0 2 0 0 0 0 0 8 0 72
私用 1 3 2 1 0 0 1 0 0 0 1 1 10
計 63 3 2 1 2 0 1 0 0 0 9 1 82
着信通数 3 0 0 0 4 0 0 0 0 0 6 6 19
※12 月の公用発信 8 通は、60 次隊からの依頼によるもの。 
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4.2.2 無線設備の保守及び在庫管理【SCO_03】                       三浦 澄雄 
1） HF 帯 
a） 送信棟 
1975 年に建設された建物であり、老朽化が進んでいる。定期的な点検及び補修が必要である。送信棟内
には、第 1 及び第 2 送信機、第 1 及び第 2 受信機、アンテナ切替器、ダミーロード（擬似負荷）等を常置
しているほか測定器、工具、保守用部品等を保管している。送信機、受信機、アンテナ切替器は、通信室
から遠隔制御できるようになっている。現在では使用されなくなった送信機（旧第 2 送信機）及び NDB（無
指向性無線標識施設）用送信機が残置されており、機会を捉えて日本に持ち帰る必要がある。第 1 及び第
2 送信機については、2018 年 9 月 26 日に外部インターロック信号不完全アラームが発生し運用不可となっ
たが、同月 27 日に同軸切替制御リレー盤のヒューズを取り替えて復旧させた。第 1 及び第 2 送信機につい





















11MHz 帯及び 14MHz 帯では良好に使用することができる。なお、一部のアンテナエレメントの先端部が欠
損しているが、現状ではアンテナの性能に大きな影響を与えるものとはなっていない。エレメントについ
ては第 60 次隊により調達している。 
e） 蜂の巣山ロンビックアンテナ及び蜂の巣山広帯域ダイポールアンテナ 
気象棟に常置している受信機及び通信室に常置している予備受信機用に使用している。ロンビックアン



















とから、当該無線設備の保守等は困難である。第 59 次隊では保守等を行っていない。 
i） 車載用無線設備 
雪上車（SM100 系に限る。）の一部には、車載用無線設備を常置している。雪上車 SM112 に 8 月 18 日、
無線設備を設置した。ドームふじ基地周辺においても昭和基地と良好に通信できた。越冬期間を通して
故障は発生なかった。 
2） VHF 帯及び UHF 帯 
a） アンテナ林集合タワー 
アンテナ林集合タワーには、VHF 帯（1ch 専用）、UHF 帯（1ch 又は 2ch 切換、4ch レピータ）を常置して











通信室内に停電時でも使用できるように UPS を接続した VHF 帯（1ch から 4ch まで）1 台、UHF 帯（1ch、














S17 航空観測拠点、ラングホブデ雪鳥沢小屋及びスカルブスネスきざはし浜小屋に VHF 帯及び UHF 帯、
スカーレン大池カブースに VHF 帯、ランクホブデ袋浦に VHF 帯のアンテナ、西オングルテレメトリ小屋に






8 月 12 日に雪上車 SM112 に VHF 帯及び UHF 帯、同月 22 日に雪上車 PB300-2 に VHF 帯を設置した。また、
9 月 14 日に雪上車 SM115 の VHF 帯の折れたアンテナ取替、10 月 24 日に雪上車 SM111 の UHF 帯の折れたア









   g） CR 無線 
     2018 年年 12 月 22 日に第 60 次隊調達により導入された固定型送受信機その他設備を通信室に、アンテ
ナは食堂非常階段脇に設置した。東オングル島内夏作業のための通信に良好に使用した。 
3） Air-VHF 帯 
アンテナ林集合タワーに常置しており、通信室から遠隔制御できるようにしている。また、ハンディ型








a） インマルサット FB 
2018 年 3 月 31 日付で解約。設備を撤去する必要がある。 
b） イリジウム衛星携帯電話 






てインマルサット IsatPhone Pro（TM）などを導入することが望ましい。 





通信室に 3 台、電離層棟に 1 台設置されている。導入されて 5 年程度経過し電池寿命を迎えるため第 60
次隊で全ての電池を交換する見込みである。 
 




第 58 次隊の食料調達リストを参考にしながら、第 59 次隊の食料調達を開始した。 
越冬隊の食料は 1 年分となる為、発注数、発注アイテムが多い。各業者には早めに必要な数量を確保しても
らう必要がある。そのため、7 月半ば頃には一回目の見積もり依頼を各業者にお願いした。 
8 月半ばには最終見積もりを取り、8 月末には正式な発注をした。業者での取り扱いが無い食材に関しては 









又 1 キロパックになっている調味料、食料などは人数に応じて小分けし、真空パックして各チームに配布した。 
昭和上陸（12 月 20 日）からしらせ支援の入る（1 月 3 日）まで第一夏宿にて、観測隊の食事作りを行った。
越冬期間は、早番、遅番のシフトを組み、休みは週 2 日とした。 
 




















   
4.3.2 食材の管理【SFS_03】                          北島 隆児・三原 光司 
1） 冷凍品・冷蔵品・乾物 








生鮮食品の使用期限を表Ⅲ.4.3.2-1 に、オーストラリア購入生鮮食品の使用期限を表Ⅲ.4.3.2-2 に示す。 
 
表Ⅲ.4.3.2-1 日本購入生鮮食品 59 次隊使用期限 
品名 最終使用月 備考 
生玉ねぎ 9 月 
最終使用は 9 月になったが、芽が出るものの使え
ると判断。 
生人参 5 月 腐敗してきた為皮を剥き真空パックして冷凍。 
生大根 4 月 
使用開始から既に｢す｣が入っていたが問題なく
使用。 
こんにゃく 7 月 冷蔵保存にて使用。 
白滝 5 月 冷蔵保存にて使用。 
生じゃがいも 10 月 
芽が伸びたり、中が黒くなったりしたが使用でき
た。 
長芋 4 月 
おが屑に詰めて冷蔵保存。非常に使い勝手がよか
った。 
生リンゴ 8 月 一部腐敗してきたが使用できた。 
さつまいも － 腐敗していて使用不可。 
 
表Ⅲ.4.3.2-2 オーストラリア購入生鮮食品 59 次隊使用期限 
品名 最終使用月 備考 
LL 牛乳 10 月 問題なく終了まで使用。 
卵 6 月 5 月まで生食で問題なく使用。その後は加熱して使用。 
生白菜 4 月 傷んだ部分を剥きながら使用。 
生キャベツ 4 月 傷んだ部分を剥きながら使用。 
グレープフルーツ 4 月 生食で使用。 
















3）6 月までに厨房、倉庫棟、管理棟 1 階にある全ての調理器具、消耗品、食器などの棚卸を行った。食器に













表Ⅲ.4.4.1-1 新規に発生した傷病総傷病数 258 名、傷病内訳は以下のとおり 
科名 症例数 内訳 
内科 35 頭痛、前頸部痛、咽頭炎、高尿酸血症、上気道炎、上腹部痛、感冒、下痢、高度障
害、口内炎 









眼科 11 電気性眼炎、角結膜炎、眼内異物混入、ドライアイ、視力低下 
心療内科 5 不眠 






























頭痛  2 2 3 3 2 2 2 1 2 1 1 21 
前頸部痛  1           1 
咽頭炎       1      1 
高尿酸血症        1     1 
上気道炎            2 2 
上腹部痛       1     1 2 
感冒    2 1     2 3  8 
下痢       2 2 1 1 1  7 
高度障害        2     2 
口内炎          1   1 
外科 
頭部裂傷 1            1 
切創 3 3 1    2 2 2 2 1 1 17 
挫創         1    1 
棘刺創         4  2  6 
急性虫垂炎疑   1          1 
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整形外科 
後頚部痛 1        1    2 
寝違え   1          1 
右肩痛   1          1 
テニス肘  1 1          2 
肘打撲         1 2   3 
胸部痛     1 2       3 
腰部打撲          2   2 
急性腰痛      1       1 
腰痛 1 1 3 5 3 2 4 3 4  4 2 32 
背部痛    1  1   1    3 
椎間板ﾍﾙﾆｱ  1           1 
肘関節痛    1  3 2 1 1    8 
膝関節痛 1     3     1 1 6 
足関節痛 1   2         3 
足首捻挫  1 1  1        3 
下肢痛    2   2 2     6 
半月板損傷 1            1 
肋軟骨炎 1            1 
足底筋膜炎   1  1        2 
踵骨滑液包炎          1   1 
皮膚科 
凍傷    1  1 2 2     6 
熱傷 1 1     1 1     4 
皮膚炎  5 3 2  3 2 2 1    18 
足底角質肥厚    5 5 1 3      14 
靴擦れ          1   1 
爪周囲炎    1         1 
爪剥離          1   1 
指掌角皮症 1            1 
足白癬  2           2 
口唇ヘルペス   1    1    3 1 6 
口唇炎    1         1 
毛嚢炎      1       1 
皮下腫瘤      1 1      2 
皮下異物      1 1      2 
面疔           1  1 
耳鼻咽喉科 
急性中耳炎  2           2 
耳漏   1          1 
外耳化膿   1          1 
鼻出血     1       1 2 
動揺症       2 1 2    5 
良性頭位眩暈       1      1 
眼科 
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電気性眼炎  1           1 
角結膜炎       1 1  2 1  5 
眼内異物混入    1 1 1       3 
ドライアイ         1    1 
視力低下          1   1 
心療内科・精神科 
不眠   2 1 1  1      5 
歯科 
補綴物脱落  2  1   1  2    6 
歯肉炎    1   1  1    3 
歯欠損      1  2     3 
知覚過敏       1 1     2 
顎関節症        1     1 
月計 12 23 20 30 18 24 35 26 24 18 18 10 258 
 
2） 越冬隊員の健康診断 
定期健康診断を全員対象に 3 月、6 月、9 月 12 月の年 4 回実施した。 
実施項目としては、血圧測定・体重（筋肉量・体脂肪含）・血液検査（血算、生化学）と尿検査（糖・潜
血・蛋白）・口腔内細菌数・口腔内出血の有無を基本項目として毎回実施した。胸部 X 線撮影検査は 6
月に実施した。検査結果は実施後、2 週間以内に各隊員へ説明し、健康指導も併せて行った。尿酸値や
中性脂肪の上昇を複数隊員で認めた。高尿酸血症に対し、生活習慣改善以外に内服治療希望隊員が 1 名
いたので尿酸降下薬を処方し、9 月から 12 月まで内服させた。12 月の健康診断で改善を認めたため、内
服を中止した。 
その他、気象隊員 5 名に対しては通常の健診に加え「オゾンゾンデ観測従事者の特別健康診断」を 2018
年 6 月に実施し、結果を口頭にて本人に説明した。 
 
3） 遠隔医療相談 
概要については以下の表Ⅲ.4.4.1-3 の通り。医科については原則として毎月第 2 水曜日に東葛病院を国
内対応機関として実施された。歯科については相談症例のある場合に東京医科歯科大学を国内協力施設と
して 1 回行われた。テレビ会議システムを利用する以外にも、mail にて相談して治療方針を仰いだことも
複数回あった。医科の相談については特に相談する症例がなくても毎月異なったカリキュラムを準備し、





















2019/01/11 引継ぎとして、第 60 次隊医師同席のもと実施した。 















南極安全講習の一環として医療安全講習を 5 月 14 日より 17 日にかけて実施した。講義の他、8 人 1
グループで緊急時無線発報の内容・初期評価・胸骨圧迫・AED・脊椎保護（ログロール）の実技を行った。 
    
6） 水質検査 
毎月下旬に指定された項目・地点について実施した。昨年度変更された基準値を踏襲した。表Ⅲ.4.4.1-4 





表Ⅲ.4.4.1-4 管理棟の水質検査結果例（2018 年 11 月 19 日実施） 
 基準値 厨房冷水 厨房温水 厨房浄水 管理棟 2F バー 
洗面所冷
水 
濁度 2 度 0 0.5 0 0 0 
色度 5 度 2 4 0 2 2 
臭気 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 
異常でな
い 
味 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 
異常でな
い 
塩化物イオン 200mg/l 以下 <100 <100 <100 <100 150 
残留塩素 0.1mg/l 以上 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
Ｃｕ 1.0mg/l 以下 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 
Ｆｅ 0.3mg/l 以下 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 
亜硝酸態窒素 0.04mg/l 以下 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 
硝酸態窒素 10mg/l 以下 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 
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全硬度 200mg/l 10 10 0 10 0 
Ｚｎ 1.0mg/l 以下 0.2 0.2 0 0.2 0.5 
ＣＯＤ 10mg/l 以下 5 0 5 5 5 
ｐＨ 5.8～8.6 6.8 6.6 6.5 6.1 6.3 
一般細菌 100/ml 以下 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし
大腸菌 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし
 基準値 洗面所温水 受水槽 医務室 食堂 
濁度 2 度 0 0 0 0 
色度 5 度 2 5 5 4 
臭気 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 
味 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 異常でない 
塩化物イオン 200mg/l 以下 <100 <100 <100 <100 
残留塩素 0.1mg/l 以上 1.0 4.0 1.0 2.0 
Ｃｕ 1.0mg/l <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 
Ｆｅ 0.3mg/l <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 
亜硝酸態窒素 0.04mg/l 以下 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 
硝酸態窒素 10mg/l 以下 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 
全硬度 200mg/l 0 20 10 10 
Ｚｎ 1.0mg/l 以下 0.5 0 1.0 0 
ＣＯＤ 10mg/l 以下 5 5 13 5 
pH 5.8～8.6 6.3 6.5 6.4 6.4 
一般細菌 100/ml 以下 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 
大腸菌 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 
   
7） 疾病発生予防業務 
   遠隔地および閉鎖空間（昭和基地）におけるストレスの軽減を図り、抑うつ気分発症の予防のため、テレ
ノイド（聴覚と触覚同時認識による存在感伝達メディア）を用いた昭和基地と日本（主に家族）の通信を 2018
年 2 月 11 日より開始した。各月の延べ利用数は 2 月：7 回。3 月：8 回。4 月：12 回。5 月：19 回。6 月：
15 回。7 月：18 回。8 月：11 回。9 月：20 回。10 月：9 回。11 月：3 回。12 月：6 回。2019 年 1 月：17 回
であった。利用隊員の満足度は各月とも 80%以上であり、一定の効果を確認できた。 
 








シスメックス社製 XP-300 は 11 月の起動時に詰まりエラーが発生し、一定項目の検査が出来なくなっ
た。原因は、長期間（3 か月に 1 度の健康診断時のみの使用）使用しない事により試薬が目詰まりを起










3） 第 60 次隊夏ドームふじ隊医療物品について 
ドーム隊が携行する医療機器・医薬品については、ドーム隊隊員の健康状況を考慮して昭和基地の在
庫より選定し、同行する第 60 次医療隊員に引き渡した。 
   
4.4.3 復路医療業務【SHO_04】                        宮岡 陽一・粕谷 和彦 
越冬交代後シドニーまでのしらせ乗艦中、中ダンボール 1 箱分程度の簡単な医薬品・医療機器を持ち


















   
4.5.1 汚水処理【SWE_03】                               岡江 真一 
1） 主な作業項目 














了まで断続的に続きそのまま第 60 次隊へ引き継いだ。 
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2） 水質分析結果 
表Ⅲ.4.5.1-1 に原水の水質分析結果、表Ⅲ.4.5.1-2 に処理水の水質分析結果を示す。 
表Ⅲ.4.5.1-1 原水の水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 7.83 8.03 7.79 7.89 7.83 8.05 7.86 7.92 7.96 7.87 7.74 8.00
水温 ℃ 19.4 19.8 18.9 18.7 19.8 18.9 17.7 20.1 20.4 21.7 22.7 23.7
透視度 Cm 2.5 3.3 2.5 3.0 3.2 3.5 3.5 3.5 4.0 2.5 3.8 4.0 
SS mg/l 350 238.3 415 300 320 343.3 81.7 225 203.3 555 280 183.3
BOD mg/l 420 420 300 520 520 480 520 460 440 440 440 440 
COD mg/l 654 447 743 833 894 599 803 611 716 1155 721 667 
 
表Ⅲ.4.5.1-2 処理水の水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 7.35 7.04 7.13 6.98 6.79 6.75 6.74 6.59 6.57 6.65 5.06 4.15


























SS mg/l 1.2 1.7 4.0 0 0.3 0 0 0 0 0 0 0 
BOD mg/l 4 9 3 5 17 6 5 6 5 4 3 2 





項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
放流 
水量 
m3 122.4 123.7 130.9 121.1 96.3 116.1 115.7 107.9 118.6 115.9 130.1 160.0
pH － 7.30 6.95 7.14 6.92 6.74 6.64 6.72 6.66 6.52 6.64 4.50 4.18
DO mg/l 2.18 5.55 5.78 5.66 5.78 5.75 4.94 6.49 5.08 5.43 5.80 5.66





707 700 700 700 700 732 750 768 800 791.6 786.1 727.4


















ブロアーベルトの亀裂を発見したため 2 台ともⅤベルトを交換した。 
 












 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数（回） 21 8 3 5 3 3 4 2 4 5 7 13 78
運転時間（h） 42 16 6 10 6 6 8 4 11 15 21 39 184














 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数(回) 8 6 4 5 7 10 10 4 5 5 8 15 87
運転時間(h) 96 60 40 50 70 82 80 32 40 40 64 120 774
生成炭量(kg) 420 420 200 160 83 255 264 163 140 134 230 536 3,005
 
c） 機械電気設備の保守 

























廃棄物分類 処理方法 梱包状態 
可燃物、乾物廃棄食材 焼却炉棟の焼却炉で焼却 焼却灰をドラム缶に梱包 





プラスチック 焼却炉棟の圧縮梱包機で圧縮梱包 タイコンを 12ft コンテナに梱包 
ペットボトル タイコンに入ったペットボトルをそ
のまま圧縮梱包機で圧縮梱包 





































油吸着マット 発生した場所で分別回収 ドラム缶に梱包 







12ft コンテナ コンテナヤード及び焼却炉棟前にて、ドラム缶でかさ上げし管理 
リターナブルパレット 迷子沢にて、ドラム缶でかさ上げし、主風向に沿って 2 段積みで集積 
スチールコンテナ A ヘリポート入口にて、主風向に沿って 2 段積みで集積 
ドラム缶 
第 2 夏期隊員宿舎横にて、ドラム缶パレットにセットし主風向に沿って 2 段
積みで集積 
タイコン 12ft コンテナ内に収納 
木枠・廃棄パレット 12ft コンテナ内に収納 
その他 
空スチールコンテナおよび空ドラム缶パレットは機械建築倉庫前にて、主風







区分 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
可燃物 884.9 359.3 133.7 198.1 149.2 178.7 231.7 
生ゴミ 1,090.4 566.4 436.1 352.2 399.4 621.3 693.6 
不燃物 444.2 46.0 8.0 86.2 4.0 25.0 11.5 
プラ 106.8 84.0 21.6 108.6 43.6 27.4 41.8 
ペットボトル 11.2 14.1 13.3 13.8 11.6 24.8 26.9 
アルミ缶 24.7 18.3 19.6 11.6 12.3 55.4 158.8 
スチール缶 13.7 12.2 5.0 2.0 2.4 7.1 50.6 
大型缶（一斗缶） 2.5 1.0 0 0 0 0 0 
ダンボール 616.0 275.0 128.6 277.0 91.8 151.9 164.8 
ビン・ガラス 100.4 95.3 71.3 56.0 48.0 35.0 22.0 
複合物 16.6 15.0 2.8 16.9 19.9 0 15.0 
金属類 15.3 30.0 21.6 10.8 3.0 27.5 23.0 
陶器類 32.0 0 0 5.5 0 0 0 
電池 1.0 1.0 1.9 0 0 0 22.0 
蛍光灯・電球 0.2 0 0 0 0 0 0 
廃油（食用油） 40.0 17.0 14.0 19.0 20.0 0 0 
スカム・汚泥等 454.1 100.0 240.0 540.0 140.3 600.0 353.5 
ゴム・革 55.0 0.1 0 12.6 0 0 8.0 
その他 234.0 231.8 3.0 26.0 0 23.5 2.0 
合計 4,143.0 1,866.5 1,120.5 1,736.3 945.5 1,777.6 1,825.2 
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区分 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
可燃物 178.7 294.2 402.8 398.7 271.7 3,681.7 
生ゴミ 393.5 429.8 355.0 580.8 673.7 6,592.2 
不燃物 3.0 11.6 226.2 184.2 43.9 1,093.8 
プラ 30.6 38.5 159.9 80.3 56.4 799.5 
ペットボトル 8.0 10.1 17.6 25.3 14.0 190.7 
アルミ缶 68.0 67.7 27.0 15.7 52.4 531.5 
スチール缶 37.0 42.0 15.3 14.8 10.7 212.8 
大型缶（一斗缶） 0 0 4.0 4.0 2.0 13.5 
ダンボール 162.2 260.0 256.5 367.8 343.8 3,095.4 
ビン・ガラス 34.5 29.0 120.6 147.8 84.0 843.9 
複合物 22.0 14.0 297.5 58.5 33.0 511.2 
金属類 6.0 32.0 301.0 16.5 31.2 517.9 
陶器類 0 0 0 4.0 4.7 46.2 
電池 0 0 0 34.6 8.0 68.5 
蛍光灯・電球 0 0 0 6.0 0 6.2 
廃油（食用油） 20.0 0 21.0 18.0 18.2 187.2 
スカム・汚泥等 203.7 430.8 503.5 422.0 440.0 4,427.9 
ゴム・革 2.0 0 1.8 76.9 56.3 212.7 
その他 29.5 8.5 78.2 88.7 131.9 857.1 















荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
12ft コンテナ（52D-21） 混載 1 4,100 
12ft コンテナ（51D-33） ダンボール 1 4,000 
12ft コンテナ（52D-33） 混載 1 3,400 
12ft コンテナ（51D-04） 木材 1 5,200 
12ft コンテナ（52D-04） 木材 1 5,400 
12ft コンテナ（52D-42） 混載 1 3,600 
12ft コンテナ（52D-26） 木材 1 5,200 
12ft コンテナ（51D-41） 複合 1 5,400 
12ft コンテナ（51D-24） 木材 1 4,300 
12ft コンテナ（51D-07） 木材 1 6,000 
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12ft コンテナ（51D-01） 複合 1 5,000 
12ft コンテナ（51D-17） 混載 1 3,450 
12ft コンテナ（52D-34） ダンボール 1 3,600 
12ft コンテナ（51D-21） プラ 1 4,000 
12ft コンテナ（51D-34） 混載 1 4,000 
12ft コンテナ（51D-31） 混載 1 2,000 
12ft コンテナ（51D-30） ダンボール 1 3,000 
12ft コンテナ（52D-07） 木材 1 4,000 
12ft コンテナ（52D-29） 金属 1 4,720 
12ft コンテナ（51D-46） 金属 1 4,270 
12ft コンテナ（52D-41） 金属 1 4,270 
20ftH/H コンテナ（HH54-2） 金属 1 5,500 
20ftF/R コンテナ（FR59-1） 複合 1 6,500 
合計  23 100,910 
 
表Ⅲ.4.5.3-7 持ち帰り廃棄物（リターナブルパレット入り 12ft コンテナ）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
12ft コンテナ（51D-23） 金属 1 4,470 
12ft コンテナ（51D-45） 金属・塩ビ管 1 3,720 
12ft コンテナ（51D-35） 塩ビ管 1 3,420 
12ft コンテナ（52D-18） 電線 1 5,220 
12ft コンテナ（51D-28） 金属・電線 1 4,620 
12ft コンテナ（51D-13） 金属 1 4,520 
12ft コンテナ（51D-11） 金属 1 4,420 
12ft コンテナ（52D-35） 金属 1 5,420 
12ft コンテナ（51D-39） 金属 1 2,500 
12ft コンテナ（52D-08） 金属 1 4,670 
12ft コンテナ（51D-10） 金属 1 3,770 
合計  11 46,750 
 
表Ⅲ.4.5.3-8 持ち帰り廃棄物（リターナブルパレット）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
リターナブルパレット 金属 8 14,950 
リターナブルパレット コンクリート 1 2,550 
合計  9 17,500 
 
表Ⅲ.4.5.3-9 持ち帰り廃棄物（スチールコンテナ）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
スチールコンテナ 金属 13 4,815 
スチールコンテナ 不燃 8 2,050 
スチールコンテナ 複合 11 3,390 
スチールコンテナ バッテリー 2 870 
スチールコンテナ 廃棄食材 7 2,685 
スチールコンテナ 廃液 1 260 
スチールコンテナ 電線 3 960 
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スチールコンテナ 電球 1 150 









合計  49 15,970 
 
表Ⅲ.4.5.3-10 持ち帰り廃棄物（ドラム缶）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
ドラム缶 アルミ缶 20 1,190
ドラム缶 スチール缶 6 490
ドラム缶 ガラス 7 1,440
ドラム缶 金属 14 1,840
ドラム缶 ゴム・革 2 190
ドラム缶 コンクリート 4 780
ドラム缶 炭 23 3,320
ドラム缶 灰 7 850
ドラム缶 ダンボール 6 560
ドラム缶 電線 5 570
ドラム缶 電池 1 90
ドラム缶 陶器 1 60
ドラム缶 廃油 46 9,000
ドラム缶 複合 12 1,105
ドラム缶 布団 2 134
ドラム缶 不燃 8 600
合計  164 22,219
 
表Ⅲ.4.5.3-11 持ち帰り廃棄物（タイコン）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
タイコン プラ 84 1,430
タイコン ペットボトル 23 175
タイコン 衣類 9 278
タイコン 靴 5 144
タイコン 寝具・布団 13 324
タイコン 手袋（ゴム・革） 1 15
タイコン 発泡スチロール 26 71
タイコン 複合 2 95
タイコン 不燃 74 2,146
合計  237 4,678
注記：タイコンは 12ft コンテナに全て収納している。 
 
表Ⅲ.4.5.3-12 持ち帰り廃棄物（裸）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 クローラクレーン諸岡 MV800 1 6,500 
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裸 幌橇 1 1,500 
裸 トラック（ガンダム） 1 6,150 
裸 天文橇 1 4,500 
裸 日立 ZX70-3 1 7,000 
裸 金属カブース 1 3,500 
大型木箱 複合 1 4,600 
合計  7 33,750 
 
表Ⅲ.4.5.3-13 持ち帰り廃棄物（リキッドタンク）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
リキッドタンク 廃油 14 10,920
合計  14 10,920
 
表Ⅲ.4.5.3-14 昭和基地残置廃棄物（コンテナ）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
20ftF/R コンテナ（FR55-1） 複合 1 3,900 
20ftF/R コンテナ（FR55-2） 複合 1 4,000 
合計  2 7,900 
 
表Ⅲ.4.5.3-15 昭和基地残置廃棄物（裸）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 メルトキング(2 廃) 1 不明 
裸 クスクス焼却炉(2 廃) 1 不明 
裸 ドラム缶圧縮機（2 廃） 1 不明 
裸 油回収機（2 廃） 1 不明 
裸 コマツ ラフター（LW-100） 1 13,500 
裸 雪上車 SM521 1 6,300 
裸 雪上車 SM520 1 6,300 
裸 ヤンマーミニ BH B-22 1 1,700 
合計  8 27,800+不明分 
 
4.5.4 排気ガス・煤煙調査【SWE_06】                         岡江 真一 
1） 主な作業項目 
発電機と焼却炉から発生する排気ガスが及ぼす環境への影響を把握するため、2018 年 7 月・9 月・11 月・
1 月に測定を実施した。測定項目は発電機・焼却炉ともに O2、CO2、NOX、SO2、CO、NO、黒鉛である。 
 
2） 測定結果 
表Ⅲ.4.5.4-1 から表Ⅲ.4.5.4-4 に焼却炉の排ガス成分測定結果を示す。 
 
表Ⅲ.4.5.4-1 焼却炉の排ガス成分（7 月 31 日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 480 分 
温度（℃） 421.8 404.0 398.2 317.9 105.8 41.8 32.0 
O2（%） 16.6 15.9 14.8 15.0 20.2 19.2 18.9 
CO2（%） 3.2 3.7 3.2 2.0 0.5 0 0 
NO（ppm） 0 12 8 4 0 0 0 
−361−
NO2（ppm） 13 1 5 3 2 0 0 
SO2（ppm） 66 2 3 2 0 0 0 
CO（ppm） 195 475 276 133 88 0 0 
黒鉛（m-1） 0.023 0.063 0.002 0.002 0.002 0 0 
 
表Ⅲ.4.5.4-2 焼却炉の排ガス成分（9 月 13 日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 480 分 
温度（℃） 532.9 454.3 363.6 302.0 85.0 17.7 10.2 
O2（%） 15.0 15.9 17.1 18.0 20.4 20.9 20.2 
CO2（%） 4.3 3.7 2.8 2.5 0.4 0 0 
NO（ppm） 38 0 0 0 0 0 0 
NO2（ppm） 18 21 5 3 2 0 0 
SO2（ppm） 51 43 20 0 0 0 0 
CO（ppm） 1164 1137 730 617 425 19 0 
黒鉛（m-1） 0.009 0 0 0 0 0 0 
 
表Ⅲ.4.5.4-3 焼却炉の排ガス成分（11 月 12 日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 480 分 
温度（℃） 501.7 482.2 394.1 311.4 276.6 75.7 32.6 
O2（%） 14.7 14.2 15.6 16.0 17.1 17.5 13.1 
CO2（%） 3.9 3.5 2.9 1.9 1.5 0 0 
NO（ppm） 42 40 5 0 0 0 0 
NO2（ppm） 33 25 3 0 2 0 0 
SO2（ppm） 62 31 11 4 0 0 0 
CO（ppm） 1362 1097 702 622 463 86 0 
黒鉛（m-1） 0.005 0.002 0.002 0.002 0 0 0 
 
表Ⅲ.4.5.4-4 焼却炉の排ガス成分（1 月 25 日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 480 分 
温度（℃） 518.7 604.8 630.9 370.6 85.6 41.1  
O2（%） 14.3 14.0 14.1 17.1 20.9 20.9  
CO2（%） 4.9 5.1 5.0 2.8 0 0  
NO（ppm） 75 122 100 18 0 0  
NO2（ppm） 4 0 0 0 0 0  
SO2（ppm） 137 13 34 0 0 0  
CO（ppm） 2238 891 1142 25 643 0  





測定日 7 月 30 日 9 月 26 日 11 月 16 日 1 月 24 日 














温度（℃） 331.7 78.2 329.8 64.9 314.8 － 318.8 － 
O2（%） 12.7 13.1 13.8 14.5 13.5 － 13.2 － 
CO2（%） 6.1 5.8 5.3 4.7 5.4 － 5.7 － 
CO（ppm） 190 202 228 217 220 － 254 － 
NO（ppm） 535 791 894 784 814 － 1002 － 
NO2（ppm） 32 31 38 15 5 － 46 － 
SO2（ppm） 0 0 0 0 0 － 0 － 
黒鉛（m-1） 0.011 0 0.002 0 0.002 － 0.002 － 
注記：11 月及び 1 月は夏季のため排ガスボイラー未使用により測定できず 
 
4.5.5 焼却炉交換【SWE_07】                             岡江 真一 
1） 主な作業項目 







の、より安全な作業を行うため第 60 次隊が代替品を調達することとなり第 59 次隊での作業は製作途中で
はあるが終了となった。また、RCF 飛散防止のため焼却炉をブルーシート遮蔽した状態で焼却炉棟内に保
管し、2019 年 1 月に第 60 次隊へ作業手順等の引継ぎを行った。 
 
   2） 作業状況 
写真Ⅲ.4.5.5-1 から写真Ⅲ.4.5.5-8 に製作工程の状況を示す。 
写真Ⅲ.4.5.5-9 から写真Ⅲ.4.5.5-14 に作業中断となり 60 次隊へ引継ぐ状態を示す。 
 
  




写真Ⅲ.4.5.5-3 二次燃焼室サイクロン仮組(3/31)  写真Ⅲ.4.5.5-4 一次燃焼室石膏ﾎﾞｰﾄﾞ組込み(3/31) 
 
  
写真Ⅲ.4.5.5-5 一次燃焼室レンガ組付け(4/17)  写真Ⅲ.4.5.5-6 二次燃焼室ｻｲｸﾛﾝ 1 段目(4/20) 
 
  




写真Ⅲ.4.5.5-9 一次燃焼室(5/31)         写真Ⅲ.4.5.5-10 正面扉(5/31) 
 
  
写真Ⅲ.4.5.5-11 二次燃焼室ｻｲｸﾛﾝ(5/31)     写真Ⅲ.4.5.5-12 サイクロン内部(5/31) 
 
  
写真Ⅲ.4.5.5-13 右側面(5/31)         写真Ⅲ.4.5.5-14 ブルーシート遮蔽保管(6/14) 
 
   3） 問題・課題・提言 





















4.6.1 多目的アンテナシステム運用・保守【SBD_01】                      大石 孟 
多目的アンテナ部門が担当するアンテナ設備は、多目的大型アンテナ、及び地球観測衛星データ受信シス
テムの L/S バンドアンテナ、X バンドアンテナの 3 システムがあり、各々のアンテナ、レドーム、受信設備
について、年間を通じて点検、受信品質の保持、監視制御を行った。 
1） 地球観測衛星データ受信システム（L/S及びXバンドアンテナ、レドーム、受信設備）保守 
L/S バンド衛星受信システムは、1.85m 径レドーム内に収容した 1.5m 径パラボラアンテナを用いて、L/S
バンドの衛星データを受信する。受信している衛星は、L バンドを用いた NOAA、METOP、S バンドを用いた













6 月 17 日より受信ライン数が急激に減少した。診断プログラムで確認したところアンテナ Feed 部
が回転していないことを確認した。その後レドーム内を確認したところ Conscan 駆動用ベルトの破断
を確認したため、予備品と交換し正常に回転動作及び衛星受信することを確認した。 
イ)   XバンドアンテナFeed部Conscanベルト破断（2018年11月16日） 
11 月 16 日より受信ライン数が急激に減少した。ア）に記載した不具合と同様 Conscan ベルトが破
断していたため、予備品と交換し正常に回転動作及び衛星受信することを確認した。 
ウ)   LS バンドアンテナ AZ 軸回転停止（2018 年 12 月 19 日） 





エ)  LS バンドアンテナ AZ 軸回転停止（2019 年 1 月 20 日） 








2018 年 4 月 1 枚（コーキング劣化のため補修） 
2018 年 7 月 1 枚（コーキング劣化のため補修） 
2019 年 1 月 1 枚（コーキング劣化のため補修） 
  ウ） レドームパネルの交換 
   レドームパネル劣化調査の為レドームパネルを 1 枚予備品と交換し 1 枚は持ち帰った。 
3） 多目的大型アンテナ、受信設備保守 
本アンテナは、地球周回衛星等より送られる S/X バンドの電波信号を高能率、低雑音にて受信する開口











･ 11m アンテナ 1 か月点検（毎月実施） 
各部グリス漏れ確認、オイル量点検・補充、角度検出器シリカゲル点検・交換 
･ 11m アンテナ 3 か月点検（2018 年 4 月、7 月、10 月、2019 年 1 月実施） 
レドームパネル健全性確認（高所作業車による点検、無人飛行機による上空からの点検） 
･ 11m アンテナ半年点検（2018 年 8 月実施） 
各部清掃、各部給脂、ブラシ点検、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認 
･ 11m アンテナ 1 年点検（2019 年 1 月実施） 
半年点検作業に加え、変速機オイル交換、アンテナ位相調整 
･ S バンド受信設備（2018 年 8 月、2019 年 1 月実施） 
レベルダイヤ、スペクトラム波形取得等 
･ 西オングルコリメーション設備点検（2019 年 1 月実施） 
S/X バンドの送信レベル、周波数偏差、スプリアス強度、機構点検 
b） 設備不具合対応 








詳細調査や復旧作業は第 60 次隊越冬中に実施することとした。 
 
4.7 LAN・インテルサット【SISL】       
4.7.1 インテルサット衛星通信設備保守【SISL_01】                       齋藤 勝 
1） 概要 
昭和基地と国内との通信（メール、ネット、電話）インフラ確保としてインテルサット衛星通信設備の
運用保守について 1 年を通じて実施した。 
2） 障害発生状況 
越冬期間中に発生した障害一覧を以下に示す。 
  表Ⅲ.4.7.1-1 59 次隊インテルサット衛星通信設備障害一覧（2018年 2月 1日～2019 年 1月 31日） 

































   表Ⅲ.4.7.1-2 第 59 次隊インテルサット衛星通信設備保全作業一覧（2018 年 2 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 


























4 4/6 SSP 系切り
替え作業 
持ち込み SSPA の系切り替え作業を実施した。 
以降、現用系として運用開始。 
9:20～10:30































































太陽雑音 太陽熱雑音発生により各日 10～15 分の衛星回線品
質低下及び停止。自然復旧。 
各日 
5 分～10 分 
 5） KDDI山口局での受信レベルの低下 
対向地球局の KDDI 山口局にて受信レベル（信号対雑音比 Eb/No）の低下が 9 月末より発生。太陽雑音に
よる影響日（10 月 8 日）を終えてもレベル低下が継続していた為、KDDI 山口局と協議して昭和基地側の衛
星モデムの出力レベル調整（+2dBm）を実施した。レベル調整後は KDDI 山口局で適正なレベルに回復して
いる事を確認。正常性確認試験も良好であった事から本運用とし第 60 次隊に引き継いだ。 
衛星モデム出力レベル： -16.5dBm（変更前）→ -14.5dBm（変更後） 
6） 衛星回線増速作業（3Mbps→4Mbps） 
昭和基地の対向局にあたる KDDI 山口局と増速手順の検討を進め 2 月 15 日に増速作業を実施した。回線
帯域を 3Mbps→4Mbps へ変更の際に各種仕様変更を伴った為、パラメータの設定変更も同時に実施した。 
表Ⅲ.4.7.1-3 仕様変更箇所 
 変更前 変更後 
データ速度 3,072 kbps 4,096 kbps 
変調方式 8QAM QPSK 
送信周波数(RF) 6329.7000 MHz 6361.6207MHz 
送信周波数(IF) 79.700 MHz 70.6207 MHz 
受信周波数(RF) 4104.7000MHz 4136.6207MHz 
受信周波数 79.700 MHz 70.6207 MHz 
−369−
主信号（送信）円偏波 LHCP RHCP 
主信号（受信）円偏波 RHCP LHCP 
Up-CONV 送信周波数 6320.000MHz 6361.000MHz 
Down-CONV 受信周波数 4095.000MHz 4136.000MHz 
衛星回線区間を含むネットワークのスループットを確認するため iperf 試験を実施した。 
iperf 試験では本回線のスループットを確認するため UDP モードで帯域を 3.90Mbps、及び 4.00Mbps の 
  2 通りのデータを取得。 
                         表Ⅲ.4.7.1-4 iperf 試験結果 
送信帯域 インターバル データ総量 ジッタ ロス数/パケット数、（ロス率） 
3.90Mbps 0.0-30.0sec 13.9Mbyte 5.175ms 0/9950 （0%） 
4.00Mbps 0.0-30.0sec 14.2Mbyte 5.081ms 59/10201（0.58%） 
7） SSPA（送信出力増幅装置）ネットワーク組み込み作業 
第 58 次隊越冬期間中に 2 台で運用（冗長構成）していた SSPA の内 1 台が故障となり第 59 次隊で SSPA1
台を調達、DROMLAN で昭和基地へ搬送後に検証およびネットワークへの組み込み（冗長構成化）作業を実
施、4 月 6 日に現用系への系切り替え作業を行った。 




入力周波数 5.85GHz 出力 -5.28dB 
入力周波数 6.15GHz 出力 -3.65dB 
入力周波数 6.425GHz 出力 -4.35dB 
入出力特性 
Pin=-38dBm～-10dBm  ATT=0dB 
1dBm ステップで出力測定、P1dB を測定 







冷却ファンユニット 3 台 
電解コンデンサ 2 個 
即断ヒューズ（コンデンサ横） 1 個 （59 次未実施） 
即断ヒューズ（小） 3 個 
警報ヒューズ 2 個 
避雷器 3 個 
Ni-Cd 電池 1 個 
蓄電池 28 個 
表Ⅲ.4.7.1-7 交換作業後の各種測定結果 
測定項目 計測値 
交流出力電圧 U-V:199.7V    V-W:199.7V    W-U:199.8V 













注誤りと判明。（第 60 次隊で即断ヒューズの交換を実施予定）今回は部品交換を実施したが UPS 本体の耐
用年数を超過している事から UPS 本体の交換に向けた検討を行う必要がある。 
9） モーターヒーター制御装置部品交換作業 




タイマーリレー（RL4） 1 個  2 式 
タイマーリレー（RL7） 1 個  2 式 
電流検出リレー 2 個  2 式 




全体的な経年劣化が認められる。JACK SCREW の蛇腹(カバー)下部の布が劣化の為に切れており金具での 
固定は不可となっている。但し通常運用中には大きな支障をきたす事が無いと判断している。排出された
グリス、オイルについては外観上劣化が見られなかった。アンテナ駆動系の動作状態は良好。作業は従来












という。）及びイリジウム OpenPort（以下、「イリジウム OP」という。）が配備されているが、59 次ではイ
リジウム OP の安定稼働を確認できた事でイリジウム FB のサービスを停止している。59 次作業で管理棟内
のインマル FB 設備を撤去（4 月 5 日）。屋外のアンテナおよび構造物は 60 次以降で撤去予定。インテルサ
ット回線故障時の救済手段としてはイリジウム OP（予備は 1 セット）で対応可能。 




4.7.2 昭和基地LAN・IP電話設備保守運用【SISL_02】                     齋藤 勝 
1） 概要 






    表Ⅲ.4.7.2-1 第 59 次隊 LAN 設備障害一覧（2018 年 2 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 
 
発生日 障害件名 障害内容、対応状況 影響










































8 6/18 SIP server（立川
側） 不具合対応 
国内からの暗証番号 4 件を入力するも認証 NG が発生し
て接続ができない事象が発生。立川側の SIP server を
再起動して復旧。 
有 
9 8/30 設営事務所内 LAN
スイッチ不具合 
監視（ping）上で設営事務所内 LAN スイッチ（GS1_Stack）





12 月下旬より断続的に通信不安定事象が発生。 有 
11 1/4 第 1 居住棟無線 AP
故障 
第 1 居住棟無線 AP 故障が発生。予備機に交換して復旧。 有 









14 1/25 Steel Head 不具合
（立川側） 





AP 向け pingNG 
重力計室内の無線 AP 向け pingNG が継続して発生。現地







   表Ⅲ.4.7.2-2  第 59 次隊 LAN 設備保全作業一覧（2018 年 2 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 
 作業日 作業件名 作業内容 
回線
停止























6 3/16 無線 LAN 電波干渉調査 庶務室、隊長室付近で発している干渉波の発信源の特定
を実施（庶務室内設置の複合機が発信源） 
無 
7 3/23 居住棟有線化作業 
（第 1 居住棟） 












（第 2 居住棟） 
第 2 居住棟内での有線 LAN 環境を構築。 有 
10 4/27 south1 置換作業 断続的に発生していた south1 の不具合対処として予備
機への交換を実施。 
有 
11 8/15 中型 UPS（庶務室内）交
換 























第 1 夏宿、第 2 夏宿、
夏季事務所内 LAN 設備
立ち上げ 
第 1 夏宿、第 2 夏宿、夏季事務所内の LAN 設備の立ち上
げ作業を実施。 
無 
17 12/26 NAS アクセス時の認証
設定 































（VLAN）を設定している。第 59 次隊では袋浦の長距離無線 LAN 環境を構築しサービスエリアの拡張に成
功している。 
表Ⅲ.4.7.2-3 昭和基地内 LAN セグメントと用途 
セグメント 主な用途 
31seg インテルバックボーン、保守用 





40seg Video Stream 用 
41seg 第 1、第 2 居住棟用 
42seg PANSY－LAN 













第 56 次隊で導入したナカヨ製 IP-PBX を引き続き運用した。越冬期間中、何度かハングアップするこ
とはあったが再起動すると正常に動作した。 
b） サービスエリア 
固定 IP 電話は現在利用しているほぼ全ての棟屋で利用可能である。第 59 次隊で袋浦（とうふハット）
でのネットワーク開通を契機にとうふハットに固定 IP 電話を設置した。（昭和基地と同等に利用が可能）
無線 IP 電話は越冬期間中、各隊員 1 台を所有していた。無線 IP 電話は UHF/VHF 無線機には無い秘匿性
を保つ事のできる利点がある反面、電池の持ちの悪さや移動中に通話が不安定になる点、屋外で利用で
きない点などから 59 次では積極的に活用するには至らずに居住棟の各居室内で利用することが多かっ
た。無線 IP 電話の品質を向上させる事で利便性が増すと考える。 
6） 各種サーバ・ツール 
a） south1/south2 
58 次までは south1 を現用、south2 を予備機として運用していたが、59 次では south1 の不具合が頻
発し対処として予備機へ交換を行った。交換に併せ south1 の負荷軽減を目的に south1 の一部の処理を












第 59 次隊夏作業で構築した袋浦無線 LAN 設備は生物グループの夏季オペレーション期間中、安定的に
稼働させる事ができた。第 59 次隊夏期間終了後の設備立ち下げ以降は昭和基地より遠隔監視を行ってき
たが、装置状態が異常となっている事が判明した。11 月 15 日に現地確認したところ袋浦無線タワ （ー管
理棟～袋浦間の長距離無線伝送用）の倒壊、パラボラアンテナの亀裂、太陽光パネル 3 枚中 1 枚のひび
割れを確認した。2018 年 12 月 28 日第 60 次隊夏期ヘリオペに同行し、倒壊していた無線タワーの修復
作業を実施した。パラボラアンテナの亀裂が著しく破損箇所全ての修復は実施出来なかったものの、袋
浦～管理棟間の長距離無線 LAN 通信を回復させる事ができた。懸念していた無線 LAN の品質についても
建設当時に近い数値を確認する事ができ、昭和基地と同様にネット、メール、IP 電話が使用できるよう
になった。2019 年 1 月 8 日 蜂の巣山パラボラアンテナ角度調整を実施したことで、袋浦～蜂の巣山間
の利得が 8dB 改善した。 
b） 居住棟の有線ネットワーク化 







 居室数 無線（Wifi）AP IP 電話（固定電話） 
第 1 居住棟 21 2 1 
第 2 居住棟 22 2 1 
 
表Ⅲ.4.7.2-5 LAN スイッチ物理仕様 
LAN スイッチ設置場所 LAN スイッチ型番 上流向けインターフェース 
第 1 居住棟（2 階）＿倉庫 3 AT-x230-28GT AT-SPSX 1000BASE-SX 
第 2 居住棟（1 階）＿倉庫 2 AT-x230-28GT AT-SPSX 1000BASE-SX 
第 2 居住棟（2 階）＿倉庫 3 AT-x230-28GT 1 階 LAN スイッチと 2 階 LAN スイッチ間
を 1000BASE-T によるカスケード接続 
 
第 1 居住棟：必要ポート数 24 に対して AT-x230-28GT 1 台に収容。LAN スイッチ設置場所は光成端箱
と同一の 2 階「倉庫 3」とした。上流向けインターフェースに AT-SPSX 1000BASE-SX を使用。 
第 2 居住棟：必要ポート数を勘案して 2 居棟は、各階に AT-x230-28GT を設置。LAN スイッチ設置場所
は光成端箱に近い距離の１階「倉庫 2」、2 階「倉庫 3」とした。上流向けインターフェースに AT-SPSX 






表Ⅲ.4.7.2-6 設営事務所（倉庫棟）GS1／GS1-Stack 交換前後の主な仕様 









上流インターフェース 1000BASE-SX 1000BASE-SX 
 
表Ⅲ.4.7.2-7 重力計室 GS14 交換前後の主な仕様 
 変更前 変更後 
機種名 8216XL GS924M_V1 
ユーザポートインターフェース 100BASE-T 1000BASE-T 
上流インターフェース VDSL VDSL 
d） 夏期間の昭和LAN不安定事象 
例年、夏期間中昭和 LAN でネットワーク輻輳や不安定事象が発生していたが第 59 次隊に於いても同様




表Ⅲ.4.7.2-8 夏期間における昭和基地主要設備に対する ping ロス率 
実施期間 ping ロス率 
12 月 1 日～12 月 25 日 0.1%未満 
12 月 25 日～1 月 31 日 2.33% 
 
4.7.3 昭和基地屋外監視カメラ整備運用【SISL_03】                    齋藤 勝 
1） 概要 
昭和基地内に設置されているカメラの運用・保守を行った。運用していた主なカメラは、天測点カメラ、







        表Ⅲ.4.7.3-1 第 59 次隊屋外カメラ障害一覧（2018 年 2 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 
 発生日 障害件名 障害内容、対応状況 影響





















        表Ⅲ.4.7.3-2 第 59 次隊屋外カメラ保全作業（2018 年 2 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 



















点から 100kl 水槽間は残雪および凍土が多く破断点の特定に時間を要する事となった。2019 年 1 月 29
日-30 日の調査で破断点を特定する事ができた。破断点では映像用の同軸ケーブルおよび電源ケーブル
が 2 本とも切断されていることを確認した。再稼働の可否、あるいは設備移設の検討を第 60 次隊へ委ね
た。 
 





度、録画してデータを業務用 NAS 等へ格納を行った。 
2） 南極授業 
越冬交代後に教員派遣（2 名）により以下の 4 校の南極授業を実施した。 
表Ⅲ.4.7.3-3 第 59 次隊南極授業実績 
 中継日 国内中継場所 
2018 年 
1 2/5 西仙北小学校 
2 2/8 菅小学校 
3 2/9 大曲工業高校 




機器の HD 化に伴い画面比は 16:9 が標準となり、動画やパワーポイントも 16:9 で作成しているが極地
研究所の大会議室など一部のプロジェクターは 4 対 3 となっておりスイッチャー（V-1600HD）の設定でサ
イズ変更をして映像を送出した。 
国内中継側（学校側）の回線は KDDI 社の au LTE 回線を利用しており、国内の TV 会議システムと Wi-Fi
データ通信端末は有線 LAN ケーブルによる接続ができるようになったためほとんど問題なく極地研究所の
MCU に接続することができていた。南極教室の実績を以下に示す。 
表Ⅲ.4.7.3-4  第 59 次隊南極教室実績（2018 年 2 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 
 中継日 国内中継場所 ビデオ会議システム 
1 5/17 池田小学校 Life Size 
−377−
2 5/30 世矢小学校 Life Size 
3 6/5 関西大学第一中学校 Life Size 
4 6/8 周南中学校 Life Size 
5 6/14 安城南高等学校 Life Size 
6 7/6 白鴎高等学校・附属中学校 Life Size 
7 7/11 楠学校 Life Size 
8 7/17 千代野小学校 Life Size 
9 9/6 静岡小学校 Life Size 
10 9/11 つるせ台小学校 Life Size 
11 9/13 鮎川小学校 Life Size 
12 9/21 大槌学園 Life Size 
13 9/28 神明小学校 Life Size 
4） ビデオ会議 
     通年で 60 件を超えるビデオ会議が開催された。高品質な LifeSize に加えて、簡易ビデオ会議システム 
（i-pad）を用いた会議も数多く開催された。ビデオ会議の実績を以下に示す。 
表Ⅲ.4.7.3-5 第 59 次隊ビデオ会議 実績（2018 年 2 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 
 中継日 国内中継場所 
ビデオ会議
システム 
1 2/19 S17 関連会議 i-Pad 
2 2/20 国際共同レーダー探査に関する会合 i-Pad 
3 2/22 南極 H128 フィルン空気に関する研究打合せ i-Pad 
4 2/27 文科省との会議 i-Pad 
5 3/8 南極観測のための国際打ち合わせ Life Size 
6 3/15 60 次レーダー探査に関する会合 i-Pad 
7 3/28 アイスコア研究打合せ i-Pad 
8 3/29 アイスコア研究打合せ i-Pad 
9 4/4 気水圏 H30 計画フォーローアップ Life Size 
10 4/19 気水圏専門部会 Life Size 
11 4/24 新学術成果報告 Life Size 
12 4/24 新学術運営委員会 Life Size 
13 4/25 気水圏 拡大総括班会議と連携議論 i-Pad 
14 4/26 重点研究観測専門部会 Life Size 
15 5/8 弘前大学 i-Pad 
16 5/9 PANSY 国内会議 i-Pad 
17 5/21 弘前大学 i-Pad 
18 6/6 気水部門打合せ Life Size 
19 6/11 通信部門打合せ i-Pad 
20 6/21 宙空部門打合せ Life Size 
21 6/29 内陸打合せ Life Size 
22 7/4 PANSY 国内会議 i-Pad 
23 7/8 大気部門打合せ i-Pad 
24 7/9 新学術 2018 年拡大総括班会議 i-Pad 
25 7/9 LAN 部門打合せ Life Size 
26 7/9 大気部門打合せ Life Size 
27 7/10 新学術 2018 年拡大総括班会議 i-Pad 
−378−
28 7/11 調理部門打合せ i-Pad 
29 7/12 大気部門打合せ i-Pad 
30 7/19 建築部門打合せ Life Size 
31 8/1 アイスコア分析打合せ i-Pad 
32 8/2 国内との緊急時連携訓練 Life Size 
33 8/3 アイスコア分析打合せ i-Pad 
34 8/8 通信部門打合せ i-Pad 
35 8/21 S16 報告会 Life Size 
36 9/10 東北大学 i-Pad 
37 9/18 南極観測センター Life Size 
38 9/25 南極観測センター Life Size 
39 10/11 南極観測審議委員会重点研究観測部会 Life Size 
40 10/15 新学術運営委員会 Life Size 
41 10/16 気水圏ビデオ会議 ZOOM 
42 10/16 PANSY 国内会議 i-Pad 
43 10/17 気水圏ビデオ会議 ZOOM 
44 10/18 気水圏ビデオ会議 ZOOM 
45 10/24 中継拠点旅行報告会 Life Size 
46 11/1 気水圏ビデオ会議 Life Size 
47 11/7 PANSY 国内会議 i-Pad 
48 11/13 PANSY 国内会議 i-Pad 
49 11/19 輸送関連打合せ Life Size 
50 11/22 60 次との打ち合わせ Life Size 
51 12/25 多目的部門業務引き継ぎ Life Size 
52 12/26 多目的部門業務引き継ぎ ZOOM 
53 1/8 多目的部門業務引き継ぎ ZOOM 
54 1/9 多目的部門業務引き継ぎ ZOOM 
55 1/10 多目的部門業務引き継ぎ ZOOM 
56 1/11 宙空部門会議 ZOOM 
57 1/15 多目的部門業務引き継ぎ ZOOM 
58 1/18 宙空部門会議 ZOOM 
59 1/21 多目的部門業務引き継ぎ ZOOM 
60 1/22 PANSY 会議 ZOOM 
61 1/25 多目的部門業務引き継ぎ ZOOM 
62 1/28 九州大学論文発表 ZOOM 
5） 南極中継 
    南極中継は通年で 26 回実施した。第 59 次隊では 2018 年 10 月以降から試験的に ZOOM を用いての中継が
行われた。南極中継の実績を以下に示す。 
表Ⅲ.4.7.3-6 第 59 次隊南極中継 実績（2018 年 2 月 1 日～2019 年 1 月 31 日） 
 中継日 国内中継場所 
ビデオ会議
システム 
1 3/12 南極春の学校 i-Pad 
2 3/17 南極科学教室_九州大学 i-Pad 
3 3/21 西堀榮三郎記念室 リニューアルセレモニー i-Pad 
4 3/21 文京区地球ラボ i-Pad 
−379−
5 5/5 南極・北極科学館中継 Life Size 
6 7/14 関西アマチュア無線フェスティバル i-Pad 
7 7/16 静岡科学館る・く・る i-Pad 
8 7/25 豊岡市コウノトリ KIDS クラブ i-Pad 
9 8/1 KDDI（中国新聞社） i-Pad 
10 8/2 気象庁夏休み子ども見学デー i-Pad 
11 8/4 極地研一般公開 Life Size 
12 8/10 科学館ライブトーク Life Size 
13 8/17 科学館ライブトーク i-Pad 
14 8/17 KDDI（北海道大学） i-Pad 
15 8/18 59 次家族懇談会 Life Size 
16 8/23 KDDI 九州総支社 i-Pad 
17 8/24 科学館ライブトーク ZOOM 
18 10/13 海上保安協会那覇支部 i-Pad 
19 10/14 大学共同利用機関法人シンポジウム ZOOM 
20 10/18 田園調布小学校 i-Pad 
21 10/21 ミーツ・ザ・サイエンス i-Pad 
22 10/31 若松小学校(北見工業大学主催) i-Pad 
23 11/23 南極北極ジュニアフォーラム Life Size 
24 12/2 NHK 日本科学未来館 i-Pad 
25 12/6 ガザ ZOOM 
26 12/7 ヨルダン i-Pad 
6） 遠隔医療相談 





簡易版ビデオ会議システムとして主に i-pad を使用した。簡易版ビデオ会議システムの利点として少 
人数の中継スタッフ（MCの他1，2名）で運用ができたため、多くの南極中継で使用された。中継用のアプ
リケーションはFaceTime、skypeの何れかを用いた。 
         19 広場を常設の無線 LAN サービスエリアにしたため、19 広場の中継を含めることが多かった。 























    d） 発電棟ワッチ用木製足場工事  
























g） 火災報知器点検作業  






主に蔵上 2,5 階部分の施工を行った。間仕切壁スタッ組→断熱材設置→5 ミリべニア貼り→ 































































とっつき岬の PB300 の後部に設置した工具ボックスを修理した。 
c） SM100単管パイプ組立 
とっつき岬にて SM100 に観測用レーダーを取り付けるため、単管パイプの組立をおこなった。 
    d） ドーム隊員依頼品作成 




SM414 の後部を改修し 3 名が就寝出来るようにした。又運転席、助手席に木製板を渡し 1 名が就寝す
るスペースも確保。これによりスノーモービル 2 名、SM414 2 名での野外宿泊が可能になった。 
   10） 11月 
a） 基本観測造作内容 



























4.8.2 木製橇・カブースの修理【SCS_07】 佐藤 啓之 
概要・経過 
8 月に S16 にて橇のの引き出しを行い 43 台の橇を回収した。この中で燃料橇以外の橇の改修、修理を実
施した。 





     9 月  
     ・3 月に解体した風呂橇の続きとして風呂だった部分を資材棚に改修しトイレを追加前のトイレの移
動接地も行いトイレを 2 箇所とした。 
     10 月 
     ・橇に搭載する発電機の養生用ボックスを 2 台作成した。 
     ・中継拠点旅行で壊れた食糧橇の棚を解体し新たに強度を高めた棚を再施工した。 
       
4.9 装備・野外観測支援【SEQ】  
























る提案を 2018 年 2 月中旬に、在庫数量に基づく調達参考意見を 6 月下旬に南極観測センターに提出した。
尚、11 月 12 日、第 60 次ドームふじ旅行隊の出発準備作業中に、個人装備（低温作業用手袋：おたふく、
ダイローブ）が配布されていない事が分かった。予定外ではあったが、重要装備につき昭和基地在庫から









第 58 次隊から引き継いだ以下の装備 a）～c）、および f）を継続利用したが、装備 b）を 1 セット減ら
して、スノーモービル行動用に緊急露営や負傷者搬送も想定した装備を加え、装備 e）として再編した。 
a） 車載用レスキュー装備（プラケース入り）4セット 
b） レスキュー隊用レスキュー装備（ザック入り）4セット → 3セット 
c） 非常食（プラケース入り）4セット 
d） レスキュー隊用ルート方位表、ルート図、およびハンディ GPS 1 セット 
e） スノーモービル用レスキュー・非常装備・非常食（ダッフルバッグ入り）1 セット 
f） レスキュー橇積載装備 1 式 
 





 2月25日 海氷厚測定（西の浦）、海氷状況確認（アンテナ島） 
 3月13日 越冬中の野外活動計画の集約、および一覧表作成 
 3月17日 海氷厚測定（西の浦） 
 4月4日 海氷厚測定（西の浦） 
 4月5・24日 雪尺エリア視察・設置（北の浦） 
 4月8日 海氷状況確認、海氷厚測定（中の瀬戸） 
 4月11・16・17日 雪面下の水路調査（見晴らしデポエリア） 
 4月17日 アンテナ点検（アンテナ島） 
 4月29日 海氷厚測定（北の浦・北の瀬戸） 
 5月2・27日 テレメトリーサイト保守支援（西オングル島） 
 5月7日 漁協係活動支援（北の浦） 
 6月4・6・11・13日 レーション梱包（60次ドーム旅行用） 
 6月12日 ルート工作（見晴らしデポエリア） 
 6月12・15日 海氷厚測定（オングル海峡） 
 7月3・5日 多年氷境界調査（北の浦～北岩島） 
 7月10・11日 ルート偵察（とっつき岬方面） 
 7月12・14・15・16・17・21・22日 ルート工作（とっつき岬） 
 7月24日 海氷状況確認、ルート状況偵察（西の浦、西オングル島方面） 
 7月27日 地圏GPSブイ設置（西の浦） 
 7月30-31日 内陸ルート整備、雪上車・橇の状況確認、雪上車回送など（S16/17） 
 8月6-10日 雪上車・橇の引出し、橇回送など（S16/17） 
 8月14・27日 燃料橇編成 
 8月16日 クラック状況調査（とっつきルート）、多年氷境界調査（中島～岩島） 
 8月17日 燃料橇輸送（とっつき岬） 
 8月19日 海氷厚測定、漁協係活動ポイント設定（オングル海峡） 
 9月1・3・20日 気象ゾンデ放球支援（外出注意令発令時） 
 9月6日 ルート工作（向岩）  
−385−
 9月7日 ルート偵察（西オングル島、まめ島～オングル沖の島方面） 
 9月8・10日 ルート工作（西オングル島～オングル沖の島方面） 
 9月10日 海氷状況確認、ルート偵察（ルンパ、ラング方面） 
 9月13-15日 中継拠点旅行隊出発支援（S16） 
 9月23・29日 ルート工作（オングル海峡～ラング方面） 
 9月24・25日 海氷厚測定（オングル海峡・しるべ島東方） 
 9月26日 海氷状況確認、ルート偵察（オングルカルベン～弁天島方面） 
 9月27日 ルート工作（弁天島方面） 
 9月28日 ルート工作・地圏GPS設置（オングルガルテン・左島付近） 
 9月30日 クラック状況調査（とっつきルート）、大型車両用バイパスルート設定 
 10月1日 スノーモービル回収（袋浦付近） 
 10月3日 ルート工作（ラングホブデ） 
 10月5日 昭和滑走路基準旗設置（しるべ島南方） 
 10月8日 乱氷帯境界調査（ルンパ～弁天島周辺） 
 10月9日 ルート工作（ルンパ）、徒歩ルート視察（西オングル島～まめ島） 
 10月11日 昭和滑走路・アイスオペ用氷山視察 
 10月12日 福島隊員お参り～散策支援（西オングル島～まめ島） 
 10月13日 ルート工作（弁天島、オングルカルベン） 
10月15-17日 ルート工作（きざはし浜、シェッゲ、袋浦、水くぐり浦）、ネッケルホルマネ偵察、 
乱氷帯境界調査 
 10月21日 ルート工作（岩島）、昭和滑走路航空標識旗仮設置 
 10月23日 地圏GPS回収（オングルガルテン）、ルート偵察（テオイヤ～ポルホルメン） 
 10月25日 ルート工作（ハムナ氷瀑）、アイスオペレーション支援 
 10月26日 クラック状況調査（とっつきルート）、バイパスルート再設定 
10月26・28日 海氷厚測定（オングル海峡・しるべ島東方）  
 11月1-2日 野外研修支援（スカルブスネス） 
 11月7日 アイスオペレーション・そうめん流し支援 
 11月10-14日 第60次隊ドームふじ旅行隊出発支援 
 11月15日 ペンギンセンサス（ルンパ） 
 11月19-21日 スカルブスネス非常用滑走路候補地調査（神の谷） 
 11月27日 第60隊地質チーム用暫定ルート設定（北テオイヤ、西オングル島） 
 11月28日 ルート状況の確認（きざはし浜まで） 
 11月29-30日 ペンギンセンサス、野外観測拠点立下げ、ルート旗回収（きざはし浜まで） 
 12月2日 ペンギンセンサス（オングルカルベン、まめ島） 
 12月4・6・15日 海氷厚測定（見晴らし岩東方・しるべ島東方） 
 12月4日 見晴らしルート分岐点変更 
 12月6・12・13・14日 氷上輸送ルート裸氷帯のパドル化防止作業（盛雪） 
 12月7・15・18・25日 ルート旗回収（AP、IT、OL、OG、IW） 
 12月14・25・26・31日 氷上輸送ルートの状況確認 
 12月21・28日 しらせ誘導旗設置（見晴らし岩東方・しるべ島東方）、海氷状況確認 
 12月26日 大型車両自走搬送の誘導、走行トレースの点検 
 12月28日 しらせ係留点へのアプローチルート設定、氷上輸送の誘導（初回のみ）、トレースの点検 
 12月31日 第60次隊しらせへの送迎 
2019年 
1月2日 第60次隊 地物観測支援（しらせ氷河） 
 1月3-6日 第60次隊 地質調査支援（ボツンヌーテン） 
 1月7日 氷上輸送ルートの状況確認 
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 1月9日 ルート旗回収（氷上輸送ルート、見晴らしルート） 
1月10日 第60次隊 地物観測支援（ラングホブデ氷河） 
 1月14日 第60次隊へのルート引継ぎ（とっつき岬～S16/17） 
 1月16日 第60次隊 地物観測支援（パッダ） 















FA 用、レスキュー用、食堂（閲覧用）にも各 1 部配備した。 
4） 長期内陸旅行の準備 






















   ・本部メンバーが通信室に集合 → 情報収集 
   ・基本方針の決定 
   ・具体的な実施方法、手順の決定 
   ・出動メンバーの決定 
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   ・必要な資機材、準備作業の決定 
   ・準備作業（作業ユニット毎）の支援者を決定 
   ・準備作業開始 
   ・最終確認 → 出動 
3） 南極安全講習 
     野外活動における事故防止を目的とし南極安全講習を実施した。基本的には従来のカリキュラムを踏 
    襲したが、オペ会の協議結果を受けて一部に変更を加えた。開催実績は以下の通り。なお、例年 2 月に 
    実施されている海氷行動安全講習は、海氷状況が悪かったため 4 月に延期した。 
a） 海氷行動安全講習（座学 1 時間／実技 2～3 時間、講師：木津・赤田） 
      野外行動に係る各種届け出のルール説明、海氷上の危険、海氷行動時の遵守事項、ゾンデの使用法 
などについて学んだ。座学は 4 月 9 日に実施し 32 名が参加。実技は 4 月 11・12 日に実施し 29 名 
が参加した。 
b） 野外行動安全講習（実技 4～5 時間、講師：赤田・木津） 
東・西オングル島の地形および危険個所の把握を主眼とし、併せて地形図、コンパス、GPS、簡易 
気象計などの使用法について学んだ。また、最新の気象情報を入手し、常に天候急変の可能性に   
ついて把握することを促した。4 月 8・15・22・28 日、および 5 月 5 日に実施し延べ 47 名が参加 
した。 
c） ビバーク講習（実技 2 時間、講師：赤田・木津） 
短時間で風から身を守る事がいかに重要かを強調説明した上で、ツエルト設営、雪洞作り、個人 
用竪穴掘り、および非常用個人装備の使用法について学んだ。7 月 2・7 日に実施し 29 名が参加し 
た。 
d） ロープワーク講習（実技 1 時間、講師：赤田・レスキュー要員） 
必要最小限の結び方と、最も重要なロープワーク（自己確保など）について反復練習をおこなっ 
た。5 月 16・28 日に実施し 32 名が参加した。その後も各自で反復練習するよう促した。 
e） セルフレスキュー講習（実技 2 時間、講師：赤田） 
  支点構築、自己確保、固定ロープの設置、クレバス脱出などについて、特別な資機材を使用せず 
  にシンプルな方法を学ぶとともに、雪庇状のエッジ通過の難しさと各自の動作限界を体験した。 
7 月 4・7 日に実施し 31 名が参加。その後、ハーネスや登高器、下降器を利用したロープ登下降の 
個人講習を 7 月 10・11・15・18 日に実施し 25 名が参加した。 
f） ルート工作講習（座学 1 時間／実技 2～6 時間、講師：赤田・木津） 
ルート工作の手順、59 次隊でのルール、ルート方位表の見方などについて学んだ。座学は 7 月 19 
日に実施し 32 名が参加。実技は OJT により 7 月 12 日以降随時実施した。 
g） 重機作業安全講習（現場説明 1 時間、講師：鯉田） 
例年実施されているクローラー運転講習に代わり、越冬期間中の重機作業全般に係る注意点など 
について、実機を用いた現場説明をおこなった。5 月 17・28 日に実施し 31 名が参加した。 
h） 雪上車・スノーモービル講習（座学 1 時間／実技 2 時間、講師：小島・平沢・川村・赤田） 
  雪上車・スノーモービルの立上げ、注意事項、運転方法から、内陸における雪上車での生活、59 
次ドームふじ旅行隊でのキャンプ体制、事故事例などについて学んだ。座学は 7 月 17 日に実施し 
32 名が参加。実技は 7 月 23 日に実施し 28 名が参加した。 
i） 南極の気象（座学 1 時間、講師：杉山・平沢） 
  昭和基地周辺・内陸の気象、観天望気、旅行中の気象観測方法などについて学んだ。6 月 15 日に 
実施し 32 名が参加した。 
j） 救急法概論（座学 1 時間、講師：宮岡） 
  ケガと病気、応急手当、携行医療セットの使用法、凍傷・低体温症の予防と処置などについて学 
んだ。5 月 10 日に実施し 32 名が参加した。       
k） 応急手当・救命講習（実技 1 時間、講師：宮岡・粕谷） 
  心肺蘇生法、AED 使用法、止血法などを学んだ。5 月 14・15・16 日に実施し 32 名が参加した。 
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l） 事故事例研究（事例発表・討議 5～30 分、発表者：全員） 
5 月 1 日から 12 月 4 日まで、毎週火曜日ミーティング終了後に当番制で実施した。発表はできる 
だけタイムリーな事例、もしくは自身の体験に基づく事例を選定するよう促した。当番によって 
は、パワーポイントで資料作成するなど工夫がみられた。また、第 59 次隊としてどのように対処す 
べきか具体的な議論に発展するなど、毎回真剣な雰囲気で実施された。 
   
4.9.4 昭和基地ライフロープ、標識旗の維持・管理【SEQ_05】 赤田 幸久 
1） ライフロープの配置と維持・管理 
ライフロープは、ブリザード対策指針に基づき配置した。越冬開始後2018年2月2日に全区間の点検と 














4 月に基地前駐車場、および見晴らしデポエリアの海岸線（第 1 クラック）に沿って標識旗を設置した。
見晴らしエリアについては、雪面下に直径 2m もの水路（迷子沢からの融雪水流路）が見つかり、更には河
口付近の海氷にも大きな窪地状が見られたため、水路調査を実施した上で標識旗を設置し、立ち入り禁止
エリアとした。本格除雪が終盤となった 12 月中旬以降に、迷子沢方面の道路標識旗を更新した。第 60 次
隊への引き継ぎは 2019 年 1 月 24 日におこなった。 
 
4.10 庶務・情報発信【SM】【APR】【STR】 




らは公式通信として極地研の人事異動通知や第 58 次隊、第 59 次隊、第 60 次隊の動向について受信したほ
か、公用連絡として支援連絡会議議事録・議事要旨、各種依頼事項・案内等を受信した。 
公式通信：18 件送信、24 件受信 
公用連絡：127 件送信、19 件受信 
 












員および第 60 次夏隊員・同行者に配布する私物氷も採取した。 
2） 採取実績 
2018年 
10月25日 アイスオペ実施。採取場所：ハムナ氷瀑 小段ボール×140、発電棟冷凍庫に搬入。 

















表Ⅲ.4.10.4-1 極地研究所ホームページ「昭和基地 NOW!!」記事 
№ 題名 執筆 
1 越冬交代式 石井 
2 越冬成立式・福島ケルン慰霊祭 石井 
3 ひな祭りと荒天 石井 
4 スポーツ大会- 田中 
5 健康診断 宮岡 
6 地球影とビーナスベルト 宮岡 
7 月光観測 津田 
8 海氷行動安全講習実施！ 加藤 
9 昭和基地周辺の海には何がいる？ 内山 
10 旗竿作り 宮岡 
11 ドローンによる海氷調査 宮岡 
12 蜃気楼 山田 
13 ロープワーク安全講習 大石 
14 極夜 島村 
15 気象記念日と電波の日 西山 
16 いよいよルート工作の始まり 小島 
17 越冬の一大イベント ミッドウィンター祭 出原 
18 ビバーク＆レスキュー訓練 関根 
19 自然の脅威 宮岡 
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20 雪上車の掘り出し 宮岡 
21 皆既月食 宮岡 
22 全体会議・各部会 杉山 
23 海氷上に GPS ブイを設置 宮岡 
24 車両整備中！ 宮岡 
25 昭和基地での通信インフラ 三浦 
26 内陸旅行の準備（燃料橇） 宮岡 
27 安全講習研究会 佐藤（士） 
28 内陸旅行隊、出発！ 濱野 
29 積雪・氷厚調査 石井 
30 福島隊員を偲んで 石井 
31 内陸旅行隊帰還 石井 
32 アイスオペレーション 石井 
33 VIBI 観測 石井 
34 第 60 次先遣隊到着 石井 
35 夏支度の始まり 西山 
36 本格除雪 石井 
37 パレスチナ・ヨルダンとの南極中継 石井 
38 第一便到着 石井 
39 輸送 石井 







取材依頼元 名称 内容 取材日 対応者 
FM くしろ sunset SPICE 電話交信
5月 21 日、6月 27 日、
7月 23 日、8月 29 日、
9 月 27 日、10 月 26
日、11 月 19 日、12



















原稿依頼元 名称 媒体 送付月、期間 執筆者 
（株）誠文堂新光社 子供の科学 紙 
2018年 3月～2019







KDDI（株）  TIME & SPACE 電子 3 月、10 月、1 月 齋藤 
つくば市 つくば市広報 HP 電子
4 月、6 月、7 月、
9 月（2 件） 
田中、島村 
東京医科大学 学報 紙 





NEC ネッツエスアイ HP 電子
3 月 5 日（2 件分）、
4 月 25 日、7 月 30
日、9 月 10 日、10
月 4 日、11 月 3 日 
大石 
愛媛新聞社 ウイークリーえひめリック 紙 
2018年 6月～2018











表Ⅲ.4.10.4-4 TV 会議システムを用いた情報発信（時間は昭和基地時間） 南極教室 
月 日 曜 項目 接続先 開始時間 終了時間 特記事項 
5 
17 木 南極教室 神戸市立池田小学校 8：40 9：16 担当：尼嵜 
30 水 南極教室 常陸太田市立世矢小学校 9：00 9：45 担当：船木 
6 
5 火 南極教室 関西大学第一中学校 8：43 9：47 担当：東野 
8 金 南極教室 袋井市立周南中学校 8：57 9：51 担当：杉山 
14 木 南極教室 愛知県立安城南高等学校 8：50 9：51 担当：加藤 
7 
6 金 南極教室 
東京都立白鷗高等学校・
附属中学校 
8：50 10：00 担当：大石 
11 水 南極教室 熊本市立楠小学校 8：55 9：46 担当：三浦 
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17 木 南極教室 白山市立千代野小学校 8：54 9：50 担当：佐藤（士） 
9 
6 木 南極教室 
静岡大学教育学部附属 
静岡小学校 
9：00 9：45 担当：杉山 
11 火 南極教室 
富士見市立つるせ台小学
校 
8：50 9：35 担当：関根 
13 木 南極教室 石巻市立鮎川小学校 8：20 9：05 担当：鯉田 
21 金 南極教室 大槌町立大槌学園 9：00 9：40 担当：石井 
28 金 南極教室 富山市立神明小学校 8：00 8：45 担当：木津 
 
表Ⅲ.4.10.4-5 TV 会議システムを用いた情報発信（時間は昭和基地時間） 南極中継 
月 日 曜 項目 接続先 開始時間 終了時間 特記事項 
2 
5 月 南極授業 西仙北小学校 8：30 9：15 夏期間業務 
8 木 南極授業 菅小学校 8:30 9：15 夏期間業務 
9 金 南極授業 大曲工業高校 9:00 9：50 夏期間業務 





















10：00 10：35 担当：大石 
5 5 土 南極中継 
南極ライブトーク 
（極地研） 



























気象庁 9：00 9：40 担当：杉山 
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4 土 南極中継 極地研一般公開 8：45 9：15 担当：岡江 
10 金 南極中継 
南極･北極科学館 
ライブトーク 












10：45 11：00 担当：齋藤 








































8：30 9：00 担当：川村 
11 23 金 南極中継 
南極北極ジュニアフォー
ラム（極地研） 
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5.1 積雪監視【SM_06】                          木津 暢彦 
越冬期間中の積雪の変化やブリザード後のドリフトの付き方について、過去隊次との比較が可能なように、









































年 月 日 備考 年 月 日 備考 年 月 日 備考
2 22 05 ブリザード後の撮影 9 17
07 荒天後の撮影 19 13
18 2-3 ブリザード後の撮影 23 ブリザード後の撮影
24 ブリザード後の撮影 13 11 06 ブリザード後の撮影
4 18 20 ブリザード後の撮影 03
03 18 16
17 31 ブリザード後の撮影 02 荒天後の撮影



















5.3 本格除雪【SM_10】                            鯉田 淳 
第 60 次隊受け入れに向けて、11 月に入って本格除雪の準備を開始した。しかし 2 度の A 級ブリザードによ
り、本格除雪は 12 月からとなった。第 59 次隊の越冬開始時に大量に残っていた基地主要部北側の残雪は、本
格除雪時には氷の層となっていた。この氷の層が、基地東地区の幹線路に溜る雪解け水の排水を妨げたことも、
除雪が進まない一因となった。 
  a) 幹線道路 





































コンテナヤード周辺に溜まった水を排出するために、第 2 廃棄物保管庫にかけて溝を掘り水道を確保した。 
なお、迷子沢の水は、第 2 廃棄物保管庫西側を通って、海へ注ぐ。この水路は、積雪下に大きなトンネ 
ル（直径 2m 程度）を形成することになり、非常に危険である。早急な対策が求められる。  
5.4 第60次内陸旅行準備 
5.4.1 燃料移送・車両整備オペ                               木津 暢彦 



















橇へ燃料ドラムを積み込む時は、人員・車両を次の 4 つのパートに分けて効率的に作業を実施した。 







SM651～SM653、及び PB100（最大４台）に乗車し、ネスオイヤ横の橇デポ地から空橇を 1 つ牽引して B
ヘリポート南のパワーショベル横まで輸送、燃料ドラムを満載後、見晴らし経由で元の橇デポ地へ移動し
た。 
































d. 「とっつき岬」から S16 への燃料移送（宿泊を伴う） 
「とっつき岬」から S16 への燃料ドラム移送は宿泊を伴うことから、別途 SM100 の立ち上げを行なう必要が
あった。また、「とっつき岬」直上の青氷帯（J59 ルートで TS03～TS12）では急斜面でもあったため 1 橇（12
ドラム）ずつ橇上げを行なった。TS12～TS13 での列車ポイントまで上げた橇は三橇を牽引するよう再編成を
行ない、S16 へ移送した。 
燃料移送に関する第 59 次隊での作業日程（実績）について、表Ⅲ.5.4.1-1 に示す。 
   表Ⅲ.5.4.1-1 内陸旅行用燃料準作業日程 
期日 オペレーション名 燃料移送ドラム数 









（とっつき岬→S16）南軽 48 ドラム（4 橇） 




8 月 15 日 
燃料移送 
（とっつき岬） 
（昭和→とっつき岬）あ南軽 108 ドラム（9 橇） 




8 月 17 日 
燃料移送 
（とっつき岬） 
（昭和→とっつき岬）南軽 144 ドラム（12 橇） 





（とっつき岬→S16）南軽 354 ドラム（25 橇+4 リーマン橇）




8 月 28 日 燃料移送 （昭和→とっつき岬）南軽 72 ドラム、ガソリン 13 ドラム、
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（とっつき岬） JetA-1・44 ドラム（11 橇） 
9 月 13 日 
中継拠点出発支援 
（含燃料移送） 
（とっつき岬→S16）南軽 48 ドラム（4 橇） 
9 月 14 日 
中継拠点出発支援 
（含燃料移送） 
（とっつき岬→S16）南軽 4 ドラム、ガソリン 12 ドラム、
JetA-1・20 ドラム（3 橇） 
9 月 29 日 
S19GPS設置・Ｓ17滑走 
路設定（含燃料移送） 
（とっつき岬→S16）南軽 6 ドラム、ガソリン 1 ドラム、
JetA-1・15 ドラム（2 橇） 








（とっつき岬→S16）南軽 60 ドラム（5 橇） 








（とっつき岬→S16）南軽 12 ドラム（1 橇） 
 
（2）とっつき岬での車両整備 
中継点旅行（中継拠点旅行：9 月中旬～10 月中旬、ドームふじ旅行：11 月中旬～1 月下旬）及びドームふ
じ旅行に使用する大型雪上車（SM100 及び PB300）については、第 59 次隊の海氷状況により、「とっつき岬」
付近のクラックの状態が不安定だったので、S16 にデポしていた SM100 は「昭和基地」ではなく「とっつき
岬」で整備を行なった。大型雪上車の整備日程は表Ⅲ.5.4.1-2 に示す。第 59 次隊で昭和基地に陸揚げした











5.4.2 ドーム旅行（観測準備）                             川村 賢二 
   第 60 次先遣隊とともにドーム旅行を実施し観測活動を行うため、越冬期間中に準備を実施した。ここでは
主な実施内容を列挙するので、詳細については各部門の報告を参照のこと。 
   2018 年 5 月：オペ会メンバーによる内陸オペ計画概要検討、レーション作成開始（基本は毎週月・水・金
曜日、24 食ずつ）、浅層ドリル・観測機器の移動と整理。 
6 月：南極観測センターとの TV 会議、レーション梱包開始（夕食と翌朝食をセットにして小ダンに梱包）。 
7 月：昭和基地から S17 までのルート設定、燃料輸送計画・車両整備計画の策定、レーション作成・梱包。 
8 月：大陸への燃料輸送等を実施（6-10 日、15 日、17 日、20-24 日、27 日、28 日、8 月 31 日現在の燃料存
在数は、S16 に南軽ドラム 427 本、とっつき岬に南軽ドラム 78 本、ガソリンドラム 13 本、JetA1 ドラム 44
本）、S16 のデポ物資・ワイヤー類の確認、食糧橇・物資橇などの昭和基地への移動、とっつき岬での雪上車
整備実施（13-17 日、20-24 日、27-29 日の期間に SM106，111，113，114，115，117 を整備）、レーション作
成・梱包。 




10 月：大型車両（SM112, PB302）とっつきまで回送、観測物資準備、DROMLAN 受入準備、雪上車整備、レー





































7.1.1 ルート工作                     赤田 幸久 
第 59 次隊ではオングル海峡の氷厚測定調査ルート（6 月 12・15 日に設定）を除き、本格的なルート工作
は、2018 年 12 月のとっつき岬ルートから開始した。例年と比べると約 3 ヶ月遅いスタートであったが、諸
事情を勘案すれば例年以上に効率的なルート工作を実施できたと考える。越冬期間中のルート工作日数は 42
日、延べ座標数 587、ルート総延長約 164km であった。主要ルートは IT ルート（氷厚測定用/オングル海峡）、
T ルート（とっつき岬）、W ルート（西オングル島）、L ルート（ラングホブデ/雪鳥沢）、SV ルート（スカル
ブスネス/きざはし浜）で、これらのルートから枝ルートを派生させた。詳細については、表Ⅲ.7.1.1-1 に




ルート工作は極夜明けから開始することとした。第 59 次隊では越冬中に 2 つの長期内陸旅行が予定されて
おり、遅くとも 8 月初旬から S16 での準備作業を開始する必要があったため、7 月 12 日からとっつき岬のル
ート工作を開始し、7 月 31 日に S16/17 までのルート整備を完了した。日照時間の短い時期に迅速な作業を
行うため、とっつき岬までのルート工作はスノーモービル 2 台体制で実施し、氷厚測定の穿孔作業には充電








サブルートを工作した 9 月 23 日時点で、オングル海峡は雪面下のシャーベットアイス化が進んでいたため、




短期間（2 泊 3 日）で完成した。これは、ルート工作のタクティクスのみならず、偵察時に広江山山麓に上
陸可能なポイントを見つけ、そこで宿泊できた事も成功要因のひとつである。 
11 月は 60 次先遣隊地質チーム用に、くるみ島、北テオイヤ、ポルホルメン、西オングル島（東側・南側）
へのアプローチルートを設定したが、くるみ島以外はスノーモービル限定の暫定ルートとして扱い、ルート
方位表は作成せず GPS トラックログを利用した。尚、11 月 29～30 日に実施したスカルブスネス合同オペレ
ーションの帰途、南方エリアのルート旗を回収しルートを閉鎖した。また、12 月 25 日までにオングル諸島
周辺も含め、とっつきルートを除くほぼ全てのルート旗を回収した。 
ペンギンセンサス用のルートは 10 月 9 日にルンパの工作が完了したが、乱氷帯の調査に時間を要した。
シガーレン、イットレホブデホルメン方面は、スノーモービルですら通行不能の乱氷帯に阻まれ工作を断念
した。続いて 10 月 13 日にオングルカルベン、弁天島の工作が完了した。まめ島については、ラングホブデ
ルートから徒歩でのアプローチが可能なためルートは設定していない。袋浦、および水くぐり浦については、
10 月 17 日スカルブスネスのルート工作の帰途に設定した。ネッケルホルマネ北部、およびメホルメン、ウ
ートホルメン、北島については、スノーモービル限定の暫定ルートとして、偵察時の GPS トラックログを利
用してアクセスした。 
DROMLAN 対応としては、10 月 5 日にしるべ島南方に滑走路エリアを設定しアプローチルートも整備した。
その後、滑走路整地作業を経て 10 月 21 日に航空標識旗を仮設置し、バスラー機の飛来に備えた。 
しらせ対応としては、10 月下旬に接岸点候補地（見晴らし岩東方）及び氷上輸送用停泊候補地（しるべ島
東方）の 2 ヵ所に、それぞれ 15 ヵ所の標識旗を設置し氷厚・積雪・ブリザードの測定を実施した。その後
も 12 月初旬、中旬に氷厚等測定を実施し係留直前まで海氷状況を監視した。氷上輸送はしるべ島東方から
実施される見込みであったため、12 月初旬から中旬にかけてとっつき岬ルートの保全（盛雪による裸氷部の




第 59 次隊のルート設定状況については表Ⅲ.7.1.1-1 に示す。 
 
















氷厚測定 IT IT00/T02～T27 6/12 6/15 2 30 5.0 オングル海峡 
見晴らし M M00/IT04～M02 6/12 6/12 1 3 0.2   
とっつき岬 T T00/Syowa～T77 7/12 7/22 6 77 17.0 




TS TS00/T77～S17AP 7/30 7/31 2 63 19.5 
 





R R00/IT20～R03 8/19 8/19 1 4 0.5 漁協活動用 
向岩 MK MK00/IT08～MK18 9/6 9/6 1 19 4.8 地圏観測用 
西オングル W W00/T11～W20 9/8 9/8 1 22 4.8 誘導旗 2 本含む 






9/23 9/23 1 25 10.8 
シャーベットアイ
スで 11/3 に閉鎖 
弁天島 BT BT00/L04～BT27 9/27 10/13 2 28 10.1 ペンギンセンサス 
オングルガルテ
ン 




TB TB00/T71～TB10/T73 9/30 9/30 1 12 1.2 
10/26 に再設定し
本線とする 
海氷上滑走路 AP AP00/T16-1～AP4 10/5 10/5 1 5 0.8 DROMLAN 用 
ルンパ RU RU00/L34～RU35 10/9 10/9 1 36 7.6 ほぼ乱氷帯 
オングルカルベ
ン 
OK OK00/BT10～OK02 10/13 10/13 1 3 0.4 ペンギンセンサス 
スカルブスネス
（きざはし浜） 
SV SV00/L108～SV72 10/15 10/16 2 73 28.4 12/1 に閉鎖 
シェッゲ SG SG00/SV49～SG17 10/16 10/17 2 18 5.1   
水くぐり浦 MZ MZ00/L89～MZ03 10/17 10/17 1 4 0.6 ペンギンセンサス 
袋浦 FK FK00/L95～FK03 10/17 10/17 1 4 0.4 ペンギンセンサス 
岩島 IW IW00/IT07-1～IW06 10/21 10/21 1 7 1.1 
ハムナ氷瀑 HM HM00/L112～HM09 10/25 10/25 1 10 4.1 アイスオペ用 
くるみ島 KU KU00/L08～KU03 11/11 11/11 1 4 0.5 60 次地質調査用 
北テオイヤほか -  ― 11/16 11/27 2 - - 60 次地質調査用 
合計 42 日 587 163.6 km 
−406−
 図Ⅲ.7.1.1-1 JARE59 全ルート図（沿岸域） 
 





多くの燃料（南軽ドラム缶だけでも 500 本以上）を S16 に輸送する必要があった。必然的にとっつき岬ルー
トの使用頻度も高くなることから、ルート工作においては、ルート旗の視認性を高めるために設置間隔を狭










7 月 21 日のルート工作時に初回のクラック調査を実施した。T-C6 はクラック幅が 55cm あるものの、海氷
端部から前後 2m の区間（それぞれ 50cm 間隔で測定）において氷厚は 120cm 以上、積雪も 30cm 以上あった
ため、安定しているものと評価した。T-C7 はクラック幅 38cm、海氷端部から前後 2m の区間において平均氷
厚が 47.6cm、平均積雪 45.9cm であり、不安定なクラックと評価した。なお、2 本のクラックの間隔は約 80m、
中間点の氷厚は 192cm 以上あった。調査結果をもとに、クラック帯を通行可能な車両は SM65 までとし、T-C7
横断時には道板を使用する事とした。7 月 30 日、最初の S16 オペレーションの往路で T-C7 に道板を常設し
た。これは、クラック横断作業の効率化のためにおこなった措置であるが、当然のことながら、通行時のク
ラック状態の確認は毎回実施している。 
8 月 15 日、初回の燃料輸送の際、2t 橇の滑走面が道板から外れたことにより T-C7 端部の海氷が割れた。
これを受けて、翌 16 日に横断ポイントを再設定した、更に 8 月 17 日、角材・コンパネを利用して道板の補
強と、接地圧低減対策を行った。補強した道板の上に 50cm 以上の厚みで雪を盛り、安心して 2ton 橇を牽引
できるようになった。その後の燃料輸送、および中継拠点旅行隊の出発に際しても良好な状態で利用できた。 
9 月 30 日に大型車両回送に備えてクラック調査を行ったところ、T-C7 については、氷厚は増加している
ものの、海氷端部から前後 3m の区間において氷厚は 100cm 未満であった。一方、安定していると思われた
T-C6 は、海氷端部から前後 1m の区間において氷厚は 40～72cm であり、クラック近傍の氷厚が減少傾向にあ
ることが分かった。そのため、大型車両での通行は不適当と判断し、同日中に南側の氷山帯にバイパスルー
トを設定した。バイパスルートの氷厚は概ね 2m 以上あった。1 ヵ所に幅 140cm のクラックが存在したが、ク
ラック底面は凍結しており海水の滲み出しがなく、クラック前後の氷厚も 2m 以上あったため、雪入れ・圧
雪にて対処した。10 月 2 日、大型車両 2 台（SM112、PB302）の回送が無事に完了した。午前 7 時（気温-25.7℃）
に昭和基地を出発、PB302 にてクラックへの雪入れ作業を行ったのち、午前 9 時にとっつき岬に到着した。
尚、この頃は連日-25℃以下の低温の日が続いており、9 月 30 日には-32.5℃を記録している。 
10 月 26 日にドームふじ旅行隊の出発に向けて、最後のクラック調査を実施した。T-C7 については、クラ
ックは閉じており、氷厚も増加していた。しかし、T-C6 については氷厚の減少傾向が進んでおり、前回より
も更に不安定になっていた。そのため、10 月 26 日をもってクラック横断部は閉鎖し、バイパスルートの再
設定を実施した上で、とっつき岬ルートの本線とした。なお、とっつき岬ルートの利用は 11 月 20～22 日の
S16/17 複合オペレーションが最後であるが、60 次隊の継続使用を考慮しルート旗は回収していない。 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  7.1.5 野外行動報告                                        赤田 幸久 










2～3 月は海氷状況が悪く野外行動は実施していない。4 月 11・12 日に海氷行動安全講習を開催し、雪尺
観測など昭和基地近傍での野外活動を開始した。6 月 12 日に海氷状況確認を行ったが、これが越冬開始後は
じめての車両（スノーモービル）による海氷行動である。7 月 12 日からとっつき岬のルート工作を、7 月 16
日から基地周辺での車両・橇の回送などを開始した。宿泊を伴う野外行動は 7 月 30～31 日の S16/17 複合オ
ペレーションが初めてであり、これにより S16/17 までのルート整備が完了した。8 月は長期内陸旅行に向け
ての準備作業が本格化し、S16 での雪上車・橇の引き出しから橇回送、燃料輸送、とっつき岬での雪上車整
備など 4 泊 5 日のオペレーションが 5 回実施された。9 月 13・14 日に中継拠点旅行チームが出発し、同時に
ラングホブデ方面のルート工作を開始した。10 月中旬にスカルブスネスまでのルートが開通したが、この時
期はドーム旅行準備や車両整備、滑走路整備、アイスオペレーションなど野外行動が過密しており、スカル
ブスネスでの宿泊を伴う野外行動は、地圏主導の複合オペレーション 1 回のみであった。11 月に入っても過




てが短期（1 泊 2 日）の行動になった。また、例年実施されている長頭山登山は実施出来なかった。 
12 月以降、第 59 次隊としての野外行動は全て昭和基地近傍の日帰りのみで、宿泊を伴う野外行動は実施
していない。12 月下旬から 1 月下旬にかけては、第 60 次隊からの支援依頼による野外オペレーションに参
加し、S17 での活動全般をサポートした気水圏の平沢隊員をはじめとして、地圏、宙空圏、機械、野外観測
支援など各部門の隊員が第 60 次隊の野外観測を支援した。 
第 59 次隊越冬期間中には 2 つの長期内陸旅行（中継拠点旅行と 60 次ドームふじ旅行）が計画されており、
これらの実施に向けて越冬隊全員が一丸となって準備を推進した。また、旅行隊の出発に際しては、中継拠
点旅行隊には 2 名（3 泊 4 日）、および 4 名（1 泊 2 日）の支援チームを、ドームふじ旅行隊には 4 名（4 泊
5 日）の支援チームを派遣した。中継拠点旅行については 7.1.6 に詳述する。 
 








・2018 年 9 月 12 日～10 月 15 日（9 月 15 日に S16 出発、10 月 13 日に S16 到着） 




































1 日に概ね 60 ㎞進むよう計画した。天候、車輛、等の状況に応じてキャンプ地点を変えること、復路
の最後は路面が比較的平坦で下り傾斜が大きくなってくるため、1 日の走行距離数は 70 ㎞程度に延ば
すことを想定した。本行動に先立って 9 月 13 日～14 日に S16 で橇編成等、復路で S16 での橇編成解体、
とっつき岬での車輛デポを実施した。以下に大まかな日程計画と結果を示す。 
 
（計画）           ・・・  （結果） 
9 月 12 日 先発隊が昭和基地を出発 ・・・  13 日発となった。 
9 月 15 日 旅行隊が S16 を出発 ・・・  計画通り。 
9 月 19 日 みずほ基地に到着 ・・・  計画通り。ただし、悪天のため 22 日まで停滞。 
ドリフトからの橇の引き出しが必要であった（図Ⅲ.7.1.6-1）。 
9 月 23 日 みずほ基地を出発 ・・・  計画では 20 日に出発。 
9 月 26 日 中継拠点に到着 ・・・  29 日到着。3 日遅れ。 
AWS 設置（写真Ⅲ.7.1.6-１）、ゾンデ観測（写真Ⅲ.7.1.6-2）等を実施。 
10 月 3 日 中継拠点を出発 ・・・  2 日午後に出発。半日先行。 
10 月 9 日 みずほ基地に到着 ・・・  7 日に到着。2 日先行。 
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10 月 13 日 S16 に到着 ・・・  11 日に到着。2 日先行。 
S16 で橇編成解体、橇・車輛の配置。 
とっつき岬に下って、昭和基地に帰還。 
10 月 14 日 とっつき岬、昭和基地に帰還 ・・ 12 日にとっつき岬に到着。 
 13 日に昭和基地に帰還。 


















08:00 出発 （4hr×6(7)㎞/hr = 24(28)㎞） 
12:00 給油・昼食・橇メンテナンス 
13:00 出発 （5.5hr×6(7)㎞/hr = 33(38)㎞） 
18:30 キャンプイン・給油・・・食堂車 
 19:00 最終車輛キャンプイン・・・観測車 








08:00 作業開始 AWS 設置、大気観測 
12:00 昼食 
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付近から復路 S16 までの連続データ。（平沢取得） 
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（9）観測 
1）中継拠点における AWS の設置 
9 月 30 日 単管による土台組（写真Ⅲ.7.1.6-1 左） 
10 月 1 日 測器の設置と観測開始（写真Ⅲ.7.1.6-1 右） 
  
写真Ⅲ.7.1.6-1 （左）AWS 用の土台（単管組）を雪穴に設置。外気温が-55℃前後のため、長時間の




中継拠点に於いて毎日 15 時と 22 時（いずれも昭和基地時間）に気象ゾンデ観測を実施した。その様子
を写真Ⅲ.7.1.6-2に示す。中継拠点における最大の滞在日数 5日の場合には 9回の観測が計画されたが、
実際は 3 日の滞在で、4 回の観測を実施した。風に強い時もあり、6 名全員によるオペレーションになっ
た。人員配置は、ゾンデ立ち上げ・受信：1 名、ヘリウムのバルブ操作：1 名、ガス充填時の気球の抑え：
2～4 名、ゾンデ持ち：1 名、全体指揮：1 名とした。最小構成は 4 名であった。受信機は 111 号車に設置
した。計画では 117 号車だったが、ベッドのない 117 号車では床などのスペースを生活空間として使用
せざるを得ず、観測機器の展開には不向きであったため変更した。 
























2 種類の雪尺観測を実施した。一つは、概ね 2 ㎞毎に設置されているルート沿い雪尺であり、117 号車
が往路に実施した。この際、倒れ、抜け、埋没している雪尺を更新した。計測だけであれば、各地点で 1
分程度を要した。もう一つは、36 本～100 本が集中的に設置されている雪尺網であり、111 号車が往路に
実施した。雪尺網において雪尺の不具合があってもその保守は行っていない（後発のドームふじ旅行隊
に委ねた）。雪尺網の設置地点は、S16：36 本雪尺網、H68：36 本雪尺網、H180：36 本雪尺網、S122：36
本雪尺網、Z40：36 本雪尺網、みずほ：101 本雪尺、MD180：50 本雪尺、MD364：50 本雪尺の 8 か所であ
り、各地点で約 30 分を要した。 
6）積雪サンプリング（往路で実施） 
サンプリング地点は以下の 64 地点であり、111 号車が往路に実施した。国内で行われる分析は 2 通り
（トリチウム検出用／AP0911、及び化学成分、同位体分析用／AMP0903）あるため、サンプリングボトル









7）既設 AWS の保守（往路で実施） 
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・橇の 4 台目以降を牽引する場合には主線ワイヤ―を用いる。下線は主線ワイヤーを通す橇。 
・（南軽）はドーム計画に向けたデポ燃料。そのうち、（南軽）はみずほ基地にデポ。 
・主線ワイヤーセットの数量に関する確実な情報は 9 セットだったが、昭和基地保管分を合わせて 12 セッ
トの用意ができたので、将来の内陸活動分として中継拠点に 8 橇の燃料デポを実施した。みずほ基地へ
のデポと併せて 10 橇を輸送。 
・以下に各車輌の乗員、橇編成等を示す。 
 
第 1 号車 




ドーム計画用デポ燃料 3 台 
 
第 2 号車 




ドーム計画用デポ燃料 2 台 
 
第 3 号車 




予備燃料 2 台（南軽）は往路にみずほにデポ 
（11）燃料計画と結果 
燃費を 4ℓ/㎞/1 台として計画。S16～中継拠点間の距離が 640 ㎞であるところ、キャンプイン等の増加
分を考慮して片道 700 ㎞の往復とする。これに基づくと、2800ℓ／（1 台・片道）となり、3 台の往復で
は 16800ℓ（＝ドラム缶 84 本）／（3 台・往復）消費する。燃料橇では 7 台分に相当する計算としたとこ
ろ、ほぼ計算通りの結果となった。これに予備燃料橇 2 台を加えて往路でみずほ基地まで輸送し、デポ










































隊で S16 に 1 台の燃料タンク橇を引き上げてあるが、給油システムに不具合があることが第 59 次隊で明




















1 木 1.6 -2.5 1.9 曇 
越冬交代式、引越し、越冬隊私物搬入、日用品
搬入、全体会議 




3 土 -0.4 -3 17.9 曇時々雪
持ち帰り空輸物資準備作業、南極授業接続試験
（西仙北小学校）、 
外出注意令発令（1530～解除 4 日 1900） 
4 日 3 -1.1 15.8 ふぶき 休日日課 




外出注意令発令（0725～解除 5 日 1630）、南極
授業（西仙北小学校） 
6 火 1.9 -0.6 8.4 曇一時晴
持ち帰り空輸物資準備作業、59 次夏隊・同行者
お疲れさま会、VLBI 観測（8 日まで） 





意令発令（1940～解除 8 日 0740） 













11 日 2.1 -3.5 3.9 曇一時晴
作業日課、持ち帰り空輸、しらせ支援員帰還、
しらせヘリ最終便、DROMLAN で夏隊 14 名帰国 
12 月 2.8 -1 4.9 曇 休日日課、観測隊ヘリ最終便、地磁気絶対観測
13 火 -0.7 -4.7 5.1 曇一時晴
第 1 夏期隊員宿舎・第 2 夏期隊員宿舎立下げ作
業（13 日～14 日） 
14 水 -1.1 -4.9 15 曇時々雪 しらせ離岸見送り、VLBI 観測（15 日まで） 
15 木 0.5 -3.1 9.2 曇 LAN 増速作業、しらせ北上 
16 金 1.5 -4 7.7 薄曇後晴 コンテナヤード整理 
17 土 -0.2 -6.3 6.2 曇時々晴 コンテナヤード、Ａヘリ周辺整理 
18 日 -3.8 -9.4 3.2 晴後曇 休日日課、誕生日会 
19 月 -0.3 -4.7 1.8 曇一時雪 居住棟の布団夏宿へ移動 




21 水 0.5 -5.1 2.9 曇 
100kl 水槽補修・清掃、宙空オーロラ観測灯火
制限開始 
 22 木 -1.4 -7.9 2.5 快晴 居住棟ロッカー室復旧作業 
23 金 -1.9 -5.6 13.2 曇 電源切替 1→2、キャベツ皮むき 
24 土 0.2 -2.7 14.6 雪 通常業務 




26 月 -2 -4.5 1.9 雪後曇 
消火訓練、設営部会、観測部会、生活部会、オ
ペ会 
27 火 -0.4 -4.9 6.5 曇一時雪 燃料移送、VLBI 観測（28 日まで） 
28 水 -1.9 -3.8 6.9 曇 全体会議 
3 
1 木 -2.1 -3.7 4.6 曇 
廃棄物搬出作業（衛星受信棟、多目的アンテナ
レドーム、地学棟） 
2 金 -3.4 -8.4 2.2 曇時々晴 通常業務 
3 土 -4.4 -8.5 4.7 曇時々雪 休日日課、誕生日会 
4 日 -2.2 -5.9 18.7 ふぶき 
休日日課、外出注意令発令（0600～解除 5 日
0730） 
5 月 -3 -4.3 14.3
ふぶき後
時々曇 
外出注意令発令（1030～解除 5 日 1510） 





7 水 -3.1 -8.5 3.6 晴 通常業務 





9 日 1000） 








11 日 -2.4 -6 10.9 曇 休日日課、東日本大震災 7 周年追悼 
12 月 -3.6 -8.1 7.1 曇 
健康診断（16 日まで）、電源切替 2→1、南極中
継（極地研）、RT 棟脇の小屋撤去 
13 火 -6.1 -9.3 7 薄曇 通常業務、地磁気絶対観測 












17 土 -2.2 -10.4 6.1 曇 
休日日課、南極中継（九州大学）、スポーツ大
会 
18 日 -8.9 -15.2 1.7 晴 休日日課 
19 月 -8 -14.6 3.9 曇一時晴 焼却炉部材運搬作業、観測系セミナー 









 22 木 -3.1 -7.8 10.7 ふぶき 外出注意令発令（1315～解除 2330） 
 23 金 -5.3 -7.5 7.5 晴一時曇 通常業務 
 




 25 日 -2.6 -6.7 5.1 曇一時雪 休日日課 
 26 月 -1.7 -4.6 11.3 曇 糧食搬出入作業 
 





28 水 -6.2 -9.9 5.8 快晴 
観測部会、設営部会、生活部会、オペ会、露天
風呂（29 日まで） 
 29 木 -7 -11.3 3.1 曇 通常業務 
 
30 金 -7.5 -9.6 3 雪一時曇
第 3 回全体会議、外出注意令発令（1900～解除
31 日 0700） 
 









2 月 -4.3 -6.7 13.9 ふぶき 
外出注意令発令（1130～解除 3 日 0600）、内陸
旅行用レーション作り開始 
3 火 -3.4 -4.8 10 曇 通常業務 
4 水 -3.7 -6.9 7 曇 南極教室説明会、野外：西の浦海氷厚測定 
5 木 -6.6 -9.8 9.1 晴時々曇 除雪 
6 金 -8.3 -11.1 7.1 曇 地磁気絶対観測 
7 土 -5.7 -11.2 3.2 雪後曇 休日日課、誕生日会 
8 日 -5.2 -9.4 3.5 曇 休日日課、島内散策 
9 月 -5.4 -9.3 4.8 雪後晴 海氷行動安全講習（座学）、最後のキャベツ 
10 火 -8.1 -13.9 1.5 晴 通常業務 
11 水 -12.6 -15.9 2 晴 燃料移送、海氷行動安全講習（実技） 
12 木 -9.2 -17.7 4.1 晴後薄曇 海氷行動安全講習（実技） 




14 土 -3.1 -4.9 10.9 曇 休日日課 
15 日 -3.5 -7.8 5.4 曇後晴 休日日課、島内散策、西の浦漁協活動 
16 月 -4.4 -10.4 6 晴 エアータオル設置（食堂、洗面所） 
17 火 -8.6 -13 6.9 薄曇後晴 電源切替 1→2 
18 水 -9.8 -13.6 8.9 薄曇 通常業務 
19 木 -6 -10.1 10.3 曇 通常業務 
−436−
 20 金 -3.6 -7.5 8.8 曇 消火訓練 
21 土 -3.9 -6.3 6.5 曇時々雪 休日日課、最後の白菜 
22 日 -6.3 -10.7 3.3 雪一時曇 休日日課、島内散策 
23 月 -10.3 -13.5 2.6 雪時々曇 野外：ミクロ岩海氷調査（空撮） 
24 火 -7.3 -13.9 2.8 曇一時晴 自然エネルギー棟屋根修理 
25 水 -6 -9.6 8.9 曇一時晴 火災報知器点検 




27 金 -5.7 -8.7 7.3 曇 通常業務 
28 土 -6.2 -11.9 4.1 曇 休日日課、島内散策 
29 日 -7.4 -13.4 5.2 曇時々晴 休日日課 
30 月 -2.6 -8.9 11.7
雪時々ふ
ぶき 
第 4 回全体会議 
5 1 火 -2.1 -8.3 7.7 雪時々曇 事故事例研究 
2 水 -4.4 -12 3.4 曇一時晴 南極教室（接続試験） 
3 木 -11.2 -16.1 1.4 曇一時晴 情報発信委員会 
4 金 -11.7 -18.5 1.8 快晴 通常業務 
5 土 -17.5 -29.6 0.6 晴 休日日課、南極中継（極地研ライブトーク） 
6 日 -15.5 -22.6 2.1 快晴 休日日課 
7 月 -15.9 -21 1.7 快晴 休日日課 
8 火 -13.4 -23.8 2.7 快晴 電源切替 2→1、南極大学 




10 木 -4.8 -16.8 2.1 曇 南極安全講習（救急法概論）、職場訪問 
11 金 -3.5 -15.5 4.1 快晴 職場訪問（フォローアップ） 
12 土 -8.7 -15.8 3.3 晴 
休日日課、南極安全講習（ロープワーク）、誕
生日会 
13 日 -9.2 -18.1 2.8 曇時々晴 休日日課、釣り大会 
14 月 -11.9 -21.8 2.5 快晴 
南極安全講習（応急手当・救命講習）、南極大
学 
15 火 -12.7 -18.7 3.1 快晴 
観測倉庫整理、南極安全講習（応急手当・救命
講習、ロープワーク）、事故事例研究 




17 木 -18.2 -21.2 5.8 快晴 
南極教室（神戸市立池田小学校）、南極安全講
習（作業安全講習） 
18 金 -16.2 -20.4 2.9 曇一時雪 第１居住棟内で漏水 
19 土 -12.4 -19.2 7.7 曇一時雪 休日日課、スポーツ大会 
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 20 日 -18.7 -25.5 2.1 快晴 休日日課 
21 月 -21.7 -29.3 4 晴一時曇 消火訓練、南極大学 










24 木 -13 -17.2 8.3 晴後曇 通常業務 
25 金 -15 -19 3.5 曇後晴 燃料移送 
26 土 -16.1 -22.3 2.6 晴 休日日課 
27 日 -15.7 -21.6 5.8 曇 休日日課 
28 月 -17.6 -27 2.2 快晴 南極安全講習（作業安全講習）、南極大学 
29 火 -15.9 -19.7 2.7 快晴 
南極教室（接続試験）観測部会、設営部会、 
生活部会、オペ会、事故事例研究 
30 水 -16.8 -19.9 8.3 快晴 
南極教室（常陸太田市立世矢小学校）、 
「さよなら太陽」の日、休日日課（午後） 
31 木 -13.8 -17.2 2.5 曇 南極教室（接続試験）、第 5 回全体会議 
6 
1 金 -6.3 -17.1 7.6 曇 
休日日課、気象記念日と電波の日、 
外出注意令発令（2000）、外出禁止令（2330）
2 土 -3.9 -6.7 30.1 ふぶき 休日日課、外出注意令（2010） 













6 水 -14.8 -21.5 5.4 快晴 通常日課 




8 金 -8.6 -12 14 曇 
南極教室（袋井市立周南中学校）、 
外出注意令発令（2115） 
9 土 -8.6 -13.4 10.6 曇一時雪 休日日課、外出注意令解除（0700） 
10 日 -12 -22.5 3.9 晴 休日日課 
11 月 -21.4 -24.9 3.5 快晴 
健康診断（15 日まで）、地磁気絶対観測、 
電源切替 2→1、南極大学 
12 火 -19 -22.9 4.5 快晴 事故事例研究 
13 水 -16 -27 1.5 快晴 南極教室（接続試験） 





15 金 -9.9 -15.5 7.2 曇時々晴 南極安全講習（気象） 
16 土 -6 -13.3 9.3 曇一時晴 休日日課 
17 日 -3.4 -7.6 10 曇 休日日課 
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18 月 -4.2 -11.7 9.5 晴一時曇 南極大学 
 
19 火 -9.2 -14.4 4.6
晴時々薄
曇 
事故事例研究、VLBI 観測（20 日まで） 
20 水 -13.6 -21.2 4.8 晴一時曇 ミッドウィンター前夜祭 




22 金 -17.5 -23.9 2.7 快晴 ミッドウィンター祭 
23 土 -17.1 -21.8 2 快晴 ミッドウィンター祭 
24 日 -14.3 -19.5 2.3 快晴 ミッドウィンター祭 




外出注意令発令（1250～ 解除 26 日 1210） 




27 水 -5.9 -10.3 9.9 曇一時雪
観測部会、設営部会、生活部会、オペ会、 
事故事例研究 




29 金 -3.8 -12 21 ふぶき 外出禁止令（1830）、ＴＶ会議、全体会議 
30 土 -3.4 -7.5 18.5 ふぶき 
休日日課、外出注意令（0400～ 解除 7 月 2 日
0800）、最後の生りんご 
7 




2 月 -11.6 -20.2 3.3 晴一時曇 電源切替 2→1、除雪、ビバーク講習、南極大学
3 火 -8.4 -13.0 4.1 曇一時雪 事故事例研究 




5 木 -16.6 -22.1 1.4 曇後雪 南極教室（接続試験） 




7 土 -16.6 -22.3 4.8 曇 休日日課 
8 日 -15.8 -18.8 11.7 ふぶき 休日日課 




10 火 -15.7 -18.7 4.0 雪時々曇 南極教室（接続試験）、事故事例研究 




12 木 -16.0 -19.2 3.8 雪 ルート工作開始（とっきルート） 
13 金 -19.3 -32.3 3.6 快晴 
南極教室（接続試験）、南極中継（接続試験）、
昼食会イベント「こんにちは太陽」 
14 土 -24.7 -32.3 4.2 雪一時晴
休日日課、南極中継（関西アマチュア連盟フェ
スティバル実行委員会）、6 月 7 月合同誕生日
会 
15 日 -21.5 -25.3 7.1 雪一時曇 休日日課、セルフレスキュー講習 
−439−
 
16 月 -19.6 -27.9 3.7 晴 
南極中継（静岡科学館る・く・る）、西オング
ルルート完成、南極大学 






18 水 -12.6 -19.2 17.4 ふぶき 外出注意令発令（0620～ 解除 19 日 1410） 




20 金 -17.2 -26.7 4.9 快晴 通常業務 
21 土 -21.6 -28.7 4.0 晴一時曇 休日日課 
22 日 -20.1 -26.7 4.5 曇後雪 休日日課、とっつきルート完成 
23 月 -17.6 -22.5 2.7 曇 
電源切替 1→2、南極安全講習（雪上車、スノー
モービル実技）南極大学 








26 木 -8.6 -19.1 3.3 晴 オペ会 
27 金 -5.1 -10.8 11.9 曇 観測部会、設営部会、生活部会、全体会議 
28 土 -6.9 -9.5 12.3 晴 休日日課 
29 日 -7.9 -14.1 9.5 曇 休日日課 
30 月 -12.4 -17.1 8.3 快晴 
地磁気絶対観測、S16/17 複合オペレーション
（31 日まで） 
31 火 -10.5 -15 6.8 晴 事故事例研究 
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2 木 -12.3 -24.3 2.1 快晴 南極中継（気象庁）、昭和基地緊急時対応訓練 
3 金 -20.5 -30.0 0.9 晴 
極地研一般公開ライブトーク（接続試験）、南極
大学 
4 土 -25.8 -31.3 0.9 快晴 休日日課、極地研一般公開ライブトーク 




6 月 -10.8 -19.3 6.1 晴一時曇 電源切替 2→1、S16/17 機械オペ発（10 日帰着）




8 水 -8.8 -15.9 11.9 晴一時雪 通常業務 





10 金 -11.3 -19.4 6.7 快晴 南極･北極科学館ライブトーク 
11 土 -6.5 -12.9 15.3 曇一時晴
休日日課、外出注意令（2040～解除 12 日 0900）、
最後の玉ねぎ、じゃがいも 
12 日 -6.4 -10.9 13.0 曇 休日日課、南極大学 





 14 火 -7.4 -12.1 4.7 曇一時雪 燃料橇編成オペ、事故事例研究 
15 水 -8.7 -12.2 8.9 曇一時晴 とっつき岬燃料橇輸送オペ 
16 木 -11.3 -17.9 6.4 曇一時晴 燃料橇編成オペ 






18 土 -18.3 -21.6 1.6 快晴 休日日課、家族会、誕生日会 
19 日 -17.4 -21.3 3.2 晴時々曇 休日日課、臨時オペ会 
20 月 -17.8 -26.0 2.9 快晴 
とっつき岬車両整備オペ発（24 日帰着）、Ｓ16
燃料橇輸送発（24 日帰着）、燃料移送 
21 火 -20.1 -27.4 2.1 快晴 通常業務 
22 水 -16.7 -25.4 1.7 快晴 通常業務 
23 木 -14.5 -24.4 3.0 快晴 
南極・北極科学館ライブトーク（接続試験）、南
極中継（KDDI 九州総支社） 
24 金 -16.6 -23.3 2.7 曇一時晴 南極･北極科学館ライブトーク 
25 土 -12.7 -17.6 5.3 曇時々雪 休日日課 






27 月 -10.8 -18.7 5.2 雪時々曇
とっつき岬車両整備オペ発（29 日帰着）、燃料
橇編成オペ 




29 水 -5.9 -19.7 9.5
雪後一時
ふぶき 
外出注意令発令（1700～解除 30 日 1510） 




31 金 -16.8 -29.5 2.9 晴一時雪 地磁気絶対観測 
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2 日 -12.3 -18.1 5.4 晴 休日日課、南極大学 
3 月 -8.9 -18.5 13.4 ふぶき 
休日日課、南極教室（接続試験）、健康診断、外
出注意令発令（解除 3 日 0730） 
4 火 -12.8 -19.3 6.0 薄曇後晴 休日日課、事故事例研究、健康診断 
5 水 -16.5 -22.5 3.4 雪時々曇 南極教室（接続試験）、健康診断 
6 木 -20.4 -26.8 3.1 快晴 
南極教室（静岡大学教育学部附属静岡小学校）、
向岩ルート開通、健康診断 




8 土 -19.3 -22.4 2.6 曇後雪 休日日課、中継拠点旅行壮行会、誕生日会 
9 日 -20.9 -24.4 1.7 晴一時曇 休日日課 






11 火 -22.8 -27.9 2.4 快晴 
南極教室（富士見市立つるせ台小学校）、事故事
例研究 




～解除 13 日 0915） 





14 金 -17.9 -22.8 6.4 快晴 中継拠点旅行支援隊出発 
15 土 -18.7 -23.4 2.9 快晴 荒金ダム復旧工事開始、中継拠点旅行隊 S16 発
16 日 -18.5 -29.8 2.8 快晴 休日日課、荒金ダム復旧工事 
17 月 -18 -31.1 0.6 晴 荒金ダム復旧工事 
18 火 -14.1 -28.3 5.6 曇後雪 
休日日課、外出注意令発令（2030）→外出禁止
令発令（20 日 0830）→外出注意令に変更（20
日 1700）→外出注意令解除（21 日 0730） 
19 水 -6.6 -14.4 17.7 ふぶき 通常業務 
20 木 -4.4 -6.7 22.2 ふぶき 
南極教室（接続試験）、大掃除、臨時オペレーシ
ョン会議 





22 土 -7.8 -14.6 12.7 曇 休日日課 
23 日 -13.1 -20.5 6.3 晴 休日日課 荒金ダム復旧作業（25 日まで） 
24 月 -16.1 -23.2 1.7 晴一時曇 通常業務 
25 火 -17.4 -23.8 2.5 快晴 通常業務 




27 木 -19.5 -28.8 1.3 雪後薄曇
南極教室（接続試験）、観測部会、設営部会、生
活部会、全体会議 





29 土 -23.5 -31 2.7 雪一時曇
休日日課、S17/19 複合オペレーション発（30
日帰着） 









2 火 -22.2 -31.3 0.9 薄曇 
事故事例研究、大型雪上車（SM112、PB302）と
っつきへ移送、消火訓練 
3 水 -21.3 -31.4 3.1 雪一時晴 ラングホブデ（雪鳥沢）ルート開通 
4 木 -20.5 -27.7 3.6 快晴 通常業務 
5 金 -19.5 -26.9 3.1 曇後雪 通常業務、燃料移送 
6 土 -17.7 -24.4 4.5 雪後曇 休日日課 
7 日 -19.0 -26.2 2.6 曇一時雪 休日日課、地磁気絶対観測 
8 月 -16.9 -25.6 2.6 晴 通常業務 
9 火 -17.9 -23.2 5.5 晴後曇 ルンパルート開通、事故事例研究 
−442−
 10 水 -15.6 -20.1 9.8 曇一時雪 通常業務 
11 木 -15.0 -21.5 6.0 曇一時雪 通常業務 




13 土 -12.3 -28.9 3.2 晴後薄曇
休日日課、南極中継（海上保安協会那覇支部）、
中継点旅行隊帰還 
14 日 -9.3 -12.4 5.5 雪 休日日課、南極中継（大学共同利用機関法人）
15 月 -9.9 -12.9 2.3 雪 きざはし浜ルート工作発（17 日帰着） 
16 火 -11.5 -22.9 2.1 晴時々曇
通常業務、事故事例研究、スカルブスネス（き
ざはし浜）ルート完成 
17 水 -17.8 -24.4 3.4 晴 通常業務 




19 金 -2.7 -8.0 18.2 ふぶき 
外出注意令発令（0730～解除 20 日 0700）、オペ
会 
20 土 -2.4 -6.5 7.6 雪一時曇 休日日課、中継拠点旅行隊報告会 




22 月 -7.0 -14.2 3.2 薄曇 電源切替（中止） 
23 火 -8.8 -19.5 2.0 快晴 事故事例研究 
24 水 -9.6 -18.8 1.5 薄曇 とっつき岬車両整備オペ発（28 日帰着） 
25 木 -11.3 -19.2 2.4 快晴 通常業務、アイスオペレーション 
26 金 -13.6 -25.1 1.5 快晴 観測部会、オペ会 
27 土 -10.6 -13.9 1.6 薄曇 休日日課 













31 水 -6.7 -13.9 4.2 曇後晴 南極中継（若松小学校） 
11 1 木 -13.4 -10.5 1.4 曇 第一回研修旅行・スカルブスネス（2 日帰着）




3 土 -6.7 -4.1 21.0 ふぶき 
休日日課、外出注意令発令（0530～解除 4 日
1530） 









6 火 -9.7 -6.5 3.4 曇一時晴 事故事例研究、VLBI 観測（8 日まで） 
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 7 水 -9.9 -5.9 4.6 晴一時曇 アイスオペレーション（公用）、そうめん流し
8 木 -11.5 -7.1 1.2 快晴 
フィーダー機（DROMLAN）給油で離着陸（昭和滑
走路） 
9 金 -14.2 -9.7 2.2 晴後曇 
フィーダー機（DROMLAN）先遣隊到着（昭和滑走
路） 





11 日 -11.9 -9.2 4.1 曇一時晴 休日日課 
12 月 -9.5 -8.0 10.6 曇後雪 通常業務 
13 火 -7.0 -3.5 6.9 曇時々雪 観測倉庫整理、事故事例研究 
14 水 -7.9 -4.1 2.4 晴後薄曇 燃料移送、VLBI 観測（15 日まで） 
15 木 -7.6 -6.0 3.8 雪後薄曇
ラングホブデ/スカルブスネス・ペンギンセンサ
ス（16 日帰着） 
16 金 -5.2 -2.9 9.7 曇一時雪 通常業務 
17 土 -3.4 -2.8 21.8 ふぶき 休日日課、外出注意令発令（0000～解除 2130）
18 日 -3.0 -1.0 4.3 雪一時曇 休日日課 
19 月 -4.3 -2.7 2.9 曇一時雪
地磁気絶対観測、スカルブスネス滑走路調査（21
日帰着）、本格除雪開始 
20 火 -4.7 -3.2 4.0 雪 事故事例研究 
21 水 -4.1 -0.6 4.1 曇一時晴
フィーダー機（DROMLAN）給油で離着陸（昭和滑
走路） 
22 木 -4.7 -2.4 9.5 曇後晴 通常業務 白夜の始まり 
23 金 -3.1 -1.4 16.8 曇 
予備冷凍庫の氷移動、南極北極ジュニアフォー
ラム（国内と接続） 
24 土 -3.2 -2.7 20.1 ふぶき 休日日課、外出注意令発令（0820～25 日 1500）




26 月 -2.8 -2.0 14.5 曇 電源切替 
27 火 -3.1 -2.3 10.7 曇 観測部会、生活部会、全体会議、事故事例研究
28 水 -4.5 -2.3 2.1 晴一時曇
本格除雪、第二回研修旅行・スカルブスネス／
ラングホブデ（29 日帰着） 




30 金 -2.9 0.4 3.7 曇後晴 
フィーダー機（DROMLAN）給油で離着陸（昭和滑
走路）、本格除雪 
12 1 土 -0.4 -6.8 6.1 曇 誕生日会、ルンパ・ペンギンセンサス 








 4 火 -0.2 -8.0 12.3 曇 本格除雪 
5 水 -1.1 -4.2 12.4 曇一時雪 本格除雪、 忘年会 
6 木 1.3 -3.9 5.9 曇一時晴 本格除雪、休日日課、南極中継（ガザ） 




8 土 -2.7 -7.4 5.7 曇一時雪 本格除雪、消火訓練 
9 日 -3.1 -5.1 7.5 雪一時曇 休日日課 




11 火 -0.2 -9.3 2.6 快晴 本格除雪、冷凍予備食移動、砂撒き 
12 水 -1.6 -6.6 6.3 快晴 本格除雪、オペ会 
13 木 1.6 -6.9 6.8 晴後薄曇 PANSY 砂撒き 
14 金 1.4 -5.3 6.4 晴一時曇 本格除雪 
15 土 0.7 -4.8 5.4 薄曇 地磁気絶対観測 
16 日 1.1 -5.4 5.0 晴一時曇
休日日課、地質巡見（60 次隊先遣地質 2 名によ
る） 
17 月 2.1 -5.3 4.3 快晴 燃料移送、夏宿布団干し・清掃 
18 火 4.9 -4.0 6.9 快晴 60 次受入れ準備：夏宿立ち上げ 
19 水 1.6 -3.0 7.8 快晴 60 次受入れ準備：夏宿立ち上げ 
20 木 -1.6 -3.3 7.6 曇時々雪 60 次受入れ準備：夏宿立ち上げ 
21 金 0.0 -3.9 2.9 曇 
60 次受入れ準備：夏宿立ち上げ、見晴らし東方
「しらせ」誘導旗設置、夏至 
22 土 0.7 -3.5 2.4 曇時々雪 第一便、優先物資空輸、60 次向け海氷講習会 
23 日 1.1 -3.1 1.5 晴一時曇 優先物資空輸 
24 月 1.1 -4.9 2.8 快晴 
優先物資空輸、60 次歓迎会、60 次向けスノーモ
ービル講習会 








27 木 3.4 -0.8 5.2 曇 停留点移動 









30 日 -1.0 0.4 13.8 ふぶき 外出注意令発令（1240～解除 31 日 0720） 






1 1 火 1.4 -0.9 4.6 雪一時曇 休日日課、元旦行事（おせち、福男） 
2 水 1.0 -1.9 2.6 曇 氷上輸送（持込み）、電源切替 
3 木 0.7 -4.5 2.7 曇一時雪 氷上輸送（持込み） 
4 金 1.1 -6.7 2.0 快晴 氷上輸送持帰り準備 
5 土 -2.1 -8.4 3.0 快晴 
氷上輸送（持帰り）、公用氷・私物氷リーファー
コンテナへ搬入 
6 日 1.8 -5.8 5.1 曇一時晴 休日日課、氷上輸送（持帰り） 
7 月 3.6 -2.8 5.2 曇 氷上輸送（持帰り） 








10 木 0.3 -7.6 1.5 快晴 本格空輸（持込み） 
11 金 2.3 -4.0 12.5 曇時々雪 通常業務 
12 土 0.9 -0.9 11.1 曇後雪 本格空輸（持込み） 
13 日 2.9 -1.6 4.2 曇一時晴 休日日課、本格空輸（持込み）、地磁気絶対観測
14 月 4.9 -2.4 4.4 曇一時晴 本格空輸（持込み） 
15 火 4.8 0.3 2.5 曇 
本格空輸（持帰り）、しらせ歯科長昭和基地視察
（日帰り）、医務長宿泊（17 日まで） 
16 水 4.3 -2.9 3.5 薄曇 本格空輸（持帰り） 




18 金 0.8 -2.9 2.5 曇時々雪 昭和基地全停電 
19 土 1.6 -4.2 2.9 晴 通常業務 
20 日 3.8 -4.2 2.2 晴一時曇
休日日課、「しらせ」停留点移動、地磁気絶対観
測、日報はじまり 
21 月 0.3 -5.8 6.0 快晴 燃料移送 
22 火 -2.3 -7.2 2.3 快晴 通常業務 
23 水 -1.2 -4.7 2.4 曇時々雪 ドーム隊昭和基地に帰還 
24 木 -1.1 -3.0 3.8 雪時々曇 計画停電、消火訓練 
25 金 -1.6 -3.8 3.0 雪 お疲れさま会（60 次主催） 
26 土 -2.8 -7.1 4.8 晴後薄曇
100Kl 清掃掃除、60 次先遣隊 DROMLAN 帰国者昭
和基地発、フィーダー機（DROMLAN）離着陸（S17）、
しらせ幹部昭和基地研修で宿泊（28 日まで） 
27 日 0.7 -3.3 13.4 曇 休日日課、喫茶最終日 
28 月 2.0 -0.9 10.9 曇一時雪
オペ会、しらせ幹部昭和基地研修で宿泊（30 日
まで） 




VLBI 観測（30 日まで） 
30 水 3.8 -0.8 4.0 曇 居室の私物集積、部会、全体会議、大掃除 
−446−

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
観
測
デ
ー
タ
・採
取
試
料
一
覧
 
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
名
称
担
当
者
デ
ー
タ
・
試
料
名
測
点
名
等
−448−
AM
G
地
圏
変
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
AM
G0
90
1
統
合
測
地
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
観
測
AM
G0
90
1_
01
DO
RI
S 
観
測
東
野
智
瑞
子
-6
9.
00
5
39
.5
80
-6
9.
00
5
39
.5
80
20
18
/2
/1
20
19
/1
/3
1
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
IG
N解
析
局
デ
ー
タ
伝
送
済
VL
BI
デ
ー
タ
(O
HG
11
3)
Sy
ow
a
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/2
/1
4
20
18
/2
/1
5
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
HD
D保
存
VL
BI
デ
ー
タ
(A
OV
02
0)
Sy
ow
a
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/2
/2
7
20
18
/2
/2
8
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
HD
D保
存
VL
BI
デ
ー
タ
(A
OV
02
4)
Sy
ow
a
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/6
/1
9
20
18
/6
/2
0
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
HD
D保
存
VL
BI
デ
ー
タ
(O
HG
11
4)
Sy
ow
a
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/1
1/
6
20
18
/1
1/
7
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
HD
D保
存
VL
BI
デ
ー
タ
(O
HG
11
5)
Sy
ow
a
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/1
1/
7
20
18
/1
1/
8
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
HD
D保
存
VL
BI
デ
ー
タ
(O
HG
11
6)
Sy
ow
a
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/1
1/
14
20
18
/1
1/
15
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
HD
D保
存
VL
BI
デ
ー
タ
(T
21
30
)
Sy
ow
a
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
19
/1
/2
9
20
19
/1
/3
0
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
HD
D保
存
VL
BI
デ
ー
タ
(O
HG
11
7)
Sy
ow
a
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
19
/2
/5
20
19
/2
/6
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
HD
D保
存
JA
RE
60
実
施
分
AM
G0
90
1_
03
超
伝
導
重
力
計
連
続
観
測
東
野
智
瑞
子
重
力
連
続
観
測
デ
ー
タ
昭
和
基
地
-6
9.
00
7
39
.5
90
-6
9.
00
7
39
.5
90
20
18
/2
/1
20
19
/1
/3
1
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
国
内
自
動
転
送
国
立
極
地
研
究
所
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sブ
イ
デ
ー
タ
#1
西
の
浦
-6
9.
00
7
39
.5
65
-6
9.
00
7
39
.5
65
20
18
/7
/2
8
20
18
/8
/4
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sブ
イ
デ
ー
タ
#2
西
の
浦
-6
9.
00
7
39
.5
65
-6
9.
00
7
39
.5
65
20
18
/8
/1
0
20
18
/8
/1
8
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sブ
イ
デ
ー
タ
#3
西
の
浦
-6
9.
00
7
39
.5
65
-6
9.
00
7
39
.5
65
20
18
/8
/1
9
20
18
/8
/3
1
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sブ
イ
デ
ー
タ
#4
西
の
浦
-6
9.
00
7
39
.5
65
-6
9.
00
7
39
.5
65
20
18
/9
/1
20
18
/9
/1
7
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sブ
イ
デ
ー
タ
#6
西
の
浦
-6
9.
00
7
39
.5
65
-6
9.
00
7
39
.5
65
20
18
/9
/1
8
20
18
/1
0/
13
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sブ
イ
デ
ー
タ
#7
西
の
浦
-6
9.
00
7
39
.5
65
-6
9.
00
7
39
.5
65
20
18
/1
0/
14
20
18
/1
1/
10
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sブ
イ
デ
ー
タ
#8
西
の
浦
-6
9.
00
7
39
.5
65
-6
9.
00
7
39
.5
65
20
18
/1
1/
11
20
18
/1
2/
3
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sブ
イ
デ
ー
タ
#9
左
島
沖
-6
9.
08
9
39
.5
07
-6
9.
08
9
39
.5
07
20
18
/9
/2
9
20
18
/1
1/
29
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
GP
Sデ
ー
タ
S1
9
-6
9.
00
5
40
.1
34
-6
9.
00
5
40
.1
34
20
18
/9
/3
0
20
18
/1
1/
10
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
17
/1
2/
27
20
18
/3
/2
5
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
向
岩
-6
9.
03
0
39
.6
95
-6
9.
03
0
39
.6
95
20
18
/9
/2
7
20
18
/1
0/
16
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
オ
ン
グ
ル
ガ
ル
テ
ン
-6
9.
06
9
39
.6
11
-6
9.
06
9
39
.6
11
20
18
/9
/2
9
20
18
/1
0/
23
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
ス
カ
ル
ブ
ス
ネ
ス
-6
9.
47
4
39
.6
07
-6
9.
47
4
39
.6
07
20
18
/2
/4
20
18
/7
/1
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
ラ
ン
グ
ホ
ブ
デ
-6
9.
24
3
39
.7
14
-6
9.
24
3
39
.7
14
20
18
/1
/5
20
18
/2
/3
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
AM
G0
90
2_
01
地
震
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
観
測
基
地
観
測
地
震
デ
ー
タ
（
短
周
期
）
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/2
/1
20
19
/1
/3
1
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
国
内
自
動
転
送
デ
ー
タ
伝
送
済
基
地
観
測
地
震
デ
ー
タ
（
広
帯
域
）
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/2
/1
20
19
/1
/3
1
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
国
内
自
動
転
送
デ
ー
タ
伝
送
済
基
地
広
帯
域
地
震
計
波
形
記
録
（
R6
6）
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/2
/1
20
19
/1
/3
1
チ
ャ
ー
ト
紙
12
AM
G0
90
4
イ
ン
フ
ラ
サ
ウ
ン
ド
観
測
昭
和
基
地
イ
ン
フ
ラ
サ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/2
/1
20
19
/1
/3
1
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
国
内
自
動
転
送
デ
ー
タ
伝
送
済
昭
和
基
地
イ
ン
フ
ラ
サ
ウ
ン
ド
臨
時
観
測
デ
ー
タ
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/2
/3
20
18
/4
/1
7
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
昭
和
基
地
イ
ン
フ
ラ
サ
ウ
ン
ド
臨
時
観
測
デ
ー
タ
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/4
/2
7
20
18
/7
/3
1
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
昭
和
基
地
イ
ン
フ
ラ
サ
ウ
ン
ド
臨
時
観
測
デ
ー
タ
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/8
/1
20
18
/1
0/
28
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
昭
和
基
地
イ
ン
フ
ラ
サ
ウ
ン
ド
臨
時
観
測
デ
ー
タ
昭
和
基
地
-6
9.
00
0
39
.5
80
-6
9.
00
0
39
.5
80
20
18
/1
0/
28
20
19
/1
/2
5
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
デ
ー
タ
伝
送
済
AM
G0
90
1_
02
VL
BI
観
測
東
野
智
瑞
子
国
立
極
地
研
究
所
AM
G0
90
1_
04
衛
星
デ
ー
タ
の
地
上
検
証
観
測
東
野
智
瑞
子
国
立
極
地
研
究
所
AM
G0
90
1_
05
露
岩
GP
S
東
野
智
瑞
子
観
測
デ
ー
タ
国
立
極
地
研
究
所
AM
G0
90
2_
01
地
震
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
観
測
東
野
智
瑞
子
国
立
極
地
研
究
所
AM
G0
90
4_
01
イ
ン
フ
ラ
サ
ウ
ン
ド
観
測
東
野
智
瑞
子
国
立
極
地
研
究
所
−449−
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南極地域観測隊 第５９次隊報告 
 
発行日：令和元年9月 
発行者：大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 
国立極地研究所 
編 集：第59次南極地域観測隊 
 
 
 
 
 
